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世阿弥研究会（2010/9/8）に関する文

〔劫之入〕用心之事
「此藝能を習學して、上手の名を取りて、毎年を送て、位の上るを、よき劫と申也。然れども、此劫は、住所によりて變るべき事あり。名望を得る事、都にて褒美を得ずはあるべからず。さやうの人も、在國して、田舎にては、都の風體を忘れじとする劫斗にて、〔結句〕、よき事をも忘れじ忘れじとする程に、少々と、よき風情の〔こく〕なる所を覺えねば、惡き劫になる也。これを、住劫と嫌ふなり。都にては、目きゝの中なれば、少しも主に覺えず住する所、やがて見物衆の氣色にも見え、又は、さんだん・褒貶にも耳を打たすれば、連々惡き所除きて、よき劫ばかりになれば、磨き立てられて、をのづから、玉を磨くがごとくなる劫の入也。都に住めば、よき中にあるによて、をのづから惡き事なし。少々と惡しき事の去るを、よき劫とす。よき劫の別に積もるにはあらず。只、返すがえす、心にも覺えず、よき劫の重して、惡（き）劫になる所を用心すべし。然れば、能程の上手も、年寄ば古體になるとは、この劫也。人の目には見へて嫌ふ事を、我は、昔より此よき所を持ちてこそ名をも得たれ、と思ひつめて、そのまゝ、人の嫌ふ事をも知らで、老の入舞をし損ずるなり。しかしながら、此劫也。能々用心すべし」（「花鏡」より抜出）


住劫について話が及ぶ。これは「良い劫が停滞し、悪い劫に変質すること」と意味される。劫は功とも書かれ、ともに永い時間を指す。世阿弥は都優位に考えていたのだろう、鄙に居ることで住劫を成すと。しかし差別主義的とも言えない。都には何があるのか？「見物衆の気色」、すなわち周囲からの批判である。都にはあるが、鄙にはない。大学においても、地方にあれば研究者は少なく“刺激も少ない”。同じ分野の者が集まれば、相互批判が活性化される。これはおそらく、自身の差別観からではなく、都/鄙で得られるものが異なるといういわば「環境主義的」というものによる。しかし鄙でも黒川能のように非常な厚みを持った伝統もある。ある方はこれを“システム”と呼んでおり、とても納得がいった。また或る方は話を私事につなげ、きわめて明確な、誰にでも伝わる言葉を探そうとしている、しかし探すほどに自身の表現が稚拙になっていくと訴える。私もこの体験に近いものはある。彼の語る体験を、息苦しく感じた。彼は絶対的に明確な言葉という、一見あまりに明らかな目的を探すあまり、自身の持ちネタから離れられなくなっているのではないか。言葉は1と0の演算式ではない。より他の、例えばその分野の文法に肉薄し、憑依するがごとく理解に努めれば、おのずと最も適切な表現に至るのかもしれない。彼の、意識的であろうという強靭な意志は尊敬に値するが、しかし一旦それを抜け出て、他者なるものを見出さねばいけないのではないだろうか。おそらく世阿弥の訴えることもこれに近いのだろう。

末文には、こうある。

然れば、よきほどの上手も、年寄は古体になるとは、この劫也。人の目には見へて嫌ふ事を、我は、昔よりこのよき所を持ちてこそ名をも得たれ、と思つめて、そのまま、人の嫌ふ事も知らで、老の入舞をし損ずるなり。しかしながら、この劫也。よくよく用心すべし。

意識されるべきは都に居る己でもなく、都という環境でもなく、その環境にある自分に対する絶えざる批判的な視点なのである。そこに行き着く先はない。

この時期になって、世阿弥の言葉に同感するとは思ってもいなかった。しかし、この場で参加者のめいめいの発言を拾い、一つ一つ理解していったところで、それはやはり劫となってしまうのである。己を知り、世にいわば脅かされ続けること。さらに異なる方法、文法を見出し、批判に晒すことをためらってはならない。すなわちこの場で言えば、敢えて飛躍し、更なるフィールドに切りこむことが、答えとなりうる可能性を持っている、のかもしれない。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【世阿弥研究会】１１月１７日分のメモ（秋丸知貴）

●音習道之事

○ポイント

　鎌田氏が次の疑問を提出。

　なぜ、具体的な技術論が、一番最後から二番目という重要な位置に、それも「妙所之事」「批判之事」の後、「奥段」の前という抽象的な本質論に挟まれて置かれているのか？

　これは、『花鏡』全体の構成の中でかなり唐突な印象を与える。

もし、ただ単に技術論を語るならば、冒頭の最初の章「一調二機三聲」の直後の方が繋がりが良いはず。なぜなら、ここで語られている「聲」「曲」「調子」は、丁度「一調二機三聲」で扱っていた問題だから。

　これは、世阿弥がただ単に申し訳程度に技術論を最後に付け加えたのではない。なぜなら、全体構成自体は執筆前に十分に推敲されているはずだから。

　それでは、この「音習道之事」の重要性とは何か？

一つの解釈としては、直前の章「批判之事」の「出来庭を忘れて能を見よ、能を忘れて為手を見よ、為手を忘れて心を見よ、心を忘れて能を智れ」に、この章の「聲を忘れて曲を知れ、曲を忘れて調子を知れ、調子を忘れて拍子を知れ」が呼応しているからか？

　いずれにしても、一見見逃しやすいが、ここでは、二章前の世阿弥芸道論の核心である「妙所」に関連して、何か非常に重要なことが説かれているのではないか？

　なお、河村氏によれば、現在能でこの「拍子」が特に取り上げて論じられることは余りないとのこと。

○キーワード：

「聲を忘れて曲を知れ、曲を忘れて調子を知れ、調子を忘れて拍子を知れ。」

　⇒次第に「言語」的要素が緩まり、「音楽」そのものへと移行しているか？

　演者が没入状態になると、歌詞が、むしろメロディー・トーン・リズムそのものとして立ち現われてくる境地を指しているか？

　その他、河村氏より、能の発音では、一般に、（１）名詞を強く＝助詞を弱く、また（２）メッセージの力点に合わせて強弱をつけるとの指摘あり。

●奥の段

○ポイント

　『花鏡』全体の最終章。世阿弥７５歳時に執筆。晩年の芸道論の集大成と考えられる。

有名な「初心忘るべからず」が説かれる。なお、「初心忘るべからず」には３か条の口伝がある。

　一言でいえば、「ひたすら一心に能に打ち込め」と論じられている。

　章全体は長い。今週と次週の２回に分けて検討する。

○キーワード

「初心忘るべからず」の３か条　⇒　年齢の推移に従いつつ連関する３段階

（１）是非の初心忘るべからず。【若年】

⇒「若年の初心を忘れずして、身に持ちて在れば、老後にさまざまの徳あり。」

（２）時々の初心忘るべからず。【壮年・中年】

⇒「年盛りの比（ころ）、老後に至るまで、其時分々々の藝曲の、似合たる風體をたしなみしは、時々の初心也。」

（３）老後の初心忘るべからず。【老年】

　⇒「その時分々々の一體々々を習ひわたりて、又老後の風體に似合（ふ）事を習（ふ）は、老後の初心也。」

　（１）是非の初心について

　初心者の「初心」には、失敗例と成功例の二つがあるのではないか？

　つまり、慢心を戒めるための反省と、失敗に挫けないための感動の二つがあるのではないか？

　例えば、秋丸の場合、失敗例は、初めてカントの『純粋理性批判』を読んだ時に、邦語文献なのに１頁も読み通せなかったことで、成功例は、卒論を書いている時に研究が性に合うことを自覚したこと、等。

　　　以上

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　2010/11/24　

「奥段」

・これまでの章では「…すべし」だったが、ここでは「…べからず」となっている

●初心とは何か

（前回　…　初心とは、原点となる失敗、「できなかったこと」、希望や憧れにあたるのでは？）

　①　是非初心
・　能勢朝次訳；「善悪に関わらず、是なる点も非なる点も」

→　幅広く訳している。心構え、原体験となるものを指しているようにも。

・　小西甚一訳；「物事の批判基準」

→　（より焦点を絞って）技法的な観点から訳している

…　“師の教えたこと”、“初めに習ったこと”、“守破離の守”？

…　「師の教えることをよく聞き」とは、師の教えを絶対と考えるのか、そこから是非を選びとるのか

…　色々な師がいる。師の言うことは100％従うべきとする方も、20％でよいとする方も。

・　「先車のくつがへす所、後車の戒め」（先人の失敗が後人の教訓となる意）

…　次代にも目を向けるという意味で、初心は能という「芸道」に於いても考えられる

・　初心を、よいものをみて鍛える「審美眼」としてみてはどうか（鎌田先生）

・　そもそも初心とは「心」のことではなく「技術」を指している

また、初心自体を「師の目指すところを見る」こと、理想、方向性と考えてみてはどうか（河村先生）

・　しかし、初心は一定の水準に達していないと、当該箇所に言う「初心」に当たらない

…　能では登竜門たる『道成寺』で問われる。例えば、鐘への入り方。

…　修士論文もまた、登竜門である。「全ての作家は処女作へ向かって成長する」

・　「先、諸事諸道をうちおきて、当芸ばかりに入りふして、連続に習い極めて、劫を積む」（p434末）

…　多くの分野の資料を読んできた。同世代で教える側に立つ方もいる。

違うのはその分野への詠みこみの深さ、没頭ではないか（秋丸氏）

←　多読の先に何かが見出せるのではないか。自らの価値観を覆してでも何かを成すよう努めないと

　②　時々初心　：　「その時その時の初心。その積み重ね」

・　10年という期間で積み重ねて行くこと

…　10年やって身に付くこと、10年やらなければ分からないことがある

毎日同じことを続ける。しかし毎日毎日が全く違う体験となる

cf.　石笛を毎朝3度吹く。10年続けると、その時々の調子が分かってくる（鎌田先生）

cf.　250字に一日を記す。パリの友人が毎年贈る手帳を使う。彼から贈られなければできない（藤井先生）

「しかも、友人が全くこのことを知らないことも重要」！
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　2011年1月26日（水）　至花道書
●　無主風事、闌位事

＜非風の例＞

・　ハビトゥス　：　ハビトゥスの言葉を使うだけではなく、より下流の言語、スラングも自在に使えないと、ハビトゥスとして認められない。不快さを伴うスラングを意図的に織り交ぜること。

・　大日如来　：　大日如来は真言を用いるが、あらゆる言葉を使ってその教えを伝える。地蔵菩薩はその下部に属する。不動明王はその中間、エージェントとして働く。

・　ふぐ料理　：　職人が料理に刺激を付けるためにふぐ毒を少し混ぜる。素人ができる技術ではない

・　大学教授　：　大学教授が小学生に教えること。大学生に向けて語るのではなく、基本の習熟という教育的観点から、いかに分かりやすく伝えるか。

・　バロック　：　“（スタイルが？）メタレベルで意識されている”

＜是風、非風＞

・　「是風」「非風」はに固定的な上下関係があるのか。上手しか非風を用いてはいけないのか

・　友枝昭世氏は徹底して正調。観世寿夫氏は若い頃より学習会に参加。また非風（台詞まわしなど）を意識的に取り入れ、それによって全体が締まるようだった。「混ぜ方の工夫」

cf.　「上手を超える下手」

　　　…　下手が上手を超えるのか　：　一発屋の芸人。

　　　…　上手があえて下手を行うのか　：　柳宗悦の言うもの。

→　成長の仕方は各人のタイプによって異なる

…　至花道書は戦略的で意識的。
…　「子どもの才能」「若者の活き活きとした姿」という無意識的な現れ、“道ならぬ道”やその魅力――その人の“華”か――はどのように捉えるべきか
cf.　岡野弘彦（歌人）は、折口信夫の辞世の句に一言「いいですねえ」。
●　皮肉骨ノ事

骨　：　生得的　／　肉　：　努力して得るもの　／　皮　：　自得的
三元論…全てそろうのが最も良い　←→　離見の見…弁証法的

「ここに当世の芸人の事を見るに、この三を持したるのみならず、かやうの事ありとだに知れるものなし」

　　　…　現代でも、皮ばかりに目を向ける人が多い。

　　　　　ではどのようにすればよいか？「持する」と「発揮する」とは違う

中村扇雀の「息を詰める」。　“一体化”　←→　小沢征爾の息遣い、グレン・グールドの息遣い

　　　cf.　『作業歌：労働とリズム』（カール・ビューヒャー、1896）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【世阿弥研究会】１月２６日分のメモ（秋丸知貴）
●闌位の事

◎キーワード

（１）さる程に、善き所めづらしからで、見所の見風も少し目慣るゝやうなる處に、非風交ふれば、上手のためは、これ又めづらしき手也。さるほどに、非風却て是風になる遠見あり。

○素人的な短所が、玄人では長所になる場合がある？

例えば、次のような事例を考えられないだろうか。

　文学や芸術に関する学会発表の場合、経験の浅い若手の学生は、ついつい中立的視点・学術的手続を取らず、考察対象に対する個人的・主観的な思い入れを熱く語ってしまいがちである。これは聞き苦しい。

　しかし、経験を積んだベテランの研究者が、厳密に中立的視点・学術的手続を順守しているにもかかわらず、時々考察対象に対する個人的・主観的な思い入れを口にしてしまう場合がある。これは奥床しい。

　能も、技術の無い素人が感情を安易に外に表現してしまうのは見苦しい。しかし、十分に修練を積んだ玄人が内に秘めた感情を時々外に迸り出させるときは魅力的に見えるということではないだろうか？

●皮・肉・骨の事

◎キーワード

（１）この藝態に、皮・肉・骨あり。此三、そろふ事なし。

（２）下地の生得のありて、をのづから上手に出生したる瑞力の見所を、骨とや申べき。舞歌の習力の満風、見に現はるゝ所、肉とや申べき。この〔品々〕を長じて、安く美しく極まる風姿を、皮とや申べき。

○天性の資質を「骨」、修練による技能を「肉」、これらの結果生まれる風格を「皮」と解釈できないだろうか？

　⇒こう考えるならば、人が生れ付き備えうるのは精々「骨」と「皮」だけなのだから、訓練を積んで技術を「肉」付けせよと教えていると解釈できる。

　　　以上

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　2011年2月9日(水) 體用ノ事

＜体用＞
…　“本質”と“あらわれ”か。演技論でも「体用」は用いられる

…　空海の『十住心論』に確認。大日如来の本質は「体」で表わされる（この本質としての六大体大＜地・水・火・風・空・識＞を、凡夫たる人間は三密加持を通じ、不動明王を媒介として肉体に浸透させる必要がある）。世阿弥はこの「体」を援用したものか
…　「体」の生々しさ、荒々しさ
…　「似すれば用が体になることがある。これはまことの体ではない」　用があたかも体のようになってしまう。　
→　「体」とは現象であり、場所（トポス）的なもの？

例）“うつし”が独自のものになる。自然と向き合う畏怖の念、絶えず奥深くに向かおうとする態度。「体」とは自然を指す？　（cf. 松生歩氏の写生論）　

→　『風姿花伝』の外国語訳
例）「面（おもて）に負ける」　『葵上』で満足のいく舞ができなかった時。面の怨念か、本質に対峙できなかったということか。反省作用により、調子を崩したとも。

例）曽我部KOW氏と鎌田先生の対バン…MCと歌は日常／非日常の別がある。歌は祝詞。
○用を似せることの失敗

例）新聞記事の形式…新入社員には徹底的に形式が叩きこまれる。しかし形式ばかりを続けても面白くない。形を破り、見た目から内部へと関心を向けていくことの重要さ。

例）本多勝一氏の記事…単なる真似書きでは、上っ面だけの模倣。「なぜそうなっているのか」を考えないと。

例）ギター、ピアニストの速弾き…「私は技術者であってアーティストではない」、速弾きをする必然性

例）千住博氏の描く滝…“観念的”　(抽象表現主義的、見た目のきれいさ、「心がない」、身体性を伴わない)

○様式美
例)　千住博…「引き算」から作られるプロダクト、ビジネスとしての創作

←→　村上隆…ノイズやミゾ、そしてクリエイションの核や存在感がある
例）ルーベンス…工房の分担作業で生み出される作品。ブランド。

例）北大路魯山人…最後の工程で、わずかに手を加えて作品となること

「道もなくすぢもなき能」

…「花は心、種は態」(『風姿花伝』第三問答条々)。花と種(＝本質／あらわれ、可視／不可視??) と対応？ 　→道・筋は対立するというより、より類似した概念か？

…道・筋とは方向性、現わし方か。体・用よりも時間的なスケールが長く、異なるため即対応できないのでは。

また、風姿花伝の終盤にも道・筋に関する記述あり。ここではスパイラルを描いているような印象。

…心の中の「道」、技の中の「すぢ」？

	見
	聞
	心

	皮
	肉
	骨

	用
	
	体


※見聞心、皮肉骨、用体の対応
「似するは用、似たるは体」

“似せる”：能動的、“似たる”：自発的　　→　その順序は？
小西甚一…「似するは体、似たるは用」(能勢朝次)との解釈に疑問。因としての用、果としての体と考えるべき
→　初学で前面に出る(似する)のは用、背面に伴うのが体。

熟練で前面に出る(似たる)のは体、背面に伴うのが用？
1）『風姿花伝』第三問答条々：「花を生み出す秘訣＝中身」説　　 →　〈体→用〉を重視する作り手の姿勢

2）『風姿花伝』第七別紙口伝：「花を生み出す秘訣＝見た目」説  →　〈用→体〉へと移動する観客の視点

…言語学、記号論では機能の3側面から以下の領域を扱っている。
・統語論（シンタックス、言語の形に関する規則性）

・意味論（セマンティクス、言語と表現するものとの間の規則性）

・語用論（プラグマティックス、言語や表現者、文脈との間の規則性）

世阿弥が理論家かつ実践者、興行主でもあったことから、作品間・作中で視点移動している可能性がある。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【世阿弥研究会】2011年２月９日分のメモ（秋丸知貴）
●體・用の事

◎キーワード

一、體・用の事を知るべし。體は花、用は匂のごとし。又は月と影とのごとし。體をよくよく心得たらば、用もおのづからあるべし。

○芸には、本質と現象がある？

　直前で、「皮・肉・骨」が論じられている以上、「體」はこれらに関係するのではないか？

　「體」・「用」のベクトルは、「花」⇒「匂」である以上、「體」⇒「用」と考えられる。つまり、「體」（本質）が先にあり、「用」（現象）が後に続く。

　これまでの議論の展開上、「體」（本質）は「心（情動）」（内面）、「用」（現象）は「身（体動）」（外面）ではないか？

　これは、能を知る者が心にて見る所は「體」、能を知らざる者が目にて見る所は「用」という説明に一致する。心眼で見る（肉眼で見えない）ものとしての「體」（心＝情動＝情感）と、肉眼で見るものとしての「用」（身＝体動＝体捌）。

　「心」を良く心得えると、「身」にも自然に良い芸が現れるということか？

　登場人物の心情を良く捉えた演者は、その身体表現も生き生きとするということか？

　「道」と「筋」は、共に目的への方向性＝優劣を示す。違いはその幅の広さ。すなわち、「道」が大道、「筋」が小道。不等号で表わすと……？

「心」が有り「身」も有る芸　＞　「心」は無いが「身」だけは有る芸

（道）　　　　　　　　　　　　　　　（筋）

情感に溢れ体捌も見事である　　情感は空疎だが体捌に少し見所がある

　しかし結局、「身」（体捌）だけ学んでも、「心」（情感）を学ばなければ、いずれ「身」（体捌）も廃れ、演者として大成しないということか？

　昔は「心」のこもった「身」芸が評価されたが、当世は「心」のこもらない「身」芸だけが評価されるので、能が廃れて行くという危機感が世阿弥には有ったか？

　末尾の論語の説明には、「體・用」「妙體」「花」「幽玄」「風姿」等、世阿弥の稽古哲学のキーワードが散りばめられている。ここには、何か非常に重要な核心があるのではないか？

　　　以上

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　2011年3月2日(水)

『申楽談義』　　世阿弥から元能に語り聞かせたもの。

●「遊楽の道は一切物真似なりといえども、申楽とは神楽なれば、舞歌二曲を以て本風と申しぬべし」

…　遊楽：仕草をともなった舞歌の芸

cf.「ゆうがく：①音楽を奏して遊び興じること　②猿楽の能のこと」「ゆうらく：遊んで楽しむこと。ゆらく」

…　神が神のものまねをする――『天鈿女命(あめのうずめのみこと)』の例、「遊び」「ものまね」の意味

cf.遊部（あそびべ）：古代の部民の一。天皇の葬礼の際に、棺や祭器などを用意し殯宮(あらきのみや)で呪術的な神事を行うことを職とした
…　なぜ「遊楽」と「申楽」を言い分けるのか

←　「申楽、神代の始まりといつぱ、天照大神、天の岩戸に籠り給ひし時、…(中略)…その時の御遊び、申楽の始めと云々。」（『風姿花伝』　第四　神儀に云はく）

…　世阿弥は申楽を「儀式（神の楽しみ）」から「芸能（人の楽しみ）」とまで幅広く捉えていた？

●「申楽の舞とは、いづれと取り立てて申すべきならば、この道の根本なるが故に、翁の舞と申すべきか。また謡の根本を申さば、翁の神楽歌と申すべきか」

…　翁舞の役者は、7日前から精進潔斎、別火(べっか。家族とは別の火で調理した食べ物を摂る)の習慣あり。

…　「六十六番の申楽を一日では勤め難しとして、その中を選びて、稲積翁（翁面）・世継翁（三番叟）・父助（父の尉：現在では千歳）、これ三つを定む」（『風姿花伝』　第四　神儀に云はく）

また、三番叟(さんばそう)は法華経から来ているとのこと

…　白式尉と黒式尉では、黒式尉が古い。狂言でも怨霊の鎮めという“闇”の部分を追っている（折口信夫）

…　場行三昧堂（天台宗において四種三昧のうち常行三昧の行を修するために建てられた仏堂）でも除魔や祝祷性のある翁申楽が行われる。

…　翁舞の冒頭「とうとうたらりたらりら。たらりあがりららりとう」語義未詳。呪術的。

真言(マントラ：仏に対する讃歌や祈りを象徴的に表現した短い言葉)か。いかなる種類のメッセージなのか。

出口王仁三郎『霊界物語』にも記載（「主(ス)の神」、「ス」の言霊にも関わるか）。

●「総じて、鬼ということをば遂に習わず」――「名を得しこのかたとても、狂い能をはせざりしなり」

…　「鬼」は本風ではなく軍体の末風とも。

●大和猿楽・結崎座

一忠　　　　　　　　…秦氏

清次（観阿弥）　　…一忠を風体の師とする。

犬王（道阿弥）　　…一忠の弟子。

龜阿（喜阿弥）　　…音曲の先祖。龜夜叉とも。五位では聲風眞中、九位では寵深花風。

（cf.五位、九位とは、力量の差・ランク付けではない）

また、日吉座の牛熊という猿楽者の音曲をまねたという。世阿弥は彼の能を見ており、「炭焼の能」の木樵を「胡銅の物をみるやうなりし也」(申楽談義)と回想している。
※日吉座(松尾氏)―結崎座(秦氏)、いずれも大山咋神をいただく（？）
注意点？
★世阿弥は何を取り入れ、何を捉えようとしていたのか

★どういう話なのか。何の話をしているのか
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　3月16日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p 8, l 2「今の増阿は」　～　p 13, l 10「世子の狂い能真似かたの初なり」）

増阿弥　：　田楽新座（当時の前衛劇団）。閑花風。

芸風　…　物真似よりも美しさを求めた？

＜冷えに冷えたり＞

「（冷えは、増阿弥が属した）田楽新座の伝統的芸風であったが、「冷えに冷えたり」という世阿弥の表現には、驚きにも似た深い感動が感じられる。抑制された演技の中に、厳しさ、静寂さ、冬の寒さを思われる味わいがあり、そうしたものには、花やかな観阿弥にも、上品な道阿弥にもない新しい美があった。増阿弥は田楽の伝統的芸風をさらに洗練したものと思われる。」(石黒、2003)

「心より出切る能とは、無上の上手の申楽に、物数の後、二曲も物まねも義理もさしてなき能の、さびさびとしたる中に、何とやらん感心のある所あり。是を、冷たる曲とも申也。」（風姿花伝）

犬王（道阿弥）　：　近江猿楽日吉座。上三花。義満の法名「道義」より一字貰い、犬阿弥から道阿弥に。

芸風　…　五十六世梅若六郎氏との類似？　“ふわっとしており、楽で観やすく、楽しい。風情あり”

←→先代片山九郎右衛門（博太郎（幽雪）氏か）のかっちり、きっぱりとした芸風。

・「尻目にて、妻の方をそと見て、うつぶきし」「目にて心根をせし」…能楽における目遣いの言及は少ない

cf.長谷川一夫（戦前戦後の俳優）の上目遣い。「一瞬、演技を止めて虚空を睨む演技」
・「近江のかかりは、立ち止まりてあつと云はする所をば、露ほども心にかけず、たうたうと、かかりをのみ本にせしなり」

cf.かかり ： おもむき、風情。観客に訴えかける深い味わい。観客の心を捉えて離さない妙なる調べ

＜念仏の申楽＞

衣装　…　「練貫を一重、同じ前に着て、墨染の絹の衣に、長長たる帽子を、深々と入れて着し」

「南無阿弥陀仏」　：　『百萬』（観阿弥作。嵯峨女物狂とも。世阿弥の編集）、『隅田川』（観世元雅作）にもあり。

cf.　『百萬』『桜川』：生別した母子の再会　／　『隅田川』：母親が生別した子の死に直面する

観阿弥　：　能楽の創始者、大成者。現在能『白鬚』などを演じていた。世阿弥は絶賛。

…　アドリブ・間違いも閃きや発見となり、流儀やその工夫として含み込み、昇華されたのでは。

cf.　神道ソングライターも「形ありてなし」。

cf.　セレンディピティ（偶然によって思いもよらぬ発見・発明をする能力）の概念

※騅逝かず　：　「史記」項羽本紀の故事より、志と違って物事が思いどおりにゆかず苦境に陥ることの譬え

世阿弥　：　観阿弥・道阿弥・喜阿弥など先達の「うつし」と形容される。

※砧　…　観阿弥作。人気の曲。「末の世に知る人あるまじければ…」という自負心。

※鵜飼　…　「脣にて軽軽という」。江戸時代以降、言葉遣いはゆっくりとなる。当時の軽妙さ、面白み、バラエティ。

→　良いところのつぎはぎという印象がある。特徴を明確につかんでおり、現実的。

cf.　親鸞『教行信証』　：　経典のおびただしい引用。“参照によって自らを表現する”ことの類似。

＜複式夢幻能の完成＞

…　『朝長・懺法』など平家物語を題材としたものが多い。時間の前後、幽霊の出現がある。南北朝の戦乱が背景か。

当時を語り直し、美的に再構築する狙いがあったか（観阿弥ではその渦中にあり、不可能だった）。

←→　翁舞はこれより以前のもの。すでに“権威”として確立していた。

cf.　翁（神歌）「とうとうたらり」…“（いのちが）満ち足りている、充満している”の意味か。また繰り返しによる高揚感。
cf.　神歌は当時も意味不明であった。声明（梵唄：ぼんばい）や祝詞からの影響？

cf.　「懺法」…法要など鎮魂のために行う。観世清和氏が相国寺にて『朝長・懺法』を務めた。

いわゆる特殊演出。出囃子が異なる。鼓は変えず、後半シテの太鼓の締め方を緩く、ボテボテに打つ。

その変さ・違和感は、鼓動にも似て、儀式的な様相をもつ　←→　躍動感

cf. 慈円は大懺法院を開き、乱世の鎮めに『愚管抄』を記す。法然も『選択本願念仏集』で阿弥陀の真髄を著す。

cf.能のリズム

平ノリ：8拍に12文字を割り当てる。残り4文字分の1文字は息継ぎ、3文字は節。

中ノリ：8拍に16文字を割当てる。

大ノリ：8泊に8文字を割り当てる。

また、決まっている部分と決まっていない部分がある。大鼓方（おおかわがた）の見計らいが重要となる。
参考文献

石黒吉次郎（2003）　世阿弥―人と文学　勉誠出版　

山折哲雄（2010）　『教行信証』を読む――親鸞の世界へ　岩波書店

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　4月6日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p13,l11「定まれるところを知るべし」～p15,l8「ここにては似合ふべし」）

cf.　「剣樹共に解すとかや、石割地獄の」：地獄の曲舞（『歌占』に編入）、中頃過ぎの地謡。

…　理由のない生別・再会は中世芸能に多い。当時は十分起こりうることか

1　演能のきまり
※「俄かに能などのあらん時」：座敷芸としての能。創作性、競い合い　

←→　天覧としての能。様式・基本形が重視される

○　行為の反復　：　繰り返しを「面白い」「面白くない」と感じる者に分かれる。パターン化、マンネリは近代的な観点か

…　反復により、心身ともに新鮮に、感応する。最初の奏者に重なる個人が個人でないところに入り込む

cf.　「神話的時間」（エリアーデ）　：　儀礼の反復により、神話的な原初の時間と宇宙の中心に回帰できるとする

cf.　神宮式年遷宮　：　モニュメンタル(壊れず、歴史に刻まれるもの)でないため、世界文化遺産に登録されにくい

○　反復表現　：　伝統的に記憶・保存するための方法

cf.　高砂の謡　「高砂や、この浦舟に帆を上げて。この浦舟に帆を上げて、月もろともに出で汐の、波の淡路の島蔭や遠く鳴尾の沖過ぎて、はや住の江に着きにけり、はや住の江に着きにけり」

○　オノマトペ　：　「さつさつ」「えいえい」「きりきり」「めぐりめぐり」、タイ語「ジャランジャラン」（散歩の意）

…　繰り返すごとに、同じ語において意味の変化、深まりが生まれる？

…　オノマトペは形式的に2回までか。 また「3回目からは惰性になる」（岸田劉生）。言語と絵画の違いか

…　言語表現の根拠を感覚・身体に求める観点　

cf.　中村雄二郎、市川浩、メルロ＝ポンティ　etc…　

cf.　宮沢賢治のオノマトペ「どっどど　どどうど　どどうど　どどう…」　

…不完全さ・気持ちよくなさ、しかし“読めば読むほど面白くなる”、“声に出して体感する”もの

…　エスペラント的な側面。「ナモサダルマプフンダリカサスートラ(南無妙法蓮華経)」という、普遍化された言葉

…　佐々木喜善(日本の民話・伝説・習俗の収集・研究家)の民話
←→　フランス思想　：　反復語を持つ言語は「字を字のまま表さざるを得ない」下等な言語。

cf.　ソシュールの言語観　…　言語と観念(思惟)、言語と事物(実在)との結びつきは恣意的で相対的
＜言語の恣意性？＞

『母音』(アルチュール・ランボー)　：　母音に色を与える

…共感覚を持っていた？　cf.純粋抽象画家・カンディンスキーの絵画

←　各感覚が「つながっている」という前提にしばられ、逆に知覚する世界が限られてしまうのでは

…従来の概念を壊し、必然的にあり得ないものを繋げる意図。

←　論理的な突き詰め・明晰さの果ての、“飛躍”という法則・シンボライゼーション(象徴化)。

cf.　アサンブラージュ

：「立体的なもの」を寄せ集め、積み上げる、貼り付ける、結び付けるなどの方法により制作された美術作品（立体作品）およびその技法。ある種の統一性がある場合もあるが、統一性がなく、混沌としていることが特徴の場合もある。

cf.「玄のまた玄は衆妙の門なり」(老子道徳経)

：森羅万象における一つの法則理解としても用いられる

参照すべき文献

『擬態語「スイスイ」の音象徴－スーダラ節の「スイスイ」は無意味か』（やまだようこ　1995）　…　S音の感覚的な連関

『反復論』（鎌田東二　1988、「翁童論」所収　新曜社）　…　シンコペーションの不整脈のような感覚、グルーヴ感

「『言葉の感覚・価値―その韻律、質感、視点から―』討議」（モノ学・感覚価値研究[第5号],p131）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　2011年4月20日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p15,l10「萬事かかりなり」～p17,l7「現在の事、いと大事なり」）

2　能の風情

「（萬事かかりなり。）かかりもなきようの風情も、また其かかりにておもしろし」

：　“何の趣きもないように見える所作でも、そのような特殊な趣きであることを生かせば面白く感じられる”

　 　←　かかりは“風情”、風情は“所作”を指す。論理矛盾か？

※かかり …　「出だし」「第一印象」「味わい」のような、感覚質(クオリア)的・情緒的・動詞的な表現。多くの意味を持つか
…　身体的側面を持つ「かまえ」とも似るか。基本形であり、変容可能な潜在力を持っている。

cf.　弓道の持つ普遍性。誰が行おうとも、“弓道は弓道である”。

＜言及された曲目＞

『松風村雨』　：　喜阿弥作『汐汲』を観阿弥、世阿弥が改作。世阿弥にて『松風』と呼称。『熊野』（ゆや）ともに高い人気
『姥捨』　　　　：　『檜垣』『関寺小町』と並び、“三老女”とされ秘曲。

『高野物狂』　：　高師四郎が、出家した春満を探して諸国を廻るうち、高野山で再会する物語。男物狂。

『丹後物狂』　：　現在能、男物狂。江戸時代以来廃曲、1986年と2001年、東京で「橋の会」が復曲上演。

2009年10月24日、宮津市智恩寺にて、松岡心平氏の復曲、観世清和氏と三郎太氏による上演。

※ 『丹後物狂』の廃曲…謡本あり。復曲には規格があり、費用や演者などの点できわめて困難。

『右近の馬場』：　『右近』の古名。室町時代に改作か。鹿島の神職が右近の馬場にて、在原業平の歌を上臈らに詠む。

cf.　「見ずもあらず見もせぬ人の恋しくはあやなくけふやながめくらさむ」（古今和歌集恋歌一・476　他出あり）
『恋の重荷』　：　菊の下葉取りの老人、山科荘司が女御に恋。姿見たくば、綾錦で包んだ重荷を担いで庭を回れ、と。

cf.  類曲に『綾鼓』（あやのつづみ）。夢野久作『あやかしの鼓』、三島由紀夫の戯曲（「近代能楽集」所収）あり。
『船橋』　　　　：　川岸の長者の息子と会うのを嫌がり、娘の両親が夜に橋板を外す。『佐野の舟橋』の後日談。

cf.　「上毛野佐野の船橋取り放し親は離くれど吾は離かるがへ」（万葉集巻十四東歌・3420）

＜先代・観阿弥との違い＞

観阿弥　…　現在能の上演。特徴としていきいきした会話、おもしろい歌舞の興趣。アクロバティック。

現在能に没入。シャーマニスティック。

世阿弥　…　夢幻能の大成。心の闇・綾・陰翳に自覚的。禅的。アバンギャルド、ファンタスティック。

現在能に没入「できない」がゆえに「異世界を作る」ことへ向かったか。

　←　（時代変遷に伴う、相対的な）各々の普遍的美の追求があったとも考えられる

●　「まことの冥途の鬼を見る人なければ、ただ面白きが肝要なり」（『船橋』）

…　鬼と対照的に、舞シテは人間として演じる。

…　架空の存在に「まことの云々」とわざわざ言及したのは、流言（先入観？）から脱する必要があったからか

　　←「面白き」「めづらしき」。そればかりで生き続けられるのか？
cf.　『三輪・白式神神楽』

　：　2011年3月19日、十世片山九郎右衛門氏の襲名記念公演。
　『白式神神楽』は『三輪』の小書（こがき・特殊演出の意）。

関白鷹司政通の命で、片山九郎右衛門豊尚が『誓納』に代わる小書『三輪』を作成。嘉永二年（1849）に初演。

…　翁による突然の祈りの姿。神事が根幹にあるか。芸能的な（音曲・振舞の）新しさがある。

※　千利休のわびさび　…　「従来の形式を崩す」のではなく、「異なる視点からのアプローチ」だった？

＜左右の非対称性＞

「舞に目そとゆがむ、おもしろき所なり。左へは、さのみはゆがむまじ。右へは目そとゆがむべし」

…　流し目は技法として現在行われていない。

…　演者は、右から左へと見わたすのが常。また、（演者から見て）左に舞台を回る。

○右　…　利き手

○左　…　「左向きは母も惚れる」（「左かんざし母でも惚れる」か）、マライア・キャリーが好む向き。

心臓の位置。猫や人間が動く方向。マグロの回遊方向は、捕食者との関係で変わるか

能面　…　起源はメソポタミア文明か。右がキリッとして、左がくだけている。

般若　…　左まぶたが下がっている。上向き、下向きで左右の目の勝ち（印象?）が変わる

cf.　能面を着ける位置　…　観客には違いが分かるが、演者にはわからない。

観世寿夫氏は、上の位置に着ける。“自分から外が見えないよう、没入できるよう”。

※　能舞台…舞楽殿での神楽の奉納など“神に見せる”ことが始まり。かつては客席に松があり、橋掛かりの位置も多様。

cf.　マネキン製作  … 美しいものを作ろうとすると、対称であることを“拒否する”

cf.　CGキャラクター… 対称にすると、つるっとしてこわい、もたない、居心地悪い、自然でない。結局わざと非対称に。

cf.　正面性Frontality…ユリウス・ランゲが提唱した概念。ビザンティン美術のイコンや19世紀の象徴主義絵画に見る。

厳密な左右対称の正面観が、イコンを威厳に満ちた超越的存在に高めているとする。
cf.　石井匠(2009)　『縄文土器の文様構造』　アム・プロモーション　
＜認識問題＞

○生得的な認識
なんまいだあ節の真似　…　子どもが“なんまいどぅ”と復唱。意味・概念からでなく、発声を正確に識別している。

cf.　直観像記憶：生物が眼に映った対象を映像で記憶したもの、またはその能力。サルが人間より長けている可能性

cf.　ファミリアリゼーション　：知らない場所、地域、部屋の形状、事物等を、既知の（知っている）状態にすること
赤ん坊の持つ認識方法か。事物をゆるやかに包括し、理解する。“だから生きてゆける”。

○文化的表現にみる認識

抽象化　…　詩の比喩表現、マンガ独特の表現方法、ピカソの作品

      ←　人間のゆるやかな認識能力。“精神のエコノミー”。

cf.　カント「感性と理性」、コンラート・フィードラー「純粋視覚」、ハーバート・リード「図像的『イコン』」

規格化 … 薪能で用いる面のプラスチック製コピーに、“何か違う”という印象。　

　　商品が同一の物であることが好まれ、差異を排除する風潮も。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　2011年5月18日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p17,l8「よろづの物真似は、心根なるべし」～p21,l11「餘りにて目につくなり」）

3　能の「物まね」
＜かかり＞

・初めの準備を伝える際、“おかかりお願いします”と。また定型のフレーズを謡う際、“おしらべお願いします”と伝える。

・面(おもて)の着装を指す。“今日は面がよくかかっていた”

→　演者と、面が主張するものとの相性あり。　（　物理的な装用感というより、演技上での感覚　　）

cf.　摩多羅神面（談山神社の社宝。白式尉）　：　顔が隠れるほど大ぶり。翁面のモデルか。翁神と摩多羅神との関係？

神事的側面、神の象徴として位置付けられるか。

*　「シンポジウム・奈良桜井の歴史と文化（大和多武峰・摩多羅神面と翁）」H23/5/15開催

＜化かす＞

・　「観客の予期するところを故意に外す演出。「上手」が「わろき」と心得ながら舞うこと。（「化けの皮がはがれる」というのは、「時分の花」を取り違えていただけで、鑑賞眼の低さを露呈しているにすぎない）」

→　能の臨機応変さ。具体（表層）と本質の相違を見分けること。

←→　規則をなぞるような表面上の演技にとどまり、“つまらない”“だらだら”したもの。

cf.　「異化効果」　：　ベルトルト・ブレヒトが唱えた文学理論。見慣れたものに対して奇異の念を抱かせる方法。

　*　全ての芸術の背景にキリスト教あり。しかし各々が独自の表現方法をたどり、「世俗化」する。真理、絶対、正義などを素朴に信じるのでなく、「寓意」として一歩引いた立場から表現を行う。

cf.　『隅田川』　：　子方出さない(観阿弥)、子方出すべき（元雅）

→　当時の演出論の“シンプルさ”。良い意味で期待に乗っからず、裏切ってくれる。それゆえの面白さ、意外性。

cf.　田楽・雅楽から能へ

「素朴さ」を持つ田楽・雅楽から、「狂い」を含む能の“バロックさ”、その構造化。独自の領域が、正統にとって代わる。

←↓　能の価値体系から外れて、「化かす/化けの皮」などの論議は敷衍できるのか

＜歴史的ターニングポイント＞

●　魏晋南北朝時代(184-589)　…老荘思想の普及

荘子　…　哲学＜神話　　“渾沌の中に体系あり”。　ダイナミズム
老子　…　哲学＞神話　　“一つのものの見方”。　静的。

●　鎌倉～室町時代の戦乱期　…　最高度の芸術、宗教の発生

cf.　 踊念仏　：　自然発生説…社会不安からのメシア願望

非自然発生説…佐久郡伴野にて「市庭の在家にして歳末の別時のとき、紫雲はじめてたち侍りけり」
佐久郡小田切にて、武士の館で念仏中に一遍が突然踊り始める

●　1910年代前後　：　ハレー彗星の到来　…　外部（宇宙）からの到来物。終末論的思潮。

第一次世界大戦の勃発

→　ダダイスム、抽象絵画の発生(カンディンスキー等)　…　戦争前後にショック的表現が多く発生する

ユングの夢　…　“やむにやまれぬもの”

●　1980年代後半　：　地下鉄サリン事件　…　抑圧的なものの胎動、広く奥深いものの蠢動、混沌を予期

阪神・淡路大震災

●　2010年　：　パワースポットブーム

従来注目されなかった神社に脚光。　戸隠神社、分杭峠（「ゼロ磁場」）などが、「pen」など男性向け雑誌で特集

←　沸点・臨界点を超えている印象。“洩れ出している”感。

“エコ”から“エゴ”へ。エネルギーの共有・循環の断裂。「何かが切り替わった」。

←　江戸末期のええじゃないかとの類似？

流行神などと同様、神社も伝統文化的アイコンとして位置付けられるか

●　2011年3月11日　：　東北地方太平洋沖地震

…　鎌田東二先生の体験報告

「言葉にならない」、「ヒューマンなところに言動を帰着させられない」

現地での禊ぎのためらい　　　　　　　…　「禊による身心の浄化という精神文化の物質的基盤は喪われた」

供え物と漁業が持っていた繋がりの断裂

瓦礫の中から作られる芸術の必要　…　偽物/本物というパターン化を超えた破片からの創出
「美」でもない、爆発的な力のあらわれ

復興・再建の見込みの付かなさ　 　…　戦乱期と異なるメンタリティの弱まり

新たな創生が危ぶまれる

　　　　     ←　太陽黒点運動、ニュージーランドでの地震、アメリカ南部での大竜巻など、気象の不穏さ

口蹄疫、鳥インフルエンザなど近年の情勢不安

←　東京での「人が住むところではない」印象、カタストロフ的願望、東京からの離脱

　　　　　　　新たな何かが生まれてほしい、次へつなげられれば、という思い

…　東浩紀の、「思想地図」における現実へのコミットメントへの移行。“拡散”から“収斂”へ

←　素朴実在論への回帰では？今こそ「遊び」の創出、魂のレベルに到るような仕掛けを。

←　オタク文化の賞味期限、飽きを感じていたのでは

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【世阿弥研究会】2011年５月１８日分のメモ（秋丸知貴）
●ポイント①
一、よろづの物まねは心根成べし。先其心根ゝゝを思ひ分ちての上の、風情・かゝり也。
○物まね・心根・かゝり
　当研究会を通じて、筆者は世阿弥能の革新性を、神事性の復興および、「action」から「emotion」への転換と解釈している。つまり、世阿弥は、当初は神事であった能が世俗化し、活劇的能が主流になっていたのに対し、内面劇的能を打ち出すことにより神事的側面を再興しようとしたと理解している。
　能の歴史的変遷：　神事　⇒　活劇（action）　⇒　内面劇（emotion）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【世阿弥】
　そうであれば、世阿弥芸道論の中心は、「emotion」（情動）＝心の動きと考えられる。
　この観点から、上記の文章で語られている「心根」は、こうした世阿弥芸道論の内面劇的側面に関係すると推測される。
　興味深いのは、この「心根」に基づき「よろづの物まね」が成立し、さらにその「心根」を踏まえて「かゝり」が顕現すると説かれている問題である。
　当研究会では、「物まね」（態）は、即物的以上の憑依的意味合いがあると示唆されている。そうであれば、ここでいう「心根」（内面劇的要素）は、シャーマニスティックな性格をも含むものと想定しうる。
　実際に、河村先生の説明によると、現在でも演者による自演評価の表現として「面のかかりが良かった（悪かった）」が用いられるという。これは、単なる面の物理的な装着感ではなく、役に入り込めているかどうかを表わす点で、「かゝり」が憑依的内面劇に関わることを暗示する。
　また、鎌田先生の説明によると、摩多羅神面は翁面のモデルである可能性があり、翁は摩多羅神の（同一ではなくても）代理的象徴である可能性があるという。ということは、翁が摩多羅神にシャーマニスティックに「かゝる」（擬態する）のだろうか？
●ポイント②
　化かすとは上手の、悪きと心得ながら、年などの寄りて、世子出家以後、内にての舞をそゝと化かすこそ、化かすにてあれ。
○化かす
　上手が敢えて下手に舞う？　⇒　演者が観客の期待を敢えて外す？　⇒　異化効果？
もし、世阿弥が内面劇的能を打ち出すことで神事的側面を再興しようとしたのならば、その歴史的・文化的背景には、同時代の戦乱に対する鎮魂的・宗教的意味合いがあったと考えるのが自然である。
　そのことは、２０世紀初頭の演出技法「異化効果」とどのように関係しうるか？
・異化効果：劇作家ベルト・ブレヒトが、1930年代にその演劇理論の中心をなす用語として使ってから一般化したことば。当たり前と思われる事柄を、見慣れない未知のものに変える趣向をいう。異化作用ともいい、同化作用の逆。ブレヒトは社会を変革する視点を強調し、観客が登場人物や物語に感情同化せず、距離をおいて批判的に観察するこの技法を自作に適用した。（扇田昭彦 演劇評論家：知恵蔵2011より引用）
　演劇における異化効果の最も簡単な例は、演者が演技中に突然、役柄ではなく演者自身の言葉を話し出すことである。
すぐに思い浮かぶのは、1969年の松本俊夫監督『薔薇の葬列』のクライマックスで池畑慎之介が突然演技を止めて、池畑慎之介として喋り出す演出とか……。
ブレヒトの「異化効果」は、特集歴史的な背景を持つ演劇理論なので、ここでいう申楽談義の「化かす」と直接同一視はできない。しかし、思想的・歴史的背景には一定の共通性があるのではないだろうか？
ブレヒトの「異化効果」は、同時代的背景としては、（１）ナチス・ヒットラーの催眠術的演説に対し、一歩身を引いて客観視することを勧める意図があったと説明されることが多い。
これに加えて、さらに歴史的背景もある。つまり、（２）18世紀末以来、啓蒙主義的合理主義精神の隆盛でキリスト教的中心理念が衰退する中で、そのキリスト教的中心理念により支えられていた従来型の芸術の凋落が始まる。すなわち、それまでは絵画も彫刻も建築も音楽も演劇も全て一体となって、キリスト教会の庇護の下に、キリスト教の教義を布教する総合芸術を形成していたが、もはや誰も素朴にはキリスト教を信仰できなくなると、主題と表象の乖離が生じ（例：「神による天地創造？　処女懐胎？　キリストの復活？　ウソばっかり！」）、従来の「宗教のための芸術」ではなく、新たに「芸術のための芸術」の追求が始まる。このことを、ヘーゲルは『美学講義』（1820-29年）で、従来型の「芸術の終焉」と呼ぶ。ここに、芸術作品に対し、主題に没入的に共感するのではなく、客観的に対象化しようとする異化効果的芸術表現（アレゴリー）が流行する余地が生じる。
（３）さらに時代が進むと、この離人症的鑑賞態度は、1914年の第一次世界大戦により決定的に強化される。つまり、完全に非人間的な近代兵器による総力戦の開始という圧倒的現実により、芸術作品に対する従来型の感情移入的鑑賞態度を否定するニヒリズム的傾向は一層増幅される。事実、ブレヒトの「異化効果」のルーツである、既成の価値概念を破壊するダダイズムやドイツ表現主義は、第一次世界大戦の直前に台頭している。また、純粋抽象絵画も1910年代にヨーロッパ各地（特にドイツ文化圏）で同時多発的に発生している。これらの芸術運動について、美学者ヴィルヘルム・ヴォリンガーは『抽象と感情移入』（1907年）で、外界に対する不調和・非親和を、絶対的・超越的な精神性を求めることにより超克しようとする「抽象衝動」の産物と論じている。またこれに関連して、美術史家ロバート・ローゼンブラムは『近代絵画と北方ロマン主義の伝統』（1975年）で、純粋抽象絵画に対する同時代の神秘主義（神智学・人智学など）の流行の影響を指摘している。これらは、芸術活動を通じて、人間が外的な危機的現実と新たにより良く関係を結び直そうとする、やむにやまれぬ創造力の発露である点が共通している。
そうであるならば、世阿弥芸道論とブレヒト的「異化効果」の共通性も、両者が共に時代の激動期・壊滅的退廃期への芸術的・創造的対応であったことに指摘できるのではないだろうか？
なお、筆者の専攻する美術史では、画期的・独創的な創造活動が活発化するのは、歴史的大事件の直前・直後が圧倒的に多いことを指摘できる。
付言すれば、本年3月11日の東北大震災による福島原発事故は、チェルノブイリ原発事故やスリーマイル原発事故とは異なり、「首都」型原発事故であり、近代文明式ライフスタイルの限界性・脆弱性を露呈させた点で、世界史的・人類史的ターニングポイントと呼びうる。
美術界に限定すれば、現時点では、何か新しいスタイルが生まれるというよりも、従来型の古いスタイルを固守しようとする保守的傾向が強いが、しかし、今後誰も予想していなかったところから何か全く新しいスタイルが生まれる可能性がある。このことは、狭い芸術領域を超えて、全文化領域についても当てはまるのではないだろうか？
　　　以上
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
世阿弥研究会　　2011年5月25日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p22,l1「とつといふ位」～p24,l2「萬徳の妙花を開く成就なるべし」）

4　「どっ」という芸位
●　「どっと感嘆の声をあげる程度の芸位」、“誰がやっても受ける”、「初入門の段階にも入らない低い芸境」
cf.　『葛』　…　曲舞。そのアクロバティックさ、スペクタクル　　

←→『序の舞』　…　演者の力量次第。観世寿夫氏が得意とした。時間をかけ、後ろを向いた姿が多い

cf.　「くずす」　：　非風。わざと普通でなく演じる。

　　『葵上枕の段』　…　生霊の嫉妬、“心ここにあらず”という演技で、「足幅を小さく」と助言

　　　　　　　　　　　　　　「慌ただしいペンギンのよう」になってしまった

　　　　←　p22,l3「然れば、おもしろき位、似すべき事にあらず。名筆の更に書き捨てたるものを似せば成るべからず」

●　芸位、芸境　（これまでに、「九位」「砕動風」などあり）

1）　おもしろい(芸境)…　互いの感覚が共鳴するような水準。基礎を積んだ熟練者が行わないと、感興を殺がれるだけ

　　←　下手な中の“面白さ”、子どもの“面白さ” 

cf. 「おもしろきとめづらしきと同じ」　(『風姿花伝』別紙口伝)
cf.　橋岡久馬(1923-2004)　：　観世流橋岡家の8世当主。脳死と臓器移植を主題とする新作能「無明の井」の公演。

…　“変人”。常に傘を腰に差し歩く、美女に目がない、『二人静』で観世寿夫氏にツレを指示。

…　“物真似の極致”。変則的な謡、五段での序の舞。よたよたの歩みから、突然のしっかりした立ち姿

2）　上手（芸位）　…　技巧的

cf.　「しかれば、か様なる品々・所々を限られ、甲・乙なからんほどのしてならでは、無上の花をきはめたる上手とは申すべからず」(『風姿花伝』)

　　  「上手之知感事」（『花鏡』　事書十二ヶ条の一つ）
3）　むくやき　：　ゆったりとしたゆとりのある芸、ふっくらとしたやさしさを意味する語。

…　「花だにあらば、むきやきまでも入るまじきなり」（p22,l5）

←　「むくやき」＞「花」は、「おもしろき」＞「上手」に対応？

cf.　「花は心、種は態」(『風姿花伝』第三問答条々)　　（「體用の事」　2011/2/9分を参照）

5　声のこと
「能の力量が下り坂になる前兆として、技量の不足を計略に乗せることで補おうとする心理が働く」

cf.　西川のりお(漫才師)、福原愛（卓球）、高見盛(力士)

…　パターン化、パフォーマンスとして行う。自分で自分の真似をする。かえって集中が切れる？

6　音曲のこと
●　音曲の種類
曲舞　…　「節回しよりは拍子の面白さを主眼とする」

「しかしながら、申楽が謡う曲舞音曲は、音階の上げ下げだけで構成される本来の曲舞音曲と同じではなく、専門の曲舞音曲に小歌がかりを加味してやわらげたのが申楽の曲舞である」

…　「居グセ」（シテが舞台中央に座したまま進行するもの）、「立グセ（舞グセ）」（シテが立って舞を舞うもの）あり

cf.　『白鬚』　：　難クセ。シテは前半で座し、後半で立つ場合もある

律呂　…　「細く弱く女性的な声の竪（しゅ）、太く強く男性的な声の横（おう）」

発声の二大基本　… 祝言　：　強く明るく謡うときの声扱い 

望憶　：　やわらかく優しく謡うときの声扱い

cf.　強吟、ツヨ吟　：　声にゆるみがなく、力をこめて謡うもの。勇壮・爽快・厳粛な気分を表現

弱吟、ヨワ吟　：　声をやわらかく、旋律的に謡うもの。優美・凄艶・哀切な気分を表現

cf.　『吉野天人』　…　謡は上のなかでも違いあり

cf.　椎名林檎の『翳りゆく部屋』(荒井由美)カバー

…　その人の持つ心技的な力量（臨機応変さ、生得的声質）で歌い方は異なる
←→　能にハーモニーはない。どこからでも入ってよく、むしろ地謡の声を活かすように謡う

…　地謡は声+α。異なる謡い方、知らないままで謡う人と行うときの難しさ。

…　読経・祝詞でも同様、周囲の音や隣の歌い手の声により、合う合わないがある

●　萬徳の妙花を開く成就なるべし　…　「万徳を招来する妙なる花の開花する芸の完成の境地なのである」

…　萬徳　：　“世俗的利益に恵まれる要件”、“世間的なあらゆる福徳”

…　「徳」＝「得」、加えて“修得する”、“体現する”の意あるか。また、到達への一途な努力。

cf.　「正直円明にして、世上万徳の妙花を開く因縁なりと、嗜むべし」(『風姿花伝』)

「これ、万徳了達の妙花をきはむるところなるべし」(『風姿花伝』別紙口伝) 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　2011年6月15日（水）
申楽談義　（岩波文庫版p24,l3「祝言は呂の聲にて」　～　p27,l6「是等はみな名誉の曲舞どもなり」）
7　祝言の音曲
●祝言音曲　：　まっすぐに正格なのが本義。正花風（中三位の上）。千歳・三番叟など。
＊　安全音　…　危なげなく完全な音曲
＊　早歌　…　鎌倉から室町初期にかけて上層階級の間に流行した歌謡
＊　ゆり　…　長長と引き伸ばして謡う節。小節に似るか。祝言では六四に分け、十度揺って謡う。
本ユリ　：　地謡のみ、クリ（能を構成する小段の一つ。導入部分）の最後に謡う
半ユリ　：　シテ・ツレ・子方など、役のみが謡う
三ツユリ　：　地謡・役ともに謡うもの

＊　重　…　オクターブを指す。現在は用いず。
※　能には、西洋音楽のオクターブ（8度）のような音階・キメがない（日本音楽は5音音階にあたる）。
甲（高音）を乙（低音）として謡いだすのはそのため。高音からだと切り替えが難しく、ピッチも早くなる
cf.　梅若（梅若研能会か）は高音で歌い出す。低くとも高くとも夢幻・幽玄は演出可能
cf.　能の低音・柔らかさ　←→　オペラの覚醒するような高音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　『魔笛』「夜の女王のアリア」の、“脳天から引っ張り上げられる感覚”
←→　『大都会』(クリスタルキング)、“元気が出る”
＊　大勢供行（合唱）　…　闌曲においては行わないのが原則。
※　闌曲　：　世阿弥が謡を曲趣により五つに分類したもの（祝言・幽曲・恋慕・哀傷・闌曲）の一つ。
また、闌曲は他のすべてにわたり、かつ、それを超越した最高の曲風。
＊　「とろうきょう（都良香）の立合」　…　「立合」ゆえ『翁』の曲か。都良香に取材した曲とも。
意味不明ながらも書き改めることを許さず。田楽のように謡うが良いか。
※　都良香(834-879)　：　平安時代前期の官人・文人。漢詩に秀で歴史や伝記にも詳しく、詩歌を作る
←　なぜ意味不明な（意味のない）文句を“墨守”するのか？日本文化には空白そのものが重んじられる。
論理的（理性的）意味よりも、　“うた”　“オノマトペ”　などの感覚的（身体的）意味に重きを置くか。
cf.　鎌田先生の久高島で発した歌詞　“いざいほう、とうらほう…”　
→　音・響きとしての流れ、収まり。その必然。
→　掛け声「よ」「は」「や」などの分析も可能か
cf.　『ことばの前のことば──うたうコミュニケーション』　(2010、やまだようこ　新曜社)
○　詩、枕詞、原ことばなど、ことば以前の、日常に降りてくるもの。
○　「やまだようこ」という名のビジュアル、広がり。
○　感覚価値的には、ナラティブでの重要性あり
8　曲舞の音曲
●曲舞音曲　：　観阿弥の『白鬚』を初めとした芸能。百萬山姥など。
　←→　小歌　：　現存は『放下僧小歌』のみで、曲舞との区別なし。
観阿弥・世阿弥が統合を図り、既に世阿弥の時代で混交していたと。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　2011年6月29日（水）
申楽談義　（岩波文庫版p27,l7「ただかかりなり」　～　p32,l2「是拍子の大切なり」）

8　曲舞の音曲

『弱法師』　：　観世元雅作曲。聖徳太子建立の四天王寺が舞台。

盲目の乞食「弱法師」こと俊徳丸と、讒言を信じて彼を捨てた父親通俊との、再会と和解を描いた作品。

“肉眼ではなく、信仰にひかれてやってくる”

9　音曲の「かかり」
＊　かまえ　：　綺麗さ、風情、姿形。つかみ、取っ掛かり、ヒキ、ノリ。

＊　かかり　：　「音曲の調べから生ずる情趣」。

←　準備、着装の意にも用いる。客に対して「かかり」の表現は使っていない。

cf.　『船弁慶』 　「たいらのとものり　“じゅういちだん”のこういん」　（　謡本　）

→　「たいらのとものり　“くだり”のこういん」　　 （　実際の謡い　）

cf.　『くるす桜』　　「水は…火は…土は…　“火水土”の三つ」

cf.　鎌田先生「ひのもとは　あめつち“ひとかみ”　やおよろず　いのちのうみに　うかぶまほろば」
cf.　言葉自体の響きは、作者のフェティシズムによるか。

　　…　「野宮（ののみや）」などを作した金春禅竹の作品を演ずる者は、「ウンチクな奴」とも呼ばれる。

＊　たけ（闌）　：　品格の高いこと。状態、様態を示すものか

「音曲の基礎は旋律〈節〉にあるのだが、しかし節というのは植物の竹にも節があるように、まず悪いことをもいう場合がある」（山崎訳）

＊　クリ・サシ・クセ　：　各小段（区切り）の名称

クリ　…　音を高く謡う、導入歌の部分。調子を引き立てて流れるようにとも。

サシ　…　抑えて、しっとりと、風景や心情を謡う部分。

クセ　…　シテがゆったりとした所で舞い始める「舞グセ」、座したまま進行する「居グセ」あり

10　文字なまり・節なまり
＊　文字なまり　：　自立語、《概念》の抑揚の違い。

＊　節なまり　：　助辞、付属語、《様態》の抑揚の違い
　　　　…　切れ目をなくすのが重要。「切る」と、分かりやすいが途切れてしまう。

cf.　美文調のフランス語、関係代名詞を用いる英語　…　「美しい」と評価される

cf.　加藤（和孝？）氏の、ジュール・ロマン（1885-1972、詩人）評

cf.　中沢新一の文章　…　独自のリズム。演技、しなを作っている。

cf.　野坂昭如の文章　…　経文のよう

＊　拍子　：　「間」に近い意味。　←→　「リズム」「テンポ」に相当するのは、位（くらい）か。

　　　　　　七五調での字余り、字足らずを調整、強調

　　　　　　　←　七五調の締まる感覚（和讃など）と、五七調の延びる感覚（上ゲ歌など）は各々異なる

cf.　平出隆（詩人）による日本語・五七調の再評価

例）　『松ガ崎』　：　「寂寞たる深谷／よしなや」
…　地頭の謡いは、派によって重視される部分が異なる

…　能は、和歌と異なって漢詩が含まれる。思想性が色濃い

←　漢文はツヨ吟、和文はヨワ吟にて謡う

cf.　鎌田先生の曲　「かんながらたまちはへませ　／　尽十方未来際（じんじっぽうみらいさい）」

cf.　河村先生幼少時の『邯鄲』理解　…　「かくてトキスギ、五十年の映画」

cf.　蓮實重彦幼少時の「あけてぞけさは」理解　…　ゾケサ妖怪との“別れ、悲しみ”

cf.　忌野清志郎の、日本語のアクセントを用いたロック音楽

cf.　 『リンダリンダ』（THE BLUE HEARTS）、『銀河鉄道の夜』（宮沢賢治）

…　スローテンポで引き付けてから、突然ハイテンポでメリハリをつけ、驚きをもたらす

（＜言及された演目＞に続く）
＜言及された演目＞

	曲目
	引用部分
	備考

	8　曲舞の音曲

	重衡
	ここぞ閻浮の奈良坂に（クセ末部）
	『笠卒都婆』の古名

	西国下りの曲舞
	「芦の葉分けの月の影、隠れて澄める昆陽の池」（最初のアゲハ）

「梟松桂の枝に鳴き」（二度目のアゲハ前）
	乱曲に現存する独立した謡物

観阿弥

	弱法師
	
	上部参照

	由良湊の曲舞
	とくとくと誘はれて、身を浮草の根を絶えて（二度目のアゲハ直前）
	

	百萬
	有難くも、この寺に現し給へり
	

	地獄の曲舞
	或る時は、焦熱大焦熱の焔に咽び、或る時は（二度目のアゲハ直前）
	

	東国下りの曲舞
	「蓬莱宮は名のみして、刑戮に近き」（二度目のアゲハ）

「南無や三島の明神」（終わり近く）
	

	9　音曲の「かかり」

	女郎花
	かやうにあだなる夢の世に、われらもついに残りし、何一時をくねるらん
	喜阿弥。現行曲と違う散佚曲

	（不明）
	やうやうはかなや、などさらば、釈尊の出世には生ぜざるらん、つたなきわれらが果報かなや
	念仏能か

	熱田
	「老人答へ申すやう、われは手名椎足名椎、女を稲田姫と云ふ者にて候なり」（クセ冒頭）

「父の老翁手名椎は、源太夫の神と現はれ、東海道の旅人を守らんと誓ひ給へり」（クセ終末）
	『源太夫』の原曲

	江口
	河竹の流れの女となる、前の世の報いまで、思ひやるこそ悲しけれ

（クセ直前）
	観阿弥

	初瀬六代
	「念彼観音力、刀刃段々（ねびかんのんりき、とうじんだんだん）」

（クセのアゲハ前の句）
	世阿弥。

現存する独立した謡い物。

	10　文字なまり・節なまり

	由良湊の曲舞
	松には風の音羽山
	観阿弥

	不詳
	秋の野風に誘はれて
	曲不明

	実方
	小野の小町は（クセ）
	廃曲

	（不明）
	人の宿をば貸さばこそ
	曲不明

	夏の祝言
	うけつぐ国
	四季の祝言曲

	笠卒都婆
	「三笠の森の」（クセ）　／　「一念弥陀仏」
	

	（不明）
	神風や・・・・・・はじめたてまつり
	曲不明

	鵜羽
	恵み久し（ロンギ前の上ゲ歌）
	廃曲

	雪山
	春ごとに君をいはひて
	散佚曲

	白鬚
	老翁いまだ（後半の文句）
	

	江口
	「ゆふべの風に誘はれ」（クセの初めの部分）

「げにや皆人は、六塵の境に迷ひ」（クセの終わりの部分）
	観阿弥。

前節でも引用

	須磨源氏
	光源氏と名を呼ばる
	

	雲雀山
	款冬誤って（クセ前のサシ）
	

	雲林院
	公光の申す者なり（ワキの名乗り）
	

	11　拍子のこと

	求塚
	旅人の、道さまたげに摘むものは、生田の小野の若菜なり。よしなや何を問い給ふ（前段、上ゲ歌）
	

	富士山
	「げに心なき海士なれども、所からとて面白さよ」（シテのサシ謡）

「時知らぬ山と詠みしも」（上ゲ歌）
	

	花筐
	「恐ろしや」（後段のクルイ）

「ともの物狂と言はれさせ給ふな」（後段のクルイ）
	

	隅田川
	人間憂いの花盛り、無情の嵐音添ひ（上ゲ歌、シテ）
	

	松ガ崎
	寂寞たる深谷（サシ）
	散佚曲

	八幡
	七日七夜（クセ後半）
	『弓八幡』　の古名

	伏見
	「百王万歳（はくおうばんぜい）」（クセ末尾）
	廃曲

	昭君
	かの昭君のまゆずみは、緑の色に匂ひしも、春やくるらん糸柳の

（前段の上ゲ歌）
	

	鵜飼
	真如の月や出でぬらん、真如の月や出でぬらん
	


＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　2011年7月13日（水）
1. 『鎌田東二・東山修験道』　鑑賞

2. 『能舞　宇宙』　鑑賞

3. 申楽談義　（岩波文庫版p32,l3「心根を知ることは」　～　p36「談ぜられしなり」）



1. 『鎌田東二・東山修験道』　：　グェンティ・ホンハウさんら鎌田班による制作

＜作品解説＞

●　「鎌田先生は比叡山でバク転をしているらしい」という噂がきっかけ

“胎内での3度バク転ののち、死にかけて産まれる”というライフストーリー

バク転は「重力からの解放」、また「自由になって生まれなおす」こと。これらをクリアに。

●　比叡山の「参道」は「産道」。より大きな世界に入って生まれなおすこと

●　生を享ける時に死と隣り合わせだったことと、緑色を身に着けることの“つながり”の発見

「俺はあさってを向いて生きよう」（東山修験道日記）

…　“あさってを向いて生きる”とは、“突拍子もないことをする”ことの意

…　筋が通っており、おちゃらけてもいる、という一貫性

●　オーディエンスからは最も高い評価を受けた

●　脚本からではなく、素材、モノから編集を行った

＜感想など＞

・　京都の街並みから一歩入った、身近な場所に大自然が広がっていることの発見

・　レイ　ハラカミなどの音楽の配置のよさ

2. 『能舞　宇宙』　鑑賞　：　宇宙科学技術国際会議＠JAXA　於沖縄
国偲び歌　「やまとは くにのまほろば たたなづく あをかき やまこもれる やまとしうるはし」
●　“これ以上美しいものはないのではないか”という衣装を選んだ

冠を2度も付け替えるという異例の方法。「能楽」ではなく、「能舞」として。

リハーサルをしてみないと分からないもの。中央部の段差を、ランドマークとして肯定的に捉えた。

横の柱がなく、距離感がつかめない。広く動くようにもした。

●　法螺貝は東山修験道としての奏法。また横笛は「心月」という曲。月は人間の生命・心の象徴でもある。
世阿弥が当時、“新作”の能を発表していったような、アバンギャルド性をもったものを構築したい

●　音は、山や神社では“からまる”のが、舞台では“ひろがる”よう。俯瞰的には、音が“ふりそそぐ”とも。

　JAXAの速めの映像に対して、ゆっくりとした舞は、この世のものではない感じを与える

面を被った宇宙人が月を歩いているよう。音楽と舞がマッチし、神秘的に。
能楽での「影向（えいごう）の松」は、月面の映像にあたるのでは。神が降臨し、宿りつく場所。

能の“静かさの中の力強さ”は日本独自であり、ガラパゴス的。なぜか国外に移植されない。

●　「離見の見」とも関係あるか　（フィリップ・スイフト博士）

…　複式夢幻能では、この世とあの世が対照される。あの世からの視点の現実化とも。今回は月面と地球か
“我見”のこの世に対し、“離見”のあの世をフィードバック（反映）、あるいはサーキュレーション（循環）させる。
●　舞台美術　…　月面映像は、上下の白い部分が不要。

能舞映像は下方からのアングルがなかった、またロングの（俯瞰的な）映像がもっとほしかった

3. 申楽談義　（岩波文庫版p32,l3「心根を知ることは」　～　p36「談ぜられしなり」）

●　「横竪」　…　現在のツヨ吟・ヨワ吟にあたるか

●　息を引く …　伸ばす意。　『袖の余波』で「津のー　国のー」とする技術の未熟さ。

　　　　　　　　　→　はっきりと浮き立たせるよう、「津の、国の、」と切るように

●　声枕、心拍子 

…　“謡いの途中で、つぎの語を印象付けるために間を置くこと”（山崎訳）

…　続けて謡わず、切る。間を置く。

cf.　『班女』　：　「せめて閨洩る　……　なりぬるぞや」

…　初めをさらりと謡い、「なりぬるぞや」をたっぷりと謡う。直前「独り寝」の強調か

cf. 藤樹（ふじじゅ）と世阿弥

…　貴人の気を汲み、「反映し、相応し、異なる趣で」謡うこと。荒さから静けさへ、静けさから荒さへ。

cf.　河村氏の父・禎二氏の“遅れて謡いだす”演じ方。

…　抑揚、タイミングの変化は、それを行う意図、内容をどれだけ熟知しているかによる。

…　作者の世阿弥であれば内容を熟知しているが、多くは「演者」である。

（＜言及された演目・歌＞に続く）

＜言及された演目・歌＞

	曲目
	引用部分
	備考

	12　謡の技法のさまざま

	袖の余波（なごり）
	誰も思へば津の国の、難波の芦のうきふしに
	※早歌

	丹後物狂
	あひ見ばやと思ひて、果てし所を尋ぬれども、うたかたの（クセ前半）
	

	経盛
	・（熊谷の使者が経盛夫婦の面前で、敦盛の最期を物語る場面）

・「何とか出でん円月の、光の陰惜しめ」（語り前の上ゲ歌）

・「きづなも」（前引用部の直前）
	

	布留（ふる）
	布留野に立てる三輪の神杉と詠みしも、そのしるし見えて面白や

（前半上ゲ歌）
	廃曲。

観世氏・松岡氏による復曲あり

	班女（はんじょ）
	「せめて閨洩る月だにも、しばし枕に残らずしえ、またひとり寝となりぬるぞや」（クセ前のサシ謡）

「そなたの空よと」（クセのアゲハ前）

「わが待つ人よりのおとづれ」（アゲハ直前）

「よしや思へば」（クセ後半）

「思い続けて独り居の…班女が閨」（クセ末尾）
	

	右近の馬場
	見渡せば、柳桜をこきまぜて、錦を飾る花ぐるま（シテ登場の一声）
	

	松風
	「海士の家、里離れなる通ひ路の」（シテ・ツレ登場歌のサシ謡）

「月は一つ、影は二つ、みつ汐の」（汐汲の段の末部）
	

	重衡
	鬼ぞ撞くなる、恐ろしや（前段の上ゲ歌）
	

	錦木
	くやしき頼み（前段上ゲ歌）
	

	土車の曲舞
	
	現行同名曲のクセか、『柏崎』のクセか不明


	六代
	何をか種と思ひ子の（クセ前のクドキ）
	『初瀬六代』の古名

	鼓の滝
	天花に酔（ええ）りや（クセ前半）
	廃曲

	箱崎
	しるしの末なれや、有難の（ロンギ末）
	廃曲

	西国下りの曲舞
	風波（ふうは）の難を助けしは（後半）
	

	鵜羽
	「いかなれば道のくには」（ロンギ前の地謡）

「あしがりや」（ロンギ前の地謡）
	

	高野の巻
	春秋を、待つにかひなき別れかな
	廃曲

	桜川
	曇るといふらん（クセ初め）
	

	竹取歌
	もとの古根や残るらん
	喜阿弥作曲

	近江八景
	平沙の落雁
	廃曲

	足引山
	千代木の風も静かにて（下ゲ歌）
	※祝言の謡か

	伏見
	人皇五十代（クセ冒頭）
	


＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　2011年8月17日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p43,l7「音曲に一句一句の」　～　p46,l4「幾らもあるべし」）
　16　能の作りかた　その三

●　まとめ　（奥井さんレジュメより）

　　　・音曲全体について配慮しなければならない

　　　・同じ言葉をたびたび用いてはならない

　　　・耳に慣れた古典の文句、古歌・和歌で常用する言葉を用いるのが適当である

○　「同じことを書くべからず」（p44）　：　同じ言葉をたびたび用いることの禁
…　カエシ（同じ文句を繰り返す指定があるところ）ならば、よい
　　cf.　大豊神社にて、自作の附祝言を奉納　（河村先生）

　　　　　　　…　掛詞の繰り返し、その効果

○　開聞の所　：　“文学的関と音楽的感動とが一つの音の感動となって集中する瞬間”

　　　…　キモ、オイシイところ。“出血大サービス”したくなるのを、「抑える」という姿勢の表れか

　　cf.　『能作書』に言及部分あり。　申楽談義を終えたのち、該当部分を講読する

○　「ただ能には、耳近なる古文、古歌、和歌言葉も、よきなり」（p44）　：　わかりやすく、定型であること

　　　　…　歌の文言はそこまで理解できないもの

作歌とは、“在るものをうつす”という、考える・感じる以前のもの。憑依か
　　　　…　「音楽的」とは「文学的」なものを削り落し、一言に無限の多義性を込めることか

○　作者と演者

作者　…　演じていくうちに肉付け、練り込みを行うことができる

演者　…　全体を一つの「形」としてとらえ、コピーすることを目指す

→　急所を探り当てる感覚がなくなってしまう
＜言及された曲目＞

	曲目
	引用部分
	備考

	初瀬の女の能
	そもそも和州長谷山（わしゅうちょうこくざん）と申すは　（女の言葉）

大和初瀬（やまとはつせ）の寺
	散佚曲

	鵜飼
	「甲斐も波間」「その心さらに夏川」「助くる人も波の底」　（前段）
	

	松ガ崎
	そもそも常盤の花ぞとは（ロンギ）・・・・・・松が咲きけり
	元雅作曲。散佚曲

	八島
	「その名を語り給へや、わが名を何と」（中入前のロンギ）

「名のらずとも名のるともよし、常の憂世の」（中入直前の謡）
	

	『鵜飼』『柏崎』
	摂津の左衛門五郎の作曲。世阿弥が改作

※　改作後『柏崎』には、『土車』（世阿弥）の弥陀浄土讃仰を導入

	四位少将
	比叡山衆徒の唱導師が作。

金春権守が多武峰の維摩八講にて演じたものを、観阿弥が改作

	佐野船橋
	もと田楽能を、世阿弥が改作


＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【世阿弥研究会】2011年８月１７日分のメモ（秋丸知貴）
世阿弥研究会の皆様

　こんばんは。秋丸です。本日も、非常に興味深い議論に参加させて頂き誠にありがとうございました。

　さて、本日の議論で特に興味深かったのは、まず、体育会系的な集団論理は、常に個人を集団に埋没させてしまう危険性をはらむと共に、自他の協調や、個人の生の充実もまたもたらしうるものであり、能やスポーツに留まらず、あらゆる集団活動において考察すべき重要なテーマであると学んだ点でした。

　また、芸術行為（及びあらゆる創造行為）において、考える（思考する）ことではなく、感じる（直観する）ことこそが、最も純粋で普遍的な意味内容を抽出し表現するゆえに、鑑賞時・受容時に、最も豊富で多様な読解を産出しうるのではないかと思いました。

　さらに、「開聞の所」については、本来は、聴覚的快楽をもたらすので一演目において何度も用いたくなる、文学的感動と音楽的感動の一致を、一演目においてただ一度だけに限定するのは、付随する舞という身体所作においては、最もドラマティックな視覚効果が発揮されるのが、一演目においてただ一度だけだからという解釈が非常に印象に残りました。

　なお、鎌田先生の「霊性の京都学２５」と「ムーンサルトレター第７３信」も読ませて頂きました。

本日の研究会の帰路で、鎌田先生と「先祖供養」について少し話をさせて頂いたので、偶然の一致に驚きました。

　まず、靖国神社の「ねじれ」の問題ですが、個人的には、明治以後の西洋化・近代化の問題が大きく関係していると考えています。

　つまり元々、日本の文化構造は、「公」を先進外国文化（明治以前は中国）、「私」を自国文化を組み合わせる二重構造が特徴であり、「漢字」と「ひらがな」、「漢画」と「大和絵」、「仏教」と「神道」などがその典型です。

　しかし、明治以後は、「公」として参照する先進外国文化が、中国から西洋に転換します。

例えば、正装としての「洋服」と、私服としての「和服」が、その典型です。

　ここで、考慮すべきが、西洋型近代国民国家における「創られた伝統」（エリック・ホブズボウム）の問題です。

例えば、美術の分野においては、伝統的な岩絵具を用いる「日本画」という概念は、実は明治以前には存在せず、明治以後に、西洋由来の油絵具を用いる「（西）洋画」が輸入されたことにより新たに創出された翻訳概念であることは、近年の美術史学が明らかにしています（佐藤道信『「日本美術」誕生』講談社選書メチエ、1996年。佐藤道信『明治国家と近代美術』吉川弘文館、1999年等）。

私見では、「廃仏毀釈」は、明治以後の新しい先進外国文化である西洋宗教「キリスト教」の輸入により、明治以前の先進外国文化であった中国宗教「仏教」を、自国宗教「神道」から切り離し、新たに「神道」を西洋化・近代化しようとする文化運動であったと考えています。

ただし、キリスト教自体に対しては拒否反応が大きかったので（一神教と多神教が本質的に相容れなかった？）、表立って「キリスト教」と「神道」を結び付けるのではなく、「神道」自体を西洋化・近代化して誕生したのが、いわゆる「国家神道」ではないかと考えています。

少なくとも、明治以後の神社で行われる「神前結婚式」は、キリスト教の影響抜きでは成立しなかったはずです。

もし、この解釈が正しいとすれば、靖国神社自体は、実際には伝統的・日本的宗教文化だけではなく、近代的・西洋的宗教文化を多分に内包している可能性があります（もちろん、それだけには留まらず、反面国粋主義的な性格も強いと思いますが……）。

私自身は、日本を守るために亡くなった先人達を供養する靖国神社の理念に反対する者ではありませんが、それでもなお、もし伝統的・日本的宗教文化である仏教的＝神道的世界観である「草木国土悉皆成仏」や「山川草木悉皆成仏」に基づき、世界恒久平和を希求・模索するならば、「靖国神社」を世界化するよりも、「空気神社」を世界化する方向性こそが、より自然で望ましいのではないかと考えています。

そして、個人的には、現在衰退しているために様々な問題をもたらしている、共同体的な道徳倫理や人間関係の「物理的」回復には、「アウラ」（ヴァルター・ベンヤミン）の回復と共に（この問題については、拙稿「ヴァルター・ベンヤミンの『アウラ』概念を手掛りに」を参照）、共同体的な道徳倫理や人間関係の「精神的」回復には、自他の協調や、個人の生の充実をもたらす集団論理の一つとして、伝統的・日本的宗教文化である仏教的＝神道的世界観の一つである「先祖供養」もまた、今後再考されるべき重要性を持っているのではないかと考えています。

以上

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　2011年9月14日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p46,l5「勧進の桟敷数」　～　p52,l7「舞の色になるなり」）

17　勧進能の舞台と翁の演出　

●　舞台設計

①　円形の桟敷

→　舞台を中心にして、桟敷を円形に設ける　

※　一桟敷は五尺＝1.5m。　桟敷の間数（円周）は62、3間　：　1.5m×62＝93m。つまり直径約30mの円

→　演者の声が届く範囲。喜阿弥は晩年、直径25mが限界だった

→　糺河原　（賀茂川と高野川の合流地点、三角州か）や、冷泉河原の勧進能が模範例

→　対称的で、神楽に近い構造。南側の橋掛から神々が顕現し、北方へ還る

cf.　将軍は北方（正面）に座し、下々は東西（脇）に座して観劇する
②　屋外での上演

→　屋内になったのは明治以降。

　天川神社は舞台奥が吹き抜けで、借景となっている。

cf.　西本願寺の北能舞台（国宝）、南能舞台（重文）

　　　　北能舞台　：　最古の能舞台。下間仲孝が駿府で家康に下賜され、本願寺に寄進。

　　　　南能舞台　：　元禄七年（1694）、寂如上人が造立と。
…　河村能舞台は、其々の写し。舞台の傾斜や坂道の橋掛は北能舞台から、欄干は南能舞台から。
←→　後年、舞台は現在の形式に。「奉納神事」から、「演劇」としての能へ

cf.　西平直　「離見の見」

　　

○　「開聞」との関わり

cf.　開聞の所　：　“文学的関と音楽的感動とが一つの音の感動となって集中する瞬間”

　　←　当時と現在の舞台設計で異なるか

○　翁面の装着

　　『翁』は、舞台上で開始時に翁面を着ける。

面紐はまず高めに、緩めに結ばせる。大夫は後見に、調整を声で指示する

cf.　観世栄夫氏は右手の上下にて指示。

○　式三番を滑稽に演ずることの禁

　　　…　過去に例があったか

cf.　アメノウズメの踊り　…　思わず知らずの「あらわれ」。荘厳さ、美しさ、感動としての喜び。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これを「笑う」と表現する懐の深さ。古事記では「咲ふ」と表記。

cf.　志村けん「笑いの原点は裸だ」

　…　「笑わせる」は、笑えないことが多い。「笑い」には、涙が伴うことがある

○　舞台効果と、その批評

→　『逆髪』で、水衣を彩色して皇女の品位を表現。

　…　世阿弥は自分の美意識を投影し、工夫した。

　　　当時（黎明期か）は、そのような“自由な”批評が成り立つのか

18　能の装束と道具

＜言及された曲目＞　
	曲目
	言及内容
	備考

	蟻通
	シテの宮守の、松明の使用がこの能の見せ場であること
	

	花筐
	シテの照日の前が、贈られた花籠をいかにも大切に扱うべきこと
	

	経盛
	経盛夫婦の乗る船を、青地の練貫などで華やかに飾ることの勧奨
	

	隅田川
	前シテの装束は、時と場所に応じて変える必要があること
	

	柴船の能
	犬王の演出に対する、洗練された感覚や面白い風情の発見
	散佚曲

	鐘の能
	元重の、左右違いの舞台に対する、鐘の適宜配置の誤り
	『三井寺』の古名

	逆髪
	本曲の為に彩色した水衣が、そぐわない『汐汲の能』でも用いられること
	『蝉丸』の古名

	空也上人
	本曲で着用すべきは、地味な装束であること
	廃曲

	念仏の申楽
	犬王の用いた装束の、面白い風趣の指摘
	


＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　2011年9月28日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p52,l8「面の額」　～　p58,l3「世子十二の年なり」）

19　面と姿について

　○　“長い額は見苦しい”　：　額を切った面のみ現存。清経は冠を切断線に当てる

…　マネキン・モデル・アイドルでも、額の狭さが美しい。しかし韓国では、広い額が美しいとされる

＠韓国　――　

マネキンのウィッグを、のけぞったような位置に置く

髪を上げるアイドルが多い

＠日本　――　華、成人

つんくのオーディション　…　「髪を上げてください」。ためらわず髪を上げる者を推す。華があることの一つ

『初恋』（島崎藤村）　：　「まだあげそめし前髪の／林檎のもとに見えしとき／前に挿したる花櫛の……」

文金風　：　江戸中期の男子の髪型の一。髷の根を元結で高く巻き上げ、毛先を月代のやや前方に出す

人形浄瑠璃　…　帽子や髪の長さで額を調整。また、眉が上下に動く。額との関係は？

　←　日亜間の、比較身体論への展開

cf.　人相学　…　“親からの愛情を受けた者や、家督相続者の額は広い”

cf.　（俗流）心理学　…　“髪を下ろす者は隠し事をしている”

cf.　発達　…　乳幼児の目の位置はほぼ中央にあり、額が広い

○　面の大きさ

…　面によって、演者の顎の見え方が違う。すっぽりかぶると“気持ち悪い”

　←　大ぶりな摩多羅神面（談山神社）など、神楽ではリアリズムを重視。能面はデフォルメされるように

20　笛・狂言の名人

○　役者としての振舞い

狂言　：　槌大夫（二代目）は、日常でも狂言らしく振舞う

能楽　：　「又何としても思ひなし、能をくちかう心得べし」（十八）

“また、能は、なんといっても演者を曲中の人物と思いこむ観客心理がたいせつであることを考慮し”　（山崎訳）

…　舞台の非日常性を重視

cf.　野村狂言　…　狂言なのに格式張っている

←　能と狂言の基本理念の違いは？

cf.　演劇　：　“ユダヤ人でもナチス将校を演じられるならば、かえって優れた俳優だろう”（浅井 健二郎、独文学）

…　ベンヤミンの演劇論への反論

アニメ　：　基本的に集団制作であり、“役になりきる”ことはない

信念と仕事を切り離すか、否かは各人により異なる

戦争記録画　：　戦意高揚が目的だが、反戦者の描く戦争画は“不気味さ”を反映することがある

←　作者／鑑賞者（享受者）／解釈者の視点の混同、当時／現在の視点の混同に注意すべき
cf.　役者の「超越性」と「化ける」

秋丸氏の視点　…　役者の「超越性」に注目

忌野清志郎　…　素はシャイだが、舞台では違うものに「化ける」。

21　田舎申楽の芸風

○　田舎申楽の評価

：　金春権守、金剛権守の演技を酷評

　…　世阿弥の曲目の大半は、京都が舞台。奈良が舞台の『井筒』を作曲したのは晩年

←　世阿弥自身、奈良は大和申楽の出身。出生地＝奈良＝田舎であることを嫌がり、攻撃していた？

←　大和申楽の台頭に危機感を抱いていた？

○　十二権守からの手紙

：　五郎康次。大和申楽十二座の統率者。下三位、時に中三位（正花風）に向上。

正長元年（1428）、将軍義教の御前で演ずる。

：　「道を持てる者の意地、如此」

“まことに真情のこもった手紙で、芸道を重んずる者の心意気はこうあるべきものであろう”（山崎訳）

←　十二権守が文盲を明言したり、世阿弥への感謝を強調する点から、2人の格差の大きさが分かる

←　拙い文章だが、十二権守の誠実さが現われている

←　冗長すぎるほどの丁重な文言に、世阿弥への反発を込めていた？

←　世阿弥はすでに凋落の時期。十二権守の手紙を素直に嬉しく思ったのでは
＜言及された曲目＞
	曲目
	内容・言及部分
	備考

	20　笛・狂言の名人

	少将の能
	鬼界ガ島から帰洛した丹波少将成経と平判官康頼の詠歌
	散佚曲

	初若の能
	勘当された子の、親の合戦への参戦
	散佚曲

	21　田舎申楽の芸風

	柏崎
	クセ前「扇たたかせ、鳴るは滝の水」「わが子小二郎か」

カケリ後「桐の花咲く井の上の」
	金春権守の批評

	海人
	クセ前の上ゲ歌「あらなつかしのあま人やと、おん涙を流したまへば」

玉の段「乳の下を掻い切り、球を押し込め」
	金春権守の批評

	雲林院の能
	後シテ「基経の、常なき姿に業平の」、キリのロンギ
	金剛権守の批評


＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　2011年10月26日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p61,l11「応永十九年の」　～　p67,l4「赴クベシ、ト、云云」）

24　世阿弥と霊夢

25　田楽の起源

26　松囃子のこと

27　薪能のこと

28　永享元年の興福寺能

29　能役者のたしなみ

30　後継者の育成

31　神事奉仕のこと



24　世阿弥と霊夢
★「申楽が神のおぼしめしにかなうことの典拠として書き載せる」

・　三社託宣信仰

…　「天照大神・八幡大菩薩・春日大明神の託宣を一幅に書いたもの。信仰の対象として、室町時代から江戸時代末まで、吉田神道の発展に伴い広く流布した。神道家の偽作とも言われる」（大辞泉　“三社託宣”より）

…　正直（天照）、清浄（八幡神）、慈悲（春日神）を道徳的名目とし、庶民教化の手段としたという

・　稲荷明神

…　八幡神と同じく、秦氏との関わりがあった。民間信仰である点が、国家的信仰である三社と異なる

・　秦氏安

…　村上天皇の治世に、猿楽大和の一、円満井座の中興の祖として活躍。国家鎮護のため、紫宸殿にて六十六番の猿楽を演じた。伴ったのは氏康の妹婿、紀権守（きのごんのかみ）。紀権守は近江猿楽の祖と言われる（風姿花伝より）

←　世阿弥は、自分が傍系であることを意識していたか

・　滝蔵権現

…　大和の初瀬寺（長谷寺の古称）の地主神。のち滝蔵神社に移る

←　「初瀬」は死体を投げる場所の意か

25　田楽の起源

★田楽に、青蓮院が発祥の伝あり。また一つに、日吉御臨降の供をした者が開祖とも。

・　青蓮院門跡

…　三千院、妙法院と並ぶ、天台宗三門跡の一つ。

・　一人翁（ひとり翁、独り翁）

…　元旦に、観世座にて行われる能の演目。日吉大社でも行われる

26　松囃子のこと

・　松囃子　：

室町初期に正月行事で行われた一種の囃し物。唱聞師などが仮装して高貴の家々に推参し、謡い舞った

＊　「松は、風をさまりて、雲もいなり山、いなり山、さかゆく御世の花ごろも、春ぞめでたかりける」（岩波文庫）

＊　“松は風、収まりて雲も、稲荷山。収まりて雲も、稲荷山。収まりて雲も、稲荷山。栄行く御代の、花衣。

春ぞめでた、かりける”（山崎訳）

←　山崎訳ではなぜ「収まりて雲も、稲荷山」と3度繰り返すのか

←　ここにも稲荷信仰が見てとれるか

27　薪能のこと

★不定期であった薪能を2月に決めて、観世座から欠勤者を出さぬことと決める

28　永享元年の興福寺能

★永享元年に興福院門跡の一乗院で、神事の演能。脇能は、くじ引きで決められる

←　脇能は、正式には翁の次に行われるもの。名誉なことであったか

29　能役者のたしなみ

★人情の機微を熟知し、その時々の空気を察した行動が重要である

←　「将軍」に「気に入られること」への自負があったのか

cf.　遊女である高橋殿の立身出世、世阿弥の後年の凋落

…　世阿弥に対する周囲の嫉妬？

→　世阿弥と義満の特別な関係、寵愛。世俗的な栄達だけが目的ではなかったのかも

また世阿弥の、父観阿弥や義満との関係が作風等に影響をもたらしたか
cf.　観阿弥の“大らかさ”、世阿弥の“耽美さ”、元雅の“暗さ”

世阿弥は、衰退の時期に作品を書いた。『平家物語』など悲劇が題材。

・　申楽　

…　神楽の「神」のしめすへんを外し、「申楽」に。神に“申”し上げる、また招福延命の意がある

・　幸若舞『敦盛』　“人間（じんかん）五十年、下天のうちを比ぶれば…”

…　「幸若を舞って戦に行く」というほど勇ましく、武道的な振る舞い。

←　能は武道に通じる。翁は空手の型にも似ている

・　仕舞

…　能の一部を素で舞うこと。地謡のみの伴奏、紋付袴や裃で演ずる略式の上演形態。“能のデッサン”。

30　後継者の育成

★稽古は九位の「中初・上中・下後」（浅文風・寵深花風・強細風）の順序で行うのが正しい

	上三花
	中三花
	下三花

	妙花風
	正花風
	強細風

	寵深花風
	廣精風
	強鹿風

	閑花風
	浅文風
	鹿鉛風


＊九位…学習の段階。巧拙ではない。

（上：女物／中：基礎／下：荒物）

←　正調、バラード、シャウトの順で練習し、
シャウトから入らないようなものか

cf.　武智鉄二（演劇評論家、演出家、映画監督）が指導。

二代目中村扇雀（四代目坂田藤十郎）は、同じ演目を何度も稽古させられる

→　後年、彼の「基準」となった

cf.　空海　…　彼自身は天才。しかし大樹の元では後進が育たない

最澄　…　「山家学生式」を定めるなど、自ら下支えとなって“国宝養成機関”を作る。

相応（831-918）の「千日回峰行」など、後進のオリジナリティに富む

31　神事奉仕のこと

★旅興行はあくまで生活の支えであり、根本の任務は神事奉仕をたいせつにすること

…　世阿弥は本末を正していたからこそ、芸道書もまた著せたのだろう
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　2011年11月9日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p68,l1「好色、博奕、大酒」　～　p78,l3「劣リタルナリ、ト、云云」　終）

＜付載　観世座規約＞　：　就業規則の類か

●　（前書）　「好色、博奕、大酒、鶯飼うこと」の禁

…　当時は乱世、無秩序。これに対して、秩序たる規則を設ける必要あり

…　鶯は当時、好色や博奕ほどに心奪わせしめるものだったか。

…　現在も歌舞伎など、芸能の世界は華やか。後援・取り巻きのタニマチ（パトロン）多し

●　（第三条）　座衆に対する所得配当の基準規定

　（第四条）　薪能の義務奉仕に対する給付金の規定　：　給与について

…　曲によって出演料は異なる。

…　現在、依頼者であるシテ方は出演料なし。行うほどに赤字。アマチュア指導や催事が収入源

cf. 天河大辨財天社の例大祭：舞囃子「石橋（しゃっきょう）」

…　復興を願う、祝いの曲として選択。また出演料など経費の問題。

…　龍村仁氏　“能よりいい”。

…　「獅子」は歌舞伎の元。また “能は平時の武道”。動きが激しく、三番叟にも似るか

●　（第六条）　多武峰八講能参勤の義務、ならびに罰則規定

「国中にいながら多武峰八講能の出仕を怠れば、永久に座から追放」

…　最も厳しく、恐れられていたであろう。多武峰八講の重要さ。

観世座はそもそも、多武峰と興福寺に属して祭礼奉仕を行う集団だった

●　（第九条）配分規定規則

「親が欠勤すれば子には配分せず。親が参勤すれば子の欠勤にも配分する」

…　子と親の関係に注目

●　（第十条）座衆の会合の酒代について

…　長が酒代をもてば、その集団がしばしば盛り上がる

贈答の文化は九州、東北など地方に根強い。 ←→　関東における、合理性の浸透

cf. 先の大地震で、東北の顧客を失ってダメージを受けたのは西陣だった

＜奥書＞

 「御一見の後は、火中に投じて焼き捨ててほしい」

…　門学不出。衰退しつつある観世座には、緊迫した状況。対立者、為政者に読まれることを懸念

・　「秦」元能 … 秦氏の後継者という自負にも注目したい

＜補遺＞
●　「直前や最中には、煮えたぎった湯を飲んで咽を焼くのがよい」

… 嗄れたしぶい声がいい？ カルメン・マキ、森進一はあえて声を潰したが。
＊　４段目以降は永正11年に書いたもの。本文に関係ないとし、訳者は削除

＜別本聞書＞　…　情報の付け足し

声の律呂について

○　律　：　「天」。引く息。喜びの声

　  呂　：　「地」。吐く息。悲しみの声

→　「呂律」（地天）と言わず、「律呂」（天地）と呼称する理由

○　宮・商・角・徴・羽　…　音階を示す

→　宮は吐く息（緊張を伴わない）、商は引く息（緊張を伴う）。世阿弥はこの２音での大別を考えていたか

○　上無調・下無調

→　十二律の、最高の音階（上無）と第五の音階（下無）を基音とした調子。

→　平調（ひょうじょう）・盤渉調（ばんしきちょう）・双調（そうじょう）・黄鐘調（おうしきちょう）・

一越調（いちこつちょう）の五調子から派生した、理論上の調子

○ 砕動風　：　「形は鬼でも心は人間であるように演じること。身心に力を入れず、軽やかに細かく身を動かす」

アクロバティック。強く細かく、面白みのあるもの

←→力動風　：　「形も心も鬼で、からだに力をこめて強く荒々しく演じること」

先人たちの短所について

→　世阿弥の足の機敏さ、老いては欠点に。

…　重さがなく、小技に走る、ということか。足の存在を「気にして」しまっている

自らの欠点をも指摘。自らを客観視できている。

…　アクション活劇よりも心理劇を志向

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　2011年11月16日（水）

①　『翁』　鑑賞

②三道　（岩波文庫版『能作書・覚習条条・至花道書』　p5　一、能作書條條　～　p7「種作書、三道、以上」　


①　『翁』　鑑賞

・　摩多羅神面　：　白式尉。翁面のルーツか

※　奈良県立美術館に所蔵。ご希望の方は鎌田先生へ

・　観世座規約　第六条　「国中にいながら多武峰八講能の出仕を怠れば、永久に座から追放」

・　最後に、正面へ礼。片膝を立てて、深々と行う

・　千歳は翁の初めに行う。演者は若い方がよい

・　舞台の狭さや、大振りな面とのバランスからか、舞に慎重さがあった。

常の大らかさ、伸びやかさがない。“場の制約を打ち負かすほどの勢い”が見たかった

・　最中に、入口の幕が動くのが気になる。内と外との世界を区切ってほしい

②　能作書　三道

種　：「能にふさわしい素材とは、作品が依拠する原典のなかでも、とくに舞や歌の技芸を行う人物のこと」（山崎訳）

…　小西訳の方に広がりがある

・　能舞として、マネキン、大本教、人形浄瑠璃は演じ得るか

…　マネキンは人間にない“静止”のバランスがある。倒れこむ所で足を出さず、生きているようで生きていない

cf.　暗黒舞踏、土方巽

「舞踏とは、突っ立っている死体である」　…　ダンスシーンの異なる問題提起を行った
地にへばり付き、死に到ろうとしているものの、どう考えても生きている

生物から無生物へ、自在に身体をスライド

cf.　ピナ・バウシュ

身体の異化。生き物から別のものへ

cf.　金梅子

シンポジウム開演　：　2011/12/11　14時　　於　京都造形芸術大学内　春秋座

・　新しい「種」の設定。どのようにつなげ、適用・応用していけるか　

…　書かれない「種」とは？

→　サル（狂言『嵐山』）の騒騒しさ。“優美でないものは主役になれない”。

→　バクの、微かな目の動き。死んでいるわけではなく、生きている。

ハゲタカの、一時間かけて広げてゆく様

cf.　狂言ではサル、タヌキが登場。シカ、キツネは能楽で登場する…

…　『源氏物語』は、能に採られることが多い。では、外されたものとは？
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　2011年12月14日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p8,l2「老、女、軍、三体也」　～　p12,l5「三体能作、以上。」）

＜女体＞

・ 世阿弥が得意とした。“女体中心主義”。主に「源氏物語」の美しい貴人が題材。

… 男性の貴人に対し、優美さを以て関心を集める（傷付く女性の姿を見て愉しむ？）ための演出・作劇的な意図。

女物のハッピーエンドは少ない。文楽でも同様。人びとの心に訴えるゆえか

… 物語にもリアリティが求められる。実在人物譚の採用。『卒塔婆小町』など

… 世阿弥は小男ゆえ、女体や陰翳ある部分を演出できたのか　→　現在は能の文化的中心に

cf. 赤穂浪士物…見せ場の派手さやスペクタクルがあり、定番の極み・人気を博している

cf. 老体、女体、軍体――序破急に対応？

・ 現代で取りうる女性像は？また、単独での活躍者は？

… 岡本かの子（歌人）、与謝野晶子（歌人）、新島八重（新島襄の妻）、齋藤春子（二・二六事件、齋藤實の妻）、

平塚らいてう（思想家）、ナウシカ（『風の谷のナウシカ』）、上村松園（日本画家）、神谷美恵子（精神科医）

… 美智子皇后陛下の貴人能。そのバイタリティ、国民的親愛、ドラマ性
＜般若面＞

・ 『葵』の“白般若”

…　嫉妬を隠す角隠しあり。善悪の葛藤を演出。また初演時に「粗い」とも。育ちの良さ、優美さを表現できなかったか

・ 『道成寺』の“赤般若”、『安達原』の“黒般若”

…　これ以降は蛇神としての女性を演出。

cf. 般若面は左右非対称。また鼻を境に上半分で泣き、下半分で怒りを表す。

cf. 女面…増女・若女・小面・孫次郎（面影とも。金剛流）など。様々な曲に使われる

cf. 『道成寺』のエピソード…恨み持つ者が面を二つとも隠し、演者は指を噛み切って血で隈取り。かえって好評に

＜脇能＞

… 「翁」の次（脇）に付く、神聖な能。各神社仏閣が“ご当地ソング”として作りやすかったか

昔は重要な位置付けにあり、取り合われたとも。現在、演ぜられる頻度は少ない

… 高砂、養老、賀茂、白鬚、江島、道明寺など

… 元気よく、颯爽と、雄々しく。早朝の光に満ち満ちた、清々しさを。

「一声はゆっくり、二の句でツレ高、サシはさらさら滝の流れるよう」

＜五番立＞…世阿弥の時代は主に立合が行われたため、後年の形式か

・初番目物（脇能物）

・二番目物（修羅物）

…　『清経』 ： 自害した清経が妻の枕元に立ち言い争う。反戦の意か。
小書「恋之音取」（観世流）・「音取」（宝生流・喜多流）・「披講之出端」（金剛流）
…　『忠度（ただのり）』 ： 謡が難しく、苦手とされる
・三番目物（鬘物） … 優美さ

・四番目物（雑物） … 他の4つに入らない作品

・五番目物（切能物） … 『安達原』（四番目物とも）、『土蜘蛛』など異類系。鬼、スペクタクル

＜語調＞

上歌（あげうた） ： 上音に始まり下音で終わる、十句前後の謡。元気よく。五七五、七五、七五と繰り返す

下歌（さげうた） ： 中音に始まり下音で終わる、二句または四句の謡。しっとりと。七五調。

cf. 五七調…拡散する。そこで止まってしまう

七五調…収束する。言いやすく、次へ次へ“さらっと”続きやすい。

cf. 浄瑠璃でもスピーディになるとリズミカルに。また口語は延ばし延ばしに謡われる

cf.　オノマトペ　…　状態、感覚言語、質感を表す。「わさわさ」とは？

cf.　阿弥衆のルーツ

…　時宗が源流の阿弥衆もあった。金春禅竹からは禅宗を汲む。スポンサーのことを常に考えていた…

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
世阿弥研究会　　2011年12月21日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p13,l6「放下。是は軍体の末風」　～　p15,l6「妙所可有。口伝可尋。」）

＜放下＞

●　放下 …　ジャンル名。四番目物。10曲程度の演目（女物狂を含めるとそれ以上）。旅芸人、遊行僧が登場。

…　羯鼓／鞨鼓（かっこ）、小切子（こきりこ）、曲舞などを行う。テンポがよく、鞨鼓の後も“乗って”くる

…　我を捨て、悟りに参入する者のことか

『放下僧』 ： 牧野小次郎が禅僧の兄と共に放下僧の姿で芸を披露し、親の敵の利根信俊に近づき仇を討つ
『自然居士』 ： 遊狂物。五流現行。親の供養のため身を売った少年（または少女）を救おうと、説経者自然居士は命をかけて人買いと渡り合い、彼らのなぶるままに芸尽しを展開して，ついに救出に成功する

『花月』　： 旅僧が清水寺で、花月という喝食になった我が子に再会。花月は曲舞・羯鼓などの芸尽くしを見せる
cf. 「放下」はキリスト教神秘主義、とくにドイツ神秘主義でも使用。ハイデガー、エックハルト等参照

＜演技論のオノマトペ＞
●　“もみもみ”の多用

…　「一番揉んでやろう」「揉み寄せる」等の用例あり

…　熱を帯びていくよう。破から急への移行の段階？　／　異物を混合していくよう。

…　陶芸の感覚に似ている。身体的な粘着感。

cf. 「揉」：両手の間に挟んでこする。からだを触れ合わせるようにして押し合う。また、激しく揺り動かす
→　ワザ言語「もみ」の概念、哲学を進めること

●　練る　…　「揉む」よりも行為目的が対象化される。他動詞的。「練」は糸偏ゆえ、織物の感覚が語源にあるか

cf.　「千日の稽古を鍛とし、万日の稽古を練とす」（宮本武蔵『五輪書　水之巻』）

「鍛」：金属を何度も熱して打ち、強くする　／　「練」：絹糸をねること
＜鬼＞

●　砕動風鬼　：　形鬼心人。人とも鬼ともつかぬ存在。悲しみ、悩み、救い難さ、幽玄、風雅を美的に演じる

… 鬼子母神、ジェイソン(『13日の金曜日』シリーズ)、吸血鬼、アナキン（ダースベイダー。『スターウォーズ』ep3,6）等も、人間味を持つ点で砕動風か

●　力動風鬼　：　勢形心鬼。荒々しさ。陰翳を表現できない

…　世阿弥は、境界や両義性をよく著している。物まね鬼が多いのも、観阿弥に対する“負い目”があったからか

…　物まね鬼の多さは、貴人にも観やすいように配慮した結果か

cf.　「世阿弥の鬼能に対する評価は、後期になるとめだって低下している」（成川武夫『世阿弥　花の哲学』）

cf.　「鬼」とは？

…　幽霊、物狂。憎・悲・恨を持ち、悪・害をなすもの。「鬼道」(幽霊が対象)もあるが、鬼の定義は極めて微妙

ｃｆ．　地震・台風を起こす「ちはやぶる神」、伊吹山の白猪・大蛇、『千と千尋の神隠し』のクサレ神、

鬼的な『土蜘蛛』、稲荷神社山道脇の谷底にある廃屋（“ドロドロとした人間の怨憎”）

←　ワザなき心で鎮められることも。“無分別知”、“囚われない状態”、“無”という禅の境地にも近いか

←→　俗な＝“ゆらいでいる”“分別知を持つ”者では、逆に囚われる。

善と知っていること自体が、すでに不善。菩薩道の通俗化とも。空が“担保”となる必要あり
cf.　「たたり」　…　「立ったり」が由来の語。神の顕現を表す。人が遠ざかった時に存在を知らしめる。
cf.　レイ能力の三位一体説

「あえていえば、『霊能者』の道とはシャーマニズムや神道や密教に該当し、『零能者』の道とは釈迦仏教に相当し、『礼能者』の道とは大乗仏教の菩薩道や孔子の道に該当するといえるであろう」（『憑霊の人間学』青弓社）

＜開聞＞(p14,l7～p15,l6)

…　開聞、開眼に言及している先行研究を参照のこと

…　神道、ユダヤ教では「聞く」を重視（仏教では「見る」）。能楽では舞の前に謡がある。『井筒』など
●　沈黙

・　シンジとレイの一分近くにわたる沈黙（『新世紀エヴァンゲリオン』第5話）

…　情報は読み取れないのに、最大の感動を呼び起こす

・　ジャクリーヌ・デュプレ（チェリスト）の曲

…　終局、ピアニッシモが「雷鳴のように轟く」

・　「維摩の一黙、雷の如し」（維摩経より）

…　文殊菩薩が維摩に、不二法門を問う場面

・　某ピアニスト「大きな声でしゃべるほど伝わらない」
cf.　宮崎県の開聞岳

cf.　「感」の最多用。感覚価値的に要注目。「二聞一感」「聞感」「感所」「一音の感」「見風感応」「妙感」「感力」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年1月11日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p14,l「如此條々、能く能く」　～　p16,l10「書手の一大事是也。」）　※前回分を再読
＜開聞とは＞

「文学的感動と音楽的感動が一つの音の感動となって集中する瞬間」

先行研究　：　「『開聞・開眼』のこと――世阿弥における『音曲』について――」（渡辺守章）

日本の音楽・アジアの音楽　第5巻「音楽の構造」（1989）所収

cf.渡辺守章　…　観世寿夫氏とポール・クローデルの詩による創作能を作・演出。

『内堀十二景、あるいは《二重の影》』、『薔薇の名-長谷寺の牡丹』など。フランスや春秋座で公演

＜皆にとっての開聞は＞

●　「琵琶湖周航の歌」

…　京都大学バレー部の総会で「歌うペースが速い」と指摘。

ゆったりとしたペースでの一節「波のまにまに」は、琵琶湖の波のうねりを体感

●　「蛹化（むし）の女」（戸川純）

　「月光の白き林で/木の根掘れば蝉の蛹のいくつも出てきし/ああ/それはあなたを思い過ぎて変わり変わり果てた私の姿/月光も凍てつく森で/樹液すする私は虫の女//いつのまにかあなたが/私に気づくころ/飴色のはらもつ/虫と化した娘は/不思議な草に寄生されて/飴色の背中に悲しみのくきがのびる」

…　能的。『道成寺』などにも似て、想いが人を変えてしまう様を表す

…　デビュー直前に出会い、後日デモテープを貰った。バラードからパンクへ移るバージョン。

…　戸川純は声音を使い分ける“多重の女”。また「水神伝説」(水神祥名義)を読む感性も持つ
cf.　「玉姫様」…“生理の前後のサイケな感覚に合う”

ｃｆ.　椎名林檎＝中島みゆき×戸川純÷松任谷由美

…　「翳りゆく部屋」（松任谷由美）のカバー。原曲の透明感から、能の世界の怨念・怨霊を思わせる曲風へ

…　開聞が前ジテの「居グセ」、開眼が後ジテの舞事（渡辺,1989）なら、〈開聞：松任谷、開眼：椎名〉となる？

●　ピアノ協奏曲第1番（チャイコフスキー）

…　友人らとの音楽鑑賞で、1人が「これでは駄目だ」と独白した

無性に感情がこみあげ、自らに“入り込んで、現状をえぐりだす”体験

●　「剣の舞」（ハチャトゥリアン）鑑賞後の感想文、サラ・ブライトマンからの“アイスランドの岬の突端”のイメージ

…　感覚イノベーションとしての開聞。自分自身の目が開くこと

…　音から情景が浮かぶ。“抜きがたく、このイメージにしかならないものがある”。

● 「ファイト」（中島みゆき）、「Englishman in New York」（Sting）、「情熱の薔薇」「ラブレター」（THE BLUE HEARTS）、「この世で一番キレイなもの」（早川義夫）・「からっぽの世界」（ジャックス）、「ピアノ協奏曲ト長調」（ラヴェル）、「夜明けのスキャット」（由紀さおり）、「天河」（BASARA？）、U2、古井戸、甲斐バンド

cf.　スーザン・ボイル、2 Chellos
…　YouTubeでの人気急騰。長期的な活動につなげるためのプロデュースが必要
＜能の抽象性＞
・　能は抽象。演出は極限まで削ぎ落とし、イマジネーションを喚起させる。（観世清和）

…　しかし演者は無心どころか、脳内で目まぐるしく駆けめぐり活性化している

cf. シンジとレイの沈黙（『新世紀エヴァンゲリオン』第5話）

・　動きがなくとも“何か”が感じられる瞬間――幼少から磨かれる身体知。

…　幕が上がった時、観客の姿を見ずにレベルが分かる

…　橋掛に行く時に“目を後ろに付けろ”（目前心後）と何度も注意された。剣道の残心に似るか。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年1月25日（水）

①　片山定期能1月公演　振り返り

②　三道　能作書　（岩波文庫版p15,l7「一、わらんべの能を」　～　p21末文）　



①　片山定期能1月公演（H24/1/22）　振り返り

『翁』

＜河村先生＞

・　初の上演。12月上旬から稽古を始め、1/24に本尊の面を蔵に仕舞い“終わった”。

・　3.11の震災を受け、祈りを込める――両手を広げ、「天下泰平。国土安穏。今日の御祈祷なり」。

・　能のルーツでもある特別な儀式。“朝の儀式”のように2度はできず、慣れていないからこそ良かった。

・　「とうとうたらり…」のあたり、“モノの気配”があった。

＜観客＞

・　緊張感と威厳があった。謡は渋く、練られた印象。

・　三番叟とのコントラスト。翁面の白紐の鮮やかさ。

・　小道具がちゃちなのに、その世界を壊さずに上演しているのがすごい（対して、衣装は豪華）。

←　気にならない程度の「約束事」として作られている。最低限のしつらえ、“デッサン”程度。

←　抽象性によって、想像を喚起させているのか。「象徴性」を突き詰めた茶道とは、別のもの？

『鉢木』（以下、敬称略）

・　片山幽雪（前シテ）…衣装が大きく見える。若さの表現、キレに欠ける

・　宝生閑（前ワキ）…衣装・振舞いが卓抜。ジャズ的、味がある。スキーッとしている

・　藤田六郎兵衛（笛）…高く鋭い響き。緊張感があった

・　河村総一郎（大鼓）…楽器の状態ゆえか、ゆるかった

『小塩』

・　前川光範（太鼓）…姿勢が美しい。掛け合わせ、組合せの妙。

・　笛は、囃子という“役者”。オーケストラや伴奏者、ミュージシャンではない。

・　歌舞伎の三味線のような俗っぽさがない

②　三道　能作書

＊　p15,l7「一、わらんべの能を」～p16,l10「書手の一大事是也」

：　（老人が少年を、少年が老人を演ずるという）ミスマッチを避けなさい、ということ

…　少年に細やかな演技が期待できないゆえか

…　世阿弥の美学の許容範囲、また観客の“想像力”に限度がある。

…　面を付ければ、年齢差をなくせるわけではないのか。肉体の影響？

…　片山幽雪氏は、身体の運び方に工夫をしていた

cf.　『船弁慶』：男女関係の生々しさを避けるため、義経は12,3歳で演じることがある

cf.　森光子が「放浪記」で少女を演じ、美空ひばりが大人の恋愛を歌うこと

cf.　ミック・ジャガーやセックス・ピストルズの「若さ」？

cf.　『野守』で老人を演ずる際、杖を邪魔に思ったこと

＊　p16,l11「一、大よそ三体の能」～p20,l3「同反たるべき定、如此」

：　各々の曲に原曲・古典があり、補修しながら演じられる

…　リメイクの仕方は多様。他の歌手が歌うことで、全く転換することも

cf.　「アンコ椿は恋の花」（都はるみ）をロックバージョンで歌唱

cf.　「ピグマリオン」―「マイ・フェア・レディ」、「まんが道」―「バクマン。」、「三つ目がとおる」―「BASTARD!! -暗黒の破壊神-」、「ブラック・ジャック」―「ゼロ THE MAN OF THE CREATION」　など

cf.　ジョゼフ・キャンベル　…　「スター・ウォーズ」に英雄伝説を適用し、分析。

cf.　歌謡曲の原曲分析　…　ない/ほしい等の組合せによるパターン分析

→　喪失には、東北・北海道が悲しませる装置として機能　or　北には“心の世界”がある？

cf.　「死の受容のプロセス」（キューブラー・ロス）の普遍性？

　　・　実際はあまり類型的でもない。なだめつつ過ごしていることが多い

　　・　キューブラー・ロスの語る幼少期はさまざまで、極めて虚構的

　　　…　『霊界物語』でも出口氏の姿は多様。それは見る者に癒しを与えるために書かれたのではないか。

　　　　　また、語られるシナリオ全てが自分の分身であり、意志想念を持ったものと考えてみては。

　＊　p16,l11「大方、能の是非分別の事」～p21末文

：　演者における幽玄の重要さ

…　世阿弥の作った能の本質は観世寿夫氏へ。（狂言は艶笑を含む）

cf.　「風」の多用

・　気配、状態、感覚を表す

・　汎用性が高い語。総合的な表現であり、“品”とも言えるか

・　はかなさ、おぼつかなさ、かそけさ、あえかさ、フラジャイルなもの――「幽玄」に通ずるか
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年2月8日（水）

拾玉得花　（『世阿弥』日本の名著10所収、中央公論社、山崎正和訳）

講読範囲　：　p454,ｌ１l「問。遊楽成於当芸、」　～　p458,l5「性花・用花の差別を申分る也。」

「拾玉得花」

：　正長元年（1428）、世阿弥（65歳）が金春禅竹（23歳）に相伝。世阿弥が“一段落した時期”

・　世阿弥の才覚は、観阿弥の英才教育(和歌、蹴鞠、尺八など)によるか

・　家督を譲る　→元重（甥・養子）、元雅（実子）、金春禅竹（娘婿）

…3人に家督を譲ることのダイナミックさ/ダイナミズム。芸能論の技術的本質を有しているのでは

＜世阿弥の臨機応変さ＞

「世尊云く、昨日の定法は今日の不定法なり」

＊「場」によって演じ方を変え、面白さを引き出す。取りなし方が天才的だった

cf. 貴人/田舎人、玄人/大衆。また陰陽の組合せや調和。駆け引き・間合いの配慮。

cf. 朝と夜の違い。『翁』は朝一番、岩戸が開くように「とうとうたらり」を謡うのがよい

←→　現代は能楽堂での上演。平均化された環境

＊環境、状況に即応することの重要さ。世阿弥のリアリスティックな姿勢

…　「先聞後見」（演技よりも文句を優先する意）は“場的”。

cf.　上演前に観客の雰囲気を捉えることも“場的”か

…　当時は主に屋外での上演。「場」の作用を常に受けてきた

cf.　日本の「展示」としての“しつらえ”。朝昼夜の変化に合わせた対応。「見えないモノ」を見る態度。

←→コントロールされた環境。ホワイトキューブ

＜場的＞

●　箱庭療法、東西の異なり

＊　箱庭療法（日）

…　河合隼雄の作った箱庭から受ける存在感、物質感

…　名称のコスモロジカルな印象。めいめいの観点から作り上げられる。

…　“庭（にわ）”――“審神者（さにわ）”。神と自然の織り成す場・環境を名づけているよう

…　借景を参照。見立て・メタファーによる場の構成。間の緩い、相互侵入を許すような関係性。

＊　sandplay（英）、sandspiel（独）

…　名称のモノ的・コト的・マテリアルな印象。「行為」という水平軸からのみでの名称。

●　『翁』の写真、カラーとモノクロの違い

…　カラーとモノクロでは「かたち」そのものが変わっている。

…　モノクロでは陰を通じ、幽玄なるもの・見えないものの気配・隠喩的な情報・イマジネーションの世界を見る

…　能楽は、抽象性の中でイマジネーションを掻き立たせているか
cf.　『レヴィナスと愛の現象学』（2001、内田樹）

・　タルムードでは、歴史上必ず2人の律法学者が論争を繰り広げる。最終的合意へ到ることが目的ではない

・　レヴィナスは「前言撤回」という方法によって、議論を開かれた状態に保ち続ける

→　実践と議論という異なりはあれど、一つの答え・真理でよしとしないことに共通点があるか

・　旧約聖書では、神の顔を「見る」ことが避けられ、まず現前する声を「聴く」。「主よ、しもべはここにいます」。

→　「先聞後見」に似るか

＜「面白い」の多用＞

…　どんなものでもやりようで面白くなる。ただし上級・低級の差あり

…　“神の光が射す”ように超越の回路が開き、「トランス」フォームすることが必要では

＜性花・用花＞

性花　：　老姿。誠の花。本質的で唯一の花

用花　：　児姿。時分の花。現象的で多様な花

cf.　学生の開花。才能を育てる方に才能が要る。また「天賦」とは、天才・努力の才を言うか

cf.　芥川賞受賞者。何によって面白さが成長するか。変幻自在であることの大事さ

cf.　近藤高広氏。前衛的表現から「命の器」へ

cf.　空海の“リバーシブル哲学”。“反転力”。ただし、反転・宙返りするワザが必要

cf.　世阿弥。多様でありながら不動心の獲得へ。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年2月22日（水）

拾玉得花　（『世阿弥』日本の名著10所収、中央公論社、山崎正和訳）

前回分再読　；　p454,ｌ１l「問。遊楽成於当芸、」　～　p458,l5「性花・用花の差別を申分る也。」

「拾玉得花」

＊　独特の概念が多い。「時機音」「五音（ごいん）」「声感」「調感」「感応」など

＊　音に関する表現が多い。音声（おんじょう）、相音（あいおん）、音力、連声（れんじょう）など

＜先聞後見＞

・　聴覚よりも視覚を重視したのは、近代以降か

・　音楽は、ことばの意味が分からなくとも音で分かる。顔は見続けられないが、声なら聴いていられる
・　「聴く」には、耳の鼓膜の振動と、全体が鼓膜になるような身体の響きがあるのでは

…　“何か起きる”予感とも関わるか。上演前のコンサートホール、劇場前の看板などから“分かってしまう”ことも

cf.　上演時、演者は鏡の間から出た瞬間に観客の質が分かる

cf.　演者の観点に加え、観客の観点も交えてみては。関係の中で見出されることもある

＜聴衆の反応＞

・　ニルヴァーナのライブ

…　時期によって聴衆の反応に違いがある。デビュー時には独特の熱狂が生まれるか

・　ウッドストック・フェスティバル

…　演出・技術を超えて、圧倒的なものに人は動き、民間に生きているものの熱が人の心に入り込む

・　JUN SKY WALKER(S)。ホコ天時代のライブで、何も知らない50、60代がテープを買っていく

cf.　博士論文の、予備審査での不通過。流れや雰囲気、政治的力学があるか

cf.　モネの絵画は生前に注目されず、窮乏していた
cf.　考古学調査に、製薬会社等が利権がらみの圧力をかけることもある

→　聞く耳、見る目のない者には受け入れられない

＜臨機応変さ＞

「世尊云く、昨日の定法は今日の不定法（ふじょうほう）なり」

●　「出不出」（出来不出来）

・　「即座和合」、「万人一同の感応」とも。場の力、ノリで成るか

…　演者が“深い”水準まで入る必要あり。“ボタンの掛け違い”で失敗にもつながる

…　声は、一本調子ではない。その影響が微妙か決定的となるかは演者による

…　パフォーミングアーツは身体性に依る

cf.　4度の弁財天讃歌。回ごとに場所や雰囲気が全く異なる。“降って湧いたもの”で演じている

cf.　世阿弥の時代、観客席にいるのは弟子ではなかった。実質的な真剣勝負だった
ライブは、真剣さやむなしさなどに向き合うシビアな体験。「苦労はするほどよい」。

←→　能楽堂（コントロールされた環境）での上演。パフォーマーとしてのセンスが狭まるのでは

cf.　「蛹化の女」（戸川純）歌唱

…　複式夢幻能のよう。前シテ―<転調>―後ジテ（波のようなうねりで、そして沈静）。

…　今回はピックがなく、歌いたい感じを出せなかった
●　期待を裏切る

cf.　椎名林檎のMCなしライブ

…　期待を気持ちよく裏切った

…　パフォーマーにとって音楽は舞踊。言葉は要らない。正調であり、神に向かうようなもの。しゃべると“消える”。

…　MC自体が“邪道”。音楽そのものではない。テンションが変わるため、インプロヴィゼーションだとも言える

cf.　「そして僕は途方に暮れる」を歌わない大沢誉志幸、「ライディーン」を演奏しないYMO

…　お約束を演奏してくれず、もやもやさせられる

cf.　ポリスの曲を一切歌わず、リュートを使い続けるスティング
…　満足していないが、「すごい、並大抵の奴ではない」「ここまでやれる」という印象。その存在感。

…　観客にどの程度向き合い、引きつけられるか。方法論に固定観念はない

●　組み合せ

・　悲劇での悲しい曲（ステレオタイプ）に対し、明るい曲を合わせるとインパクトが強まる

…　ステレオタイプの域を出ない。コントラストを強調しているということ

cf.　モーツァルトの“明るさ”　←→　「疾走する悲しみ」（アンリ・ゲオンの言を小林秀雄が引用）

・　陰において陽は必ず求められるのか。陰陽の組合せは序破急などに対応するか

…　陰陽の組合せは、単純・抽象的ではない。二項ではなく、一つと考えてみては

＜性花、用花＞　＊風姿花伝も参照のこと

○用花…まぐれ、子どもの可愛さ。方法論化されていない本質的な花。

○性花…人間的な成熟。技術というより本質的。悟り

・　性花と用花は相互に結び付く。太極図の陰陽も参考のこと

・　「花」の鑑賞は、観客のレベルにも依存するか

…　観客にも熟練度が求められる。無論、観客を選ばない面白さが理想的

・　「飛花落葉」

…　無常と常住、全てが帰一するという禅的表現。臨機応変さをも指す

ｃｆ.　美術評論で、素人の一言が本質を突くこともある。用花の例か

cf.　吉増剛造。存在そのものが詩人に。

cf.　三輪明宏。子どもの心、私的な感受性を磨き、生き切っている

cf.　アルチュール・ランボー

「詩人は千里眼でなければならない。詩人は全（あら）ゆる感覚の長い、限りない、合理的な乱用によって千里眼になるのである。言うに言われぬ苦しみの中で彼、詩人は信仰を人間業を超えた力を必要とするのであり、又、それ故に誰にもまして偉大な病者、罪人、呪われた人、或は最上の賢者にもなる、彼は未知のものに達するからである。」
（1871年3月15日付の手紙、『correspondance』所収。「ジャン・アルテュール・ランボー」（村島実恵子、1975）より）

cf.　府立植物園の「花」

…　咲き誇る花（陽）、枯れゆく花（陰）が同時に目に入る。時の流れで変容するが、美しいものは美しい

…　変わらず美しいものが「性花」か
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年3月14日（水）

拾玉得花　：　p458,ｌ6「問、抑、此『面白』と」　～　p459,l13「この上を人々に次せられけると也。」

(参考) 講読前の議論

＊ 猿楽と田楽（労働歌の一種）…仮面を着ける/着けないことで異なる。

＊ 結崎座

…　当初は翁専門の演能グループ。古称は「結崎」など苗字のみ、後に「結崎座」などとなる

…　観阿弥は結崎座に所属し、後に独立してより大規模な演能集団「観世座」を結成

cf.　観世座は金春座よりも後年の成立だが、“元祖”を名乗っている

＊ 能楽と忍者は同じルーツ？

…　現在は表章氏をはじめ、否定的な見解が多い。肯定派には梅原猛氏など。

…　秦氏の人脈・ネットワーク（芸能、神職、武芸等）、服部氏との関係を参照のこと。

より広い観点から肯定的に考えてみては

cf.　松浦眞人氏（観世銕之丞氏に師事）の能ワークショップにて、途中途中に合気道が挿入される

…　合気道と能楽はいずれも修験道を同根としている。秦氏の関わりも推測される

＜妙・花・面白＞

●　妙　：　「言語や思索を越えた無我無心の純粋境」。神の領域。

…　当時は無心論を前提にしており、主体抜きでの体験も可能と考えられていたのでは。

※　参考文献　：　『菩提達磨無心論』　「世界の名著 続3 禅語録」（1980中央公論）所収

…　妙は目指すものではなく、妙から目指されるもの。“感動が降りてくる”。

cf.　「妙」とイデア論との関連

福田和也が米国で見た日本庭園のキッチュさ。「醜とは本質に外れているもの」という直感

←　イデア・本質は光に表される。「妙」はイデアというよりも、カオス・真っ黒な闇（諒闇）では。

←　バロック芸術の場合は、イデア的本質（真円）に対する別の本質（楕円）を求めていたか

←　縄文の造形、歌舞伎の場合はどのように理解できるか
●　花　：　「妙境を心に感得した場合の表現」。玄牝（げんぴん）、中間領域。人が居ない状態

cf.　古事記。“咲ふ”を“わらふ”と読ませる。花の喩えか

●　面白　：　「更に客観化した場合の表現」。光の当たる状態。「一点付くる」こと。太極図の白点（陰中の陽）か

…　「面白」とは感情ではなく、“光が当たった”瞬間のこと。鼓を打つ瞬間は「一点付くる」に当たるか

（各概念について）
…　上・中・下の差別が、妙・花・面白に対応？

…　妙、花、面白、無心咸の概念はどのような機序で作られたのか

（本文について）

…　語源解釈というより、世阿弥の観点での思想展開か

…　演者というより、演能の「場」や演者・観客の相互作用について論じたものか。

…　演能の時間軸、あるいは演能の原理、いずれに関して述べたものか

…　当時、「面白い」と言われる必要があって作られた、帰納的な論であったか

＜能と歌舞伎＞

●　歌舞伎　：　ケレン（外連）味、わかりやすさ。／表面性／飽き易い／速さ、騒がしさ／浮世絵の喩え
…　隈取りで、“見えるものを見えなくさせる”。過剰な全面展開、一部を強調

…　幕見というシステム。一部のみでの観劇に需要あり

…　正義の味方の登場は「一点付くる」に当たるか

●　能楽　：　「花」という抽象概念。わかりにくさ。／内面性／心動かされる／ゆっくり、静けさ／水墨画の喩え
…　“見えないものを見ようとする”。奥へと行きたく思わせる

…　分かりやすい世界からいかに離脱し、自由になるかを目指していたのでは

…　感覚的な本質から、より精神的な本質を志向。鬼の演能を嫌うこと。

…　義持が禅を好んだことから、能楽も禅の影響を受けた。角度を変えて洗い直し。

…　当初は自由にアドリブを付けて演じていた。江戸以降、型が定められる

《能×歌舞伎との対比》

①モーツァルトとベートーヴェン　（坂本龍一と浅田彰の対談によるか）

…　モーツァルトとベートーヴェンは同じ本質を目指していた？

●　モーツァルト　：　軽やかに、希望をと戯れるような音楽。バブル期に流行

←　本質（イデア的なもの）ではなく、カオスに触れてダウンロードし、現象が曲になっていたのでは
また、神がかった天才性と、一方で聴衆に“手加減”しながら作曲したか

←　小林秀雄のモーツァルト評「疾走する悲しみ」。沈んだ印象

cf.　レクイエム ニ短調 K. 626、 フリーメイソンのための葬送音楽　ハ短調 K.477
●　ベートーヴェン　：　レンガを積み上げるような音楽。高度成長期に人気が上がった

cf. 交響曲第9番 ニ短調 作品125
②PerfumeとAKB48

●　Perfume … 期待を意図的に外される。宇宙人的

●　AKB48 … 大量生産型の芸術。わかりやすさ

（参考）　ビョーク　：　歌手、作曲家、女優

…　「様々なジャンルの音楽に影響を受けた革新的な音楽を生み出す」（wikipediaより引用）

…　独創的な音楽。脈絡があるようで無いような曲。“無構造の構造”

…　音楽的天才に加え、企業家としても極めて戦略的。場を引きつける能力がある

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年3月21日（水）

拾玉得花　：　p459,ｌ14「問、稽古の條々に、安き位と云り。」　～　p460,l16「此位をや、本無妙花とも申べき。」

＜安位＞

cf.　至花道書　無主風のこと　「安き位の達人に至るは…」

：　無心の感・妙花と同じ意味。

：　「芸を体得しきった場合こそが、真の安位」　…　自らの心身に即した表現。

…　戦乱、世の乱れに対抗しうるものとして模索された。混迷する現代の課題にも答えるもの

…　禅語「安心立命（あんじんりゅうみょう）」にも「安」が使用される。信心、悟りが目指されているか

…　本文そのものが、“カミシモ着けている”。世阿弥の政治的・心理的な背景が想像される

●　公案　…　伝書では「公安」の字も用いられる。「安心」に至るための重要な課題

・無字の公案　：　「犬に仏性が有るか」という問いに、趙州（じょうしゅう）は「無」と答える。

…　有か無かという戯論（けろん）・詮索・固定した観念に、“頓着するな。関係ない”という意での「無」か

…　どのような答え方も可能だが、確信・安心がなければ答えには至らない

…　些細な現象やディテールへの注意が必要になる。日本テーラワーダ仏教教会を参照のこと

…　「議論を積み重ねる」思索的な人には、非常に困難な作業になる。頓悟へ到りにくい

cf.　クリシュナムルティと物理学者（デヴィッド・ボームか）との対談

　現代物理が東洋思想に行き着くことについて、「人間でありなさい」と回答。

cf.　曽我部KOW氏とのライブ勝負で負ける

初めから“ボタンの掛け違い”の中で進行。やぶれかぶれだが、“怖いものなし”で“好きなことをやっていた”。

不定法だが、それなりの定法にもなる。“赤点”なりの意味があった。

cf.　リリー・フランキー×村上隆×秋元康のトークショー

秋元氏が他二人を絶賛。「自分は相手の求めには応じられるが、インスピレーションはない」

“安心（＝安定路線）”と“成功”は異なるもの。

←　より長いスパン、“時間の蓄積”を射程に入れてみては。当時の失敗が現在に活きていることもある

←　宗教的人間と世俗的人間の異なるところか

←　若い時期は「力で克服できる」と思うが、年を経れば思いが変わる。当時の思い自体が神仏の守りの中にある

←　悟っても安心には到りにくい。自らが到達地点を鮮明に意識するか否かが重要。

cf.　能楽師それぞれの安位

梅若玄祥氏は上演前に和やかな雰囲気の中、チョコレートをいただく

観世栄夫氏は衣装付け早く、上演前に寝る。橋岡久馬氏は着けてもらった衣装をわざと緩める。

河村博重氏は能面を着けて“丸裸”の怖さの中、愛犬の写真を忍ばせる

cf.　トップアスリートの偏食傾向

イチローは試合前にカレーを、具志堅用高は減量後にアイスを食べる

…　心の調子をととのえ・支える、儀式的・神聖なもの。自分の意識を方向づけるもの

…　服装も同様。意識して身に付け始めるものでもないが、発動条件であり、無ければ喪失感を抱く
cf.　井上康生
全日本柔道選手権での惨敗。母の死が背景にあったと

…　基本的信頼感、愛してくれる人の存在が強さとなる。動かされないことの条件か

←　究極には、現象的なものを超えて“神の愛”に行き着く。「念仏」も、万人に通じる方法として見出されたか

cf.　演能時のハプニング

・『玉ノ段』で、乱れた裾を直すことに気を取られる　…　地謡が笑いをこらえきれなくなる

・台詞を忘れる　…　場の“硬直”、“真空状態”

cf.　南方熊楠

講演で酔って登壇。しかし、自分自身のプレゼンをしたという点では成功している
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年4月11日（水）

拾玉得花　：　p460,ｌ7「問、一切萬道、成就云。」　～　p463,l6「妙見に至なば、是を得べき歟。」

●　本論の内容
「成就」について（「面白き」と同義か）。あらゆる現象に序破急がある。

…　“序破急汎神論”。宇宙の運行秩序まで論じている。

…　プロの定義を行い、プロに説法をする文章か
…　（具体から論ずる）帰納的な運びと違い、演繹的。公理で全てを説明しようとしている

←　「一つの美しさ」以上のものではない。上から目線。綺麗事。証明的。

←　世阿弥は三人に相伝したにも関わらず、本文で世の全てを序破急に還元している

cf.　桜をあしらった9本の扇。序破急に各三本を当てる。仕舞で用いる

：　「破」は意外性・珍しきこと。「序」の展開・延長線として理解

：　「急」は却来（きゃくらい）。元に戻り、終わりが初めになる。円環構造。

←　「成就」とは、区切りがある・「完結している」ことでは

●　序破急を“まちがう”とは？

…　序破急の公理的な説明では、なぜ間違いが起こるのか分からない。秩序内で完結することが納得いかない
；　「面白くなく完結しない」下手か、イノベーションの発生か、または更に上位秩序内における序破急か

cf.　『荘子』庖丁の逸話（養生主篇第三）

…　料理の達人庖丁（ほうてい）の見事な技に、捌かれる牛は気付かない。“牛の自然を知っているから”と。

cf.　笛の演奏にも出来不出来がある。なぜそうなるのか、その違いは何か

●　序・破・急の組み換え

各現象から、モデルチェンジ（組み換え）のバラエティが理解できるのでは

…　人的営為には存在する。入れ子構造の劇中劇、四次元を考慮した生け花、浦島太郎など

…　面白さを求めれば序破急は崩れる。視点がメタレベルへ移行し、二重化したルール/演出の差が体験される

…　組み換えで発生したイノベーションを通じて、芸能は形成されてきた

←　突然変異が種として残るか否かも考慮すべき。一例としてスーパー歌舞伎、喜多流など

cf.　ウォーホルの“アンチ映画”「Empire」（1964）。今では古典。現代アートの序破急に組み込まれている

cf.　数学は論理というより感性。“いいよね”感で理論・式が選ばれている

cf.　プロ野球の面白さは、一定の美学の上に成立。観客は“意外性のなさ”を喜んでいる

…　阪神のJFK（リリーフ投手ジェフ・藤川・久保田）での逃げ切りと久保田のミスが定番だった
●　万物生成ルールとしての序破急

本文は序破急の内容ではなく、変化生成プロセスの基本的ルール・世界の秩序について。“究極の物語論”。

すなわち（汎用性が高められた）形式論理であって、どれが序でもよいというような話ではない。

…　芸能論・物語論など複数の水準がある。“つまらなさ”を感じるのは、論点を局限するからでは

cf.　『荘子』泥鰌の住処、人の住処（斉物論第二）

…　人間中心主義を相対化。生物それぞれに各々の序破急があることを指摘
…　ある種の認識論たる斉一論。世阿弥が本論において挙げたのも故ありか

●　二元論と三元論
☆　陰陽二元論　：　空間的、ボリューム感。また時間論としても考察可能
…　古事記でもペアが多く登場。現象を表すのに適当

cf.　四季は捉え方次第で見方が違ってくる　；　夏と冬／春（張る）と冬（増ゆ）／太陰暦／太陽暦

☆　序破急三元論　：　時間的、リニア感

…　二項関係よりも抽象的。

…　時間軸で考察されるため、各々を明確に分けられない？

…　イントロンとエクソンのように、大量の「序」から「破」が発生するか

イントロン　：　転写はされるが最終的に機能する転写産物からスプライシング反応によって除去される塩基配列
エクソン　：　スプライシングによって除去されず、最終的にアミノ酸配列に翻訳される部位
…　「破」は、時間・うごき・無秩序・生成プロセスとして〈序―急〉間に入る媒介項か

←　どのようなプロセスがあるか。また、適合しないパターンもあるか？

cf.　チェロ・尺八・鼓の即興演奏と三味線

チェロと三味線のピッチが合わず。三味線が出来合いの曲で何度もカットイン。「三味線がなければ…」

…　三味線の平俗さ。太棹や津軽三味線なら適していたか。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年4月25日（水）

1.　『Epiphania』　鑑賞

2.　拾玉得花　：　p463,ｌ7「問、諸芸をなす人、」　～　p468,末行「金春七左衛門殿」



1.　『Epiphania』　鑑賞
＜作品解説＞

「貴と賤、盲と明、静寂と遊狂といった、対照的な二つの性質の間に均衡を探すかの、能《蝉丸》のもつ緊張感、そしてその詩的な世界を表現している」　（HPより引用http://www.yukatoyoshima.fr/Yukatoyoshima/helenajp.html）

cf.　蟬丸（面）…「盲の面」とも言われ、着けると“見えにくい”が、逆に“見えやすい”。

・　本作品は、映像に対して音楽をあてた。映像を見ないようにし、緊張感を大事にした

＜感想＞
1）　色彩、音楽、舞踊

・　嫌な配色がなかった。心で見える世界か

・　各カットの配置、明暗の配置や音楽との絡み方がよい。映像は、音に頼るでもケンカするでもない

・　黒を強調されたコンクリートが、初めは人間の臓器、肝臓に見えた

・　舞踊も良い。舞踏家の掛け合いを一貫性・整合性を持って組み立てると更に面白くなりそう

2）　構成、編集

・　「序」から「破」に移行している点が印象的　／　「急」が悪い

・　顔や文楽の必然性がない。“象徴性”（具体的な説明）になり、能の“抽象性”が妨げられる。東洋趣味への妥協？

→　舞踏家の手足の動き・着地によって、世界観や文楽を表現できるかもしれない

・　尺（カットの長さ）のリズムが単調。

→　音の長短などに対応すれば、ディゾルヴ（映像のつなぎ）もきれいになる

・　海外公開が目的だったからか、時間を無理に長くしている？

→　エディターによる編集があれば改善できたか。７分くらいまで切り詰められるのでは

・　映像の各要素が拡散している。“音楽”という異なる要素でつながっているが、作品内の時間感覚はどっちつかず。

2.　拾玉得花　：　p463,ｌ7「問、諸芸をなす人、」　～　p468,末文「金春七左衛門殿」（本文は金春座の作とも）

：　「我意分」（＝涯分）について。ある種の芸境、役の本質。老人は「閑心遠目」、女は「体心捨力」など表現される。

…　最前の問答での譬え「鴨の脛短くとも…」などの難解さを分かりやすく説明した部分か

cf.　ラーメンの例。老体／塩、女体／醤油、軍体（体力砕心）／ミソ、鬼（形鬼心人）／カレー。

＜批判＞

・　まとめの部分。常識的、予定調和的。教科書。“お説ごもっとも”感。

・　最後の和歌で満足している。言いたいことを言い切って、“読めば分かる”とも言いたげ

・　格闘する演出家というより、経営者の領域からの記述。世阿弥が衰えた故か？

・　前半ではダイナミックな事例考察。後半では演繹的な説明。創発的なものがなく、打ち止め感がある
・　本文の問答形式自体が原因か。“何か”が滲み出ていない。

←→　一人語りでは、全てをひっくるめて提示できる。理解困難な和歌を残す、など。

cf.　論文構想時に、対話形式の記述で洗い出し。問答形式は視野を広げられるが、意識の範疇に留まる

cf.　『歎異抄』『和讃』のように、“分かっている答え”でも効果を上げる例あり

cf.　数学では、“破れ”や対称性の崩れから式が生成する。閉じていれば、生成されない。

＜検討点など＞

・　『至花道』にも「有主風」あり。芸境が生来の資質を含意するならば、では持たぬ者はいかにすべきか

cf.　有主風　：　内面的にその心に成りきった境地、芸を我がものとして体得し切った境地

・　観阿弥への劣等感。父のダイナミズムに入れなかった故に思索家となったか

cf.　ソクラテスの自在な発想、プラトンの枠に嵌った説明

cf.　椎名純平の“気付きにくさ”。押し付けず、居なくなって気付く「個性」。水彩画やキャッチャーにも喩えられる

cf.　指揮者トスカニーニは、『トゥーランドット』の補作部分をカットして公演。オリジナリティの為には当然か

→　現代的な観点。その先へと向かう、“開け”を検討することもできる

cf.　源氏物語の末部は作者不詳だが、後世にも広く伝わっている

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年5月30日（水）

花習（かしゅ）

：　応永25年(1418)までには作られていた。のちに事書四箇条と本文の改作がなされ、『花鏡』が成立する

：　世阿弥の中・後期思想のきっかけとも言える

＜演目のアレンジメント＞　

＊　五番立の成立は江戸時代以降と言われるが、史実不明
・　本文では、演目のアレンジメントを論じている

・　序破急は、一日の演目、一曲、運び（歩行）などにも適用できる

・　急を活かすために破がある。どのように破を利用するか、どこから破にするか

…　自由度がある。しかし急が長くなり過ぎないように、とはいう

…　序論・本論・結論の形式に似ている？
…　シンプルにすること、“和して中する”ことと逆の方法では？
cf.　序破急に基づく演目

序　：　初番目物（脇能物）、二番目物（修羅物）

…　初番目　「技巧のいらない、祝言の性格をもち、整ってすらりとした趣のもの」

…　二番目　「典拠がはっきりしており、しっかりした、しかし優雅な」

破　：　三番目物（鬘物）、四番目物（雑物：他の4つに入らない作品）、五番目物

…　三番目　「こまかに手の込んだ、劇的演技の加味されたような種類」、「演能当日のなかでも眼目となる」

…　四番目　「筋だてを主眼とした能」、「問答・辞句中心」、「人情もの申楽」
急　：　五番目物（切能物：異類系）

…　五番目物　「早い舞や烈しい動きの演技で、眼をおどろかすような」

cf.　拍子の工夫

七五調を十六拍で歌う（四拍分は息継ぎ）とき、見せ場を後半に作って印象を変える

初めの大鼓（おおかわ、おおつづみ）をゆっくりにし、七、八拍目には鼓を速く・軽く・締まって打つなど。

＜貴人への演出＞

・　貴人の遅参、不意に召し出された際の心得について述べている

・　困難であることを強調。世阿弥の失敗体験によるか

…　『花鏡』では“うまくやれば乗り切れる”旨、書き添えられている

cf.　前座のコンサート　＠「小谷元彦：幽体の知覚」（森美術館）

…　全員参加にしたかったが、遅参者あり。演奏者・観客ともに盛り上がりきれなかった

…　シンパ、知った顔がいればよかった。演奏者の気分の問題

cf.　臨機応変さ

…　観客を考えれば（自分も余裕あれば）、広く受けやすい曲「弁財天マリア」など
…　集中力・緊張感がなければ、“世界に入りやすい”、良い曲「かんながらたまちはえませ」を最初に。

＜アンコール、カーテンコール＞
○　能にアンコールはない　（観世栄夫氏は、海外でカーテンコールを行われたとのこと）

・　花束も渡さない。無音で“店じまい”する。何事もなかったかのように消えていく。相当の自信を感じる

・　ドラマチック、変則的な盛り上げの代わりに、余韻、“いざなうような変化のきっかけ、予感”を残す

←　能は“ミサ”。儀式的。　／　アンコールは、地球から宇宙にもう一度行くようなもの。二度は行きたくない

○　アンコールとは

・　巷のクラシックコンサートでは必ずアンコールがなされる。スタッフの行程表には、既に含まれている

・　堪能した時にはそのまま帰りたい。アンコールされても乗らない。乱れる、ずれる
・　演奏の後、自宅で1,2時間ほど歌い、鎮めている

…　観客を満足させられなかったかもしれない、という意図からアンコールが行われるか

…　アンコールは“日常に戻っていく”ようなもの

…　アンコールは、演者と少しでも長く一緒に居たい、というファン心理から生まれたか

cf.　能での掛け声「よっ、かたえもん！」に、“つきものが落ちた”。

cf.　ガムランではアンコールを行わない。奉納的。

cf.　関東の演能では、拍手が行われない

cf.　ジャズのアドリブ。「即興性」を持っている強さ
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年6月13日（水）

1.　アンコールについて

2.　『音曲声出口伝』



1.　アンコールについて

＜アンコール＞

・　指揮者、演出家の地位が上がるほど減少の傾向。　←→　大衆に合わせれば増加？
・　ロマ音楽にもアンコールあり。“演奏本体がアンコールみたいな内容。それがなければ序奏のみ”

…　食事での“おかわり”にあたる

＜拍手、カーテンコール＞

＠　オペラ　：　観客サービス（カーテンコール）を行う。　※歌舞伎の見栄も同様
…　“拍手をして体を使わなければ、終わったことを確認できない”

…　“額縁”に入れて鑑賞。演劇空間は日常的空間と異なる、という認識があるか
＠　能楽　：　拍手をしない。登場から退場まで、演者の後を見届けなければいけない

…　奉納、神事。レイやカミの世界での儀式。二元論による境目がなく、“半開き”の状態にある

cf.　翁（神）の上演

…　翁役は、師匠への会釈、揚ゲ幕を上げることを留められる

cf.　チャム　：　チベットの仮面舞踊

…　終始、演じ手が神を“降ろして”現れる。「神そのもの」が現れ、村の汚れを払う。

…　観席はないに等しく、拍手も行われない。供え物が捧げられる程度

…　猿に扮した舞踊（狂言に似るか）にのみ、拍手・声かけ笑いが起きる

cf.　梅若一門

…　楽屋がゆるく、冗談を言い合う

…　『紅天女』（美内すずえ）や『安倍晴明』など、新作・現代劇に意欲的

→　舞踊的な家風か
cf.　京劇

…　開演時、場内を3度掃く。呪術的意味合い？

cf.　社会主義国の劇場

…　もっぱら指導者の観劇に供され、他の観客席の傾斜は緩くなる傾向にあるとのこと

2.　『音曲声出口伝』（おんぎょくこわだしくでん）

＜一調・二機（気）・三声＞

cf.　5月アマ発表会にて、地謡に「地頭より先に声を出すな」と注意

…　こちらの行く先を決める前に、真っ直ぐ来られるようで、“ブチブチと切られる”。辛い

…　相手が何を以て謡っているかを理解し、乗って合わせる必要がある
…　地頭によっては、地謡が声を出す方がよい場合もある

←　第一バイオリンのリードに似るか
＜節、かかり、曲の三元論＞

「声を忘れて曲を知れ、曲を忘れて調子を知れ、調子を忘れて拍子を知れ」

「出来庭を忘れて能を見よ。能を忘れて為手を見よ。為手を忘れて心を見よ。心を忘れて能を知れ」（花鏡）

…　抽象・メタレベルが上がる。身体性から離れていく。根幹にあるものへの接近か

…　全体の調子を作るのはその“場”。覚えることではなく、会得を前提とした論調
「文字移り（発音の続きぐあい）」

…　一音一音の音の連鎖。微妙な“音性”を論じている

…　詞章（歌詞）が限られた言葉から選ばれる。しかし謡いの段階で、合わないのが分かることも
＜調子と拍子＞

・　西洋音楽ではメロディは揺れてよいが、リズムが揺れてはいけない。

・　「拍子抜け」と「調子が悪い」

・　能にアドリブが求められ、固定していない草創期だったからか　

cf.　貴人、宴席での対応　…　やりにくく、難しい。臨機応変さが必要

cf.　拍子抜け

『三輪』にて。しっとりと聴く見所で、ミッキーマウスの着信音。小さい音ながら耳に残ってしまい、台無しに。

「今のはなかったことに」とするが、前半は駄目だった

…　狂言なら許容できるが、複式夢幻能では無理

cf.　ハプニング

仕舞にて飼い猫が舞台に。猫を抱えて即応。しかし後日、面を付けて猫を抱えると、驚いて逃げ出した

＜節訛り、文字訛り＞

・　正調言語として日本語を考えているのでは。

…　平家物語が典拠に多い。物語性のあるもの、その伝承を正調として規定したか

…　宮廷の美意識に合わせてアクセント、イントネーションを合わせている
cf.　桑田佳祐

語尾が英語のよう。くねっとしている。てにをはで節を付けている。
＜声の練習＞

祝言、望憶　…　やりすぎると耳障り、みやびでない

・　オペラで歌手、大倉長十郎氏（大鼓）は生卵の黄身をのみ、喉をうるおす

・　レンコンの粉末（コーレン）　…　咳、下痢、胃腸炎に。ビタミンＢ12、タンニンなど

・　ヒラメ、タチウオ、鶏肉、アンズ　…　神経の生成・修復に役立つと

・　正気散　

…　藿香正気散（かっこうしょうきさん）か。主に夏期の感冒、暑さによる食欲不振、急性胃腸炎、下痢、全身倦怠

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年6月27日（水）

1.　音曲声出口伝

2.　人形



1.　音曲声出口伝

講読範囲　：　『世阿弥能楽論集』　p.134 l.7「一、音曲に、曲舞と」　…　p.137 末文「外見あるべからず」

＜曲舞の特色＞
曲舞系の謡 

：　拍子を主体とし、立ってうたう、動きを基本とした謡

：　小歌節ふうに編曲した謡が流行。『白鬚の曲舞』が最初

普通の（申楽の）謡

：　旋律を主体とし、拍子は旋律の彩りとして添えた程度

…　現存する謡は、江戸時代以降の伝本。いまでは小歌と曲舞の違いは分からない

…　観阿弥が初めて曲舞に、小歌、いわゆる「ビート」を取り入れる。“新申楽”としてリズミカルに。

…　御祭の奉納芸能にも特徴がある

＊御祭、春日若宮おん祭

：　奈良春日大社の摂社若宮神社の祭。春日大社を氏神とする藤原氏により1136年に始められたと。
：　神楽（神子舞）、東遊、田楽、細男（せいのう・せいのお）、翁（猿楽）、舞楽
→　歴史が古い順に奉納されるか

→　東遊ではクセ（曲）がない

→　田楽以降、リズムやドラマ性が現れる。表現にもメリハリ、バリエーション、立体性が見られる

…　『白鬚』『朝長』も物語性がみられる
cf.　『白鬚』は、観阿弥が賀歌女（かがじょ）系の白拍子・乙鶴から学び、作られたと。

cf.　白拍子、アメノウズメ、狂女は、皆同じく笹を持っている

cf.　「憑依の舞」…白拍子の再現。広げた両手の震えや硬直によって、“憑依”・神がかり的なものを表す

＜同心一曲の感＞

『毛詩』「得失を正し、天地を動かし、鬼神をも観世氏無、之を感と謂ふ」

…　パフォーマーとして理想的な状態

…　「鬼神」は、漢語で“この世ならぬ冥界のもの”・死霊・霊魂の意が強い

cf.　卑弥呼が行った「鬼道」は、民間シャーマニズム、神がかり的、鎮魂の意あり。本質的に能楽と近い

cf.　『古今和歌集仮名序』（紀貫之）冒頭文

「…力をも入れずして天地を動かし、目に見えぬ鬼神をもあはれと思はせ、…」

…　本文は、祝詞の奏上とは異なる内容か

→　祝詞は神とのコミュニケーション。神「が語る、のる」／神「に申す」の二つあり。演劇技法とは異なる

cf.　出口なお氏は「神がのる」、出口王仁三郎氏は「神に申す」と分けられるか

…　現在は感じ方がうすれてきたのでは

「声（しょう）・アクセントそのものは無文である」

・　鎌田先生の演奏　『約束』

…　最後に断ち切られ、余韻が残る

…　2つのイメージ。原発後の世界の“終りなさ”と、旧約聖書で示された約束の地カナン

…　歌詞のない「ああ・・」は嘆き（終わり）でもあり、始まりとも言える

…　「ああ・・」のためにストーリーがあるようなもの

2.　人形

講読範囲　：　二曲三体之次第

『世阿弥能楽論集』　p.154 解説　～　p.156 l.3 

『日本思想体系　世阿弥・禅竹』　p.122 l.1 ～　p.123 l.6　

・　「二曲」は歌・舞、「三体」は老体・女体・軍体の順。本文では、児姿が最初に論じられる

…　子どもの、意図的ではない、無作為の境地を重視しているか

…　世阿弥は幼少より義満に寵愛を受ける。その経験と美意識に基づくか

…　児姿は、演じ手が子どもに限られる唯一の“同体”。

…　児姿は、魚料理でいうお造り。何も手を加えぬままでの味わい

cf.　チャムに、精通前の少年だけ演じられる役あり。舞わず歩いて登場する。見つかると供物を捧げられる

cf.　祇園祭の生稚児。神の依代とみなされる

・　伝本・校注者により、「三体の初め」が女体女舞と老体老舞に分かれる

…　児姿から女体へ続くのは自然

…　初めに女体により、幽玄を修得できる。

…　軍体はいつでもできる。先に修得すると優美さが失われ、“戻れなくなる”

cf.　田安本の撮影許可　：　徳川宗賢氏

…　将軍家はいわば客。秘伝は“間引いて”伝えられたのでは

→　資料的正確さは観世宗家の伝本に依るべきか
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年7月4日（水）

講読範囲　：　人形「二曲之人形」、「三体之人形」（力動風　勢形心鬼まで）

『世阿弥能楽論集』　p.156 l.4 　～　p.162 末文 

『日本思想体系　世阿弥・禅竹』　p.123 l.7 ～　p.129 末文　

●　童舞　：　優美さのもと。三体を保留して二曲を習い尽くせば、のちの三体にも優美さが残る

＜子どもの個性＞

・　子どもにも、文系/理系などの生来的な個性・素質があるのでは。一般化可能か

…　世阿弥は、自分の見目美しい少年期をもとにして童舞を考えたか

…　少年期では、素質の違いは特定できないのでは。成長後に「三体」として分かれる

cf.　“生まれついての幽玄”坂東玉三郎と、切れ味のよい修羅を演じる“武道的な”者の違い

cf.　燦の会 第一回公演『二人静』。身長差のある友枝真也、大島輝久諸氏の“異なり”

＜流派、家による稽古論の違い＞

・　メソッドに違いはないが、形に違いはある　（喜多流には独自のメソッドがあるとも）

…　基礎・根本あってこそ、新作能や『井筒』なども演じることができる

＜子どもらしさ＞

・　少年期は「時分の花」。かかり（始まり）や、見た目の綺麗さがある

・　子どもはそれだけで可愛い。その“童心”、ある種の初々しさ、素朴さ、緊張感が必要か

・　子役。子役らしさに注目される場合と、大人びた演じぶりを評価される場合がある

…　大人になると注目されなくなった子役も多い
cf.　加藤清史郎（『天地人』与六役）、小林綾子（おしん役）、安達祐実

cf.　歌舞伎では子役が襲名。バレエでも子役から注目された者がプリマに

…　家芸は個人芸を越えた魅力がある。また、幼少期からの基礎習熟が必要であること
・　本書において、少年期の心得は重要な位置付けをされる

…　「万曲の生景にもなる」、生きた姿のものになっていく
＜いかに三体を保留するか＞　…　幽風の完成は12,3歳まで
・　変声期は第一の難関。どのように過ごすか
…　男性は特に、変声期以降にデビューさせたほうがよいのか
cf.　『風姿花伝』　第一　年来稽古条々　：　年齢に応じた稽古のありよう
十七八より　「まづ声変りぬれば、第一の花失せたり。体も腰高になれば、かかり失せて、過ぎしころの、声も盛りに、花やかに、やすかりし時分の移りにて、てだてはたと変わりぬれば、気を失ふ。…」

cf.　観世寿夫氏。年来稽古での年齢を数え年と捉え、1,2歳ほど若く考えるべきとのこと

cf.　ジャニーズJr.のファンは、幼いバックダンサーの頃からチェックすると

・　容姿の変化

…　男性は顔に丸みがなくなり、ニキビが増える。女性はスリムな体型からより女性らしく。

cf.　坂東玉三郎のおっさんぽいバンドマン姿。（素の自分を露わにし、開き直ったとも）
＜絵図＞　…　共通して眉が八の字。右肩を下げ、がにまた。

（禅竹本）…　右腕端の線は紐。右腕は曲げて扇をもつ。姿勢、目つきともに前向き。衣服の皺も克明

（田安本）…　姿勢が反りすぎ。表情も締まりなく見える

●　三体之人形

・　伝本により「三体之初」の付書部分が異なる

…　観世流では女体―幽玄を根本風とし、金春流では老体―神事を重要視するか

cf.　東京芸大では観世流、宝生流いずれも学ぶとのこと

・　老舞　…　役柄ではなく役者を示すか

・　力動風　：　「力を基本にして動きまわる芸だから、これという様態は有るはずがない」

…　結崎座の節分では、鬼は「払われる者」ゆえに忌み嫌われ、公にしたくない役柄だった
…　天川神社の節分（2月2日）では、鬼は祖霊・来訪神として迎えられる。口承のため発祥時期不明

…　奥三河の花祭（霜月神楽）では、鬼は人と一緒に踊る。ヒーロー、マレビトとしての鬼

cf.　ケルト神話での妖精の小ささ。妖精の国に追いやられ、オニになった先住民の姿

cf.　鬼の風貌　…　渡来人・南蛮人の姿をかたどったものか

→　東南アジアの祭祀神がルーツとも

→　マナ信仰における森の精霊、“人の世界にいないもの”のイメージ

→　高尾山天狗・鞍馬天狗はガルーダ（インド神話の神鳥。八部衆の迦楼羅天ともなる）に由来

＜絵図＞

・　軍体だけ衣装付きの絵図がない
・　各絵図の左上に必ず梅花を書き添えている

…　冒頭部「梅花を以て式年の初花となす」

…　一輪咲きを裸図に、枝付きを衣装図に添えている

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年7月25日（水）

講読範囲　：　人形「三体之人形」（天女舞　乗楽心）、「当流の砕動の一働きの足数の分」

『世阿弥能楽論集』　p.163 ～　p.165 末文 

『日本思想体系　世阿弥・禅竹』　p.130 ～　p.132 末文　

●　天女舞　乗楽心

：　近江猿楽の犬王を世阿弥が真似。

：　現在の「天女之舞」とは、（『竹生島』『嵐山』などにて）ツレの天女が舞う中之舞を特称したもの

：　梅若玄祥氏が復曲されたとのこと。また観世清和氏の復曲能『箱崎』(2003)にも天女舞あり

：　『吉野天人』の中之舞、『羽衣』の序之舞、『羽衣　和合之舞』にて天女舞が行われる

※　小書『羽衣　和合之舞』　…　序之舞、破之舞が続けて舞われる

…　ライバルの得意技を取り入れる柔軟さ、それを理論化する客観的な視座あり

…　貴人向けゆえ、見た目は華やか。しかし内容を突き詰めたものではない
…　女体　体心捨力とは深い関係があるか

→　天女は、生身の体を持つ女体と異なる

…　天女の軽やかさ、宙に浮くような姿が強調されている

cf.　花の多い絵図、「遊舞」「遊楽」「遊風」、「舞に舞い、舞に舞われ」「花鳥の春風に飛随するがごとく」等

…　「序破急に五段あり」。「破三段」とは決して大転換ではなく、継承し、段階を踏むもの。本論に近いか

→　本来、舞は五段との教え。カカリ、初（春）、二（夏）、三（秋）、四（冬）

cf.　急が三段ならばアンコール・クライマックスの強調ができるか。しかし能は“あっさり終わる”例が多い

●　当流の砕動の一働きの足数の分
：　不明の術語が多く、左傍の足音から推測する他ない

：　現在は変拍子と括られるものが、本書では細かく極められている
：　「拍子」は音のある足遣い。「足」は音のない足遣い
：　一連の所作にて、最後の四拍子には2種の足音（タンタヽンタ、タンタタヽ）あり

cf.　プロレスで、バックドロップやパイルドライバーを決め技にすること

…　足遣いは自由度が高く、“変え技”がある。ノってきた時にも行われる。また囃方にもあり

…　足遣いに家伝あり。ただし手の内は明かさず、八分程にとどめる。“秘すれば花”。

…　裏当たりなど、シンコペーションに似た変え技あり。

cf.　「反復論」（『翁童論』所収）。スキップの何とも言えないよろこび、高揚、幸せ感
cf.　シンコペーションは脳に快楽を伝える効果があるとの報告

cf.　『キャンディキャンディ』など、キーをピンポイントに上げると落とし所が良くなるとの報告

…　殆どの鑑賞者には（恐らく）分からず、演者にのみ分かる程度の変え技。良し悪しは実力による

cf.　足遣いは初学者に難しい。その足遣いの音から“とことん”の語が生まれたとのこと

…　修験道に通ずる動作あり
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年8月22日（水）

1）　Filippini Edmondo氏、山田高誌氏との質疑

2）　曲附次第　　（『世阿弥能楽論集』　p.239 ～　p.242 末文）



1）　Filippini Edmondo氏、山田高誌氏との質疑

山田氏…オペラ氏専門。18世紀後半から19世紀初頭のナポリ

●民謡や民衆オペラ

…　アラブ音楽、インドの理論などに起源が確認される

…　民衆音楽から宮廷音楽へ。天皇家が雅楽を、将軍家が能楽を保護したことに似るか

…　引越し公演から王立歌劇劇場へと場所が移り、方言や肉体性よりも高尚性が重視されるように。

そして下層から盛り返しが起こり、一般的な劇が広がる。この行き来が繰り返されていた

…　フランス革命によって民衆文化が広がる

→　民衆音楽と、宮廷音楽との間にあるものに関心。

●民衆音楽への影響

…　循環ミサ曲など、宗教から発生した曲が存在する。儀式的性質はあった

※循環ミサ曲　：　既存の旋律（グレゴリオ聖歌など）を多声音楽の基礎に用い、各章を統一したミサ曲
…　15-17世紀のスペイン支配など、支配体制による影響が大きく見られるか

スペイン支配に対し、ナポリ語でのマドリガーレ（イタリア歌曲）が上演。18世紀に復興

…　文盲率の高い18世紀、ジャンバッティスタ・ヴィーコ、ピエトロ・ジャンノーネなどの活動

啓蒙主義の台頭。フリーメーソンなど。
2）　曲附次第　　（『世阿弥能楽論集』　p.239 ～　p.242 末文）

＜同声（どうしょう）重なれば、重聞（ちょうもん）なり＞　：　同じアクセントの再出を注意、戒める

…　曲自体、当時は変化があったが現在は固定している。

しかしアレンジは可能。謡い出しの音、節、面や装束、シテの謡いなど

…　ラップ、読経、ミニマリズムと異なるアプローチ。

他の曲と差別化を図るための手段か、曲を単調にせず観客をハッとさせるような方法か

cf.　『一条教房』の上演予定　（於　一條神社か）

cf.　プロモーターとしての成功者

…　渋谷健一郎の例。作曲家よりもプロモーターとしての手腕。声の大きさ。

…　成功者が著書を公にする場合、本音をストレートに述べないのでは

→　本書は一子相伝として著されているため、これに当たらない

＜抑揚と意味＞

…　陰陽理論、五音相伝などが背景にある。たとえば大鼓は陽、鼓は陰、太鼓は時などとされる
…　天台声明から浄土宗・浄土真宗の民間の誦経まで、レベルは様々
…　世阿弥は時代やパトロンに支持されるものを作曲

cf.　“かんながらたまちはへませ”など、本歌取り（原曲のアレンジ）により意味性を付与

自分なりに歌いやすいよう作り込んだり、声域を調整する

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年9月12日（水）

講読範囲　：　曲附次第　（『世阿弥能楽論集』 p.243 ～　p.244 l.1）

：　より自然な、優れた作曲の方法。身体論、心身変容技法に接近しうる内容。
●　ほんとうの道

「…この愚かな連中に笑われるようでないと、ほんとうの道はあり得ない」(老子。礼記ではない)

「至りて深きは浅きに近し」

…　古典の引用は、著者の権威付けともいえるか
cf.　母親からの手紙「人に笑われないような立派な人間になってください」　

→　「“笑われるような”立派な人間になる」という決心へ。

cf.　十牛図の第十図『入鄽垂手(にってんすいしゅ)』。悟った者が日常に戻る姿。

cf.　仮名乞児（『三教指帰』）、宮沢賢治、棟方志功、出口王仁三郎、世阿弥。

…　一見奇矯な立ち居振舞い。石を投げられても、無我夢中で自由さを貫く。“恐れていては何も始まらない”

●　保守、追随者としての弟子

「人に笑われぬよう」という世間の価値観から、「笑われる」ような師のロジックへ移行。

しかし、しだいに師の教えに保守的となり、世の意図と離れていってしまう

cf.　「自灯明・法灯明」

…“他者に頼らず、自己を拠りどころとし、法を拠りどころとして生きなさい”という教え

釈迦は弟子の育成に自覚的。各人の創造性の中に没入するよう教える
→　イエスは釈迦と対照的。弟子の育成はしていない

cf.　狩野派は創造性を否定。（狩野芳崖などは、これを抵抗力のキックボードにも）
cf.　芸術の旧新交代劇。印象派、キュビズムなど、流行する画風でないと売れない。

●　自分の生存環境を自分で作る

…　生命自体の条件に近い。一種の賭けであり、直感に殉ずる行為。
→　「笑われる」という“要素”になること。だが「笑われたくない」が刷り込まれる人は多い。

…　ビジネスと創造性は相容れず。青の時代では、何人もの“ピカソ二世”が貧困のうちに死ぬ

→　中国では戦国時代、才能ある者を食客として養っていた

→　社内での食客的待遇。「何が面白いか」「この場所、この時間で何ができるか」を考える日々

…　ヒモの極意は、養ってくれる相手が「分かる」こと

　賞味期限はおよそ5年。それ以降は存在価値が屈折し、崩れる。“人間が腐る”

→　次の創造性のチャンネルを開く必要がある

“魂能”（魂の本能）に従う。常に磨かないといけない。対して、常識で選ぶのは“最悪”

cf.　ピカソは2度の結婚、3人との交際。生存環境を変化させる必要があったか

cf.　観世寿夫氏は3度結婚。そのたびに芸風が変わる

cf.　『「体臭」は消さずに補え！モテる香水の使いかた』（クーリエ・ジャポン2012年8月号）

…　好みの相手には、体臭を嗅ぎ分けて惹きつけられる

●　『記号と言霊』（青弓社、1990）

加藤ヒロシ(ザ・リンド&リンダース)との口論。「お前は言葉だけだ」

…　反論できず。そういうふうに受け止められてしまう現実

…　言葉を超えるもの、支えるもの。“言霊のことば”にどうやって接近できるか

…　東日本大震災で、「どうやって生きていく力になるのか」という思い

cf.　師の一言「お前という人間はそういう人間だということを忘れるな」

…　自分の人生を決定づける、師との出会い

…　一言の重み、強さ。言葉尻に拠らない、身体的なもの。一期一会の出来事、言葉

…　自らの全てを使って深めてゆく、“自分とは何か”。
cf.　宮崎駿への批判「お前は観念的すぎる」。

…　『風の谷のナウシカ』のマンガは旧約聖書、映画は新約聖書のよう。

…　旧約聖書は“救済を待ち望む物語”、新約聖書は“救済が訪れた物語”か

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年10月10日（水）

講読範囲　：　曲附次第　（『世阿弥能楽論集』 p.244 ～　p.246）

：　繰り返しや重複を避け、聞こえを彩るよう。　/　謡の拍子について

…　声明の説が背景にあるか　/　教訓的に漢文を引用している

●　重複、繰り返しの戒め
＜繰り返しの短所＞

：　謡い出しや「句移り」で同じ趣き、発音、アクセントを並べない（ｐ241、244）

…　講演会でも、同じ話題を繰り返されると飽きる

…　2回目の反復は驚きになるが、3回目以降は同じと分かった瞬間に飽きる。“おかず”“かざり”“色”の必要

→　予定調和を喜ぶ観客もいる
…　「繰り返し」という形に溺れると、形から抜けられず、時代から乖離していく
→　芸道では形を学び、意味を習得する。頭(知識)だけでは広がりがなくなり、体がついてゆかない
＜世阿弥の動機＞
…　重複を避ける世阿弥は禁欲的だったのか。対称性を重視した？
…　当時の娯楽に回収されない別のものを表現し、差異化を図るために必要だったか

…　伝統的な声明へのアンチテーゼか？能には、韻を踏む気持ちよさはない。

…　意図した主張というより、体感に基づく理論だったのでは。
ｃｆ.　能楽での“色”付け

…　トリルのように、4度あげる・2度あげから一続きに下げる・2度あげて切ったあと歌い直して下げる　の3種か
cf.　バロック音楽の繰り返し

…　数種の装飾音（刺繍音）あり。演奏方法は人によって違う。同じ中で抑揚を変える。

cf.　チベットの称名念仏

…　毎朝、100以上の仏の名を唱える。同じ場所で長時間、何十人もの声で反復音が唱えられる

…　爽快感。魔が差して「トぶ」感覚。意識の変容
cf.　尼ヶ崎彬氏の報告(第63回美学会全国大会シンポジウム)

…　日本の詩　：　五七五ではバリエーションが成立しにくい。並行性を断念した代わり、“別の何か”が働いている

また連歌は、景観描写のみの五七五が共同作業として連ねられる

…　西洋の詩　：　音韻の「繰り返し」という並行性によって成立した“額縁の世界”。シェイクスピアの詩など

cf.ショパンの練習曲　…　魔術的。絵画的反復
…　Op10-1『滝』　：　ショパンは『黒鍵』よりも好んだと。“ねじれ構造”、抑制された色気か

…　Op10-5『黒鍵』　：　社交界で人気を博したが、ショパンは大衆的で退屈と評す。“土着的、動物的”な繰り返しか

＜謡のリズム＞
：　謡では12音節のうち8拍に当て、残り4音節を息継ぎやヒキ、フシに当てる

：　同じ音やスピードは、定義を変化させて謡う
…　『吉野天人』は夕刻に合わせて低く謡う。

…　『百萬』(薪能　於造形大)での子役の謡は、楽譜に書けるほど。ピッチを揃えて謡っているとのこと

cf.　 謡の決め事

…　地頭より先に謡わぬこと。「遅出の早締まり」「地頭が何を考えているか考えて謡いなさい」

…　大鼓の掛け声「よ」「は」を基準にし、速さを微調整する

…　流派によってワキ・シテの文句は違う。上演前に言い合わせを行う

→　観世栄夫氏は絶句(謡の中断)がない。喜多流の経験もあり、必ず謡えている

…　ハプニングの対処。基本的に楽器はスペアを常備。後見が紐を直す時に謡を教える、など

cf.　小節線

…　西洋音楽では時間を均等に区切る線。スラー、ブレスなどでタイミングは変えられる

…　オイリュトミーでは小節ごとに死んで、復活するように指導

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年10月24日（水）

講読範囲　：　曲附次第　（『世阿弥能楽論集』 p.247）

：　おもしろみを直接に感じさせない「無曲感聞」、曲の面白さが心や耳を打つ「有文音感」

●　無曲感聞

・　「無曲感聞」…　“おもしろさを感じさせない表現”　／　「有文音感」…　“「曲」のおもしろさが心をも耳をも打ち”

…　“おもしろさ”にはグラデーションがある

…　無曲感聞の面白さは“妙”。単なるエンタテインメントではなく、微妙・精妙な面白さではないか

cf.　歌謡曲ではサビの部分でひねり、調子を変える。それは時にくどく、うるさく聞こえる

cf.　『井筒』などは動かずに“没入”させる

…　世阿弥は貴人の趣向に沿った作品を創ったか

●　重聞、繰り返し

：　謡の一区切りに（同じアクセントが）二箇所も重ねて用いられていること

：　p241、p244にも「重聞」あり。音の感じ、アクセント、発音と訳されている

…　繰り返しでのトランスとは正反対の主張。過剰な反復を削っていく

…　世阿弥は感覚的に流されることを“仮想敵”としたのでは。伝統・土着からの脱却？

cf.　日本の独自性（尼ヶ崎彬氏の美学会報告）

日本には、西洋の並行性（シェイクスピアの押韻など）を超え出たものがあるのでは、との提言

←　古今和歌集以降の問題。古代歌謡には当てはまらない

cf.　古事記の歌謡での反復（『古事記ワンダーランド』より）

「八雲立つ 出雲八重垣　妻籠みに 八重垣作る その八重垣を」（スサノヲ、p64）

「纏向の日代の宮は　朝日の日照る宮　夕日の日がける宮　・・・」（雄略天皇、p19）

…　イザナミの悲しみを継いだスサノヲの泣き騒ぎ・荒ぶる泣き声の、明るみへの転換

…　反復によって、負の感情が鎮撫される。世界は整序し、コスモス化される

cf.　パーソナリティ心理学会

：　話題提供「古事記における登場人物の逸話と彼らの性格特性～負の感情の制御者としてのスサノヲの力とワザ」
…　現代の心理学が遠ざかってきた「神話」からの話題提起

cf.　『翁』の「とうとうたらり…」も、拍子を含めて反復。

…　呪術、神事、“ビョーキ”なものは演劇的になっていった
●　古事記以来の「妹の力」、女性性

・　西行　…　自然体でズバッと表現する、古代的な性格。（当時ならではの革新性）

・　藤原定家と鴨長明の四番勝負――鴨長明の全勝

…　人を感動させるのは技巧ではない

…　鴨長明のセンチメント、女々しさ

・　中野重治　：　小説『歌のわかれ』、詩『歌』（おまえは赤まんまの花やとんぼの羽根を歌うな　…）

…　“根強い情にからめ捕られるのを敢えて断ち切らねばならない”の意か

…　しかし女々しさ（もののあはれ）が本質にある

cf.　本居宣長　：　「やまとごころ」と「からごころ」の対比

cf.　ストイックさの中に、ぽろっと凝縮されたものが現われることがある（ベンヤミンなど）

cf.　英国の音楽　…　マイナーコードの多用。日本人の性に合う。アデルなど

←→アメリカの音楽　…　軽快で、センチメントを満足させない。レディ・ガガなど

←　スコットランドはポップでメロディアスな曲が多く、アメリカに近いか

cf. 西のきわの英国　…　同じルーツの対立的な音楽が共存

←→　東のきわの日本　…　「常若」の国、スピリチュアルな文化、
cf.　“屈折”したデュシャン　←→　“能天気”なリヒテンシュタイン

←　戦前戦後では根底的に異なっている。時代の中にしか表現はない

●　時代精神
・　“戦争に一番利用されるのは詩人”――高村光太郎、萩原朔太郎、北原白秋など

…　萩原朔太郎はデカダン・病的ながらもそれが時代精神に合致

cf.　『新世紀エヴァンゲリオン』　…　オウムや大震災など、時代の布置（空気）に入り込んでいた

・　大政翼賛会と白樺派　…　愛国心とインターナショナリスムという表裏の関係。コンプレックスか

cf.　大正期の天平文化ブーム　…　八頭身像を描く青木繁、詩人の蒲原有明など

・　日本的美意識は愛国心と不可分

cf.　戦争画　…　画家は「やっと世の役に立つ」と、愚直に活躍。ただ藤田嗣治は、自覚的に政治を利用したとも

●　19世紀以降の「断絶」？

…　大陸文化（金属、伽藍建築）が流入した7世紀こそが「断絶」と呼べるのでは

…　文化は変わっても、“人間”は地続き

←　連続性と非連続性はしばしば議論の対象に。ものの見方によって変化

cf.　折口信夫　…　自らを「類化性能」に長け、「別化性能」に弱いと自覚
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年11月14日（水）

講読範囲　：　曲附次第　（『世阿弥能楽論集』　 p.247～p.250）

・　謡のいろいろについて　…　祝言の謡はすらりとうたうこと。定型のある謡は、種々の「曲」を活用すること

・　曲舞謡について　…　小歌節曲舞の評価

・　謡における息について　…　句・息・気持ちをいかにつなげるか

●　示された節・曲　（曲をフシと読む場合あり）

・　拍子を置きて待つ曲　：　句の終わりに引いてうたうことか

・　遣る節　：　句を繰り上げ、後に拍子が残ることか

・　越して待つ節　：　引く途中に拍子が入ることか

・　切る節　：　現今いう「切り切らず」（同じ語が続くとき、続けて謡わないこと）の技巧にあたるか

・　重ね節　：　いま観世流でいうカサネブシとは違うらしい

・　責め節　：　急迫した拍子の謡だろう

・　早節　：　狭くは現今の修羅ノリ、広くは中ノリ変形まで入れて考えられる

・　畳む節　：　内容不明

●　謡のいろいろについて

・　祝言　：　高砂、養老、寝覚、白髭、弓八幡など。　さらりと謡うこと

・　上歌（あげうた）　：　上音で始まり下音に終わる、十句前後の謡
・　下歌（さげうた）　：　中音で始まり下音に終わる、七五調の二句または四句の謡

・　ツヨ吟　：　声にゆるみなく、力を込めて謡うもの。近世から始まったか。脇能は現在、ツヨ吟が中心。

・　ヨワ吟　：　声をやわらかく、旋律的に謡うもの。女性的メロディ、抒情的な謡いか
・　フシの区別　：　「拍子不合（あわず）の謡」、「拍子に合う謡」に大別

「拍子不合（あわず）の謡」　…　よどみなく謡うサシなど

「拍子に合う謡」　…　曲舞など。大ノリ・中ノリ・平ノリ　など、8拍に12音を配当する方法あり

…　起源は声明か。仏を讃嘆・讃美するため、自分に入り、酔って仏と一体に。しかし単調。

…　観阿弥・世阿弥が色々に取り入れて、バリエーションを作っていったか

…　クセのテンポの速さはラップのようなもの。面白さ、新鮮さを求めたか

…　平家物語の題材が多く、演劇的側面が重視されている。複式夢幻能など。

…　メリハリ・ノリ・ドライブ感の工夫により、演劇的に、聴衆に分かりやすくした

…　テンポによって演者もテンションが変わる。留めではテンポよく。また、蝋燭能ではゆったりと。
…　技法論は、身につけば臨機応変に組み立てていけるだろう

●　曲舞謡について（小歌節曲舞の評価）

：　謡の様式を曲舞ふうに加味。節がぴたりとは合わない。繰り返しで終えることあり

…　世阿弥は繰り返しを好まず。導入次第でイージーになるか、高級になるかが決まるためか

…　メロディ（笛）ではなく、リズム（鼓）に基づくべきと主張

…　一方で、小歌節曲舞を現今のものとして評価。

cf.　大鼓、鼓の発祥は？

…　日本の鼓はパプアニューギニア由来か

…　加賀乙彦は、「能は韓国に源流あり」と。東北の獅子舞との関連

…　奈良の石舞台は渡来人の協力による。音楽との関連性も考えられる。

cf.　田楽の日韓の違い？…杖鼓（チャンゴ）と鼓の違いか

…　鼓は微妙な表現も可能。小鼓は右肩に持ち、音は「上」に向かう。大鼓は左膝の上に乗せ、音は「下」に向かう

…　能楽では掛け声を基準とする。横一列に並び、息を合わせて演奏を行う

（当初はフリージャズのようで、奇抜な作品など多様に出ていたか）

●　謡における息について　：　句・息・気持ちをいかにつなげるか

…　息のつめ、ほどき。次の句に移る際、“かすれさせる”など。

…　死に間、生き間。演者の技巧が見えてしまえば、興を削がれる。

…　観客にとって、リアルに情景が立ち上がってくるような体験を。
cf.　美空ひばりは、地声からファルセットへ滑らかに以降
cf.　観世寿夫氏の「謡うな、語れ」。節のみを謡わず、言葉に重きを置く。

cf.　友枝昭世氏（喜多流）は上手下手を超え、「表現」でなくなる。登場したところから何かが違う。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年11月28日（水）

講読範囲　：　曲附次第　（『世阿弥能楽論集』　 p.251～p.256）

●　祇園祭

：　貞観五年(863)に御霊会始まる。十一年(869)、貞観地震が起こり（cf.日本三大実録）卜部平麻呂が66本の矛を全国各地に見立てて国家鎮撫を行う。保元の乱(1156)より、後白河天皇の推進。嘉禄元年(1225)、北条政子没時に長刀鉾の発祥。

…　社会的事件など、節目ごとに重要な位置付け。この間に囃子も確立していったか
…　能管は曲舞から継承。ひずんで不安定。陰影が深い。シャーマニスティックな側面がある

…　各地の祭礼では能管が篠笛になる。ヒシギなどなく、安定した旋律

●　謡における息について

：　語の途中など、息をつぐべきでない箇所あり。ただし“意識”を付けておけば、切れた気がしない

：　息をつぐと感じさせずに歌い切る（「盗む」）よう指示。言葉を大切にした

…　「息につがれる」とは、“息を使い切る”の意か。

cf.　当時「息切れ」という語はなく、対義語(？) の「息長く」、「たぶやかに」だけだったのでは
…　演じ手が主導権をもって、テクニックを使うように指示したのか

cf.　『道成寺』の地謡は、基本的に息つぎができない

cf.　正中山法華経寺遠壽院の大荒行では、物凄いスピードで陀羅尼本を読経。息つぎできず
cf.　宇多田ヒカルは息つぎをせずに歌い切る

cf.　ラップでは息つぎ次第で上手下手が分かれる

cf.　ピアノは「息をついでいない」ことを注意される

←　ネイティブの方だと自然に(違和感なく？)　演奏できる

cf.　椎名林檎は『翳りゆく部屋』など多くの曲で激しく息つぎをする。息つぎ音自体が音楽に

cf.　加速度を付ける時、クライマックス時には息つぎが多くなる

●　和歌と謡

：　和歌そのものが謡、歌謡の形式を持ち、調べ（音程）もある

…　世阿弥は貴族のもとで、観阿弥以上に和歌の素養を身に付けた

…　古今和歌集や新古今和歌集、平家物語などを背景としている
…　力を込めて記した箇所か。文体もリズミカル

…　「聞いた感じが優美流麗」なのを評価している。“つなぐ”ことが和歌の基本か

cf.　俳句は五七五に止めて、詠嘆性を切っている

cf.　南方（奄美、宮古）や紀州、秋田などには、神事として即興の「歌掛け」あり。

…　出口王仁三郎は十万首を詠う。“スサノオの道”に入り、あらゆるものが歌、祝詞に。

●　水の流れ

：　謡は、水が土地の状態に順応・調和して流れるのに例えられる

：　『方丈記』の引用

：　五音連声のようなテクニックを習得すれば、繰り返しも重聞にならない

…　真言、平家物語は、起伏のあるドラマティックな展開になる

…　シテの謡が和歌のように優美な一方で、地謡では「水逆巻く」こともあり

…　音の連続性を持たせる規定の“型”は必要

→　新古今以降に「歌病」が挙がる。世阿弥は当時の中世歌学を範型として理論を構成。

cf.　「歌病」　

：　藤原浜成（724～790）著『歌経標式』による。同義・同字・同音が重複する現象。

　　「和歌の修辞上の欠陥を病気にたとえていう語。漢詩の八病(はちへい)を模したもので、平安時代に始まり、四病・七病・八病などともいわれる」とも。
…　『方丈記』はジャーナリスティックだが、長編詩のようでもある。

…　鴨長明は琵琶の名手。震災後、よく引用された

cf.　鴨長明は宮司になれず出家。沢田研二も禰宜の息子

cf.　『方丈記』で長明が「流泉の曲」（石川流泉）を奏でる場面あり

cf.　音バネ

…　音と身体がシンクロする体験。“動かないストレス”を抱える身体不自由な方に、音と連動する機会を。

→　一歳余りの幼児でも楽しめる。幼児教育の場に導入できるか

…　「引く」-「離す」は、緊張-緩和、「上の句」-「下の句」、「吸う」-「吐く」、「高音」-「低音」にも対応するか

→　抵抗と「溜め」が音楽の魅力か。「溜め」にも抑揚を。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年12月19日（水）

講読範囲　：　風曲集　（『世阿弥能楽論集』　 p.257～p.261）

●　音楽的な声（横・竪）の出し方

：　横・竪は呂・律、出る息・入る息などに対応

…　プラクティカルな印象

…　「呂・律」は、声を区別したというより、声そのものの状態を言い表したのか

…　呂・律は現代使用せず。現在のツヨ吟、ヨワ吟に対応するか

→　ツヨ吟には“勢い”、“子供のような張り”があり、ヨワ吟には“渋さ”、“味わい”がある

cf.　呂・律は雅楽において陰陽のように二大カテゴリーとなり、調子の基礎となっている

cf.　山折哲雄(宗教学者)は老落語家のような、ヨワ吟の“渋さ”がある。独特の波がある

→　ヨワ吟・“おなかがすいた声”のほうが陰影に富み、味のある話ができる

●　声のいい人

・　声のいい人が歌うのは難しい

…　声がいいと、自分の声に酔って進歩しない。声がわるいと、歌の世界を表現するよう工夫を重ね、うまくなる

・　観世寿夫氏は美声ながら、男性的な声を出すようにもした。

→　梅若六郎玄祥氏が観世寿夫氏の声出しをまねた際、父に“タイプが違う”と叱られたとも

・　『三教指帰』の仮名乞児は玉の声を持つ

…　空海も声に注目していた

・　「顔の悪いプレイボーイはいても、声の悪いプレイボーイはいない」――山口洋子（作詞家、銀座のママ）

→　声は視覚よりも長続きするか

・　若尾文子（女優）の声はとろけるよう。

…　『越前竹人形』(1963)、『朗読紀行　にっぽんの名作』で「夢十夜」の朗読(2004)など

→　虫の鳴き声やフェロモンなど、無意識的・身体的に変容するような力があるのか

・　分林道治(能楽師)の謡は、音が振動として直に伝わる。直接心に響く。

・　高橋竹山（津軽三味線）の声。耳に残って離れない。

・　チベットの低音の読経。地球の声、天地万物の地鳴りのよう。森厳たる気持ちに。

・　チベットのチュウ。高僧の声はだみ声ながら、足元からゾゾゾ……とくる。

　※チュウに関して

「チュウは「切断する」という意味で、チベットの女性行者マチク・ラプドゥンによって練り上げられた行である。チュウは墓地や洞窟、山頂、荒地で行われる。行者は夜、暗闇の中で座り、自分がカルマ(業)の負債を負っている者たち(ブッダ、菩薩、六道の住人たち、魔物、悪霊など)を召喚し、自分の体を切り刻み、供物として捧げる。行者は切断された自分の体を、鍋の中でぐつぐつと調理し、やがて甘露になってゆくのを、意識的に観想しなければならない。」

参考資料　：　『改稿 虹の階梯―チベット密教の瞑想修行』(1993、中沢新一)

引用先　：　http://d.hatena.ne.jp/dzogchen/20050727
●　春日宮御祭の誓能（金春座）

：　笛や鼓はバラバラに、一本調子で吹き鳴らす。芸がない

…　チューニングにも似るか

→　むしろ“逆チューニング”。チューニングなら統一されていく。

：　シテは黒式尉で、動きが大きい。

→　舞踊ではのちに女面ができた。この面が動きにも影響を与えたか

●　曲道息地

：　「曲」あつかいは息を基礎とする、の意

・　ラヴェルの9番、第三楽章？

…　最初のピアノの一音で感動を呼ぶ。その一音が肝心か

・　玉城康四郎氏(仏教学者) 

…　研究者としては中村元氏に次ぐが、仏教の本質に迫る点では中村氏を凌ぐ

…　講演当初、耳を澄まして聞くほどの“虫の息”が、最後にはなぎ倒すほどの裂帛の気合。非常にドラマチック

→　“虫の息”さえも意図したものかもしれない

●　瞑想、暗闇

…　玉城康四郎氏。「座禅を組んでいると宇宙に吸われて、吸われていく」。老荘的。パッシブ

→　チベットの瞑想では自らを解き放ち、溶け込み、光に分解していく。アクティブ

cf.　「まづもろともにかがやく宇宙の微塵となりて…」（『農民芸術概論綱要』、宮沢賢治）
cf.　「あ、あすこ石炭袋だよ。そらの孔だよ…」（『銀河鉄道の夜』、宮沢賢治）

…　洞窟ではどこまでも暗闇。体が空っぽになる／　49日間洞窟の中で過ごす修業がある

…　朝に目を瞑って行動。自分の外から“入ってくる”ものに開かれるようにする

…　胎内もまた暗闇。
…　時々能面をかけられない人がいる。

→　リセットするには暗闇が必要。心の状態を自然にする

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成24年12月26日（水）

講読範囲　：　風曲集　（『世阿弥能楽論集』　 p.262～p.266）

●　心の準備
・　「敗亡」「臆する心」などの心理学的表現がある。他の文献ではあまり見ない

・　「わざ（態、躰）」などの技法的表現も多い

…　現代でも通用する。

…　“型”。こころの状態によらず、“わざ”をしっかりとすること。

…　普段から心を最高の状態に保っていれば、“わざ”はびくともしなくなる

・　「晴れの席」を想定すること。臨機応変に演ずること。

…　本番でいちど大失敗をしなければ、リアリティをもって「晴れの席」を想定できない。

つまり「晴れの席」が世阿弥にとって自明でも、弟子がそうとは限らない

→　あくまで“そういう意識”として想像する程度か

…　当時は酒席にて30分程度の上演をするなど、世阿弥のフットワークは軽かった

cf.　スタントマンは5階から飛び降りる時、3階をイメージすると絶対にケガをする。7階であればよい

cf.　装束は舞台によって“バージョン”を変えたか

→　現代では化繊やプラスチックなど質の差が様々だが、当時はあまり上質な衣装がなかった
●　貴人と能楽

・　「心中には誓文を誓って」とあるが、しかし「貴人の御前」を3度用いている

…　貴人とは将軍の意か。南北朝においては将軍が天皇を差配するほどの権力を持つ

…　貴人とは、資本主義的興行主ではなく、最高の権力者・最高の鑑識眼をもった批評家。

→　芸術的な研鑽には批評が不可欠。貴人によって批評意識が発生した

…　当時の家元は家を養うために、地方興行でも覚悟をもって行っていたのでは

→　プラグマティック・社会史的・制度的にだけではなく、貴人のコスモロジーを捉える必要あり

…　能楽は神事ではなく、「演劇」であることを実感。

→　田楽では、神と働く人々が鑑賞者であり、鑑賞に特化していた

cf.　源氏物語と平家物語

・　源氏物語　：　初めて批評意識をはっきりさせた作品

・　平家物語　：　供養、鎮魂が目的。観客は武士であったため、最終的に救いがある。ハッピーエンド。

→　能楽は両者を自覚的に取り入れ、内在化しながら創作されていったか

●　世阿弥の転落

…　貴人の好みで、花形から転落。この経験がなければ、哲学的にならなかったのでは

→　足利義教は癇癪持ちだったとも。世阿弥は“事故”に遭ったと考えたほうがよいか

…　中国の雅楽は易姓のたび、楽器や書物はことごとく処分されてきた

→　これに対し、日本での文化財の保存性はきわめて高い

→　漢民族は雅楽を重用していた。処分された時代、当時の支配者、雅楽に代わった音楽は？

→　『日本音楽の歴史』（吉川英史）に類する、中国音楽の歴史の関連書はあるか

●　有文(うもん)と無文(むもん)

…　有文は聞きやすく感動できる表現。無文は聞き所少ないが、感動が非常に高まる表現

…　無文は有文を含んでいる。無文の方に価値が置かれている

…　松任谷由美はうまくない。普通は低い声で、歌うときとは大きく異なる

…　中島みゆきの歌は、「私は歌がうまい」と言っているよう

…　井上陽水の歌はうまい。花がある。しかし、あざとい感じもある

…　由紀さおりは無文、有文のどちらでも歌える

…　美輪明宏はビブラートの起伏が大きく、耳障り。『ヨイトマケの唄』のような歌い方もできるのに。

→　60歳を過ぎると声が不安定に。テクニックで誤魔化そうとし、バロック的でいびつなものになる
…　“Let It Be”は明らかに有文。“I Wil”は聞きどころがあるわけではないが、素晴らしい。

→　作曲者のなかでも有文・無文のばらつきがあるか

…　高橋悠治(ピアニスト)はバッハの曲を淡々と演奏できる。マニピュレーター的。数学的

…　グレン・グールドはミスタッチ多く、また演奏中に歌う。赤子がおもちゃをなめるように演奏している

→　音楽が生活に密着するくらい、好きでたまらない。しかし、神がかり・一体化に見える演奏は、無文ではない

…　石田幹之助（歴史学者、中国）は、講義に紋付袴で登場。内容が分からずとも魅かれてしまう「世界」がある。

…　樋口清之（考古学者、縄文）の講義は、迎合でなく面白い。5秒に1回は笑わせる

…　人によって映画の評価、説明できる作品が異なる。有文・無文は個人によっても違うのか

→　世阿弥は個人を超えた普遍的な有文・無文を求めた、ということになる

cf.　謡では、実力ある方が上達すると、決まって見せたがる。“私、やってます”という出で立ち。

cf.　子供は大人と違い、無自覚にできる。『無垢と経験の歌』（ウィリアム・ブレイク）など

→　無自覚にできなくなった「大人」を突き抜けると「達人」と呼ばれる
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年1月9日（水）

講読範囲　：　遊楽習道風見　（『世阿弥能楽論集』　 p.267～p.272）

●　教育論

：　二曲（舞歌）を修めてから後、技術を積み上げることを強調

・　謡は祖父に習う。壁に向かって祖父の謡をまるまる復唱していた

…　子どもの頃はのびのびと、全力で思い切って。はきはきと、セミのように。

…　子供のときに丸暗記した謡はいつまでも覚えている

→　子どもには毎日時間を作って稽古しなければならない

・　子方がなくなる15、16歳になると腰高になり、変声期にも入る。

…　もっと伸びるはずの者が伸びなくなる。子どものやり方では対処できなくなる

→　子どもは教える人の上手さ次第で素質を伸ばせる

●　時分の花

：　フクロウの喩え。子どもの才能は成長に伴ってモノにならなくなる

：　なぜ幼少時に完成すると伸びきらなくなるのか

…　満州国の溥儀は、リーダーシップを学ぶことなく成長。

…　観世三郎太氏は跡継ぎという、恵まれたハンディキャップがある

cf.　『芸術新潮』2012/12月号の記事「観世三郎太、13歳 小品の大曲「鷺」を舞う」
…　樹木希林は、娘が芸能人の子として扱われぬよう、スイスに留学させる

→　ちやほやされると芸道の探求に集中できなくなる。練習と普段の気構えが大事
…　バレエでは秀でた子役はみな一流になっていく

…　フィギュアスケートや体操では、体つきの変化が演技に影響する

…　バレーボール、野球、マラソンなど小さい頃に活躍した人は、大学や社会人まで保たない

…　ダンスでは、子どもは死ぬほどやる。余裕がなくなる。時分の花を咲かせようとする

→　背が伸びない、怪我をする、肘を使い切る、バーンアウトするなど。

→　大人が自らエンジンを持って運転できるのに対し、子どもは運転を教えられる必要がある

→　幼い時の才能は、外的な要因で妨げられるか

→　シュタイナー教育は子どもに教育し過ぎることを戒め、フォルメンを身に着けることを主張

…　能楽では15歳あたりで役が付き始め、10代終わりに面を付ける。以降しばらく、ツレとしてシテを学ぶ

→　子どものうちは子どもの芸（基本）を覚えないといけない

→ 基本／応用の違いは、筋力／フォームの喩えよりも、「舞歌」／「劇的所作」の違いに注目すべきか

→　世阿弥は座を保つためにも、基本を徹底したか。個人芸に走ればバラバラになる

…　元ピアニストは、今ではピアノを見るのも嫌な方も。“トップになれないならやめる”。

→　挫折からリカバーする練習が要る

…　子役俳優の可愛らしさ・美しさは、大人の魅力と同じではない

ｃｆ.　『風姿花伝』では20歳、17,18歳のときの気構えが大事と説く。

ｃｆ.　孔子「子の曰く、吾れ十有五にして学に志す。三十にして立つ。…」
cf.　マルコム・グラッドウェルは、9月生まれのバスケ選手にリーダーが多いことを指摘

…　幼い時にリーダーを務める機会が多く、コミュニケーション能力が向上するため

←　決定論的。イデオロギーを作り出す類のものであり、まゆつばもの。

←　平均的な成長こそあれ、個人差が大きく出るのでは。

→　世阿弥の「駄目になる可能性」の指摘と、アメリカのサクセスストーリー的な主張はきわめて対照的。

●　モチベーションの維持

・　イチローの基本的態度たるストイックな鍛錬は、特殊な能力か

・　ゲイにはエクストリームに努力する方が多い

→　反逆精神、後ろ指を差されたくない思い、“～だけど成功してやる”という意思があるためか

→　モチベーションをどうやって維持するか

cf.　ダンサーはルックス・振舞いが良いために異性にもて過ぎて、嫌になる方がいると。

→　異性愛と同性愛におけるデリカシーの違いか

→　挑戦しがいがある、達成感があるためか

cf.　瞑想者は身体的な関心から超越することがある。異なる世界のあやに気付く

・　バク転はいつも考え、試行錯誤している

…　頭ではイメージできても、加齢に伴って身体が変化

…　先生に教えられないで練習していた

…　できる友人に対し、できるようになるため考えていた

→　同じことをやっていても日々工夫し、発見がある。極みがなく、奥深い

・　雅楽や神主は継承者が少なくなってきている

…　当代に大した才能がなくとも、何代か後に出ればよい。ともかく血脈が続いていればいい

…　一番不出来な者が継ぐことは多いが、技術は身に染み付いている

…　伝統的なものにはモチベーションが伴わない

→　天才か否かによらず、続けること。40、50になって頭角を現す方もいる

→　僧職の世襲については例外か

→　テキストには、無才が後に開花することは言及していない

・　香川照之と市川猿之助の稽古（2013/1/6　NHKスペシャル『父と子　市川猿翁・香川照之』）
…　演技に対する半端ではないハングリー精神、執念。芸に生まれた者の持つ気構え

…　息子が歌舞伎へとつながってゆくこと

→　そこまでして歌舞伎をやりたいのか。彼なりの哲学があるのだろう

cf.　ブリヂストンの嫡子は拾い子として育てられ、後に実子であると告げられたと

・　家元には素質よりも、品（ひん）が大事

…　能楽では、世阿弥から品が重視されるようになったか（有風・無風など）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年1月23日（水）

講読範囲　：　遊学習道風見　（『世阿弥能楽論集』　 p.272～p.274）

「苗にして秀でざるものあり、秀でて実らざるものあり」(論語・子罕第九の二十二)

「智外（ちげ）に非のある所」…自己の意識しない所に欠点が生ずるものだということ

●　意識の変化

：　足利義満から義持・義教へと代替りし、世阿弥は冷遇される

代わりに重用された犬王の田楽は禅的。世阿弥は、義教を「目が肥えている」とも評す

…　義教は義教なりの批評眼があったとも言える

…　外化された美から内的な価値・自らをスキャニングすることへと、世阿弥の意識と自覚が深まった

· 素質の有無

：　素質のある人ほど一本調子に。開発を怠りがち

…　ある程度できる人は、見る者が見れば“ケレン味”が鼻につくことも

…　素質がなくとも一所懸命努力する者が評価されることもある。

→　二曲三体（基礎）がしっかり習得されていなかれば、内面的に上手くなってもダメ

…　言霊の研究を、小野祖教先生は止め、戸田義雄先生は褒め称えた。

→　言霊は魂の表現、本質的なもの。「かんながら」の道、好きなことを続けるくらいバカでなければいけない

＊「かんながら」　：　随神／惟神。神代のまま。神のおぼしめしのまま。

→　自分の魂に忠実に、周りに左右されず着実に。モチベーションを持って練り上げること

＊　小野祖教　：　神道学者。國學院大學教授ののち、元伊勢皇 大神社の宮司に就任

＊　戸田義雄　：　宗教学者。國學院大學名誉教授

cf.　神道の世界にありながら、運営に携わることが多くなる

→　年齢的なもの。探求の本質とは別の問題。世阿弥も一座を維持する役目があった
…　欠点が、長所・何とも言えない良い味になることもある

cf.　上演中、装束が歪んでいる方が“良い”こともある

→　後見は演者の意図を汲んで、目立たぬよう控えること

cf.　立川談志はマクラに大半を割き、本編は十数分。現代批評を取り入れるなど､野心的に取り組む

立川談春は、立川談志が挑んでいたものを、上方の作法にも則りながら継承する
●　素質ある者の挫折

…　博士課程に入った才能ある者がフェードアウトする。必ずしも小利口で優秀な者が成長するわけではない

→　自分への要求が高くなり、モチベーションを保てなくなるか

→　鈍感に、続けることも才能の一つか
…　才能あり、若くして活躍される方が鬱に。

→　本当の自分の声に従っていなかったのでは。何を、どういう方向でやりたかったのか

→　内発的な“岩戸開き”が必要

…　医学部の実習期間中、音信不通に。のちに「自分は鬱にもなりきれないことが分かった」

→　あの時自分が踏み込まなかったらどうなっていたか。今でもわからない

→　危ない時に立ち会う人が必要なのでは

…　YUIが活動休止し、flower flowerのhanaとして活動

→　音楽を商売にしたくなかったのか。そうしなければ自分でいられなかったのか

→　必要な時に必要な形で生き切ることが大事

…　小沢健二が数年ごとにヒット作を出せなくなる。NY転居後、結婚して回復。文章も発表

→　気分を変えること、転地療法の必要。

cf.　経験的に、「焼肉を食べている鬱はいない」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年2月20日（水）

講読範囲　：　遊学習道風見　（『世阿弥能楽論集』　 p.275～p.278）

●　般若心経の解釈

「色即是空」　：　演ずる曲すべてが、演者の心に描かれた表現的意象を完全に具現している境地

…　意識内での芸の最高境

「空即是色」　：　破格の芸ながら、演者が意識していない欠点への批判も思い浮かばない、という芸位

…　言語を絶した芸の境地

…　「難波津に」、「駒とめて」二首が取り上げられる

＊「難波津に咲くやこの花冬ごもり今は春辺と咲くやこの花」

：　顕著な同字病ながら、『古今和歌集仮名序』で和歌の父とする由あり

…　繰り返しのインパクト、勢い。エネルギー、エモーションの充満。音楽的。

…　『芦刈』のクセに、この歌の引用あり

cf.　『芦刈』　：　貧しさゆえに一旦別れた夫婦。芦刈の夫と、都で出世した妻が三年後に復縁する。現在能

＊「駒とめて袖うちはらふ蔭もなし佐野の渡りの雪の夕暮」

：　すばらしく感じられるが、その出所を口に出して言うことができない

…　絵画的な表現。小津安二郎の映画、安藤広重の浮世絵のよう。

…　『鉢木』（はちのき）にて、この歌の引用あり

cf.　『鉢木』　：　時頼扮する旅僧が零落した武士のもとで一宿。武士の振る舞いに感じ、領地を与える。

…　松平家の御前では、「松はもとより煙にて」を「常盤にて」と文句を変えたと。

●　藤原定家の技巧性

…　三島由紀夫はしばしば定家に注目。定家をモデルにした小説を書きたいと言っていた、とも？

cf.　三島の折口信夫批判。また、フォルム<形>の重要視。

意識の奥底にある原型を見抜こうとする思考のあり方を、「近代の病」と批判。
…　西行の人間性ある歌（「願はくは花の下にて春死なむその如月の望月のころ」など）のほうが好ましい

cf.　秋元康の「川の流れのように」は盗作疑惑あり。彼は美文をいかに「作る」かに注力？

…　あざとさを感じる。頭の良さを見せながら、控えめにしているのがまたいやらしい

…　技巧に寄り掛かりすぎて、本当の「あはれ」に到達しきれていない

●　器（き）

：　「器」＝「無」。その根源性について

…　「天下」（宇宙の意）で似た表現あり。「天下安全のため～」（『風姿花伝』、p28）

…　『論語』の瑚連（神に捧げる器）が、「天下の器」（宇宙的な器）へと展開される

…　本章は習道論であるが、奥義にも注目している

…　メタフィジカル、哲学的な意味付け。前段までにも「空即是色」「離見の見」などの表現あり

…　ドイツロマン派が連想される

器用　：　二曲三体の基礎を固め、あらゆる応用にわたって演じえる達人

器物　：　視覚・聴覚の延長上に行きわたり、無限の芸術的効果をあげうる達人

…　表現上の失敗か、との指摘あり（『日本思想体系24　世阿弥・禅竹』）

…　「器」に「無」の意味を込める、という矛盾。この時点で、限界に突き当たっていたか。

…　従来の論者はこれを重視していなかったのか

…　「器用」「器物」は仏典に典拠があるか？

…　器物（宇宙）が器用（すべての存在）を生み出す、という意味で取れる

…　空間性を含意する「器」ではなく、時間性・宇宙性を含意する「機」のほうが適切ではないか

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年3月6日（水）

講読範囲　：　五位　（『世阿弥能楽論集』　 p.279～p.283）

●　『五位』の概要

：　おそらく、一つの理論をまとめるためのメモ

：　「却来」思想が反映されていない。『九位』『六義』よりも前、『花鏡』よりも後の成立と考えられる

：　底本は漢文体（テキストでは、便宜的に仮名まじり文に書き下している）

：　妙・感・意・見・声という五種の境地について

●　妙風

：　幽玄より上の境地。

：　「心のはたらきが否定されきったところ」（天台妙釈）

…　芸能を突きつめた、形而上学的・哲学的部分。マニフェスト。

…　残り4つを統御しているもの

…　天台妙釈が引用されるあたり、「妙」は天台止観にも似るか

＊止観　：　仏教の瞑想。「止」はサマタ（三昧）瞑想、「観」はヴィパッサナー（内観）瞑想を指す。

天台宗の『天台小止観』、『摩訶止観』で詳説される。

…　ヴィパッサナーでは心の働きを“スキャン”する。思い込みを突き抜けた所が「妙」にあたる

…　「妙」の字を分解すると「少女」に。女性性の重視や、老子の「玄牝」、神道の「むすび」に関わりあるか

→　「玄牝」は無・自然・胎蔵界とも関わる。あらゆるものを産み出し、マトリクスをマトリクスたらしめる

＊玄牝　：　「谷神は死せず。是を玄牝と謂う。玄牝の門、是を天地の根と謂う。

緜緜として存するが如く、之を用いて勤きず。」（『老子』6章）
＊むすび　：　「むすひ」とも。神道で、天地・万物を生成・発展・完成させる霊的な働きのことをさす

●　感風

：　思いがけない所で心や目をおどろかすこと

：　観客/演者は、自分流の意識を超えた境地から生まれた感銘を持つ

：　「得失を正し、天地を動かし、鬼神を感じさせる」（『毛詩』）

…　おもしろい、めずらしいという感興を起こさせるために演者は苦心する

…　意図的な「感」、意図的ではない「感」がある

…　目利きである貴人を驚かすために臨機応変な演出が必要だったか。一族の存続にもかかわる

cf.　世阿弥自身、三回目で演出を切り替えるよう言及している

cf.　クセナキスやマーラーの曲には、最後に観客席のうしろから音が鳴り響くものがある

cf.　ゴダイゴの『モンキーマジック』。『土蜘蛛』のような演出は、二回目以降には慣れてしまう

cf.　マルセル・デュシャンの『泉』、ジョン・ケージの『4分33秒』も、意外性があるのは初めだけ

cf.　ジェリー・リー・ルイスの『火の玉ロック』、ヴィクター・ボーグの『枯葉』、セックス・ピストルズの出で立ち　など

…　スポーツには、パフォーマーも意図せぬこと・先入観を覆すことが起きうる面白さがある

…　気候条件の変化も芸能に大きくかかわってくる

…　“変えられる”段階の「即」、離見の見に至った段階の「離」という2段階があると考えられる

→　「離」は、“バーズアイ”・“トランス”・“メタ的”などの意か。自分だけど自分のようではない状態

●　意風

：　心中で形成された表現的意象が、演技にそっくり表出される

：　すばらしい巧みさが成立する

…　観客からも、演者が演じきったと感じられるには？

…　狙い通り、思った通りのことはなかなかできない

cf.　お茶のたて方も、思い通りに体が動かない

cf.　イチローは体の動きをすべて把握している、と

●　見風

：　舞として表出された演技。手足の動きなど、眼前に出るわざ。

●　声風

：　舞が行き届かずとも、音楽的な面白さで多くの人を感心させるもの

●　『五位』の構成

…　「意風」以下、「見風」「声風」は技術論か

…　「妙風」が霊的、「意風」が心的、「感風」「見風」「声風」が身的な状態を指すか

…　「妙風」へ行くにつれ高次・高度な境地へ、「声風」へ行くにつれて意識的・身体的な境地になるか

→　『花鏡』でも、謡から舞に移るよう指示。「先聞後見」とも。声は初源的、一次的なもの。

cf.　『チベット死者の書』でも、死者に聴覚のみが残ることを前提としている

cf.　脳死状態でも家族の声は聞こえている、と

cf.　歌舞伎の『義経千本桜』では、脇の足音に気を取られている隙に演者が現れる、と

cf.　エレクトロニクス薪能『羽衣』では、天上の音楽に電子音を用いた
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年4月3日（水）

講読範囲　：　九位　（『世阿弥能楽論集』　 p.287～p.292）

●　九位

：　世阿弥65歳前後の著作と推測される

：　「却来」のパターンを初めて導入。後期に属する作品と判断される

：　本書以降の作品に、禅竹の六輪一露説の原型となる考え方が含まれている

…　芸境を9つに分類している。前出の語句と異なるか

…　「9」には機能性、象徴性が備わる

→　10とは別の頂点数。また、伝統的に重んじられた陽数（奇数）。まとまりのよさ。

→　金剛界曼荼羅は9つのブロック（会）で成る。左回りに修行の段階を経るとされる

→　チベット仏教のニンマ派での修行は九乗に基づいて行う

→　観世音菩薩は33の形体に変身するとも。

cf.　西国三十三所、坂東三十三箇所、秩父三十四箇所など霊場の数は、観世音菩薩に由来する。

秩父三十四箇所は、九九（くく）という語呂を避け、まとまりのある数（百）をと選ばれたとも。

cf.　観世宗家では、観阿弥・世阿弥・音阿弥の名から、自らを“観世音”と任ずることも。

●　上三位

○妙花風　「新羅、夜半、日頭明らかなり」

：　有名な禅句。「絶対的な矛盾をイメージで示したもの」。

…　日常的な言語感覚からは、“妙”である。

○寵深花風　「雪千山を蓋ひて、孤峰如何が白からざる」

：　富士山の形容に、限りのある「高い」よりも、測り知れない「深い」が選ばれる。

…　ここだけ「寵」の字を余して、シンコペーション・乱拍子を図ったか

…　通り一遍の説明では及びがたい、富士山にまつわる矛盾・言語道断さを「深い」で表現する。

cf.　観世寿夫氏

→　古典芸能だけでなく新しい劇にも挑戦。色々な流派とも稽古を行う。度ごとに変化していった

○閑花風　「銀椀裏に雪を積む」

・　能のテキストにしては抽象度が高い

：　現場を離れた頃、凋落の時代に成された論書である

…　レトリックを尽くしている。現役の言語としては弱く、身体性・生々しさがない。身体性のある方が面白い

…　達観、俯瞰している。クールな視点。エゴがあれば、このようには書けない

→　批評ばかりする者であれば、非常に“やな感じ”に。

…　理論的には非常に精密である

…　本書は一部の人のみに伝える教義。能の神学書、奥義書とも呼べる

●　中三位

○正花風　「霞明らかに、日落ちて、万山紅なり」

○広精風　「語り尽す、山海雲月の情（こころ）」

○浅文風　「道の道たる、常の道にあらず」

・　段階は下がるが、文章の難易度は維持されている。禅問答のよう。

・　「花」が付くのは上４つのみ。花を身に付けねば先はない、という意味合いか

…　「花」の重要性は、初期の著作と違いが見られない

・　「花」のグラデーションが明確にあらわされている

・　“中の上”と“上の下”の判別

…　前者は素人の最高水準。後者はそれ以上を目指す者には必須。

…　「花」は学位にも似ている。この境目は「花」を得ないと分からない。挫折すれば分からぬまま。

…　浅文風・広精風・正花風は、卒論・修論・博論とも。

cf.　最初の投稿論文ではコンパクトにまとまらなかった

cf.　秋田の論文が、やっとチベットでまとまった

→　自分の経験を「外」から消化した。距離をとり、差異化ができるように。

→　「離見」の成立。自分の中に埋没している「我見」のままでは書けない。

→　経験を文字にする苦しさ。

●　下三位

○強細風　「金鎚影動きて、宝剣光寒（すさ）まじ」

○強麁風　「虎生まれて三日、牛を食ふ気あり」

○麁鉛風　「五木鼠」

・　動きの強さ・荒さ・派手さが示されている

・　各描写が、風景から物体になってきている

・　麁鉛風の芸を、妙花風になるよう演じる必要もある

cf.　スサノオ　「八雲立つ出雲八重垣妻籠に八重垣作るその八重垣を」

→　ヤマタノオロチ退治より、スサノオは下三位から上三位へと近づいていく

→　彼のような荒魂がなければ、上へと転化していく力もない

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年4月17日（水）

講読範囲　：　九位　（『世阿弥能楽論集』　 p.292～p.295）

●九位を修行する順序

「中初・上中・下後」（中三位が初め、次に上三位、下三位の芸は最後）

：　下三位は洗練され、上三位に類する演技となる

：　広精風は芸位の基点であり、分岐点となる

：　下三位を修行の初めとするのは正しい順序ではない

：　すべての芸位に通じたのは、父の観阿弥以外にいない

…　上位に繊細なもの、下位に強いものが配置されている

cf.　一貫してアクションを行うジャッキー・チェン、精神劇へと移るイーストウッド

→　上位は精神劇、下位はアクション活劇。中位は精神劇＋アクション活劇に例えられるか

cf.　オイリュトミーにも天使や死の表現あり。

→　現代詩などの「死」の表現は、初学者の精神が追い付けないようなもの。真っ黒さ。

cf.　夢路いとし・喜味こいしの「味」

→　世間話なのに、何だか分からないがとてつもなく面白い。

→　対してダウンタウンはデビュー当初、酷評される。「味」のお粗末さ、荒々しさ。

cf.　ビートルズの評価

→　当初はチンピラ扱いされるものの、後に（ポールなどの）クラシカルな面も注目される

cf.　この世とあの世の描写

→　天国はディテールが単純だが、地獄の描写は生き生きとして力強い。「鬼」的。
…　近代の発達段階のように、下から上へステップアップするわけではない
cf.　空海の『十住心論』でも、大日如来への“発達段階”が上昇的に説かれている

→　倫理性から小乗へ。小乗から大乗へ。大乗では真言を頂点とする。あわせて10段階。

cf.　チベット仏教にも9つの段階あり。

→　初め3つは占いなど。上位は密教など超越的なもの。中位には功徳・善行など中庸のもの。

cf.　河村先生の飼い犬、新太郎

→　よく分かる子だったが、分かっていながら噛む演技をしてみせることも。上位からの「却来」か

cf.　十牛図の十図「入鄽垂手」
→　八図「人牛倶忘」が最高位のように表現され、十図で“原点回帰”する。

…　上から下への流れという、自然現象の秩序を踏まえた論か

cf.　この世とあの世のイメージ

→　あの世（上）にいいものがある、と考える傾向がある

→　水滴が落下するように生まれ変わる、という循環イメージ

…　実践を通じて組み立てられた理論であろう

cf.　『風姿花伝』の「時分の花」と「真の花」

→　子どもの頃の才能は、それ以降の精進によって上手にも下手にもなる

→　“あらあらしさ”を抑えて“優美さ”の獲得へ。もっと活きた、真の花に。

cf.　アウトサイダー・アート製作者の“上昇”

べてるの家の話題をめぐり、大学関係者らは「下に降りること」の重要性を指摘。

田口ランディは、「（当事者は）上がりたい。下になんか降りたくはない」と反論

※　べてるの家は、1984年に設立された北海道浦河町にある精神障害等をかかえた当事者の地域活動拠点

※　「アウトサイダー・アート」は、「アール・ブリュット」「生（なま、き）の芸術」「ピュアアート」とも。滋賀県で多く紹介される
→　美しい理論モデルも、現実には相容れない場合がある

→　流通され、ファンがつく。アートの流行となれば、マーケットの仕組みに組み込まれてしまう

→　生きてゆくためには売れる必要がある。デリケートな問題に経済的要因がからむことにも。

→　芸術的資質は幼少期に形成される。アウトサイダー・アートにも凡非凡あり

cf.　マンダラ

→　ユングは、患者の治癒プロセスとしてマンダラを紹介

→　『抽象と感情移入』（ヴォリンガー）では、外界親和的でなければ自分の心に普遍的なシンボルを描く、と

→　修行の結果、獲得された高次の秩序のビジョンとしても、マンダラは形作られる

…　全方位的に対応可能な理論は構築可能か？

…　“真”の名人とは？またそれは可能か

…　本論は世阿弥の主観による。別の芸位のルートもありえるのでは

→　価値判断は経験や状況によって異なるため、属人的でしかない

→　人文学は主観的な学問。用語も相異なって使用され、もっとも共感される内容が評価される

→　世阿弥の芸論は、“言い切る”ことで建設的な意見となったか

←　世阿弥は臨床的に、パターン・共通性を“わかる言葉”へ落とし込もうとした。

←　人々はそこまで別々の主観を持っていない。個々人には「相違」よりも「共通」の方が多い。

←　人々はそれほど主観的ではないのでは。根本的なレベルで主観と客観は通じる。

←　どのレベルで、どれだけのグラデーションで捉えるかが重要。

←　時代が変わると面白くなくなる、という事実からは「移行する何か」も見出される。

cf.　カントは美に関する判断（「趣味判断」）の基盤に、「共通感覚」を提唱

※　共通感覚　：　「自分の判断を、他の人々の、現実的なというよりはむしろたんに可能的な判断と照らし合わせ、われわれ自身の判定にたまたま付きまとうさまざまな制限を捨象することにより、他のあらゆる人の立場に自分を置き移す」能力（『判断力批判』より）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年5月15日（水）

講読範囲　：　六義　（『世阿弥能楽論集』　 p.296～p.301）

●葵祭など
・　チベット・中央アジア・中国には、ネットワークが存在していたよう。

…　当時の奈良は“国際色”が豊かだった。インド人が果樹の植栽を伝える、など
…　日本の保存物や、敦煌莫高窟に10世紀の資料あり。

…　チベットに天台声明の資料あり

…　人形は中央アジア・中東から伝来したものとも

…　中央アジアが文化の発信地であったか

・　仮面の発祥

…　葵祭には中国・朝鮮系の仮面あり

…　雑面（造面・蔵面）には、呪術性を強く感じる

※　舞楽面の一。長方形の厚紙に白絹を 張り、墨で人の顔を象徴的に描いたもの。蘇利古・安摩などに用いる
…　日本では仮面を着けず、化粧を施すことがある

…　仮面は神が宿るもの、化粧はフェーズが変わるもののよう。

cf.　船鉾には、人形だけが着ける神功皇后御神面あり。

cf.　人形浄瑠璃の三番叟では、人形が面を着ける。

cf.　演者や人形の背面に、別の顔（仮面）を着けることがある。

cf.　四川省の川劇では、変臉（へんれん）と呼ばれる技巧あり。面が瞬時に次々と変わる

※　映画『變臉　この櫂に手をそえて』で「へんめん」と読ませたことから、「変面」の表記が派生した

・　葵祭という伝統

…　斎王代は京都ゆかりの令嬢より選出。当家より祭事費用が拠出される。

…　女人列には、手を隠す・笑わない・歯を見せないなど様々な規則がある

+α　アルバイトの食事が豪華。

→　“京都は安泰だぞ”と言っているかのよう。

…　葵祭に対し、祇園祭は“町の祭”とも呼ばれる

…　関係者は賀茂氏など、神職。

※　賀茂建角身命（かもたけつのみのみこと）が始祖。下鴨神社の祭神。神武東征の際、八咫烏となって先導。

※　日本サッカー協会のシンボルマークは八咫烏。関係者に加茂氏が多いとも。

●　六義

：　『周礼』の大師職、『毛詩』の大序にある、風・賦・比・興・雅・頌をさす。

：　『古今和歌集』の「むつのさま」は、六義の翻案。

：　「むつのさま」をめぐり、中世の六義説が展開される。しかし正確な典拠なし。

…　九位の上より3つ、中より2つ、下より1つが採られる

…　九位に比べ、六義のヒエラルキーは明確ではない。

…　九位のモード・調子を六義と結びつけているが、ポリシーがあるようにも見られない

…　小西氏は世阿弥著を疑うが、否定できるとも言えないのではないか

…　（形而上・理論好きの）禅竹が執筆依頼したから、世阿弥は本論を抽象的にしたのかも

…　頌（強細風）の部分は最も詳しく、力が入っている。
・　「和」について

：　三国和来…「三国を融合してきた」（小西訳）、「三国それぞれの言語を和らげ（洗練させた）」（表・加藤訳）

：　仁義礼智信の「義」の注釈には、「和なり」。穏やかさが強さの筋道とされている

…　宗教言語の「和」を使用している。歌論に形而上学的な観点を入れる必要があったか

cf.　『古今和歌集』注釈は、歌論集『竹園抄』（藤原為顕）と相似

※　藤原為顕（ふじわらためあき）：生没年不詳。藤原定家の孫、藤原為家の子。冷泉流。

※　同家の吉田兼倶は「根本枝葉果実説」を唱える。

　　神道、儒教、仏教 の三教を樹木にたとえ、神道が根本で、儒教は枝葉、仏教は果実であるとする説。
cf.　「大和歌」、「大和言葉」

→　梅棹忠夫（生態学者・民族学者）は、動詞を必ずひらがなで表記した

→　鶴見俊輔（評論家・哲学者）は、漢字を崩してひらがなにする点に「大和」の性格があると指摘した
・　「六」の意味

…　『周礼』『毛詩』など、中国では伝統的な分類法か

cf.　冠位十二階制では仁義礼智信に「徳（とこ）」を加え、大小に分けた

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年5月２２日（水）
講読範囲　：　五音曲　（『世阿弥能楽論集』　 p.329～p.334）
●5月15日(水)　京都造形芸術大学 薪能　　於：楽心荘　能舞台　報告（河村博重先生 能後見）
　　狂言「千鳥」  茂山童司
　　火入れ式
　　能　「隅田川」(観世元雅作)　観世銕之丞         ＜銕仙会＞
   　 …子方の出る演出  ←　世阿弥と元雅とに意見の違いあり
　　　  「世子六十以後猿楽談義」 … 隅田川の能に「内にて子もなくてことさら面白かるべし。此能はあらはれたる
　　　　　子にてはなし。亡者也。ことさら其本意を便りにてすべし」と世子申されけるに、元雅は、えすまじき由を申
　　　　　さる。かようのことは、して見てよきにつくべし。せずば善悪定めがたし。
　　　　　＜俵章、加藤周一『世阿弥 善竹』岩波書店.1995.p.270(芸の思想・道の思想―１　日本思想体系新装版)＞
　　　…薪能等、野外での演能の場合「作り物」が風で飛ばされないよう見えないところに錘などを置く工夫をする
　　　…残念ながら、世阿弥研究会会員は参加できませんでした　
●5月17日(金) スーパー能「世阿弥」(作：梅原猛) 梅若玄祥　於：大阪フェスティバルホール
　…　世阿弥生誕650年記念
　…　以下＜スーパー能　世阿弥＞で検索　引用
	国立能楽堂　スーパー能「世阿弥」試演会及び制作発表レポート　より
作者： 梅原　猛
　国立能楽堂より開場30周年、世阿弥650年に合わせた作品の依頼を受け、そのものずばり「世阿弥」を書こうとお答えいたしました。私はこれまでにスーパー歌舞伎やスーパー狂言を書いていますが、その成功はやはり現代語で書かれ、現代の人情が語られていることにあると思います。そこで、今回は同じように能を書こうと考えました。この作品はほとんどが私の原作のままとなっています。
 世阿弥は晩年、将軍・足利義教に疎まれて佐渡に流され、息子・元雅は一説には伊勢で殺されたと伝えられています。私は以前からこの謎に関心があり、今回は元雅の死、そして父である世阿弥との関係を題材にいたしました。世阿弥は元雅について、父・観阿弥や自分と同じように優れた能作者、能役者であると伝えており、元雅の能は、自分の悲劇的人生を予言したような作品が多いのが特徴です。これは私の想像ですが、元雅は能を後世に残すため、将軍の怒りを収めるべくあえて死んだのではないかと、そのような設定にいたしました。
　舞台を実際に観ますと荘厳な印象で、謡や舞、囃子も素晴らしく、大変よい能になるのではないかと期待しております。


● 五音曲  　（『世阿弥能楽論集』　 p.329～p.334　注まで）
：　『世阿弥十六部集』では『五音曲条々』と題する
：　音曲の様式を、祝言・幽曲・恋慕・哀傷・闌曲の五種に分類し、それぞれの特徴を述べたもの　
：　五種分類の名目が見えるのは『申楽談義』であり、「却来」の思想を含むので能勢説(応永三十三年ころの成立)が
　　 穏当とされている　
：　芸論として注目を要するのは、闌曲である。　「強さ」への却来は九位の「強細風」であり「冷えたる曲風」である
第一条 (p.330～333)　冒頭に五音の名目を提示し、以下それぞれの曲趣・特性を概説する←『世阿弥 善竹』p.198 
　祝言 … 最初に置かれている　
　　 　… 最初に置くのは、宗教的な位置づけか
　　 　… 能の特質→心の中の苦しみ、闇の部分の表現
  　 　… ことばをすべて音にして発音する 
　恋慕 … 「訛る」ことの大切さ　　声明などでよいはたらきをしている
　　　 … あわれを感じさせるもの…「訛り」に近づくもの…こぶし、うなり、さび
　　　 … 訛り ― 都はるみ、森進一、美空ひばり等、その歌手ならではの持ち味を現す
　　　 … 能『善知鳥』   「ゆくかたしらずになりにけり　ゆくかた～」の　「り」　は、はっきり ｢ri」と発音するので
　　　　　　　はなく、内に込めたり、掠らせたりすることにより趣を出す。←　訛り
　　　 … ここでは、「なりました」と口語に置き換えても、情緒的には変わりない
　　　 … 「詩」でない口語は「能」にはならないのではないか。
　　＊　宮沢賢治『永訣の朝』  口語であるが、ことばに奥行きがある　←「能」として成功している
　　＊　訛り ― 恋人同士でしか伝わらないことば　←　あや(彩・綾)がある
　　　 …　敏腕セールスマン…決め所で「お国ことば」を使う。相手が心を許してくれる
       … タメ口(ぐち) → 距離が変わる
　　＊　話し上手 ・相手との距離感の長短をうまくとる
            　　 ・落語家　ドライビングがうまい
　　＊　話し言葉 ・話したことばを文字にすると意味が分からなくなることがある
　　　　　　　　　　　　　抑揚の違い、間の取り方の違い等によること
　　　　　　　 　・ライブ(身体的、モタモタする、臨機応変等)とロジックの違い　
　　＊　繰り返しによる情緒、訛りなど　→　詠嘆がある
　　＊　恋慕のあわれ ・出会い―存在の可視化
　哀傷 … あわれ ― 死 ― 別れ ― 生存の無情 ― 美しい挽歌 ― 記憶とともに死者へ呼びかけると繰り返し戻
          ってくる ― 存在が可視化されない ― 幽玄 ― 夢幻能　← 哀傷がなければならない
　闌曲 … 祝言は楷書的　　      
　　　 　 闌曲は草書的―崩されていても伝わるものがある
　　　　　　　　　　　―崩し方を心得ていなければこの域にはゆけないのではないか
　　　 … 「強細風」←名人でなければ、その強さは伝わらない
       … 「向去却来」・[注]悟りを達成したあと、再び未悟の境地にもどること
　　　　　　　　  　・[「九位」の注] 禅宗では、悟りを達成したのち、再び悟る以前の境界にもどる意
　　　　　　　　  　・「十牛図」の第八図以降との解釈もできる
　                  ・ニーチェの永劫回帰とも重なる　
　　　　　　　　  　・世阿弥後期の重要表現である 
第二条　(p.333)　五音も結局は声懸に由来するとの説←『世阿弥 善竹』p.199
　「悟り悟りて～」…自得慧暉禅師（宋代曹洞宗の僧）の句　「悟々同未子」　←『拾玉得花』p.189
　「悟々同未子」…『景徳伝燈録』や『五燈会元』などに見える堤多迦尊者の偈「通達本法心、無法無非法、悟了同未
悟、無心亦無法」の「悟了同未悟」に基づく。「悟了」を「悟々」と誤り伝えた形で世阿弥は記憶してい
たのであろう。←『世阿弥 善竹』p.477　
　「精金火裏逢不変、皓玉泥中有果如」…自得慧暉禅師『六牛図第六』からの引用     ← 『拾玉得花』p.190
  「これ真の声懸なり。この位を得たらんを、曲主とは申すべきなり」　を　受けて　
      ↓
●5月18日(土)　京大俳句会50回句会記念イベント in 西部講堂        報告（鎌田東二先生）
　…　ライブ　・仲田コージ & Boogie Baby Band（京都で唄い続けて40年、地元屈指のブルーズマン）
　　　　　　 ・ 鎌田東二(神道ソングライター)
　…　ギターの弦が古くてチューニングしてもすぐに緩んでしまった。そのことが最後まで影響し、描いた筋書き通りに
　　　  　　　　　　　進まないことの気持ちの切り替えができなかった
　…　「貴人への臨機応変な対応」への域にまではまだ達していない
  …　名人なら失敗（ライブには時折あること）があっても甦るのだが・・・・・
　…　弦を張り替えればよかったが、そのままで演奏したことは、作戦負けであった
　…　「緑のギター」で、「緑の褌」で　決めたかった！
　…　聴衆はそのままを聴いてくだされば、それでよいのだが、「筋書き」に拘ってしまった
  …　「わがものとした人」「曲主」　← このようにしてみたい
Ｑ　松任谷由実とのコラボは？
Ａ＊　「してみたい」
　＊　出会い…カザフスタンでの宇宙船打ち上げのとき、同席。　　アルバム『天国のドア』の解説を書いた
  ＊　アルバム『天国のドア』の第10曲「SAVE OUR SHIP」は 1990年に秋山豊寛宇宙飛行士がソ連の宇宙船ソ
　　　ユーズに乗って、日本人として初めて宇宙に行った時、その模様を伝えたテレビのドキュメンタリー番組のテー
　　　マ曲を担当し、宇宙船が打ち上がる様子を思い描いて制作したもの
　＊因みに、その秋山豊寛宇宙飛行士は現在、京都造形芸術大学教授として教鞭を執っておられる　
　…　舞台上での失敗　
・観世栄夫先生　扇を開くとき破ってしまったが、その後も何食わぬ顔で舞われた
　　　　・袖が冠に引っかかったときは、後見が出てきて外し、その後は滞りなく進んだ
　　　　・シテが倒れたとき…本来は後見が代役を務めるのだが、ほとんどの場合そのまま舞台を止める場合が多い
　…　ギターの弦の張り替え、電子ピアノの音色設定変更等、元に戻ってやり直しはできる。しかし、ストーリーを作っ
　　　　ており、そのイメージを大切にしたいので、最後までそのままやりきりたいと思う
●6月「世阿弥研究会」開催予定日
・ 6月12日（水）　　6月26日（水）　18:00～20:00　　稲盛財団記念館225会議室
    ・ 『五音曲』　第三条　「およそ音曲の姿懸りを数木と喩へて、～」
★  聞き逃し、聞き違え等があればご指摘いただきますよう、お願いいたします。
                                                                 　　　　　　 以上　文責：足立                                                          
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年6月12日（水）

講読範囲　：　五音曲　（『世阿弥能楽論集』　 p.334～p.343）

ｐ334～ｐ337
●音曲の「モード」

：　音曲の様式やおもむきを、樹木で喩える

：　音曲の意味合いは、和歌の表現で喩える

●類型論のメリット・デメリット

：　中後期には、方法論のない“単なる”類型論がしきりに作られる。

：　前期の類型論では、目指すべき方向やヒエラルキーが示されていた

（デメリット）

…　こんなに分類するメリットはあるのか。その動機は？

…　牽強付会。あてはめ。学者の「遊び」。知的関心は満足させられるだろうが。

…　方法論の習得、技巧的な関心に応えるものとしては、弱い

…　現役から退き、後続に伝承する時期か。演出家・作家として“最後”なのでは？

…　思考が“痩せている”。しかし、気を鎮めるために必要だったのか
cf.　風姿花伝は、ケレン味や“中心”があった。整理しきれていない部分もあり。

cf.　コンテンツ・中身は観世元雅に受け継がれ、理論的には「ウンチク」な金春禅竹に継承。

cf.　岸本芳雄(宗教学)

→　多く類型論を残す。客観性の担保、学問的位置付けに貢献

→　“つまらない”。ダイナミズムが損なわれる
(メリット)

…　類型論があれば、個別に対応していく必要がない

…　世阿弥は筆の力を使い、座を守ろうとしていた？

…　一人問答の素質があったからこそ、後に実現できたか。

…　現場でモヤモヤしていたものを、後年にまとめたのでは。
cf.　和裁士の祖母が端切れを集め、「いつか座布団に」と。

ｐ338～ｐ343

●　闌曲

：　安定しきった芸のもと、その場の息遣いで生まれる声趣。

：　二人以上の同吟ができない。

：　闌曲以前の段階では、その節を同音にうたうことができる。

・　「得失を正し、天地を動かし、鬼神を感ぜしむ」（「毛詩」大序）

…　原典では、国家の治世を類型化して示している。

…　日本では、『古今仮名序』などで「歌には天地を感動させる力がある」とのみ広がる。

cf.　『風姿花伝』のアメノウズメノミコトの部分では、“芸能が国を治める”ことが示されている。

cf.　能は「鎮魂の芸能」ともよばれる。
●　「曲」（声趣）

：　当人も意識しない息遣いから生まれる特殊な音趣。

：　「曲」と呼ぶべき実体はない。そのため、学習の定型もない
：　曲の力は示すことができず、究極的なもの。「これは秘密だ」。
…　ただ謡うだけでなく、何かがあって初めて「曲」となる

…　「秘すべし」とは、現役にいた者だからこそ。学問サイドであれば、そもそも言わないのでは

→　音楽の神ミューズに仕え、イデアを求める姿勢にも通じるか。
cf.　『名人伝』（中島敦）

→　「不射の射」。忘却へのこだわり。老荘思想、禅的。

cf.　茂山千作（狂言師）

→　とにかくおもしろい。存在そのものが狂言。

→　茂山忠三郎氏はおおらか、野村万作は“能を見ているよう”。

cf.　狂言「猿聟」

→　“サル言語”で成立する世界。その面白さ

…　最後は禅的になり、煙に巻かれたよう。神秘化されている

…　音楽「学」としてはともかく、音楽「道」としてはありがたくない。

…　やはり足りないのは、色気、野心、いかがわしさ、アバンギャルドさ。
cf.　「師家の印可を得てこそ」

→　独自の世界観を提示し、能楽の価値を担保しようとしている

→　禅が参照枠。超越的な権威づけを試みている

→　貴人の目を気にしている

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年6月26日（水）

講読範囲　：　夢跡一紙　（『世阿弥・禅竹』　 p.242～p.243）

●元雅との死別

「さても去八月一日の日、息男善春、勢州安濃の津にて身まかりぬ。」

・　資料では“客死”とも。

・　梅原猛氏は暗殺であると推測。（『元雅と禅竹』　2013、角川学芸出版）

・　南朝と関係が強まったことも背景にあるか

cf.　元雅が天河神社に『唐船』を奉納し、阿古父尉の面を寄進

＊天河神社

：　役行者が大峯開山を行う際、蔵王権現に先立って天河神社を勧請し、弥山の鎮守として祀った、と

：　役小角は、示現した弁財天を天河神社に、地蔵菩薩を大神山神社に、蔵王権現を金峯山寺に祀ったとも。

＊唐船

：　四番目物。外山吉弘（とびよしひろ）作とも。

：　九州箱崎の某が船争いで祖慶官人という唐人を捕える。彼を慕い、二人の子が唐から迎えに来るが、日本の二人の子に引き留められる。進退窮まって身投げを図るが、日本の子との同行を許されて帰ってゆく。
→　『弱法師』・『朝長』・『隅田川』など受難の父子譚とは対照的な作品

→　対立した音阿弥とも、一族全てがハッピーエンドとなることを願ったか

cf.　40年程前、片山九郎右衛門（幽雪）氏が天河神社で『唐船』を演じたとも

cf.　「京都片山家による能の奉納は、昭和４５年に片山博太郎師（現・幽雪）が『弱法師』を奉納して以来、毎年例大祭には能が演じられているそうです。」　http://jiuxia.web.fc2.com/Kikopage/K11Tenkawa/K11Tenkawa.html
●世阿弥の嘆き

・　「子ながらも類なき達人」と期待された元雅の死。手紙とは思えないほどの嘆きを叩き付けている

…　禅竹に後を託すしかない、と思っていたのか？

…　禅竹はこの手紙をどう受け取ったか。戸惑い？

・　「根に帰り古巣を急ぐ花鳥の同じ道にや春も行くらん」（新千載集、春下、二条為定の歌）

…　崇徳院の「花は根に鳥は古巣に帰るなり春のとまりを知る人ぞなき」が本歌。

…　皇位継承を争った崇徳院を、自らの境遇と重ねあわせたか

…　「春」の語を「善春」（元雅）に掛けているのかも

・　歌を三首詠む

…　哀切さ、切実さが極まる。“絶唱”。

…　それぞれ三首とも異なる性質。世阿弥の心が現れるよう

…　こういったポエジー（詩情）が能の神髄では？

●演出観の違い

元雅と世阿弥は、『弱法師』で子役の演出にかんして争ったと。

①　衣装を着けて登場（世阿弥）

②　声だけの出演（元雅）

③　まったく登場しない（元雅）

…　幼い子が登場すれば、お涙頂戴になる。悲劇は通俗的になる

…　世阿弥は演出家として興行的成功を目指し、安易な①を選んだか

…　元雅は芸術家として、抽象度が高く幽玄な②③を選んだか

●　価値と抽象性

・　観世家とのつながりを殊更にアピールし、自らの地位を上げようとする者がいる

…　“情報切り取り文化”の一つのあらわれでは

・　能は、ミーハー・俗受けする演出とは一線を画している
…　抽象性が、その分からなさゆえに想像力を発揮させる

…　能的なカタルシスと歌舞伎的なエンタテインメント

・　悲しみを救うのは「詩的言語」なのではないか

…　単なる概念でもなく、理念に落とし込むこともせず、泣き喚くでもない、「詩」という方法。

…　詩に何かを“託す”ということか。

cf.　『古事記』は詩。分からなさをそのままに、今の言葉に入れ替えることが課題

cf.　個人では瞑想でいいが、民衆には儀式が必要。

→　仏教の経文も、一般には「詩的言語」(分からない言葉)として捉えられうるのでは

→　ただ、「分からなさ」ばかりが重宝されれば、衒学趣味に流れ込む危険性も

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年7月10日（水）

講読範囲　：　却来花　（『世阿弥・禅竹』　p.246～p.248、『世阿弥能楽論集』　p.358～p.364）

●　『三輪』について

：　白式（観世）、誓納(観世)、神道(金剛)、神遊(喜多)など諸種の小書（特殊演出）あり

：　誓納、三輪は一生に一度だけ舞うことが許されている秘曲

・　「森田操遺稿『千野の摘草』より」(河村先生宅に複写あり。著書名は不明)

→　昭和12年刊行。昭和61年ぺりかん社より復刊

→　笛方森田流の分家2代、森田操の遺稿。森田流は千野（ちの）流、玄笛(げんてき)流とも称した

…　誓納は神代に由緒がある

紀州徳川家の藩祖・頼宣公により、囃子方や二代目庄兵衛光時・森田休音（1616-1686）らとの申合せで作る

弟子家へは相伝せず

…　白式は観世家のものとなっているが、元来は片山家特有の小書である
cf.　『風姿花伝』には申楽の起源説あり

→　釈迦説法の場に現れた外道を楽しませるため、「六十六番の物まね」を行ったのが起源

→　アメノウズメノミコトの神懸りに始まる「神楽」が起源。また、「神楽」ののちに「細男」が舞われる

●　スティーヴン・ギル氏とご友人

cf.　「羽衣」のメロディによる「The Death of the Hired Man」(1914, ロバート・フロスト)の演出

――東遊の數々に　東遊の數々に
その名も月の色人は　（破ノ舞より）

――You’ll be surprised at him—how much he’s broken.  

His working days are done; I’m sure of it.”　(159-160)

●　却来花

：　「却来風の花」の意か

：　却来風は至妙の芸態であり、誤解される恐れがあったため、元雅にのみ口伝で授けた

：　本書は、却来風の存在を言い残すためのもの。深遠な芸理を説くものではない

：　「却来風の曲というのは、この上ない絶対的な芸の秘伝である」

…　肉体的には、初学者に“ピエロのような演技”をせぬよう戒めること（九位の修業順序を参照）

…　精神的には、“赤子のような純粋さ”へ到達すること

cf.　『無垢と経験の歌』（ウィリアム・ブレイク）

→　“無垢に生まれて、経験を通じ、高次な無垢へと向かう”という点で却来風に似るか

cf.　河合隼雄と上田閑照の対談（「癒しと宗教」；『河合隼雄全対話<10>　心の科学と宗教』か）

→　河合は、ユングの老賢者・子どもから「大人のなかに子どもがいる」と

→　上田は、「人には、年を取る“表の子供”、そのままの姿の“裏の子供”の2人がいる」と。

cf.　チベットの最も理想的な死、「虹の死」

→　一歳児のように縮む姿が目撃された、とも

→　チベット仏教はインド仏教よりも禅宗に近い、と言われる
cf.　大室幹雄の著作（『囲碁の民話学』か）

→　天下差配を問いに山へ入ると、五百歳の仙人は童子の、千歳の仙人は赤子の姿であったと。
cf.　『ベンジャミン・バトン　数奇な人生』（映画、スコット・フィッツジェラルド原作）

→　80歳の状態で生まれ、年を取るごとに若返る人生を与えられた男の一生
…　習い極めた後に「還る」点は、禅的。

cf.　『九位』によれば、下三位を演ずるとき、“荒いだけでなく、心なしか柔らか”になる

cf.　観無量寿経で説く「九品」とも関連があると考えられる

cf.　胎蔵曼荼羅では修行は“円環”をえがいて進み、金剛界曼荼羅では“9つ”の会(え)から成る

cf.　十牛図の八図「人牛倶忘」。円相のみが示される

…　世阿弥の嘆く姿は、ある種の理想の形なのでは

cf.　達磨は説法後、「これだけ教えたのだから金をよこせ」と言った、と

cf.　十牛図の十図「入鄽垂手」。布袋の姿となり、町へ降りて童子と遊ぶ

cf.　一休宗純の執着のあり方との類似

→　一休は後小松天皇の落胤。世阿弥とはドロップアウトした者同士の接点があるか

…　本章は、「ネガティブなものを語り直すことでいやされる」体験か。

cf.　やまだようこ先生のナラティブ・アプローチ
→　これは循環・却来思想にもつながる

…　観念的すぎる印象がある

→　絶頂から凋落に転じる時期の著作だからか

…　『夢跡一紙』と同じトーン。嘆きに埋没し、透明感がない

…　却来風は、はっきりと定義されているわけではないが、実体的。

→　却来風が世阿弥の拠り所となり、実体化させたいという願望、強いアクセントが置かれた

→　自分たちの境地を神秘化したいがため、早逝した元雅の天才を強調しているのではないか

＊　この時期の曲は現存しないため、世阿弥の境地はテキストでしか捉え得ない
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年7月24日（水）

講読範囲　：　金島書　（『世阿弥能楽論集』　p.382～p.390）

●却来花

（前回の議論より）

・　一休宗純(1394-1481)と世阿弥(1363-1443)

…　一休宗純の母は楠木正成の姪の孫とも、正澄(正成の孫)の子とも。

…　一休宗純と世阿弥は30歳余の違い。世阿弥は思想的影響を受けていたか

…　「無上妙体の秘伝」に天台本覚論との関連あるか

・　天女舞、駿河舞(白拍子)

：　世阿弥は近江猿楽の犬王を引き継ぎ、二曲三体の類型論に女舞を含める

…　女舞に能の本質があるとしたか

…　女性は憑依、色気の象徴として捉えられていたか（密教的？）

…　世阿弥は女形の重要性を、理論としてはわかっていた。とはいえ、そう“なる”ことはできたのか？

…　男性が、「女性という対極」を舞うことを意識化したか

cf.　女体は幽玄・みやびを表す（『詞花道』）。

cf.　『花鏡』にも“時代は小謡だが、我々は白拍子で…”との記述あり
…　現在、女舞はツレがおこなう

→　天女舞の冒頭では達拝（たっぱい）、反閇（へんばい）を行う。また、三段を早く短く舞う
＊達拝…両肘を強く張り、握った両手を合わせて額の前あたりに高めに出すこと。
一種の拝礼、敬意の表現で、神楽や男舞などの冒頭やワキの名ノリの後にみられる

＊反閇…禹歩(うほ)に似せた足の踏み方。“拍子を踏む”。

陰陽道、密教では、悪鬼や邪霊の祓い清めや鎮めのための歩行法・足踏みとして行われる

cf.　「駿河舞」では序破急を、「羽衣」では序と破を“ミックス”した舞をおこなう
cf.　梅若六郎玄祥氏が天女舞を再現。（『羽衣』、新作能『紅天女』等か）

●金島書

：　興福寺の薪能を思い作った小謡に、七篇の小謡を添えたもの

：　七篇の小謡は、永享六年(1434)の離京から泉に転居するまでの事跡を題材としている

：　悲嘆よりも法楽の意味で作ったものか

：　詞書と謡で構成されている

…　「下」は下歌（さげうた）、「上」は上歌（あげうた）

…　『海路』の「こせさは」とは何か。これ以降、しばらく七五調が続く

…　流罪という否応ない境遇なのに、自らの環境を楽しむ様子、透明感がある

…　目前の情景を刻み、小謡は記録文学のよう。
…　まさに「初心忘るべからず」の思いを短い章句に込めたか

…　世阿弥には執着よりも、昇華があるか

…　茜色の夕空から、「世阿弥が描こうとした終末が、実は新たな時のはじまりを意味している」と気づいた
cf.　観世清和氏は「世阿弥は佐渡に流されていない」と主張。

cf.　皇族の流罪

→　隠岐島に流された後鳥羽上皇の悲しみ、絶唱。“都に帰りたい”

→　讃岐国に流された崇徳院の怨念。『保元物語』、『雨月物語』に怨霊として描かれる

cf.　宗教者の流罪

…　越後国に流された親鸞、伊豆に配流された日蓮

→　信仰者・芸能者には、逆境を糧にして新しい境地を開く者が多い？

→　佐渡は流人の精神文化を継承しているか？

○　泉

「…泉の水も君住まば、涼しき道となりぬべし、涼しき道となりぬべし」

cf.　「下下も下下　下下の下国の　涼しさよ」（一茶）
cf.　山尾三省（1938-2001、詩人）

○　北山(ほくざん)

…　神々を詠みきっている

…　「完成」の段階。“神仏の祝意のうちに日本がある”

…　初心が無心に通じる。また日常性への回帰ともなる

cf.　田中一村(1908-1977、日本画家)

…世阿弥の署名は、「至翁」「世阿」「沙弥善芳」(禅宗の法名か)と変化している
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年8月21日（水）

講読範囲　：　五音　（『世阿弥能楽論集』　p.367～p.378）

●　五音

：　昭和五年に観世宗家所蔵の写本を片山博通氏によって発見

：　昭和七年に宗家から複製刊行

：　五音そのもの理論よりも、主にその実例を示している

：　当時のテクスト・現行曲の差異、借用関係などが分かる

：　作者考定に高度の信頼性をもつ

：　曲舞・只謡の音声の違い、祝言・望憶の声懸りの違いへの無理解が、『五音』を定めたきっかけ
…　所蔵の上冊には、「祝言」「幽曲」「恋慕」「哀傷」の四種の音曲が収められている（闌曲なし）

→　本文では「哀傷」が抜けている

cf.　「闌曲」だけ曲風ではなく、“熟達したレベルにある”ことを表している
…　曲名のみで作詞者・作曲者名のない曲は世阿弥の作である（能勢朝次博士）

○　上

＜現行曲あり＞　

祝言　：　足引山、淡路、富士山（金春・金剛のみ）

幽曲　：　桜川、井筒、松風、融、葵上、盛久、
恋慕　：　恋重荷、班女、六月祓（『水無月祓』として）、松風、難波、錦木、王昭君（『昭君』として）

哀傷　：　江口遊女（『江口』として）、弱法師、女郎花、当麻、隅田川、春永、舟橋、禿高野、鵺、鵜飼、

忠度、高野（『高野物狂』として）
＜現行曲なし＞

祝言　：　松が崎

幽曲　：　吉野山、敷島（復曲）、須磨、静、箱崎（復曲）、汐汲、蘇武、宇治山、布留（復曲）

恋慕　：　花形見（『花筐』の異曲あり）、盲打、松浦

哀傷　：　哀傷、千寿（『千手』の異曲あり）

○　下

・自然居士　：　観阿弥作

…　収載曲は存在しないが、同名の現行曲あり

…　現行曲は現在能、台詞劇

（父母の菩提を弔いに訪れた少女を、説教者が芸尽しにより人買いから救う）

→　観世銕之丞氏、梅若六郎玄祥氏が得意とする

→　舞台と客席の違いがない当時、観客を聴衆に見立てて説教を行ったか

・葛袴　：　観阿弥作、現行曲なし

…　『井筒』の後シテに収録。「徒なりと名にこそ立てれ桜花、年に稀なる人も待ちけり」

→　古今和歌集の62番（詠み人知らず）、伊勢物語17段に収録

→　世阿弥は、この詠み手を紀有常の娘と捉えて『井筒』にも登場させる

…　「四所明神」は、住吉大社か。また、どの場所か

cf.　住吉遷宮の能は、祭礼として奉納された

cf.　『高砂』でも住吉が、“住み良し”として謡われる

cf.　『日本の名著　世阿弥』にこの曲の注釈あり。

＊上冊は備忘的に列挙、下冊は詳細に引用、説明。このバランスの崩れには意図があるのか
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年9月11日（水）

講読範囲　：　書簡　（『世阿弥能楽論集』　p.391～p.395）

●　葛（の）袴

：　歌の神・住吉明神より、伊勢物語の注釈「知顕集」を伝授される 

：　『五音』にて、散逸曲「住吉の遷宮の能」の一部を引用したもの

cf.　『申楽談儀』にも「住吉の遷宮の能」の言及あり

←　田口論文では、「住吉遷宮の能」が「葛（の）袴」そのものとも考えられる
○住吉大社　小出氏の返信より

：　「津守の浦に帰りけり」に類句あり

…　「はや住之江に着きにけり」（高砂）

…　「津守の浦に着きにけり」（岩舟）

：　「九月十三日」は歌人との縁が深い日である

…　住吉の宝之市・相撲会の神事

…　宇治中納言藤原朝政が熊野詣にて在原業平と出会う（『墨江紀略』）

…　藤原定家が住吉社参籠、住吉明神より託宣を得る（『正徹物語』ほか）

…　金春禅竹が住吉社参籠、神託を得て「御影」なるものを披く
○　田口論文

：　『「葛の袴（住吉の遷宮の能）」難句考　　付　「但眼」は「素眼」であること』

…　田口和夫、「藝能史研究」第67号

：　「但眼」の意に諸説あり。

…　「最も肝要な眼曲」（能勢）

…　「眼目の部分だけを作曲・作詞した」（小西）

…　「歌人・能筆・連歌師の素眼」（田口）

：　難句「せいしつのゆうゆうたるをあけては、きちべうにはれて、てうき(※)の

かんかんたるをくだきて、うんてんはんにをさまる」

※　小西本は「うい」。「テウキ」を「ウヰ」と読んだか。また小西本は「意味不明」とする

…　知顕集になし。『文選』月賦（謝希逸）に類似部分があり、この組み合わせか

…　「清質の悠悠たるを升げては、気地表に霽れ、澄輝の藹藹たるを降して、雲天半に斂まる」

→　「かんかん」を「藹藹」と当てる例はない。誤字か

→　「くだきて」は「くだちて」「くだして」の誤字か

→　「てんはん」は「天末（てんばつ）」を禁忌とし、意図的に読み替えたものか

：　難句「くわうきやうとまかぶらたかに、しゆるにしてみにくく」

…　「高眶と〔まかぶら〕高に、醜陋にして〔みにくく〕」

→　「しゆる」は「初瀬詣」（『未刊謡曲集』）・「新猿楽記」の用例より、「醜陋」であるか

→　「くわうきやう」は『三教指帰』の文選よみ・『温故知新書』より、「高眶」であるか

●　書簡

：金春禅竹宛の三通のうち、現存するのは二通

○　第一の書簡　「一　禅竹宛返報」

：　応永末年ごろのものか

：　京都の木屋町より出されたか

：　禅竹が伝授を依頼したことへの返答

：　禅竹の芸の成長をほめながらも、二曲三体のマスターを要望している

→　承諾はするが、実地にテストしたうえで確言する、と。

cf.「芸風の性位も正しく、道を守るべき人なれども、いまだ向上の大祖とは見えず」（却来花）

　

…　「印可」「得法以後の参学」のように、禅宗思想が参照されている

cf.　流罪の世阿弥に対し、一休宗純（臨済宗）が尽力

…　「得法以後の参学」は、九位の習熟順（上三花から下三位）にも通じる

cf.　十牛図、特に八図「人牛倶忘」以降。

cf.　『風姿花伝』の“極める”修行観とは異なっている

…　後年の「印可」に対し、前期の世阿弥は「貴人の鑑賞」を意識していた

→　『花伝』「別紙口伝」にある一子相伝は、「印可」に通じるか

＊「終始の参学」…最初から最後まで学修に努めること

＊「得法以後の参学」…悟りを開いた後の学修。禅宗では重視される

→　常に学び続けていく姿勢

…　後年ゆえに世阿弥の衰えがみえるか

→　思想、方向性は深み・屈折（修行）へと進んでいるのでは
…　中期以降は、禅的・面白くなさ・芸能者たる色気の衰えなどが目立つ

→　“終わりなきリメイク”もまた、道の極め方。

○　第二の書簡　「二　佐渡より禅竹宛返報」

：　第一の書簡より約6年後のものか

：　佐渡より出されたか

：　当時、禅竹に妻の寿椿の世話、経済的援助をしてもらっていた

：　佐渡の人たちに志を示したため、実際はほとんど残らなかった

：　禅竹に鬼の能を尋ねられる

→　知るのは砕動風のみ（力動風は他流）。老練の研鑽のうえで演ずること

…　禅竹の才気走った様子、到達していると強く思っている様子も想像できる

…　禅竹には理屈っぼさがある

cf.　 SHAZNAのボーカル、IZAM
…　世阿弥は、継承者が元雅ではないことにわだかまりを感じていた？

●　風姿花伝

… 能は、和歌と語り物と舞で構成されている

cf.　『源氏物語』を「歌」とみること

cf.　平家物語は和歌と漢詩

cf.　和歌即陀羅尼　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年10月16日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　年来稽古条々　（岩波文庫　p.12～p.16）

●　七歳

・「自然とし出だすことに、得たる風体あるべし」

…　家族親類が能役者であるなど、幼少より能楽に親しむ環境にあることが前提（西平直）

cf.　兄弟で、自由奔放に能ごっこ。洗濯カゴを用いて『道成寺』など。観世寿夫氏など

父は厳しかった。優しい祖父に手ほどきを受ける。梅若玄祥六郎氏など。

・「脇の申楽には立つべからず」

：　脇能、初番目物。「高砂」「老松」など。

←　子供は老人と同じく、宗教的に近い存在なのでは？

…　子役は二番目物（修羅物）や三番目物（鬘能）に出演。

→　『五音曲』の恋慕、哀傷にあたるか（「隅田川」「花筐」「鞍馬天狗」など）
cf.　絶対音感は10歳までに習得させる必要がある、と

cf. シュタイナー教育

：　早期のワザ教育を行わない

：　心を知・情・意の3つに分けてとらえる

…　オイリュトミーより前の段階で、“調和ある身体の動き”や意欲を重視。

→　本人の意欲・推進力となる

←　成功例あり。しかし、18歳を超えてシュタイナー教育に反発する人々もいた
●　十二、三歳

「この花は、誠の花には非ず。ただ、時分の花なり」

：　大人を上回るような幽玄さ。

…　世阿弥が義満に見出された時期と重なる

●十七、八歳

「過ぎし比の、声も盛りに、花やかに、やすかりし時分の移りに、手立てはたと変わりぬれば」

「一期の堺ここなりと、生涯にかけて能を捨てぬより外は、稽古あるべからず」

：　声や体つきの成長が壁に。覚悟の有無が一生を分ける。

…　曲が難しくなり、悪い癖のままでは立ち行かなくなる

→　新しい形の工夫。謡本を見てフシを会得しようとする

→　子役以外の役を務めはじめる。初面を掛ける。覚えることが多くなる。

→　兄など年長者の曲をよりよく覚えたい、という気持ちで臨む

「調子は声によるといえども、黄鐘・盤渉をもて用うべし」

：　平調というプロトタイプではなく、黄鐘（おうしき）、盤渉（ばんしき）という“極”をやらせる

cf. 盤渉調は五行の水にあたり、家の新築に奏するとも。葬儀に用いられるとも。

参考）『日本音楽の歴史』（吉川英史　1965創元社）
≪スランプについて≫

・イップス　：　精神的な原因などで動作に支障をきたし、思い通りのプレーができなくなる運動障害
…　決まった行動が目的化するからか

→　フライング、弓道の早気

・　「無心」というより、極度の緊張で時間感覚・伸縮感が狂うのでは

→　作曲でのスランプ

・　頭では作曲できても心ではできない

・　『恋におちたシェイクスピア』を観て、「こんなちっちゃなことだった」と客観視できるように

→　『ピアニストの能を科学する』（古谷晋一　2012　春秋社）

・　乗馬、水泳など全く関係ないことをするよう勧められる

・　本番前日は楽譜を見てもいけない

→　為末大vs.下條信輔　対談セミナー「心を奪われること：遊び、夢中、ゾーン」（2013/10/12）
・　アスリートに大事なのは、どこまで自分を捨てられるか

・　スランプ時、付けた鈴の音に集中して記録を取らず。他のことを考えないようにした

…　「無心」になること。マインドセットを離れるための“ボディセット”。

・　子供のころ、100点を褒められるような“部分肯定”ではなく、無条件の肯定体験が重要

…能力・集中力が上がり、「ゾーン」に入りやすくなる

…「自然とし出だすこと」（七歳）との関連

…上原ひろみ（ジャズピアニスト）は自らの特徴を教師に見出され、伸ばせたのでは

→　バク転

・　試合で勝つことが目的ではなかった

・　自分で面白がって、一人でやることができるかどうかが大事

…　「自分を捨てる」「自分一人でやれる」「（神仏などの）力を信じる」には、宗教・哲学が必要！

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年11月13日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　風姿花伝第二　物學條々　（岩波文庫　p.23～p.27）

●物まね（劇的演技）、芸の品格について

：　大衆芸とは違い、貴人（目利き・教養人）が中心・スポンサーである。

×　道化師　…　相手を戯画化caricaturizeし、批判的に表現するため

cf.　狂言は風刺的。大名の威張る様などを演出。庶民の芸能ゆえか

○　国王・大臣など、上層民をリアルに表すのは良し。

cf. 天皇・貴人の純粋さ・神聖さを象徴し、子方が役を演じることもある。

×　田夫・野人など、下層民のリアリティを貴人に見せるのは失礼

…　農民が主題を占める田楽に、同族嫌悪を抱いていたためか
○　木樵・草刈・炭焼・鹽汲など、“風情になりうる”者を表すのは良し。

…　しばしば前シテで演じられる

→　前シテの一覧、その現れ方・位相、後シテとの関係性について調べてみては

cf.　役柄の選択；　能は高級志向、歌舞伎は大衆志向とも取れる
…　特に、風情を構成する要素として扱われている

…　イメージが老人に結びつきやすい　（cf.三光尉）

…　雅さ、風情を克明に表現したようだが、今ではリアルかどうかも分からない。

…　詩歌・作品の素材にされたため、「風情あり」としたのか

…　柳田國男(民俗学)、柳宗悦（民藝）が好んで取り上げそうな話題

…　修験者・サンカ（・少数民・被差別民・マイノリティ）と同系統。

→　農民（一般・マジョリティ）と同列に扱われない、埋没しない

→　特殊技能/非日常/非俗/アウトサイダー/きわ/野性/自然人/自然美　などの特性がある

→　美的、詩的、そして「宗教的」な側面に、風情（ドラマツルギー）を見出したか

→　もっとも、ヒエラルキー内に属していたからこそ、題材になりえた

→　貴人との親和性は、これら特性の共通から見出されたか

＜女＞

・　演者が男性ゆえに女役は難しく、あえて記したものか

・　女性は、演技者主体としては登場しなくなる

…　白拍子のように、芸人かつ遊女として見られることが理由か
←　雅楽の「萬歳楽」・伎女舞では、女性が演者として務めていた

＊萬歳楽は、同名の祭りが山陰地方(柿木村、吉賀町)などで行われている
＊伎女舞には「春庭楽」「柳花苑」「桃李花」などの曲あり　(cf.　『楽家録』『教訓抄』)

・　衣装、着様、身の持ちようを詳しく指示

→　リアリティを持たせることを重視

cf.　巫女舞；　関西（日吉大社）では手を見せず、関東（赤坂日枝神社）では手を見せる

cf.　片山幽雪氏、梅若六郎玄祥氏がうまかった

・　木樵・草刈・炭焼・鹽汲などと構造的な類似があるか

・　女物狂は怨念、負の感情を表現　

→　女役はファンタジーを作りやすい、イメージを仮託させやすい

→　能のテーマは鎮魂、負の感情の昇華にもある

cf.　『蝉丸』の逆髪。放浪の旅に出て、出会った弟蝉丸と無常を説く

＊私記：　「旅」の意味。分裂者の旅（『アンチ・オイディプス』上, p164など）

→　リアリティに肉薄はするが、演じる女役は (非俗・彼岸から) 象徴として回帰したものでは

＜老人＞

・無上の奥義；　「花」を何度も使用

・女性よりも老人に聖性をみとめている（本章の構成・『翁』の別格から）

　…　老人は、性を超えた面「仙人性」をもつ
・「老木に花の咲かんが如し」

…　枯れた美しさを指したか

…　老体に純粋な心がある（“ないものねだり”）を指したか

→　昇華、対立物の結合・エナンチオドロミア(ユング)など心理学的な複数の観点あり

→　「男の中の女性性」のようなものか

…　字面にこだわると分からなくなってしまう

→　「色即是空」、“合理に対する不実”、“分けてあとで一緒にする”

→　分析的思考風土では特に、順を追って説明しなければ理解されない
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年11月20日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　風姿花伝第二　物學條々　（岩波文庫　p.28）

●直面（ひためん）
・　顔の演技をするのではなく、振舞・風情を似せるべき。

…　能はリアリズムではない

…　女面のはっきりしない表情

→　面の角度で、観客は表情の変化を読み込むことに
cf.　歌舞伎；　顔の演技（化粧・表情）、外連味に重点を置く。バロック的。

cf.　現代演劇；　顔の演技が重要視されている

→　「表情論」の展開が望まれる
・　『翁』は直面で登場し、舞台上で面を着け外しする。

…　通常は鏡の間で着け外しを行う。

…　神がかり・変身を表現する。面を着けて、その存在に「なる」。

→　変身の過程そのものが、神事扱いとされている
cf.　『翁』で白式尉、『三番叟』は黒式尉を着ける

cf.　チベットのチャム

→　精通前の少年が、直面で一生に一度のみ演ずる。緊張からか無表情。

＊参考）　H24/6/13、H24/6/27
・　神々の表情

…　仏像の表情；　つかみどころがありそうでない、アルカイック

…　菅原道真の表情；　左遷の途上では、憤怒像が多い。天満宮では穏やか

＊ 多治比文子（たじひのあやこ）が託宣を受け、文子天満宮を造営。

＊　939年、道真の霊が平将門に新皇即位をけしかける

cf.　『菅原伝授手習鑑』（すがわらでんじゅてならいかがみ）；　人形浄瑠璃（文楽）、歌舞伎

→　歌舞伎では四段目切を『寺子屋』として特に上演。

→　能は『老松』で菩提寺が出るのみ。道真本人を題に採らない理由があった？

○　日本的造形は無表情、抽象主義か

例)　埴輪；　「個」が出ないよう、抽象的にしたのか。

←　田楽、曲舞、観阿弥まではアクロバティックな演技が多い
・　『抽象と感情移入』（ウィルヘルム・ヴォリンガー）

＊参考）　H23/5/18、H25/4/17
…　抽象表現は、厳しさに対抗して発生；　フランス、バロック、精神性
…　写実表現は、美しさを受容して発生；　ドイツ、古典

←　慶派；　厳しい時代に写実的作品を作っている

←　茶道；　厳しい時代に抽象性を表現している

←　抽象/写実の基準など、文化背景によって変化するのでは？

＊　能面のように微細な表現は、「抽象的」とも「写実的」とも解釈されうる

cf.　知人の能面師が「能面は無表情だとは、とても思えなかった」と。

cf.　修羅能の面；　非常に微細で、絶妙な“抽象化”。

←　抽象化の度合いにも注目すべきか

＊　際限ない「内面」へ向かう表現にも注目を。

cf.　アフリカの仮面

cf.　女面；　一つの面で様々な舞台演出に通用する

→　演者は、男性の中の女性性を表現することになるのか

・　春日大社　若宮おん祭の細男(せいのお)

＊参考）　H24/6/27、H25/7/10
…　リズムのなさ、読み取れなさ、意味の排除、魔術的なものの源泉

→　「神楽」から「申楽」への継承的転換。その中継ぎとしての「細男」

cf.　「大和の国の祭礼と申楽と細男の舞い」（『観世』2010年7月号）

…　亡霊兵の慰め、心中祈念の呪文とも

…　神を表すため、表面の意味性を排除したのでは

cf.　『中空構造日本の深層』(河合隼雄)、『共同－体（コルプス）』(ジャン・リュック・ナンシー)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年12月11日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　風姿花伝第二　物學條々　（岩波文庫　p.29-33）

●物狂
：　面白さの限りを尽くした藝能

…　能の魅力が集約condensedしたもの

…　あらゆる方面で応用がきく

：　四番目物

…　幽玄（三番目物）と異類（五番目物）の間にあることに注意

＜内容＞
：　『班女』『隅田川』『花筐』『三井寺』『百萬』（女性の物狂）など

…　すべてが狂っているわけではなく、周りから見れば、ということ

cf.　「心が乱れた状態」「感情の振れ幅が普通の人よりも烈しい状態」など

cf.　シャーマンは、物狂（巫病）をコントロールできるようになって自立。

…　複式夢幻能＝過去形ではなく、現在能＝現在進行形

：　直面の物狂

…　能を極めてからでないと演じられない

…　男性の物狂　（『高野物狂』『丹後物狂』）のみ

＜演じ方＞

・　神、仏、生霊、死霊：　そのありようを学べば演じられる

・　家族との離別：　物思う気色を本意にすべき

…　予測のできない、内から外に出るような演技

cf.　「いかにも」ではなく、「見え隠れ」して次第に現れる狂気はこわい

cf.　曽我蕭白、三国連太郎　など

・　パターン化した側面

…　若い女性は、唐織の肩（片）脱ぎ・狂い笹／中年は、水衣（無色）／旅姿には、笠

・　ファンタジーの担保

…　観客をファンタジーにとどめる仕掛けとしての「花」

＜作者＞

・　世阿弥は中島みゆきに、元雅は山崎ハコに譬えられる

…　元雅の曲は、救いがない。時代的に宮中でも取り上げられなくなっていった

●悲劇について

＜日本と西洋＞

＊日本

・　「古事記」に多くの悲劇がある

　→　イザナギ・イザナミ、ニニギ・コノハナサクヤヒメ、ヤマサチ・トヨタマヒメ、国譲り　など

・　「平家物語」は、能で多く題材に採っている

・　「悪人正機説」はハッピーエンドから生まれた思想ではない

・　40～50年代に二本立て（真昼の喜劇、雨夜の悲劇）が流行

・　高畑勲はペシミスティック。宮崎駿はオプティミスティックか。両者ニヒリスティックだが。

＊西洋

・　「フランダースの犬」は外国でハッピーエンドに翻案

・　シェイクスピアは喜劇と悲劇を同数ずつ作ったとも

・　「オイディプス王」では、不条理とカタルシスが注目される

＜悲劇とは＞

・ 西岡文彦（版画家）は、悲劇が「救い」になるとも

cf. 「むしろ気づかぬふりをして生きていくしかないような思いが無数に存在するのである。　そうした思いを抱えた人が、わずかに自身に許すことができるものがあるとすれば、それはおそらく、他者の痛みや苦しみに涙することをおいてはないであろう。であるからこそ、演劇や文芸の歴史は悲劇から始まっているのであろう」(『恋愛美術館』, p259)

・　人間が作る「物語」の伝承

…　「ギルガメシュ」では、運命の糸車・“人間の条件”を悲劇の題材としている

…　神の存在でバランスを取る必要があった

・　悲劇は途中で見やめると気持ちの悪さが残る。しかし、辛くて最後まで見られない

・　悲劇はエピソード、文脈、状況を含めてこそ成立するのでは。

…　当初は言葉が出てこないところから始まる

…　悲劇は、語り直さなければ意味がないのではないか

＜笑い＞

・　笑いは繰り返すと陳腐になる

・　茂山千作など、キャラ(演者)が重要な位置を占める
…　“ものごとの転換”をになう

…　「道化」も笑いの要素

cf.　道化師には涙のマークあり。恐怖の対象にも

…　物狂でもキャラの際立ちは重要。

●法師

：　高僧は威儀を基本とし、一般の僧は煩悩を振り払うように

…　ニュートラルな、あっさりとした存在

…　（牛乳ラーメンのような）まれもの

●修羅

：　面白いところが少ない

：　有名な人物を、花やかに演じるのがよい

：　鬼の振舞いになりやすく、曲舞などを入れるもよい

：　主にハッピーエンド
平氏　…　負け修羅、白面、上品な衣装、右折れ烏帽子

源氏　…　勝ち修羅、黒面、粗野な衣装、左折れ烏帽子

→　鎮魂と安泰を祈願している

cf.　六道に「修羅」あり。チベットでは「非天」と表現
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成25年12月18日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　風姿花伝第二　物學條々　（岩波文庫　p.34-38）

●神

：　神と鬼は表裏一体、鬼のグループに入る

→　善vs悪、神vs悪魔のような二元論ではない
cf.　変転するスサノオ、アラミタマ・ニギミタマ

…　目に見えない、霊的存在

…　よい、高貴、気高さ、気品、幽玄、優しさ

→　元旦らしさ。すがすがしさ、ピリッとしている

…　当時、発祥の地にあった頃は神舞の曲が多数あったはず。現在は少ない

・　老人　：　〈真ノ神舞〉。白・茶の服装

・　若者　：　『高砂』『養老』か。紺・萌黄（もよぎ、もえぎ）の服装

＊　神舞『高砂』『養老』『弓八幡（ゆみやわた）』『志賀』『御裳濯（みもすそ）』のうち、

『高砂』『弓八幡』を〈真ノ神舞〉と称して別格とする流派あり（大辞林）

●鬼

：　『鵜飼』後シテの小癋見（こべしみ）、『舎利』後シテの顰（しかみ）など

…　観世宗家では赤鬼（しゃっき）、黒鬼（こっき）の面を最上に据える

＊　修正会（しゅしょうえ）、修二会（しゅにえ）での追儺がルーツ

…　威力ある霊的存在、モノ　←→　物狂は生きた者
…　似せれば本当に恐ろしく、エンターテインメントにならない

→　両立できるのが最も優れた者。「巌に花が咲いたかのよう」。

…　戦乱期にはきわめてリアリティがあり、好まれたのでは

≪鬼門≫　：　北東、丑寅の方角

…　能舞台では地謡が北東を占める。扇を結界とし、声を上げる

cf.　東（ワキ）、南（隅柱・目付柱）、西(橋掛)、北（笛）

…　台風が通る道筋

…　後天定盤で、北東は隣とバッティング(相剋)してしまう
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…　夏至は、北東から日昇。新しい時間が始まる

…　桃太郎伝説には、猿・鳥・犬（西方）より鬼（北東）を封じる意がある

cf.　奇門遁甲、五行思想が日本に流入した時期、背景は？

…　「申楽」の字には、“魔を祓い、福をもたらす”ことが本意にあるか

→　世阿弥は方角を気にしていたか
cf.　「神楽から示をとったのが申楽」（風姿花伝）
…　『東北（とうぼく）』(旧名：軒端梅)に、鬼門を守る梅あり

…「ネガティブなものを浮かび上がらせ、懇ろに鎮める」行いは、精神分析的

→　対立的というより、相補的な関係があるのでは

→　鬼・竜宮・冥土など辺縁との“つきあい”を方法論化しているか

→　易学はキャディ役として、数点の“保険”を掛けて示す

・「方違え」

：　陰陽道で、外出時に、天一神(なかがみ)・金神(こんじん)などのいる方角を凶として避け、
前夜、他の方角で一泊してから目的地に行くこと
…　“違う解決方法・思考法を見出す”という、日本独特のものか

cf.　アマテラスがスサノオの蛮行をゆるそうとする態度

cf.　民衆は、祟り神を救う力として“活用”したかった（上田正昭）

●唐事

：　通常とはちがう異国の風情

：　『天鼓』『邯鄲』『鶴亀』での楽（がく）、『楊貴妃』

＊　楽（がく）…「舞楽を学んだ舞」「唐土にゆかりのある役柄や舞楽に関係する能で舞うことが多い」

…　とくに中国様式が特徴的か

→　加賀乙彦は、仮面劇に朝鮮文化の影響を指摘

cf.　宇佐神宮、比売許曽神社（ひめこそじんじゃ）など、神道はなべて東アジア的

cf.　天河神社の弁財天は、土着神に仏教的表象を与えたものか

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年1月8日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　風姿花伝第三　問答條々　（岩波文庫　p.39-）

●陰陽、座敷を見ること

：貴人の御前での振る舞いが成否を決める

：夜の能の行い方

：質疑応答形式

…　これまでが概論・教科書なら、本編は実践編

…　実践者を想定しているからか、抽象度が高い

→　貴人とは、その社会的地位・スポンサー・教養人以上の存在では

cf.　天皇などは、精神的根幹を担う存在か

…　これ抜きには成立しないが、物足りない。意外性、めずらしさがほしい

cf.　陰に陰を、陽に陽を重ねることは快感ともなりうる

…　まずはポイントを基本理念・正攻法のみにしぼったか

　→　「戦場を知っておく」という意味合いの内容

　→　応用などは口伝に別添したか

…　貴人が2人以上いた場合はいかに対応するか

cf.　見識に差がある場合、など。

→　聞き手の「核」、聞き手と演者の相互作用で成立する「堺」をみきわめる

＊　ライブで、後輩がトリを務めること

：　先輩が曲少なめに、しっとりと「しぼって」いく。後輩は、力強く演奏を披露する

…　後輩を立てて、空気を読んだか

…　陰陽のバランスを取ったとも言える

→　引きすぎても、出しゃばりすぎてもいけない

→　一人が生きるか、みなを活かすかを判断

cf. シテ/ワキ、狂言/能、パフォーマー/プロデューサーなどにも対応

●序破急

：　序は祝言(“ご当地ソング”)、破は修羅物・女物(「得たる風体」)、破は狂女・鬼(「手数」)

：　陰陽との関連に留意

「得たる風体」：得意な演目

…　芸格・芸風をあらわす

…　得意な演目を増やすのも大事

…　認めざるを得ない実力があらわれる

cf.　沢尻エリカ、堀北真希(『篤姫』の和宮役など)、宮沢りえ

→　凄み。暗いものを表現できる演技力。潔さ

cf.　マリア・カラス（『マリア・カラスの真実』(2007)など）

→　ジュリアード音楽院での神がかる歌い方。

→　10分のパフォーマンスに3ヶ月の準備

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
世阿弥研究会　　平成26年1月22日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　風姿花伝第三　問答條々　（岩波文庫　p.44-45）

●申楽の勝負について

：　敵方とは違う演目で、やり方を変えて行う

…　陰陽の組み合わせに通じるか

…　出鼻をくじく。相手の出方に切り返す

cf.　巌流島の戦い

cf.　小兵の搦め手

…　風情がすぐれていても、同じ手ならば飽きられる。物足りなくなる

→　本歌取りでは効果が薄いか

→　その時々で、臨機応変に対応する必要がある

cf.　実演時に電子ピアノを避けて、急遽ギターを用いた

：　通じた楽器・演目のバリエーションを多く持つこと

：　作品を自作すること

…　歌道を少しは学んでおく

…　もし失敗しても、自作ならば別バージョンとして対応できる

：　能の実演にも上・中・下の区別がある

…　上；演技よく、内容も正しく、珍しさ・面白さがあり、幽玄な能

…　中；演技はそれほどでもないが、内容は不可もなく正しい能

…　下；演技はあやしいが、内容のまずさをなんとか改善した能

→　内容（本説）が重視されている

→　興行主としての死活問題に基づいた、きれいごと抜きの話なのでは

・　観客は、真っ向勝負に面白味を求めることもある

…　正攻法で勝てばいいけど、負ければダメージは大きい
○　信念を強めるほど不安（ダメージ）が強まる。“自分は初めから間違っていたのでは？”

これに対して、搦め手・戦略は、相手・外へと向かう実践。方法論。
→　相手ばかり考えていると、自分が何をやっているのか分からなくなる

→　（興行主ではなく）修行者としてならば、正攻法もありか

→　空中から一気に攻め込むような、パラシュート作戦も方法のひとつ

→　案ずるより産むが易し。成長するには馬鹿正直であること。

→　未来を“兆候”と受けとる、統合失調症の体験が対照的。（参照：木村敏、中井久夫など）

＊「もっとも遠くもっとも杳かな兆候をもっとも強烈に感じ、
あたかもその事態が現前するごとく恐怖し憧憬する」(『分裂病と人類』, 1982,中井)
○　学問にどう関わっていくか

→　使命感、根源的な志向性の確認。本説

→　その都度、最大のアウトプット。戦略

→　見合った内実
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
世阿弥研究会　　平成26年2月12日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　風姿花伝第三　問答條々　（岩波文庫　p.46-47）

●　若いシテが年長者に勝ること

・　若いシテ　：　時分の花・珍しき花がある

・　年長のシテ　：　昔の名望にたよって、花が失せたのも気づかない

　cf.　義満の寵愛を受けた若い時分・父観阿弥の花ある演技

＜時分の花＞

・　バッハ以前、不協和音を多用していた前衛的な作曲者

…　19歳で早世。聖トーマス教会（ライプツィヒ）保管。先行研究少。

→　これら膨大な歴史的蓄積の上に、バッハの誕生がある

＜花の公案＞

「人の目に見ゆるる公案」
「公案を極めたらん上手は、たとへ、能は下がるとも、花は残るべし」

…　禅宗の語を援用。「工夫」の意。老いても演技の工夫を怠らぬこと。

→　花は年齢によって様々であること

→　鋭さ、回転、ひらめきの維持

→　膨大な蓄積の末のブレイクスルーもありうる

…　若い時に、時分の花がつど咲いていなければ、誠の花はないのでは。

→　時分の花・誠の花は（対立的でなく）包括的関係にある

→　（咲いた所に、また花咲くような）植物モデル

→　“目に見える部分”もきちんと評価する必要がある

…　自らを人の目にさらすことで、「神格化」を避けることができる。

→　「神格化」―ファントム―アウラ―“身に纏ったもの”　を、いかに捨てて行けるか

→　“等身大の駆け引き”。
・　美学・宗教学の場合

cf.　高階秀爾（美術評論家）

…　美術評論を一般に広めた。30～40代の精力的な活動

…　今でこそ“軽い”が、中核にかならず新しい知見を1つ盛り込む。枯れていない。

cf.　高橋巌（美学者）

…　アカデミズムを退き、探求の道へ。ラディカル。

cf.　山折哲雄（宗教学者）

…　講演では練達の風情ながら、戦略的に色気・花を取り入れている

・　文化人類学の場合

…　年齢を言い訳にせず、フィールドにこだわり続けること

…　フィールドワークへ行けなくとも、かつてのデータを今の知性で再解釈する

cf.　川田順造

…　声が若い。自らを育て続けていく探求者。

cf.　山口昌男

…　時分の花か。のちに公案が弱くなったようにも

cf.　梅棹忠夫

…　『夜はまだあけぬか』で失明体験を克明に記述。

…　権威に身体的ハンディが加わり、“神格化”した点があるのでは

・　ダンサーの場合

…　80歳を超え盲目ながら、17歳のジゼルを踊るバレエダンサーの“かわいらしさ”。

cf.　森下洋子、マヤ・プリセツカヤ

cf.　金梅子（キムメジャ）

…　誠の花。珍しさあり。

…　技のキレは弟子に後れるが、舞台に出て・立てば“空間を変える”。

・　文楽の場合

…　語りの質は下がるが、ここという時にズンとくる声

…　権威の彷彿でも、若さの保持でもない、花めいたもの。

＜引き際＞

・　「辞めるべき時に辞める」こと

…　動かないのに、さも動くかのように見せるべきでない

…　人物的評価と、舞台上の評価は別である

…　ダンサーならば振付師として活動もある

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年2月26日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　風姿花伝第三　問答條々　（岩波文庫　p.48-50）

●　上手が下手に学ぶこと

上手　：　名声や高い技術に頼っており、悪い点に自覚がない

下手　：　工夫もなく、良い点も悪い点に無自覚だが、かならず良い点がある

→　「上手は下手の手本、下手は上手の手本なりと工夫すべし」

→　「稽古は強かれ、諍識はなかれ」　（諍識；　慢心による争い心）

・　新しい趣味（ジャンル）に入ること

…　下っ端になる経験。人によって「ダメ」の意味が違う。

…　“一般の感覚”が身につく。

cf.　学びについて（内田樹『先生はえらい』　ｐ155-156）

・　教える側でも工夫を忘れないこと

…　「上手だにも上慢あらば、能は下るべし」（ｐ50）

…　下手の動きをあざ笑ってしまう、という慢心

…　ずっと関心・工夫の心を持ちつづける必要

cf.　転居の光景を楽しむようす（金島書、『世阿弥能楽論集』　p.382-390）
・　下手なりの工夫

…　上手の「勘」がよすぎて、かえってイレギュラーに合わせられない

…　下手なりの「工夫」で、かえって流れが途切れなかった

cf. 声の良さ。時分の花、誠の花について（年来稽古條々 ｐ12-16)
・　外的な評価に安住し、芸が下がること

…　貴人との関係・ギャラ・名声は、芸とは無関係。

…　一回一回の舞台にハダカで立っているという自覚の必要

・　外的な要因で失敗に至ること

…　内的には出来上がっていたのに、外因でまったく伝わらなかった

…　「神事」として臨むため、仕切り直しは許されなかった

…　どんな悪い環境でも最適解を作る、とはどういうことか。

cf.　浅田真央の演技。“外圧”によって発揮できなかったのでは

→　メダルの期待を超え、最高の演技の場を無意識に作ったとも。

→　最悪の状態で最高の結果を得る、ためのマインド作りが必要では

→　慢心はなかったが、「安心」もなかった
→　体と心の、外への「開かれ」が重要か

・　下手に芸を学ぶこと

…　上手と下手の区別はあまりない

…　下手の中にきらりと光るものを見つけること

…　自分にも起こりうる、というリアリティを持つこと

…　開かれ。眼差す心。見届ける力。感謝の心　。←→　上慢。慢心。下手の心。

cf.　常不軽菩薩のいう、“どんな人の中にも仏性あり”

cf.　方法ではなく、態度・姿勢の水準か

・　慢心と誇り

…　自恃、誇りとは“芯”になるもの。なければ先へ進めなくなる

cf.　為末大氏のいう、“子どもの、走ること自体を楽しむ体験”。『諦める力』。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年3月19日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　風姿花伝第三　問答條々　（岩波文庫　p.51-55）

●位　：　幽玄（優美さ）。

…　生得的なもの　

cf.　観世清和氏、片山九郎右衛門氏の子息

○長（たけ）　：　品格。品位。

…　生得的なもの。にじみ出てくるもの。

…　優美さの伴わない場合もある

○かさ　：　幅や奥行きの広さ。エネルギー。ものものしく、勢いのある形。

…　懸命に努力して身に付けるものか

・　「位は、稽古で意識して上がるものではない」

　…　位そのものを求めずに、「音曲・舞・働き・物まね」などを修練すること。

cf.　セレンディピティ　（2012/3/16の内容より）
cf.　「〈恩寵〉とは、ジョン・エルスターが「本質的に副産物である諸状態」と呼ぶものの一例なのである」

　　（『否定的なもののもとへの滞留』　p319,　スラヴォイ・ジジェク）

・　「修練を積み、垢が落ちれば、位は自然と身につく」

…　生得的であることと矛盾していないか？

…　境地にしたがって自得されるものか。仏教的。悟りのよう。

…　「垢」は生得的というより、後天的に、徐々に付いていくものか

cf.　“業”は生得的なもの。そして自覚すべきもの

cf.　『遊行柳』には、技術以上のものが必要か

＊　平成26年3月19日、金戒光明寺にて『「遊行柳」初演五百年記念奉納』あり

＊　夏から冬までを省略し、“春の心”で舞うほうが情趣ある

●文字（詞章）をいかに演ずるか

：　身体・手・足の順に重視して使うこと

：　演じ方を極めれば、音曲と働きは一心のものと感じられる

：　見るほどに見劣りのしないシテは「強い」と、見るほどに花のあるシテは「幽玄」と呼ばれる

cf.　ビートルズでの対比。「強い」ジョンと「幽玄」のポール

・　謡曲の「文句」に心を向ける
…　動作を言葉で伝えるのはむずかしい

→　日常的な表現とは異なる、象徴的な意味を持っているからでは。

cf.　ワザ言語　（参考：　H23/12/21。もみ・ねりについて）

cf.　サミュエル・ベケットの演劇における、詳細なト書き

→　理解するための手がかりとして、言葉が必要なこともある

→　抽象表現は、感じることを鍛えてやっと理解できる

cf.　『音楽の聴き方』（2009,岡田暁生）
　
…　文字は、文化的な背景も含意している

→　例えばネイティヴと非ネイティヴでは、歌詞の聞き方が違う

→　紋切型の表現（演歌など）が情趣・エモーションをかき立てる場合もある

cf.　バッハは、当時の流行歌を多く引用していた　

＊　柿沼敏江氏『ヒルデガルトの音楽と言葉∼声を発し、記す身体∼』；　2013/5/14）

・　音曲と働きの一致、堪能

…　ボーカル（音曲）とパフォーマンス（働き）の一致
cf.　ミック・ジャガー、デヴィッド・ボウイ、マイケル・ジャクソン
…　非言語的な魅力

cf.　“何度もやっているのに面白い”横山たかし・ひろしの漫才

cf.　伊藤俊治氏の、“話す内容よりも、酔わせる雰囲気”

cf.　山折哲雄氏の“山折節”

…　面白さは、臨機応変に作られる

cf.　小倉碑文（宮本武蔵の顕彰碑）

→　「天仰實相圓満兵法逝去不絶」、本質の見極め

→　「臨機応変者良将の達道也…」、事象への即応

cf.　五輪書（宮本武蔵の兵法書）

→　火のような本質、水のような現象

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年3月26日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　風姿花伝第三　問答條々　（岩波文庫　p.56-57）

●　萎〔撓〕れたる

：　しっとりしている。花が萎れたような美しさ、憂い。しっとり濡れている。

：　花がなければ「湿りたる」になる

：　「シオリ」。　泣いていることを表す所作。目を覆うように袖を上に上げる。
cf.　観世寿夫氏の『井筒』、山口百恵の『いい日旅立ち』
…　植物のような印象がある

…　俗っ気が欠けている。

　→　「垢が落ちる」ことにもつながるか
…　満ちていない三日月を称えるような、“否定の美学”

→　見えない新月のような、本質・霊性的な自己のあらわれともいえるか

・　「萎れたる」は絶対的な美の価値か、それとも貴人に合わせたものか

…　芸術家と興行主、世阿弥は二つの姿をもっていた

　→　「萎れたる」は芸術家として求めたものか

…　本質と現象の対比にもみえる

　→　本質と現象は対立するわけではない

・　修道士のソロ（那須トラピスト修道院）

…　力みや作為、テクニックや訓練の跡（「かさ」）をどこにも感じさせない、練磨

…　“生きる、祈る、歌う”。修道生活のなかで技巧を超えていく

→　ある瞬間、テクネー（現象）がイデア（本質）を凌駕し、イデアそのものになるのか
→　花や「かさ」も、「垢」のひとつか

・　KOW vs TONY タイMAN歌合わせ 第9戦
…　『永訣の朝』。「しおれた」声を滑らかに出すことに傾注

…　『赤い靴』の挿入

…　歌の世界（本質）は良かったが、マイクの調子（現象）が良くなかった

→　作為（歌）と不作為（ハプニング）が調和しなかったためか

→　マイクを捨て、時空間に身をゆだねる/祈りをささげるべきだったか

●　歌と宗教

・　悲なくして、祈り/歌はない

…　「大悲」。衆生の苦しみを救う仏・菩薩の慈悲。宇宙の根幹。

…　「悲しみの共同体」（吉福）。人間が共通してもつ、傷や苦しみを癒しうる部分

＊　『宗教・霊性・意識の未来』(鎌田ら，1993　春秋社)

…　鎮魂としての能。負の感情を超えた、あわれみへ。

…　歌は内外に形を与える。こころの大きな転換のためには、歌が必要。

・　老荘思想の「たのしみ」

…　 “里のもの”、在る様態、自然を楽しむ

→　どこまでが自然なのか。自分にとっての自然とは何か

…　神楽の「天晴れ」（あっぱれ、あはれ）にも通ずる

→　「岩戸隠れ」のように、楽しさの根幹には悲しみがあるのでは

cf.　イザナギ・イザナミの出会い＝「むすひ」。楽しさ。生成力・潜勢力。
cf.　タカミムスヒ・カムムスヒの分極化。「悲」。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年4月2日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　風姿花伝第三　問答條々　（岩波文庫　p.58-60）

・　本文は家の教訓を残すためのもの

・　全9問答の総論的な部分

・　秦元清の署名あり

…　世阿弥自ら、秦氏の子孫と宣言し、位置づける

…　「元」「清」は観世家の子孫に継がれてゆく
●　花を知ること

：　肝要。無上の第一。根幹。究極。

：　疑いに満ちている。よく分からない。

：　咲くのも散るのも「心のまま」。

…　自らの意図のまま、そして自らの意図を超えたところで成就されるものか

：　「心地含諸種　普雨悉皆萌　頓悟花情已　菩提果自成」　（禅宗六祖、慧能の偈と）の引用

…　「頓悟」は最澄の天台本覚論・空海・道元とも通ずる

…　中国仏教は頓悟を、インド仏教は漸悟を中心においた

…　情勢不安な当時の禅宗の流行、一休宗純との交流も関わりあるか

…　花は頓悟か。頓悟はいかにしてなるのか

→　頓悟は、「種」を蒔き続けたうえで起きることなのでは

：　花を知るには、まず種を知ること。「花は心、種は態なるべし」

…　「種」は年来の稽古の条々、物まねの数々を極める心
…　「種をまく」ことから誠の花が育つ
cf.　浅田のソチFS。失敗がなければ、誠の花にはならないか

○　種と「残心」

…　残心がなければ、以降で崩れる。隙を突かれる
cf.　浅田のソチFS、冒頭3回転以降の “ピアニシモ”の途切れない残心。
…　謙虚さ、足りなさを常に身に沁みていること

→　周りの外圧・悪感情を原因と感じるのとは正反対。

→　感謝（の自覚）につながる。

cf.　東京自由大学での講演依頼

；　我が利益ではなく、人と人とのつながりに感謝すること。

；　戦略よりも、捨て身を選ぶこと。常に覚悟し、相手の胸に飛び込むこと。

○　花の実体はあるか

＜実体はない＞

…　花は一瞬ではない。不断の「持続」（ベルクソン）、ネットワークから現われるもの

…　実体というより、“生々流転する何か”。切迫感のうちで、辛うじて実体を保つもの

cf.　即興芸人としてのタモリ。「やったことの反省はしない」。

cf.　若手の人形浄瑠璃。上滑りして失せる即興の花も、やがて持ち直す。

＜実体はある＞

…　花は、道を極めた人の存在そのもの・存在性。しかし、いつも在るものではない。

cf.　『名人伝』（中島敦）。不射之射を会得した紀昌。

cf.　祖父の誦経。他とは全く違っていた。亡くなる前には“すべてを超越していた”

→　荒行、祈祷の経験者か
○　花とエネルギー

＜狙うエネルギー＞

…　人を育てる・治す・倒すことは、エネルギーを与えること

cf.　陀羅尼品の祈祷は、“寿命をちぢめる”。

cf.　シャクティパットを行った後は、脱力してしまうとも

cf.　霊媒で脱魂したのちは、健康になっているとも。

cf.　『Petites Planètes』（映画，ヴィンセント・ムーン）。シャーマンの映像

cf.　『呪殺・魔境論』（2004，集英社）

→　名人とは、受けるダメージを極小化できる者か

…　愛情や善意が、悪意を生むことも、成長を阻害することもある

→　釈迦は、呪術ではカルマを抜け出せないとして禁じた
＜広がるエネルギー＞

…　宗教団体内の神体に、善悪の別ない「何か」を感じる

→　最近の人類学では、善悪の区分にはあまり意味をみていない

…　“根本から為す善”は異なるものでは

cf. 「諸悪莫作」「衆善奉行」（もろもろの悪をなすことなく、もろもろの善を行う）

…　“類は友を呼ぶ”。波動が合うこと。祈ること

cf.　キリスト教での愛の共同体、仏教でのサンガ
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年4月9日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　風姿花伝第四　神儀云　（岩波文庫　p.61-65）

●神儀云

・　「第四　神儀云」が「聞書云」と題され、「第五　奥義」を持たない四巻本もある

・　申楽の由緒をたどる（つくる）部分

…　申楽をどう解き、物語り、説明しているのか。

…　仏教や神道の挿話がまざり、神仏習合的。申楽の神話性が強まる

○　天の岩戸での神懸り

：　序文（p10-11）とも対応

…　序文では＜仏在所→神代＞、本章では＜神代→仏在所＞の順に申楽の起源を示している

＊　仏在所：　釈尊の生まれたインド、神代：　神が日本を治めていた時代

：　天の岩戸の前で、神楽ののちに「細男（せいのう）」が奏される

…　春日大社の若宮おん祭にも、「細男」あり。

→　リズムのなさ、読み取れなさ、意味の排除、魔術的なものの源泉
→　申楽の神話性を担保するため、呪術的部分を残したのか
cf.　H24/6/27、H25/7/10、H25/11/20の内容
…　観世流の小書『三輪・誓納（せいのう）』と関連がある

cf.　「大和の国の祭礼と申楽と細男の舞い」（『観世』2010年7月号）
…　「幸男（さいのう）」との関連あるか

cf.　谷戸貞彦『幸の神と竜-古代が分る鍵-』（大元出版，2002）

：　アメノウズメがトランス状態で踊る

…　三番叟にはシャーマニスティックな面あり

…　憑き物は、ただトランス状態で踊ってもいけない。（『第二物学条々　物狂』）

→　憑き物（怨霊など）は、トランス状態を洗練させたバージョンともいえる

…　人形浄瑠璃での三番叟は、目見ひらき口をあけて、高ぶっていく。

＊　千歳・翁・三番叟は、祝い事・予祝芸能として演じられる

→　三番叟はアラミタマ、千歳はニギミタマに対応する
→　ダイナミック、かつ“闇的な部分”をも含んでいる
cf.　能では、翁舞の役者は、7日前から精進潔斎、別火の習慣あり（参考：　H23/3/2）

cf.　河回、屛山にある韓国国宝の仮面が翁面に類似

（参考：　シムウソン『色彩ある本たち149-仮面』（高麗書林，2003））

○　「六十六番の物まね」の始まり

：　釈迦を前に、一万人の異教徒が踊る。

…　アメノウズメの神懸りのような状態にもみえる

：　表では釈迦の説法、後戸では六十六番の物まね


…　いかようにも語りえる釈迦の言葉を、エンタメ（演芸）として翻案。

…　説法の正統性／演芸の非正統性と対比付けしたか

…　後戸とはなにか。

cf.　談山神社は常行堂の後戸に、摩多羅神面あり。

cf.　後戸の研究；　小田雄三『後戸と神仏 中世寺院における空間と人間』（岩田書院，2011）

○　秦河勝の伝説

…　欽明天皇の代に仏教公伝あり。その混乱を示すものか
…　実在の人物ながら、きわめて神話的。

…　処女解体や、桃太郎・聖徳太子の出生エピソードを連想させる

cf.　日ユ同祖論

cf.　宇津久志古墳群から出土した帝政ローマのガラス玉

cf.　ギリシャ伝来と推測される伎楽面

cf.　エンタシス式の法隆寺の支柱。（参考：　伊東忠太）

→　物語の方が、海外から伝播するスピードが早いのか

…　序文、前2章は秦氏を礼賛するための布石か

→　実証と異なり、このようなナラティブは“理由・背景”を汲む力がある

…　越坂（しゃくし、さこし）は石神（しゃくじ）の表記となる場所あり。

cf.　柳田国男『石神問答』。翁と宿神（しゅくじん）について
cf.　中沢新一『精霊の王』（講談社，2003）。宿神、禅竹の『明宿集』について

＊　秦氏について

：　秦氏は賀茂氏と婚姻関係にあった

：　松尾大社、伏見稲荷神社を氏神として祀る。後代にはこれらの社家となる

：　稲荷神社、八幡神社を各地に作る

：　平安京や藤原氏、密教の支えとなっていた

…　技術・文化や資金のサポートにも大きく関わってきた

…　ほか諸説あり

cf.　川村湊『闇の摩多羅神』（河出書房新社，2008）

○　式三番の始まり

：　村上天皇が国家鎮撫のため、申楽を奉納する

：　秦氏安と紀権守が、六十六番から三番を選ぶ

…　貞観地震、貞観噴火のころか

…　金春禅竹は秦氏の直系。
…　六十六番がしきりに現れる

　→　観音は三十三の姿に変身するとされる。その倍数

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年5月7日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第四神儀云、第五奥儀讃歎云　（岩波文庫　p.67-71）

●第四神儀云　興福寺での延年舞

：　興福寺維摩会の余興で延年舞を舞う

：　食堂（じきどう）にて「外道を和げ、魔縁を静む」

…　“異教徒をおさめ、障魔との縁をしずめ”、天下泰平のために行う

cf.　第四神儀云　２つ目に、釈迦如来でのくだりあり

cf.　第四神儀云　４つ目「魔縁を退け、福祐を招く」
…　申楽の由緒を護教的にただした箇所

・　興福寺薪能の始め、春日大社で「咒師走り」が行われる

＊咒師（呪師）

：　伊勢猿楽が、修正会（東大寺）･修二会（薬師寺）で「走り」を演じた座

：　節分の追儺式（鬼追い）では　鬼が鬼を祓う

cf.　観世宗家の鬼面には、阿吽の二種がある

cf.　H25.12.18の内容　（鬼面、鬼に関して）
・　細男（せいのお）

…　春日大社の若宮おん祭で行われる（本年は12/17予定）

…　八幡神系の芸能とも（春日大社HPより）
cf.　『八幡愚童訓』、『太宰管内志』〈豊前国十巻〉所引の「宇佐の宮の旧記」（小平一郎氏HPより）

…　面をつけず、鈴と扇で舞う

・　猿楽神社

…　渋谷区猿楽町、代官山駅近く。

…　猿楽塚（斥候（ものみ）塚、去我苦塚、猿楽塚古墳とも）の上に創建

…　朝倉家が所有していた

cf.　朝倉城史跡に能舞台あると

●第五奥儀讃歎云

：　第一～第四の完成後、観世元雅出生のあたりに著されたか

：　犬王が台頭した時期とも重なる

…　歴史書をまとめるのは乱世・危機の時期

　→　意義、ルーツを再確認するため

cf.　「人形」三体之人形（天女舞　乗楽心）

　→　犬王の天女舞を取り入れ、この図に限って桜をあしらう
・　近江猿楽

…　一忠、犬王、増阿弥の活躍
…　大和猿楽の物まねに対し、優美さを優先

…　演技は静かだが、衣装は豪華。台詞、謡はない

…　若宮おん祭、また『井筒』序ノ舞との関連

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年5月28日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第五奥儀讃歎云　（岩波文庫　p.71-72）

●天下の名望を得るには

：　工夫を重ね、七八割を極めればよい。ただし、場所や身分により評価は上下する

…　観客の評価を意識している

→　興行主としてのリアリティ

→　貴人の気まぐれで獲得した名望を、失うわけにはいかない。

…　目を引く「何か」を発信する必要がある　

→　もともと得意だった鬼舞よりも、幽玄美と“異種交配”する

cf.　「身体をつかった芸術」として工夫すること

cf.　犬王の天女舞『羽衣』の吸収　（H26/5/7の内容）

cf.　橋本関雪 （日本画家）。“政治的”でなかったために冷遇
→　「不自然」、「人為的」、「ハイブロウ」、「体系的」、「意志の力」 などの評価
…　「天下」とは誰を指すのか。目利きor和州・江州の芸能者or貴人？

…　「七八割」とは何を指すのか。達成度or曲数…

：　花が要る

…　「名望を得た者には面白さがあり、花（面白さ）あれば名望を得る」という、トートロジー

…　神楽よりも抽象度が高い
…　気まぐれに左右されない「花」を追求する
→　芸能が芸術へと飛躍するポイント

cf.　 国際シンポジウム＜老いと踊り＞　（5/23-24、ドイツ文化会館ホール）

：　若さがすべての西洋に対し、日本は老いとともに名人になる（中島那奈子氏）

：　「（老いて）座ったままでも踊ることができる」（花柳寿南海氏）

：　老人が神を演じる。日本ではいかに達成したか

cf.　茶道では、年長者の所作のほうが美しい

cf.　大本教の神主の所作が美しい。合気道を修めていたと

→　修験道など、日本の芸道に汎用する所作があるのでは。

cf.　西洋の肉体美、日本の精神美

：　体のラインを強調するウェディングドレス。

：　体のラインを消す白無垢。

→　身体を媒介にイメージを表現するためか

→　谷崎潤一郎を参照のこと

●　着脱する身体

＊　「ポゼッション（憑依）」エリアーデ

＊　「着せ替え人形説」石田一良

…　神道では、宗教や思想の影響を衣装のように着替えてきたという説

＊　「自我の屈辱」オクタヴィオ・パス

…　『連詩の愉しみ』(岩波新書、大岡信)より。

・　襲名

…　代々続く身体性。「イメージ」が媒介する
・　落語

…　ちょっとした仕草で何役も演じ分ける

…　生死に関わるジョーク（フグの毒、腐った饅頭など）

・　形態模写（物まね）

…　海外では驚かれることが多い、と
cf.　漫才は、生死に関わらない“呑気”“上品”なジョークとされる

リトル・ブリテン(イギリスのコメディ番組)、ドリフターズなどのコントなど

・　一回転すると人格が変わる芸能は？
・　人形浄瑠璃

…　大衆化するうちに、人形遣いの顔が出るようになった

…　人形遣いは「いなかった」ことにするもの

→　“身体を脱ぐ”、“闇を着る”。

→　観客との信頼関係の上に成立する

cf.　能で「いない」ことにされる、地謡・『隅田川』前半の墓石

cf.　杉本博司（現代美術作家）

…　立体的背景、真っ暗な舞台。人形遣いはすべて顔を隠す

…　ヨーロッパでは、ブーイングの後に高い評価。
→　“バタ臭い”が、“洗練されている”。

cf.　吉田玉男（人形遣い）

…　吉田氏の顔を目当てに観に行く方も。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年6月4日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第五奥儀讃歎云　（岩波文庫　p.73-74）

・目利きでなくても面白いと思える能を目指すこと

・第一に自分の流派の型を極めること

●　「目利かず」にも面白いと思わせる工夫
…　教養主義とは正反対の、柔軟な態度。

…　「心」≒潜在意識に入ってゆけるような工夫を。

＊「目利かず」；　素人目、低い鑑賞眼。心、琴線は備える。

←→　「目利き」；　良し悪しを見逃さない、高い鑑賞眼。肥えた目。

＜目利き＞

・　研究発表

…　目利きに「○○が面白かった」と具体的に評価されたい

・　歌手

…　人の営みゆえに、聞き手の好みもさまざま。「心」に直接ひびく自然とは違う

…　鑑賞は、表現者の“営みの蓄積”に触れることでもある
…　聞き手の経験（成長）によって、後年初めてそのよさが分かることも。

＜目利かず＞
・　文楽の鑑賞教室

…　平易な説明に対し、“そう簡単には説明できない”という後ろめたさ

・　料理

…　通は、知識のない素人を“食っても分からないだろう”と侮りがち

…　“素人ほど怖いものはない”

・　なんまいだあ節

…　子供は、歌い手のクセを含めてそのまま受け取る。大人の常識を持たない

→　知識だけでは、かえって「心」が鈍る

・　花柳寿南海氏；　国際シンポジウム＜老いと踊り＞
＊　日本舞踊の、渡辺保氏による解説　

…　所作に「見立て」があることを初めて知る

…　解説により、秘めた部分がすべて透けてしまった感じ

→　秘めた部分、分からない部分があってこそ幽玄が成り立つと言える
cf.　渡辺保氏

；　歌舞伎の「三つの名」＝本名・芸名・役名について

→　身体を媒介にして、役名のイメージが伝えられていく

＊『歌舞伎―過剰なる記号の森』（ちくま学芸文庫）　など参照

●　直感と縁

・　フィールドワークの場所選び

…　直感的に魅了されてしまう

→　当初の印象が良いわけではないのに、付き合いが長く続くこともある

→　縁とは何か、直感とは何か

・　結婚相手との出会い

…　相手と通じ合う瞬間がある

→　“レセプター”で熱が通い合うようなもの

→　「縁」には、予感・気配・余韻があるのではないか

cf.　イエス・キリストは、人間を神の国とをつなぐ“縁結びの神様”か

・　「縁」信仰の深さ

…　安井金比羅宮（東山区）は縁切り・縁結び神社として有名

…　ダライ・ラマは、仏よりも因果・縁起が信仰されていると述べた

cf.　仏教では、智慧によって縁起を悟れば、煩悩から解放されるとした

●　自分の流派の型

：　「自分の流派の形木がおろそかなら、能の命はない」

…　「形木」はその人の資質が出てしまう部分か

…　使命感に関する一文ともいえる

cf.　「初心忘るべからず」（花鏡）

…　専門バカにも、器用貧乏にもならない道

cf.　「四十にして惑わず。五十にして天命を知る」（論語）

…　命（天命）は、基礎の修得・培った関係性の中で確立するものか

→　「形木」には流派というより、樹木のような成長するイメージがあるのでは
…　子供には、天命などの“情報”が詰まって生まれくるのではないか（参照：　『翁童論』）

→　社会的資源を積極的に活用するあまり、使命感を見失うこともある

→　積極的かつ受動的、根本受動態において芽吹きを待つこと

→　芽を摘まずに育てるような教育方法とは？
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年7月9日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第五奥儀讃歎云　（岩波文庫　p.75-76）

●「あらゆる人の心を和らげ、身分の上下皆を感動させる」

：　能の初心。幸福・寿命福徳の増進のもと

cf.　「天下安全、諸人快楽」（序文）

cf.　翁にも“神聖な力を人々にもたらす”という目的がある

…　一座の経済基盤として重視

→　本文の「初心忘るべからず」とは、経済観念にもつながるか
cf.　“試練・体験に臨む心構え”としての初心（『花鏡』）

…　興行主として、幽玄を枉げてでも守るべきもの

●応用可能性としての「世阿弥力」

・　後見のはたらき

…　演者が倒れても、かならず後見が引き継ぐ

→　臨機応変さを定式化したものか

→　世阿弥の時代は、もっと臨機応変だったのではないか

cf.　「時に応じ、所によりて、愚かなる眼にもげにもと思うように能をせん事」
・　場の力や動きを利用すること

…　世阿弥は、自分のポジションの変化にも応じていたか

…　何より自らの鍛錬と手間暇が必要

cf.　講師としての工夫

；　「場を揉む」。学生のモチベーションを高めておく

；　面白さ、めずらしさをスパークさせることが重要
cf.　トリックスター的な学生による、回路の「開き」

；　講師の独擅場ではなく、場に切り込み変化させていくこと

；　残響・余韻を残し、皆を「学問させる」よう促すこと

；　人の集まり、布置（コンステレーション）に注意を向けること。席替えなど

cf.　フランスの大学での講義

；　60分の原稿を読むような講義と、30分の学生を交えた議論

；　即興演奏のようなダイナミックさを仕掛ける

（参考．『インプロヴィゼーション』デレク・ベイリー）

●「公」から、「私」に引き戻される意識。揺らされること

・　何があっても一定のスタンスを崩さない

・　二つ以上の軸を持つ

…　「今」ではなく、「いずれ」伝わるかもしれない、という視点

…　“自分は先達の考えをも背負って、ここに居る”という感覚

・　自分に依りすぎない
…　あらかじめ、教師の「私性」を出しておく

…　型どおりの「公性」にしがみつかない

…　揺らされる覚悟をし、揺らされること自体を内面化する

・　「逃げる」のを選ぶ

…　まったく違うツール(選択肢)をくっつけてしまう

・　離見の見

…　ゴミ箱に入って土下座したことから始まる治療的関係

cf.　「ここには、どうしようもない悲しみ、痛み、無力感、あきらめに引き裂かれながらも、それを超えていく超越的なものへの一身を賭けた企投がある。捨身がある。自己放擲がある」

（引用．『霊性の時代―これからの精神のかたち』加藤清・鎌田東二共著,　2001）

…　“自分であり、自分でないこと”から促されるレジリエンス
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年7月23日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第五奥儀讃歎云　（岩波文庫　p.76-79）

●寿福

：　寿命福徳の意

：　寿福を得んがための行いでは（世俗・欲に囚われれば）、道は廃れる

：　道のための行いにより、寿福はもたらされる。正直円満であるべし

…　芸道を達成した結果として、寿福がある

…　寿福は経済的側面だけを表すのではない

●各章末に記された目的

：　第五章末

「亡父の力を得て人と成りしより」

「道のため、家のため、これを作する所、私あらんものか」
：　第三章末

「亡父の申し置きし事どもを心底に挿みて」

「ただ、子孫の庭訓を残すのみなり」
…　亡父観阿弥を、別格の能役者と捉える

…　伝承を総括する、という使命感

…　老いてもなお研鑽を積むこと

○世阿弥は論理性・詩性（感性）のどちらが優れていたか

…　芸術家として感性に秀でて、論理的な説明は苦手では

→　段取り・人の配置・弁などの実務において論理性は必要

→　 “観念論”では実践に通用しない

cf.　アリストテレスのレトリケー；弁論術　(佐々木中、朝日新聞　2011.1.26の記事)
「堂々たる雄弁によって精密に根拠を示し、民衆の納得と同意を獲得する技芸」

→　音楽家や作家も、構造的な思考を必要とする

→　そもそも論理性・詩性（感性）は二元論的ではなく、統合しうるもの

●優れた能役者の中でも、世阿弥がとくに多く著しえたのはなぜか

…　興行主としての社会的責任

→　貴人や鄙人、あらゆる身分から稼がねばならない
→　能からは切り離せないもの

…　幼少期からの修練

○天才論から見た世阿弥

…　世阿弥の天才性を、どのように論じることができるか

→　観阿弥の天衣無縫さと比べ、むしろ世阿弥は挑戦者・努力の人だろう

→　父観阿弥の情熱を、実践による創造へと押し拡げた人

○「力なき因果」―どうにもならないこと

：　田舎・遠国で賞美されていれば、道が絶えることはない

：　道が絶えなければ、天下に認められることもある

…　流罪にあった世阿弥は “敗残者”として見えてしまう

cf.　「世のため」と思っても浮かばれない／命を絶つ人々

→　流罪は、時代の流れという“仕方のない”こと。

→　何をもって“敗残”というのか。“敗残”とは、ルサンチマン的な自己認識ではないのか

…　結果的に“価値”を持つ者が、“勝ち”組だろう
→　『金島書』の明るさ・佐渡島に伝承される能など、むしろ彼は「種を蒔いた」のでは。

cf.　ジョージ・フリードマン（民間情報機関ストラトフォーの設立者）の知られていなさ

…　正直円満が最後の道なのではないか
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年9月24日（水）

講読範囲　：　

●身体知

・　「引き寄せの法則」（斉藤一人）
→　愛と感謝。
→　人に喜ばれるようにすること
→　八方ふさがりになったら上へ行くこと
・　片頭痛

…　自分にとっては「痛み」でしかないもの
…　自ら頭痛を止めた母。
・　本を読むこと

…　専門書も小説も変わりなく、体感に注意して読む。

cf.　『存在と時間』の強靭で確かな足取り。軍人のよう
・　書けなくなる体験

…　修論の直後、フィールドワーク後は書けなくなる
→　自分自身との“距離”が取れなくなる？
・　移動中、一気に書くという方法

…　交通機関に乗っているあいだ、速く流れる光景で頭がフル回転する

→　問題そのものに真正面から取り組む、のではない
・　あっけなく、答えに気づく体験
…　捨てた選択肢が、答えとして“洋間と和室の境、敷居の上に転がっていた”ことに気づく

cf.　「モトデをかけずにホンモノをつかみだすことはできない」（『続堕落論』、坂口安吾）
・　アヤワスカ体験
…　体中の水分が抜けていったなど。人によって違う体験をする
…　その人の“壁”を取り払ってくれるもの

cf.　『アルカナシカ』（田口ランディ）
・　トパリモ

…　「頭蓋骨に描かれた絵」。チベットの一部族で慣用。

・　アカシックレコード
…　人類の魂の活動の記録の概念。“全て”が書かれているという
●自分自身との距離
・　『エスの系譜』（互盛央）、『インファンティアと歴史」』（アガンベン）
…　非言葉はどのように現れるのか。非言語の論理を見出すには？
・他者論との関連？
…　外部から到来する、自分ではない意味（もの）として捉えること
…　解離症状ほどではなく、しかし一定の距離を保っておくこと
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年10月15日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第六花修云　（岩波文庫　p.80-83）

河村先生より

●能の動き、配置

・シテの動きは「ねじの法則」。

　…　右回りでしまり、左回りでゆるむ（話す）

・夢幻能のワキ（僧）は精神科医、シテ（亡霊）は患者。

　…　シテは西方の橋掛り（あの世）から現れ、帰る。

・囃子方は、笛、小鼓、大鼓、太鼓の四拍子。

　…　持つ位置は、笛から順に下へ。笛は心象、小鼓は陰、大鼓は陽を表す、と。

●十二支と桃太郎

・鬼の方角は丑寅（北東）。裏鬼門は未申（南西）。

　…　桃太郎は裏鬼門から鬼を抑えた。

・陰陽五行説との関連もある。

　…　「桃」は金をあらわす

◆第六花修云

＊2011/6/29資料（申楽談議）も参考のこと

●能作の秘訣

・「優しい」言葉をこそ採り、もし「こわりたる」言葉ならば、素材・来歴にしたがうこと。
・名所、旧跡にまつわる詩歌を引用する
・わるい能でも、演出を替えゆけば面白くなる。必ずしも捨てるものではない
・よい能作をよい演者が舞っても、調和や公案の足りなさゆえに不首尾に終わることもある
●語感の組み合わせ
「優しき」：優雅、柔らかさ。わかりやすい。大和言葉。

「こわりたる」：概念的。かたくるしい。漢語。

　…　メリハリ。陰陽。響きのスキップ。バランス。役割分担。

　…　ポリフォニック

・『平家物語』のかたさ。しかし韻律ゆえの分かりやすさ

　cf.　『杜若』の理屈っぽさ。

・「念彼観音力」「尽十法未来際」など一見分からないものを挿むこと

　cf.　チベット仏教でも梵語かのマントラが挿入される

●揺さぶる声

・声は耳だけでなく、揺るがされるもの。

　…　声の変化でニュアンスが変わる。侵入してくる感じ。

　…　声のでない能楽師はダメ？

　…　地謡の声でも雰囲気は変わる

　cf.　カラオケでも観客目線で。皆が知っている曲を選ぶ。

●音の反復

・「八雲立つ 出雲八重垣 妻籠みに 八重垣作る その八重垣を」

　…　反復の大事さ

・「虚空蔵求聞持行」

　…　物理的ではない、自らの内の倍音。

・「南無妙法蓮華経」

　…　聞いているうち、スッと入る瞬間がある

　…　“ゲーキョーナン、ゲーキョーナン…”

●音の価値

・日本と西洋の音の聞き分け。

　…　虫や鳥の音を、左脳で言語と聞く日本人。右脳でノイズと聞く西洋

　cf.『日本人の脳』（角田忠信）

・日本のアニミズム的な思考

　…　音で受け入れ、音自体にありがたみを感じる

　cf.ゲール語もアニミズムに近いか

　cf.ラフカディオ・ハーン『日本のこころ』

・西洋の文字至上主義。

　…　西洋では、オノマトペが意味を直接持つことが許せないと感じられる

　cf.コーランの神聖視

・詩人は意味の先を取りだそうとしてはいないか？

　cf.「（詩とは）音と意味のあいだでの逡巡」（ヴァレリー）

　（「震災後 詩を信じる、疑う 吉増剛造と谷川俊太郎」朝日新聞デジタル、2012/2/24）

●別様の語義

・「蛍の光」

　…　「なぜか佐渡のような島の顔をした「ゾケサ」という植物めいた動物が、何頭も何頭も、朝日に向かってぞろぞろと二手に別れて遠ざかってゆく光景を、…」

　cf.『反＝日本語論』（蓮實重彦）

・『巨人の星』主題歌「ゆけゆけ飛雄馬」

　…　「思い込んだら」を「重いコンダーラ」と、ぎなた読み。整地ローラーの俗称に。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年10月29日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第六花修云　（岩波文庫　p.83-84）

●能作の心得
：　演者と作者、両方の立場から論じられている

：　謡をもとに姿（所作）の生ずる能が、最も重要

　…　テーマにのっとった演出

　cf.　能舞『平安～四神相応の都』にて、四方のキャンドルを配置。

　　（日本易学連合会　第2回シンポジウム「方位除信仰・聖地文化」）

：　耳に入る音曲は本であり、よって生ずる姿（所作）は用である

　…　「体」は本質、「用」はあらわれ

· 2011/2/9の資料を参照

　…　言葉から舞いが、意味から動きが作られる

　　cf.　「風」という謡を、扇の振りかたで表す

　…　「先聞後見」と言い、動きは遅い方がよいとされる

　　→　音曲のダイナミックさに対し、舞は見ていて眠気を誘う

　…　謡の奥行きの為に、意味不明の句（グレーゾーン）が一部必要

　…　見せ場は２割程度でよい　

　　cf.　石牟礼道子氏の詩は全篇が美しく、歌詞にするのが難しい

　　　　歌詞には「捨てている」部分も必要か

○音が先に来ること

・雷は光のあとに音がやってくる。認知が付いていけない

・冒頭のヒシギは、異次元（演劇空間）に入るイメージがある

　　cf.　ヒシギ：　能管の最高音域の、緊張した鋭い音。龍笛では出ない。

　　　　　　　 　　冒頭と終曲などに吹かれる

　…　垂直的、縦にこの世界を裂いていくような感じ

　…　憑依的。

　　cf.　歌の“感情”が、自分に乗り移っていくような感覚。

○「自分ではないもの」になること

・メイクしないと歌えない（忌野清志郎）

・サングラスを掛けないと歌えない

・椎名林檎『やっつけ仕事』の服装

　…　セルフプロデュース（変身）、モードチェンジ

　…　自分とは違う存在に近付ける

　…　自らのコントロールを離れる

　　→　それぞれはグラデーションのような関係にある？

・能面は視界がとても狭い

　…　瞑想状態に近いか？

　…　“意識を変える”。

　　cf.　暗黒舞踏。演者は終始、白目をむいている

　　cf.　寝入るとき、人の眼球は上方へ転がってしまう

・戦地を生き延びた武芸者の容貌

　…　極限状態、逆境。

　　cf.　PTSD（心的外傷）のフラッシュバック

　　cf.　目の前で、突然起きる惨禍（事故、災害）

　　→　起きた、ということを認められない

　　→　絶望感。「つながりが消える」こと。

　　→　かえって多幸感にとらわれることもある

　
…　勝ち続けねばならない、後戻りできないという緊張感、覚悟

　　→　残心をもって終えること

　　→　『離見の見』が重要。

○「ネジの法則」と逆回りの利益　　※2014/10/15の資料参照

：　右回りがしまり、左回りがゆるむ

　…　周回走路（トラック）、野球も左回り

　…　心臓が左寄りだから？

　…　四国遍路は右回り。

：　逆回りの遍路は、百倍の利益があると言われる

：　愛宕神社の「千日詣」は、千倍の利益があると言われる

　※7/31夜～8/1早朝に参詣すると千日分の火伏・防火の利益があるとされる

　…　「この日だけ」なのが、巡り・円環性への感受性の高さを感じる

　…　「禁を破る」という意味合いもあるか

　　cf.　年に一度、神聖な動物（アルマジロ？）を食べてよい日がある部族

　　cf.　合理的世界を解体する侵犯行為としてのエロティシズム（バタイユ）

　

　…　社会的装置としての「抜け駆けの論理」、パースペクティブの転換

　…　現世利益の観点から見ると“割に合わない”感じ

　

　…　千日間の参詣と、一回の「千日詣」は、等価ではない？

　　→　制度上、等価と言える

　　→　パースペクティブの違いからも、別の“次元”にあるのでは。

　　cf.　千日間、同じ行為を反復すること（ドゥルーズ『差異と反復』も参照？）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年11月12日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第六花修云　（岩波文庫　p.85-88）

●「物まね」、演技論

：「強き・幽玄」は物まねの対象に内在する

・弱くすべき所を強くすれば、「荒い」

・強くすべき所を優美にすれば、「弱い」

・優美が過ぎては、「弱い」

・行き過ぎの強さは、「荒い」

　…　単なるスペクタクルになる

　…　単に声が大きい者は「強い」わけではない

・　物まねをおろそかにし、優美さばかりに拘ってはいけない

・　物まねで、よく似せていけば「弱く・荒く」はならない

　…　過剰にせず、“ほどほどに”真似る

　…　初心者はつっかえず納得する

　　　中級者は“適当に、過不足なく”を難しいと感じるか

　　　上級者は統合的に“ふたたび”理解する

　

　…　写実的、自然主義的。あまり工夫がない？

　…　強いなかの弱さ（砕動風）のような記述がない

　…　後年の『九位』は内容が異なる。指南対象は上級者へシフトした？

　　cf.「九位」；平成25年4月3日の記録

●人との関わりのなかで在ること

：　外との関わり・経験によって修練していく

　…　「物まね」に通じるか

・“よき臨床家であることの報酬は、よき臨床家であること”（松木邦裕か。出典不明）

　…　２つの「臨床家」には、10と100の違いがあるか

　　　100にできる者が、よき臨床家である

　…　報酬とは、外部からの評価ではない

　

　…　よき教育者は、生徒を育てるなかで自ら完成していく

・　配偶者との生活

　…　常にいる他者との、相互のかかわり・おぎない・からみあい

　…　子どもを媒介としたプロセスもある

　…　別れのほうが、はるかにエネルギーを費やす？

　　cf.　安井金比羅宮（京都、東山区）

　　　→　気持ち悪くなるほど禍々しいエネルギーを感じる

　　cf.　東慶寺（神奈川、鎌倉市）

　　　→　鈴木大拙や小林秀雄など、近代知識人の墓が多い

●「分け目」があることを心得る

：　物まねがおろそかなら、「強き・幽玄」にはならない

　…　「分け目」とは、“異なること”“外れていること”？

　…　物まねとは「分け目」を知り、“最適解”に近づけること？

　…　「分け目」を知る、とは“ほどほどに”すること？　

　　cf.「松のことは松に習え、竹のことは竹に習え」（松尾芭蕉）

　…　「分け目」は、暴走気味の人に対する言葉？

　　→　観阿弥は、“暴走”していたが、おのずと“最適解”へ至った

　　cf.　書いた論文はしばらく寝かせる、“ほどく”

　　cf.　その時の勢いを抑制できないが、非常にユニークな知人

●能は観客本位である

：幽玄好みなら、物まねをやや外れようと、幽玄へ向けること。

：幽玄の理（本様）を知悉していれば、おのずと強き所も分かる

　…　前段の本質論と矛盾している

　　→　むしろ世阿弥らしい

　…「分け目」を知って臨機応変（大様）に、最適解へ近づけること

・高校１年生への授業

　…　その時代をあらわす。言葉の意味さえ通じない

　…　生徒に見られている。試される

　…　型にはめたり、指図するのでなく、互いを理解し合うように

　…　おのずと場は動き、楽しくもなるが、実がないまま終わることも。

　　→　世阿弥はどちらも兼ねていた…

・５分間の授業

　…　Ａ４の紙を両手で握りしめる。“どれ一つ同じものはない”

　…　“引き出し”が沢山あれば、人生は面白くなる

・京都造形大のマンデイプロジェクト

　…　可能性を汲みつくす、因習をリセットする

　…　物の見方、感覚を問いかける

　…　世代を超え、変わらないものがある

　…　三百何十通りの授業。様々なボディワーク

　　→　全てうまくいくわけではない
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年11月19日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第六花修云　（岩波文庫　p.89-91）

●相応

：　能の位、シテの力、客の質、時と場所が合致して、能はうまくいく

：　技量以上に、この本質を知っている者が、リーダーたりうる

・　技量の高さだけでは、大舞台で成功しない

　…　義満に見出された幼少期を参考にしているか

・　Correspondence（一致、調和）としての「相応」。理を知ること。

　…　一芸主義ではない

　　cf.「一芸」は、他門と交わらず、一つを極め尽くす。“縮小再生産”的。

　…　二番手・三番手だからできること

　　→　宗家なら「守る」ことが優先される

　…　組織論にも通じる

　…　芸道とエンタメの中道を行く、興行主としての力量

　　cf. 片山九郎右衛門氏

　　→　復曲、興行、絵本語りなど多岐にわたる精力的な活動

　…　全てが他流試合のようなもの

　　→　限界を定めず、「いつでもいける」と機に臨む

　　→　宮本武蔵のように、試合のなかで自らのバックボーンをつかみとる

　　→　のちに自分の限界を知り、ゆえに「戦略」も立てられる。「相応」を知る。

　　cf. チベットの僧は、“旅”（＝他流試合）の長さが重んじられる

　　　　学識の広さ、籠もった年数は重視されない

　　　　実際に、説法がうまい。「相応」を掴んでいる

：　田舎で成功しても、大舞台で成功するわけではない

　…　地方興行は、その場（大晦日、神社で三番叟…）だからこそ面白い

　…　大舞台では「その場」の力が根こそぎ奪われてしまう

　　cf.バク転で市大会から県大会へ。“井の中の蛙”を知る

　　cf.剣道の試合。高学年への技が、一本ならずとも場を沸かせた

　　　→　勝ち負け以上に、心の盛り上がりにおいて剣道を知っていたか

　…　不得手な演目は、田舎舞台でこそ修練を積むべき

●旅、求道、孤独

・相応和尚

　…　葛川の滝行で、流木に不動明王の姿を見て、自作する

　…　創建した伊崎寺（滋賀）では、不動明王が本尊に。

　　cf.　不動明王；大日如来の化身、内証の表現としての姿

　　cf.　伊崎寺の竿飛び；竿の突端から琵琶湖へ飛び降りる行事。捨身行の名残りか

・プラトン

　…　ソクラテスの死後、９年間の空白期間

　…　他者との関わりを描いた対話篇の書物

・チベットへのフィールドワーク

　…　娘の危篤に平然としていた家族に、身体レベルのカルチャーショック

　…　故郷とも、現地とも“離れた”存在であることの孤独

・パリ留学

　…　ホテルの住所のみ携えて、パリへ。

　…　異国では、関係の“保証”が断ち切られ、自分が何ものか分からなくなる

　…「あいさつ」に見出す、品格の源。信頼、コミュニケーションの根幹。

・子育てで伝えたこと

　…「大事なのは、働くこと、旅をすること」

　…「自分が何をしたいか知る」

・小紋型紙のわざ

※小紋；全体に細かい模様の入った着物。

　…「技術に心がこもったら、わざになる」

　…　失敗を繰り返すことで磨かれる

　…　やがて自分が失敗する時機がわかり、それを回避しようと工夫する

　　→　精進のうちに小さな事々を「メッセージ」と受けとるように。

　　　　かえってその「メッセージ」が精進を支えることにも。

・孤独のうちに起こる妄想

　…　限界、突破口、境目、象徴的「死」。超越への回路が開くとき。

　…　過保護・過干渉な環境ではけっして得られない体験

　　cf.「荒野の誘惑」。イエスの断食と、サタンの誘惑

・旅すること

　※『蝉丸』（平成25年11月13日の記録より）

　　→　能のテーマは鎮魂、負の感情の昇華にもある

　　cf.　『蝉丸』の逆髪。放浪の旅に出て、出会った弟蝉丸と無常を説く

　　＊私記：　「旅」の意味。分裂者の旅（『アンチ・オイディプス』上, p164など）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成26年12月10日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第七別紙口伝　（岩波文庫　p.92-95）

○本章の作成

…応永25年(55才頃)と署名。義満死去から7，8年後。一説には応永10年とも。
…『花伝第六花修云』に基づき、まっすぐに論じている

＜花・面白き・珍しき＞

○花の珍しさ

：散っては咲く。移ろう季節ゆえの「花」の珍しさ。

：沢山の「引出し」から演じ分けて現れる、珍しさ。

　…　しばらく経ってから、久しぶりに演じる

　…　当世の好みや習慣に合せて演じる

　　→　一芸主義ではなく、取り合わせ・配分の妙を重視。

　　→　世阿弥は実践者だった。役者独自の体験へも考究を深める

　　

　　cf.　観世清河寿氏、梅若玄祥氏の大胆で幅広い取り組み

　　cf.　持ち札全部は出さず、一つ二つ残して演じる

　　cf.　ラーメン屋で、夏場に冷麺を出すようなもの

　　

○茶道

　…　千玄室大宗匠の、生木のような独特の色気・凄み・存在感

　…「もてなし」「しつらえ」へ機敏に。かつ洒脱に、自然に。

　　→　準備、人の配置、会話、床の間の掛け軸など、全体を演出。

　　

　　→「おいしい」と口を衝いた体験を忘れないように、と教わる

　　→「畳の縁を踏むな」など、幼少時に機微が躾けられることも。

　　

　…　神事と「もののあはれ」の融合

　　cf.　本居宣長

　…　背景としての臨済禅

　　cf.　当意即妙、公案

　　　；　「仏界入りやすく魔界入りがたし」（町田宗鳳『森女と一休』より）

　　cf.　一期一会

　　　；“出会いを大切に”ではなく「会えるのは最後かもしれない」。

　　　；乱世的に生きた者として、世阿弥も同じ心境にあったか

○乱世のリアリティ

　…　義満の寵愛に対し、批判者はつねに居た

　…　南朝の命運と重なるゆえ、敗軍たる平家を何度も取り挙げたか

　　→　いつも「毒」を含み持っている

　…　質の違いへの感受性が、生死を分ける状況下にあった

　　cf.　同じながらにして、同じではないこと

　　　“去年のアサガオと今年のアサガオ”の微妙な違い、移ろい

　　　；多様の連続へ、丁寧に向かうこと。

　　

＜花は心、種は態＞

○花と種

　…「花」は行動、「種」は心か

　…「花」は結果、「種」は準備か

　…「花」は表現、「種」は素材か

　…「花」は動的なイメージ、「種」は静的なデータか

　…「花」は臨場性、「種」は戦略か

　…　花は、咲かせよう・面白がらそう・導こうとする心の蓄積から成るか

　

　…「花」を咲かせないと「種」は生まれない、という循環構造

　

　　cf.『年来稽古条々』

　　　；「好きこそ物の上手なれ」と、幼少からやる気を伸ばす

○才能

　…　先天的な資質の“差”、好き嫌いはある

　　cf.『第三問答条々』の位、長（たけ）

　　cf.　世阿弥は、父観阿弥との差を意識して、幽玄を考究した

　　　；才能は、場との“あいだ”に花開いたものか。相性？

＊(平成26年3月19日の内容より)　　　

　●位　：　幽玄（優美さ）。

　　…　生得的なもの　

　　　cf.　観世清和氏、片山九郎右衛門氏の子息

　○長（たけ）　：　品格。品位。

　　…　生得的なもの。にじみ出てくるもの。

　　…　優美さの伴わない場合もある

　○かさ　：　幅や奥行きの広さ。エネルギー。ものものしく、勢いのある形。

　　…　懸命に努力して身に付けるものか

　・「位は、稽古で意識して上がるものではない」

　　…　位そのものを求めずに、「音曲・舞・働き・物まね」などを修練すること。

＜引用＞

　…　世阿弥のオリジナルは少ない

　　→　当代最高の教養を物数として、アレンジした

　　→　場・作品を感じ尽くし、引用のモザイクを凝らす

　　→　違うもの同士が繋がり、別の高みへ進んでいく

　　

　　cf.　スティーヴン・ギル氏の「生け石」

　　cf.　淡路人形浄瑠璃。生き生きとした引用

　　　；「あの時の、あの人」の引用は“社会の有用”でなく“物語を知る”こと

　　　　

　　cf.チベットの踊り

　　cf.茶道

　　　；引用の豊かさ。熟練者に伝わる豊かな連鎖

　　

　…　生きる引用と、死ぬ引用がある

　　→　論文も、汲めなかった“こころ”を汲んでいく作業

　　cf.　公案

　　　；先人のこころを生きること、わがものとすること

　　cf.　臨床心理学の事例研究

　　　；固有の事例が持つ力・命・象徴を汲み上げること
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成27年1月14日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第七別紙口伝　（岩波文庫　p.95-96）

●同じ心

「音曲・舞・働き・振り・風情、これまた、同じ心なり」

　：同じ「振り」だが、より軽々と風体をおこなう

　：いつもの「音曲」だが、故実・曲・声色に工夫を凝らす

　　

　：今までになく、深く心にかけること

●節と曲

「曲と云うは、節の上の花なり」

「節は定まれる形木、曲は上手のものなり」

　…「節」は明確な説明があるのに、「曲」は不明確　

　　→「曲」は、まるで不文律のよう。

　　→　言語化すると、「曲」は「節」になってしまうのでは？

　　

　　参考)第11回 芸術と身心変容技法「音楽と身心変容技法」(柿沼敏江氏)

　　　　 第17回 身心変容技法研究会「ディープ・リスニングと身心変容技法」(藤枝守氏)

　　　　　 

　…うまく謡っても、うまくこころを伝えられるとは限らない

　　cf.「概念的意味、所作的意味」（メルロ＝ポンティ）
　　→　何でもないことなのに、面白く語られる話

　　→　カラオケで低い点数でも、感動する歌声

　　

・『道成寺』

　…　手馴れるとむしろ、清姫の一途さが薄れる

　　cf．上演後、「ご首尾良う」でなく「ご無事で」と声掛けする

　　　→　大方は、重ねて演じると、作品として捉えられるようになるか

　　　→『道成寺』は、通過儀礼としての曲

　　　

・『ワザとこころ　能の伝承～稽古と修行と教育』(平成27年1月12日)

　…　“約束事は伝えられるけど、雰囲気や場のことは伝えられない”

　…　清河寿氏と同じ曲なのに、三郎太氏の舞は世界がちがう

　　

・椎名林檎の、松任谷由実『翳りゆく部屋』カバー

　（トリビュート・アルバム『Shout at YUMING ROCKS』(2009)）

  …　カバーが上手くいくと、別の解釈を伝えることができる

　　

　cf．平成24年1月11日の資料、「皆にとっての開聞とは」より

　　→　原曲の透明感から、能の世界の怨念・怨霊を思わせる曲風へ

　　→　開聞が前ジテの居グセ、開眼が後ジテの舞事なら〈開聞：松任谷、開眼：椎名〉か

　cf．平成23年5月25日の資料、「音曲の事」より

　　→　その人の持つ心技的な力量（臨機応変さ、生得的声質）で歌い方は異なる

　　→　能にハーモニーはない。どこで入ってもよく、地謡の声を活かすように謡う

　　　；　地謡は声+α。異なる謡い方、知らないままで謡う人と行うときの難しさ。

　　　；　読経・祝詞も同様に、周囲の音や隣の歌い手の声により、合う合わないがある

・小説、哲学書

　…　文字が運ぶのは、情報だけではない

　…　語り口（スティル、あや）にフィットして初めて、読めた気になる

　　cf．ミシェル・レリスの“行為になる語り”

　　→　繰り返しの果てに到来する“理解”！

　　

　　cf．経文や祝詞は、とつぜん「理解」できる瞬間がある

　　cf．フィールドワークでの異文化理解は、突然に起きる

　　cf．練習の末、ある瞬間に“永遠にリフティングできる”感覚を得る

　　cf．語彙の少ない中国語のほうが、“何とかなる”と思える

　　

　　　→「点-閃光」(ホワイトヘッド)、「アブダクション」(パース)、妄想

　　　→「布置」(ユング)への気付き

　　　→　理解困難なものの理解にこそ“振り返り”が必要なのでは？
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成27年1月28日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第七別紙口伝　（岩波文庫　p.97-98）

●似せぬ位

：似せよう、と思う心があってはならない

：動作だけでなく、老人の「人体」「望み」も真似ること

「年寄りのように、若くしたがる風情をすべし」

　…「よく似せんが本位なり」（『第二物学条々』冒頭）から変化している？

　…　自ずとそのように「なる」という芸位か

　…　いかに「なる」ことができるか？

　　cf.学者が“似せる”踊りと、現地の僧の“降りてくる”踊りの違い

　　　→僧には、芸能というより神事的な印象がある

　　　→“似せる”と“なりきる”の違いとは？

　…　場数・年功を積んで「なる」ことができる

　　cf.「稽古の劫入りて、位上らでは、似合うべからず」(『第二物学条々』老人)

（参考）平成25年11月13日の内容
　＜老人＞

　・無上の奥義

　　…「花」を何度も使用

　・女性よりも老人に聖性をみとめている（本章の構成、『翁』の別格から）

　　…　老人は、性を超えた面「仙人性」をもつ

　

　・「老木に花の咲かんが如し」

　　…　枯れた美しさを指したか

　　…　老体の純粋な心（“ないものねだり”）を指したか

　　　cf.　昇華、対立物の結合・エナンチオドロミア(ユング)

　　　→　「男の中の女性性」のようなものか

　　　

　　…　字面にこだわると意味が分からない

　　　cf.「色即是空」、“合理に対する不実”、“分けてあとで一緒にする”

　　　→　分析的思考風土では特に、順を追わないと理解されない

●「なる」こと

・木村拓哉と草彅剛

　木村拓哉

　　→『空から降る一億の星』(2002)？で影のある役以後は、面白みがない

　　→　キムタクは、どのドラマでも「キムタク」。

　　　　自ら、アイドルとしてのキムタクを演じているのでは？

　草彅剛

　　→『銭の戦争』(2015)。役になりきっている。狂言的、越境的。

　　→「チョナン・カン」。異文化で別の人格に“なる”ことができる

　　→『任侠ヘルパー』(2009)。全裸事件以来初。“影”“悲”の効果？

・『スサノヲの到来』(DIC川村記念美術館、2015/1/24-3/22)

；　黒川弘毅《Spartoi No.38》などが出展

　→　常識的には考えつかない“見立て力”“強引力”

　→　江尻潔学芸員の、感応力・預言者性・現代的な知識による説得力

　→「スサノヲ」を果てしなく拡張し、しかし一つの像が結ばれる。ダイナミック。

・「異化効果」(ブレヒト)

；　日常見慣れたものを未知の異様なものに見せる効果

；　違えた文脈にこそ現われる効果

　→　勘違いにも、わざとらしさにもならないバランス感覚が必要

　

・「引き算」

；　削り・省くことで、意味や文脈の重層性が生まれる

　cf.「おくゆかし」。奥の方へいざなわれる気持ちが原義

　cf.「プロセスに意味はない。跡を消すがいい」（ディラード『本を書く』）

　cf.　アルベルト・ジャコメッティの作品群

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成27年2月25日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第七別紙口伝　（岩波文庫　p.99-101）

●「十体」

：物まねのあらゆる風体。形、スタイル、モード。

：工夫を凝らせば、百の彩りにもなる

　（小規模の演能、数日の興行でも、四季折節の風情などを心掛ける）

：５年・３年に一度ずつ演じて、珍しさを保つこと

　→ヨコ軸。レパートリー。

●「年々去来の花」

：過去に身につけてきた花と、将来に備わるべき花を同時にもつ

：幼少にも、年功者にも見えて、同じ演者と思えないくらい演じ分ける

　→タテ軸。時間軸。

・父観阿弥を除いて、能役者にこれほどの達者はいなかった

・初心を忘れては、種を失う。折り取った花の枝のようになる。

　cf.吉増剛造（詩人）

　　→“２４時間詩人、過去現在ぶちぬき詩人”

　　→言葉がなくとも、全てが詩になる

　…百色に工夫。量が質を変えるのでは？

　　cf.野口みずき「走った距離は裏切らない」

　　cf.錬金術。物質をより完全な存在に錬成する試み。

　　cf.能役者は、生涯に１００曲超を学ぶ

　　

　　cf.TONY×KOW　タイMAN歌合わせ　最終戦

　　　→自分のなかで「形」ができた／「形」をつかんだ。

　　　→地球のエネルギーが、足の裏から昇る感覚。

　　　→振り幅が広がった。「出す」より「抑え」ねば“体が破れる”。

　　　　“歌いながら死ぬこともあるんじゃないか”。

　　　

　…やったことのないもの（初めての曲）をどう学ぶか

　　→型付（演出ノート）にもとづく

　　→流派ごとに異なることもある

　　

　　cf.選曲

　　　→季節にふさわしい演目。

　　　→やりたい曲を、一門で集まってすり合わせる。

　　　→料理の様なもの。突拍子もないことをするのではない

　…即興はどうする？

　　cf.『悲とアニマ展』（北野天満宮、H27.3/7-3/15）

　　　能舞「天神～鎮魂・悲とアニマ」（3/11 18:15 鎮魂舞台にて）

　　　
　　　（舞と舞台）

　　　→舞台はトレーラー。学生制作の仮面を用いる

　　　→“薔薇を演じるのに梅を用いない”

　　　→翁は呪文のような文句とともに、変化する

　　　（演者の構え）

　　　→能役者の自由さ、天衣無縫さ

　　　→志、構えの大切さ。培ってくれた師

　　　→人生を思い残すことなく、一途に人を楽しませるように。

　　　→自分が面白がれば、道は開ける。周りが活性化する。

　　　

　　　（演者と舞）

　　　→能は目に見えないものを舞う

　　　→能という集積から“ダウンロードしている”感じ

　　　→天の芸能の神に仕える、任せる。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成27年4月8日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第七別紙口伝　（岩波文庫　p.102-105）

※　p.102以降は、次回再読の予定

●用心

：　用心≒心配

：　一所に安住せぬよう、心を配る（備える）こと

「幽玄の物まねに、弱き理」「身を強く動かす時は、足踏みを窃むべし」など

・用心と、体の動き

　…「体」一色になりきってしまわない

　…　表面と内実とで、反対同士をたもつこと

　…　陰陽のバランス

　　→　調和、美しさをもたらす。

　　→「離見の見」の必要

　　cf.能舞「天神～鎮魂・悲とアニマ」（3/11 鎮魂舞台にて）

　　　→　ハードな舞なのに、自分の動きが分かる。

　　　→　ジャズの即興演奏のよう。小賢しいことができない。

　　　→　視界の狭い能面を着けたまま、自分で降壇も行えた

・用心のための工夫

　…「荒さ」ではなく、「細やかさ」を。

　　→　荒ぶっていれば、片方に寄ってしまう

　　→　細やかでいれば、余裕や隙間が得られる

　…　自分というパーソナリティではなく、役を演じる

　…　相手を理解できなくても、認める

　　→　“観客側の冷静さ”、他者視点を想定すること

　　cf.幼少期の振る舞い

　　cf.学校教師、夫婦関係。

　　　→「つよい」面だけでは成立しない

　　　→　どちらかが得られる（現われる）瞬間を察知する

　…　例外、逸脱を意識する

　　→　心を傾ける“範囲”の広がり、“層”の厚みが生じる？

　　→　俯瞰の視点が生じる？

　　

　　cf.ダンセイニ『ペガーナの神々』

　　　→　どこにもない国「ペガーナ」への感覚、郷愁。

　…「将来を悼む」（デュピュイ『ツナミの小形而上学』より）

　　→　“既に起きてしまった”未来への思い。預言者的。

　　→　些細なことを逃さない。失敗をちゃんと失敗しておく必要。

　　→　受けとめる必要。逃げると“追いかけられる”。

　　

　　cf.つんく♂の声帯摘出

　　　→　歌手が声を失う、ということ。

　　cf.網膜剥離の手術

　　　→　手術後、怖さがなくなった。「いまやるべきことを」。

　　　→　「失敗する」ことの必要

　　cf.生徒会長の落選

　　　→　失敗によって、人格の「皮」が剥ける

　　cf.ヴォルテール『カンディード』

　　　→　最後の台詞「けれども、私たちの畑を耕さねばなりません」

　　　→　シジフォスのような際限ない苦難、「生きる」という倫理

　　　→　旧約、ユダヤ教的。「待ち続ける」こと（ベケット）との近縁性。

　…　自分が「本当に」楽しいことをする

　　→　自分自身への洞察と、それを成就・実現させること

●秘すれば花

：　観客が思いも寄らないように、見せる

：「花」とさえ見せないように、「花」をつくる

　　cf.流派独自の小書『三輪・誓納』『三輪・白式神神楽』など

　…　再現性は、ことごとく持ってはいけない

　　→　「独自性」の意識のしかたが、中世的。

　　cf.近代の再現性・エビデンスの重視。あらゆる構造の論理化・可視化。

　　

　　cf.神道ソングライター

　　　→　真似できないものを作ったら、それで「成立」する。

　　　→　意外性、アバンギャルドこそが、世阿弥の「伝統」。

　…　秘せねば、「花」ではない

　…　秘する内容自体は、大したものではない

　　

　　cf.江戸時代の鎖国政策

　　cf.神職の一子相伝

　　　→　内容そのものではなく、秘することが重要

　　　→　「秘事」と「タブー」には近さがある

　　　→　表面的な動きは、全体のほんの一部でしかない

　…　緊急時のために、秘事はマニュアル（明文）化すべきか

　　→　隠された相伝の内容は、増えはしないが、減る（散逸する）

　　cf.世阿弥は一子相伝と言いながら、資料を紙で残した

　　cf.リスク分散

　　cf.中空構造の論理、「神は細部に宿る」

　　　→「空（から・くう）」が構造化されている？

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成27年5月20日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第七別紙口伝　（岩波文庫　p.102-105）再読

●用心

：怒りの風体には柔らかな心を、幽玄の物まねに強き理を。

　…陰陽・バランス――外は陽なら、内は陰に。

　…“丸ごと”ではいけない。

　…足を踏み鳴らすときにも、強弱の“スキップ”を入れる

　…単純になりすぎるのではなく、奥深さや謎を。

　　→「秘するが花」へつながる

・吉田神道

　…陰陽に基づくシンプルなロジックだが、

　　カモフラージュのように、常に違うパターンを編み出していく

　…神主が日々淡々と、精一杯務めを果たすことも肝要

・観世清和氏の『千手　郢曲之舞（えいぎょくのまい）』

（平成27年5月19日「多武峰　談山能」）

　…立っているだけで感じられる、幽玄、優雅さ。

参考）

・多武峰とは

：大化元年（645年）、大化の改新の談合が行われた地

：御破裂山に藤原鎌足が祀られる

　…御破裂山は、国家に大事あれば鳴動するという

　      

　…圧倒的な「場の力」。

　…霊山の深みが感じられる。『翁』の詞章そのままの世界だった

●秘すれば花

「人に知らせぬをもて生涯の主になる花とす」

：秘すること自体に価値があるとする

　…観客および商売敵の劇団に、自らのプレゼンスを示す必要あり

＜秘すること＞

・「隠すこと」を嫌う現代とのちがい

　…現代はマニュアル化や公共性を求める

　…中世は、油断が許されない状況

　

参考）

＊『怨霊と鎮魂の日本芸能史』（井沢元彦）

　…日本では、怨霊や戦没者を、善神に祀りあげる

　　

　…翁面にも、悪/鬼の側面がある

　…金春流、観世流で鬼面が祀られている

　　cf.『明宿集』翁面と鬼面が一対のものである旨

　

　

＊「生け贄」を引き受ける

：観世清和氏の“観世宗家は生け贄だ”ということば

　…ヒトに祝福を与え、カミの呪術を引き受ける役割

　　→神職に関わる人の多くは、どうしても「引き戻されてしまう」。

　

　　→楽しまねば、生け贄にはなれない

　　→自らをカラッポにして、身も心も供えないといけない

　　→“この世”的な何かを捨てないといけない

＜マニュアルがないこと＞　　

・マニュアル化する「教え」とのちがい
　…いまは何事も「教えるもの」でないといけない

　…メソッドがあれば、それが金科玉条になってしまう

　　→理論ではなく、実践を重視

　

　…仲間うちでの切磋琢磨、観察、そして応用力がつちかうもの

　…想像力を、現場で“生かそう”とすること

・「メトーデがないこと」

：「日本の伝統は、メトーデがないことを特色とする」（三島由紀夫）

　『第一章「こころの練り方」探求事始め　その五　阿部公房と三島由紀夫を中心に』

　（p14-15　鎌田先生　モノ学感覚価値研究　第９号）

　　　

　…平々凡々とした積み重ねが、芸術の根本である

　…修業を積んだのちに、頓悟するようなもの

　　→あらゆる審美眼、想定外に対応する臨機応変さが生まれる

　　cf.「月並み」としての文化（三島『文化防衛論』）

　　cf.　三島由紀夫の、古今和歌集への高い評価

　

　…ダメな者はダメだと言い切ってしまう非情さ。

　…“際限のないアールブリュット”

　　→ワンパターンの集積と、全体のダイナミックさ

　　cf.女面や扇にみる黄金律

　　cf.Ｄから始まる“身体の音律”

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成27年6月3日（水）

講読範囲　：　『風姿花伝』　第七別紙口伝　（岩波文庫　p.106-112）

●因果と時分

＜因果＞

：因は稽古。初心の頃から身につけた芸能。

：果は名声。能に熟達した結果。

　…稽古（因）をおろそかにすれば、名声（果）も得難い。

　　→日頃の精進努力が無ければ、氏素性・本性がバレてしまう

　…観客ではなく、場を意識する

　…何を残せるか、どれだけクリアに現前させられるか

・一座の命をつないでいくため

　…常に新しいことに取り組み続ける必要

　…臨機応変さ、ハバを持たせることの難しさ

　　→レパートリーが10曲あれば、1曲を伏せる。

　　→武張った曲ばかりでは二番煎じになってしまう

＜時分＞

：時の運、男時（おどき）・女時（めどき）

　…勝負の中でも、時の運は移り変わる

　　→陰陽理論に基づくか

　　→形而上の変化が起きるためか

　…リハーサルで絶好調だったり、出し切ってしまうと油断が起きる

　…満月は欠ける不安を孕み、十三夜は却って力が満ちてくる

　…サッカー、テニスなどは、応援者の数もかかわる

　cf. TONY vs KOW 10年10本勝負対決ライブ第十戦

　　…敗ければ意識的な一年に、勝てば楽な一年に。

　　…２時間勝負は、休憩の間にも運が揺れる

　　…先攻は上書きされる可能性がある

　　…後攻は先攻に対し、余韻を残せる。しかし敗けると大変難しい状況に。

　

　

　cf.披き（ひらき、初披露）の『道成寺』

　　…ここぞという時を見極める必要あり。本番だけ成功

　

　cf.『葵上』の出来栄え悪く、のち１週間ほど不調が続いた

　　…ツレの面が“怒って”いた？

○人為を超えたもの

　…自然体であること。“遠く”を見ること。

　…人間以外の部分をどこまで持っているか

　　→人為には“全開”ができないため、“すきま”が必要。

　cf.口永良部島の噴火

　　→時速110kmの溶岩流。無駄のなさ。神威的。

　cf.隕石による津波の速度

　　→チリから日本まで、1日で伝わる。ジェット機の10倍とも
○空白・すきま

・人間以外（自分以外）の部分を持っていること

　cf.「信あれば徳あり」。

・自然に近づくにも“ゆるさ”が必要。

　→丹田に力を入れる

　cf.篠田桃紅の絵画。

　　→空白。謙虚であること

・梅若玄祥氏の“ゆるい”楽屋。

　…タメをいっぱいいっぱいにせず、余裕を。ギャグを飛ばし合う

　→分家ならではの自在さ、深さか

　←→　片山幽雪氏の厳格さ

●珍しきもの、用足るもの

：よいものは、珍しきもの、時の用に足るものである

・珍しきもの

　…すべては“臨機応変力”。これが花と成る

　…“最適解”を求めること

　　cf.臨床の場で、その人に何ができるか

　　cf.相手にクッキーをどうわたすべきだったか

　

・用足るもの

　…そのときの現象に焦点を当てた行為。

　　cf.「火事場の馬鹿力」

＊幼児教育

　…その場、瞬間の対応。マニュアルや概念がない

　cf.『となりのトトロ』のサツキとメイ

　　サツキの優等生ぶり、メイの“余白”ある様子

　

＊縄文研究

　…マニュアルが通用しない

　…臨機応変に、プラグマティックに想像を働かせる

　　→穴が開き、違う世界が見える

＊絵画

　…一本の線でも人を感動させ、想像を掻き立てさせる

　…「考える」以上は100％を超えないが、本来は1000％を容れるもの

●次ぐをもて家とす、知るをもて人とす

：「芸の命が続くのが家である」

　…芸を伝えるにあたっての一節。

　

　…本来一子相伝だが、元雅以前に元重（音世弥）にも相伝している

　※　実子の元雅はのちに客死。世阿弥は佐渡に流刑

　　→　心を鬼にして、一子相伝を貫くべきだったのでは

　cf.平成24年2月8日の資料

 ・家督を譲る　→元重（甥・養子）、元雅（実子）、金春禅竹（娘婿）

　　…3人に家督を譲ることのダイナミックさ/ダイナミズム。

　　　芸能論の技術的本質を有しているのでは　　
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成27年6月24日（水）

講読範囲　：『世阿弥能楽論集』　花習　（p.121-122）

●春日大社の白漆喰磐座（いわくら）

：第一殿と第二殿の間の床、摂社・水谷神社の２例のみ

：表面が白漆喰で塗り固められている

：一切の伝書なし

：「第六十次式年造替特別公開」平成27年4月1日～6月30日まで

　…突起状の林立。柱状節理のよう

　…チカラ、ナミ的。

　

　…自然にはありえない形状。“造形思考”がある？

　　cf.パウル・クレー『造形思考』

　　cf.関根伸夫「もの派」

　

　…仏教以前の、藤原神道（中臣神道）に基づくものか

　…国家鎮護など、強固な政治神学

　　cf.梅原猛『神々の流竄（るざん）』『隠された十字架』

　　cf.シュミット『政治神学』

　…恐ろしいまでの“神話技術”。

　　cf.「タケミカヅチが剣の上に乗ってこの国を絶対守護している姿」を象徴？

　　　（6/21　鎌田先生のMLより）

　　cf.鹿島神宮の要石

　　　←タケミカヅチ（藤原氏の氏神）を祭神とする

　…水谷（みずや）神社にのこされた原生林

　　→倒れ込んだ樹木も恐れて伐らず、との伝あり

　　→あらみたまの鎮撫のためか

　　

　　cf.談山神社（中臣鎌足が祭神）の原生林

　…神道の“こもっている”感じ。呪術性に従属する

　　仏教が“清浄にする”ものと対照的

　　

　　cf.『古今和歌集』

　　「生きとし生けるもの、いづれか、歌を詠まざりける」

　　

　　　→人間は自然のなかにあるのみ

　　　→ただ情景が詠まれるだけで、心が洗われる

　　　→ワイルドさが、マイルドになった結果

　　

●能と呪術

・観阿弥の呪術的な側面。「秦元清」を名乗るなど

・能は“魂のクリーニング屋”

　…“降りてくる”ものを浄化する役割

　…シャーマニスティック

　

　cf.『日本の仮面展』

　cf.談山神社の摩多羅神面
　cf.『風姿花伝』第四神儀云　p65-68（岩波文庫版）

　　→「外道を和らげ、魔縁を静む」

　　　

●『花習』

・あらゆることに序破急がある。

・序破急の適用は、それぞれの状況次第である

＊五番立

　…神男女狂鬼（しん・なん・にょ・きょう・き）で番構成

＜序（初番目）＞

：きちんと本格的な姿。まっすぐな行きかた

：歌と舞だけ。祝言の性格

・脇能について

　…『高砂』のワキは、なぜ九州阿蘇宮の神官なのか

　　→住吉の「水」性に対して、阿蘇の「火」性を置いたか

　　

　…演じる際には、精進潔斎が必要

　…絶句や言い間違いには、切腹が命じられたことも

＜二番目＞

：典拠がはっきりしたもの、しっかりして優雅なもの

　…「負け修羅」。若死にした平家が出て、成仏する

＜三番目＞…女。『井筒』『羽衣』など

＜四番目＞…狂。『隅田川』など

＜五番目＞…鬼。怨霊もの。付祝言を加えて鎮魂を示すことも

（参考）H23年12月14日の内容
＜五番立＞…世阿弥の時代は主に立合が行われたため、後年の形式か

・初番目物（脇能物）

・二番目物（修羅物）

　…　『清経』 ：自害した清経が妻の枕元に立ち言い争う。反戦の意か。

小書「恋之音取」（観世流）・「音取」（宝生流・喜多流）・「披講之出端」（金剛流）

　…　『忠度（ただのり）』 ： 謡が難しく、苦手とされる

・三番目物（鬘物） … 優美さ

・四番目物（雑物） … 他の4つに入らない作品

・五番目物（切能物） … 『安達原』（四番目物とも）、『土蜘蛛』など異類系。鬼、スペクタクル
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成27年7月8日（水）

講読範囲　：『世阿弥能楽論集』　p.120-122

『能における序破急のこと』(p120～)

●破について(p121)

：三番目の能以降が、破に当たる

：三番めは演能当日の眼目となるように

　cf.三番目は鬘物とも。「井筒」「半蔀」「芭蕉」「石橋」など

　　→あの世とこの世の行き来

　※半蔀…

　※芭蕉…禅竹の作。草木成仏、世の無常が語られる

　※井筒…この曲の後の狂言で、大きな変化が生まれる

：四番目は筋立てを主眼とした曲を。

　…問答や辞句中心のもの、人情もの申楽など。

：「自然のとおりの姿」の序を、わかりよく説明する段階

　…より本質的な部分（神髄、精髄、妙味、本質）を顕す部分か。

　…起承転結の「転」ではない。本論として細かく論証している

　…精神性が“迂回”する。微細なところに入っていく。

　　→身体性よりも、心にウェイトが置かれる

　　→西洋であればドラマ的に、動きも激しくなる段階か

：雅楽の「序破急」から。

　…テンポ、リズムが関係しているか

　…一曲だけでなく、一日にも、序破急がある

●急について(p122)

：この段階の強い身のこなしを「揉む」という

　→「破」を生かす

　→素人にも受けるよう、強く激しく乱舞し、最後に盛り上げる（興行主的な視点から）

　cf.「船弁慶」「野守」など

　cf.　H23/12/21の＜演技論のオノマトペ＞＜鬼＞を参照

　cf.劇団ケッペキの劇。頓挫するように終わった作品のリズム感。

　cf.神楽では、能のような儀式性よりも演劇性を重視

　

　…五七五七七の「七七」に相当するか

　　→前段は叙景的、後半は叙情的、余韻・もののあはれ、心のありようを表す

　　

：番数が多く、かつ急が早いと効果をあがらないことも

　…ドラマチックな構成であったか

　…現在では、全番で2時間ほど。以前はもっと短かった
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成27年8月19日（水）

講読範囲　：『世阿弥能楽論集』　p.123-125

●臨機応変の対処について

・貴人の序、場の急

：演能が破・急の段になって、貴人が遅参する

：演者は、序に戻った場を解きほぐすように演じる

　cf.講演会に重要人物が遅れて出席

　

・貴人の急、演者の序

：あまり粘らず、サラリめの運びにしたい

　…突然に演能を求める貴人。限られた時間で納得いくものを。

　…「バン」と入っていくこと

○臨機応変を生み出す

　…5曲構成の文脈（組み立て、意味付け）を見立てる

　　→テキストはきっちり押さえること。翁の曲は要（かなめ）か。

　　→別の曲を挿入することで、呼吸や文脈が変わる

　…定型（パターン）を身に付けていないといけない

　…場数を踏む

　　→定型もつねに一様ではない。崩れた時の“定型”も

　　→キズ（デメリット）をアジ（メリット）に変えることも可能

　　

　…パターンをやり遂げることで、臨機応変の力を蓄える。

　　→逆境に強い、火事場の馬鹿力が出る

　　

　　cf.大重潤一郎氏の自覚的なワンパターン。

　　　→ワンパターンを続けてゆき、自ら「基準・標準」をつくる

　　　

　　cf.『弁財天マリア』の能舞

　　　→「羽衣」のよう。身に付いた曲ならば、何とでもできる

　　

○子どもと向き合う

　…子どもには定型がない為、教育者は臨機応変さが求められる

　　その場で組み立てるむずかしさがある

　　

　　cf.教員職の待遇の悪さ

　　

　　cf.映画『となりのトトロ』

　　　トトロに会ったと言う妹（メイ）への台詞

　　　・サツキ「夢見てたの？」

　　　・父「メイはきっと、この森の主に会ったんだ。それはとても運がいいことなんだよ。

　　　　　　でも、いつも会えるとは限らない」

　　　→姉（サツキ）の“定型”さ

　　　→父は、不可解な事態に対して“開かれて”いる

　　　

　…承認されなければ、子どもとはディスコミュニケーションに陥る

　　→ことばには「活かす」力がある

　　→大人が持つ修復能力は、子どもにはない。習得しないといけない

　　

　…教育には多様な開かれ方がある

　　→教える者が死んで、初めてその教えを実感することもある

　　→手取り足取り教えるだけでは、「レベル」が低い

　　cf.久高島での授業

　　cf.“教育力のない”大重潤一郎氏

　

　　cf.折口信夫

　　　→“この先生、何言っているのか分からないけど面白い！”

　　　→その人でなければいけないほどの魅力

　

　

○逆境と独創性

　…ハンディキャップを魅力、独創性につなげる

　　cf.左脳がうごかない子どもの、ピカソばりの絵画

　　cf.べてるの家の当事者の絵画

　　　

　…要領が良ければ、成長を止めてしまう

　　→飛び込むことができない。弾けられない。

　…不器用な人ほど、深められる

　…不得要領に見える何かを抱えながら生きていくこと

　　→自分ができないことを分かっているから、腹を括っている

　　→能力を磨いていくには、感性が必要

　　cf.宮沢賢治

　　　→さまざまな星がまたたくような世界。

　　　→自ら“生き切る”プロセスをたどることが出来るか

　
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　

世阿弥研究会9月8日
①葉山神社御社殿竣工奉祝祭・ご奉納能舞最終公開稽古（鎌田先生・河村先生）
②『花習』最終回
· 「序（シンプルですっと入り易い仕立て）・破（幽玄な密度の高い魅せどころ）・急（激しく短いフィナーレ）」のリズムは、宴の席から勝負の舞台まで、いつでも心得ておくべきである。機転を利かせ、上演の場の運びに合わせることが肝心である。
· 「秘伝」である故は、途中入場の観客へのサーヴィスといった、上演者として一番生々しい手の内を語る「惹き込み戦術」だから。
・（今回の最終稽古は「歌舞」いていたという感想を受けて）
「能から歌舞伎が生まれた」という話題
→能は代々上流階級に庇護されて洗練されてきた。転換点となったのは、桃山時代、物狂い的に「ややこ踊り」「かぶき踊り」を舞った出雲阿国である。切実な悲しみや怨念を表現する「当事者」の荒々しい祈りのような舞。ここから歌舞伎が始まった。ここからどんどんエンターテイメント化して様式化されていく。聖から俗へ。
　
· （今回の奉納舞が「新しい神楽」を目指しているということについて）
“新しさ”といっても、阿国的な身に迫るような切実な“聖”が垣間見られることが大切。今回の奉納舞も、河村先生扮する「荒御霊」で始まり「翁」で終る。
→芸術は荒御霊、物狂い的な側面のみでは成り立たない。「泣き叫び」が「歌」になるには、コトバにならない情念を媒介する転換の「ワザ」が必要。感情に触れつつも距離をとるための「ワザ」。
→芸術は当事者の依り代・普遍的に深まった感情の表現である。凶暴とも思えるほどの情念を、そのままではなくて代弁できる形式、エンタメ性が必要になる。
· 現代芸術の様々な傾向
 　　市川染五郎主演の歌舞伎「鯉つかみ」（2015年8/14～16）について
　→プロジェクションマッピングなど現代の技術を駆使した演出。その時代　
　にできることをフルに活用して魅せるのが「歌舞伎」
「ふくしま未来神楽」での詩人・和合亮一さんの言霊について
→大災害の当事者の自作自演の生々しさが、他の人によって語り継がれた時、芸術になって行くのではないか。あまりにも強烈で凄絶であった。しかし、それが神楽の根源に繋がるようにも思われた。イサチル・・・物狂い・・・暴力・・・スサノ精神（鎌田先生印象）
　→当日に少女の朗読した詩は、和合さんの作品であるが、淡々と語られており芸術　　　
　　を感じた。

　「スサノオの到来」展(@渋谷区立松濤美術館)について
　→講演会のときに、部屋に入りきらないほどの盛況ぶり…スサノオ的なものへの関心
　　がますます高まっている。
· 世阿弥の『花習』は、能楽の「祈り・奉納」としての聖なる原型的側面と、娯楽としての俗の側面の両極をまたぎ、どちらも大切にしていく重要性を後世に伝えている。
文責：門前斐紀（木村先生、門前メモを元に）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会10月７日
①9月20日 葉山神社御社殿竣工奉祝祭・ご奉納能舞ご報告（鎌田先生・河村先生）

· 木村先生ご感想

· 野外舞台で、次々と神楽が奉納されるあいだにご登場⇒会場は一瞬「何が始まるんだろう？」と意表をつかれた反応だった

· 歌のメッセージが入ると次第に惹き込まれる感じだった

· 歌と舞の流れは、痛ましい過去の記憶を忘れさせるような楽しさよりも、それを振り返り今につなげて大きな祈りへ開く意味があったのではないか

· 野外神楽は外へ向けての派手さ楽しさがあったが、鎌田先生・河村先生の舞台には繊細な実直さがあった。神楽のあいだに、災いを祓うようなクオリティーの高い場が開かれた。その後はまた、何もなかったかのように神楽が始まり舞台が展開していった

· 河村先生ご報告

· 最初は舞いづらかったが、海・山が見えて、「現場」で待っているという生の感覚が感じられて心地良かった

· 舞台の最後には、即興のアレンジをして、舞台に鎮座した。ご本尊が出現したような雰囲気（めったに使わない面をつけていたことも関係？

· 正方形の狭い寸法の舞台は舞いにくかった

· 鎌田先生ご報告

· 手応えは薄かった

· 舞台転換の準備・設営の間に、舞の説明をしてしまったのが良くなかった（いつもは歌い終わるまで話さないのに、場を作るため喋ってしまい気持ちが緩んだのかもしれない）

· （手応えがなかったのは会場の驚きだったのでは？という木村先生のご指摘を受けて）わからなくても難しくても、「何かある、すごいぞ！不思議．．．」という感じは伝わるはず。引っかかりをいかに打ち込めるかが勝負。今回は劇的効果が適切に伝わらなかった

· 場の雰囲気と舞の内容の不一致があった。本当は、夕暮れ時の暗くなりつつある時間帯がぴったりだった（当日は予定も早まり15時半のはずが15時に．．．）明るい中ではメッセージが浮いてしまった、暗さから祈りへの反転・陰影が際立たなかった⇒それでも何かが工夫ができたのではないだろうか

· 河村先生：確かに「入り」は舞いにくかった。選曲や音使いで工夫ができたのでは？

· 鎌田先生：具体的な工夫についての妙案はまだないけれども、劇的世界をどの　

ように表現できるかは本番中も気がかりだったし、これからの課題でもある。反省点を活かして次の舞台へ→北上川近くの釣石神社で2016年春に社殿が竣工される、ここでもう一度舞をご奉納予定

②『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(おんぎょくこわだしくでん),音曲声出口伝)』①（小西甚一編『世阿弥能楽論集』たちばな出版、2004年 所収）

· 老境に入った世阿弥が、身体的な動きが押さえれた「空白」に歌を論じた書

· 「序文」音読⇒論点

　「声」「機」「調子」の連関がテーマ、本文の「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(こわさき),声先)調子の中より出づるなり」がどの

　ような「機」の体感なのかが気になる（門前）
· 特に、「声」と「調子」のあいだを取り持つ場の空気感、タイミングである「機」が重要。「機」は現代語訳では「気」と訳されているけれども、これでは意味が変わってしまう。「臨機応変」に「調子」を整えるという、満ちた〈込め〉の間、溜めの側面が大切。「機」を見失ってしまうと言葉が活きない。（鎌田先生）

· 歌のなかで、自ずと呼吸が深くなり「余韻」が活きる「機」（間）がある。名人は本当に「機」が巧い。「乱曲」できる人は「機」に乗って場を生かすことができる。無意識のうちにお客さんや会場の呼吸に合わせて。（河村先生）

· 「乱拍子」の身心変容について。アールブリュッドの表現には反復の徹底した繰り返しが魅力的。特有のテンション、ひずみ、横滑り感覚、ドライブ感が生まれる。（鎌田先生）　　　　　　　　　　　cf.マントラ、「百万遍」、スキップのリズム

· ↗︎の乱拍子に独特の抽象さが加わったとき、絶妙な位相が生まれる。能はこのシチュエーションに優れた芸だと思う。リズム、かけ声が「呪術的」（「実は何種類かしかなくて組み合わせている」：by河村先生）で、彼岸への仕掛けに満ちている⇔対して、歌舞伎は三味線がかき鳴らされていたりして、平板に塗り込められた感じがする（鎌田先生）

· 能の太鼓は「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(とき),刻)」を刻む、高い振りはクライマックスや違う「刻」への展開が近づいている徴。笛は空気を引き裂き場面を転換させる（河村先生）

・能と歌舞伎について（鎌田先生）

　能＝見えなさ、ファンタジー力、幽玄：「見えないものを見る芸」（それを理解する文

　　　化もすごい）

　歌舞伎＝何もかもありすぎて見えすぎている、ファンタスティックさは少ない

　◎能は音と舞の抽象度が高い

　この抽象度が600年前に作り上げられたという意味○

　cf. 演出家太田省吾さん(1939-2007)の現代劇を取り入れるなど柔軟性も

（河村先生が高校生のとき、先代の時代に太田さんとコラボされたことがある）

· §１音読⇒論点

「謡の行きかた」＝譜が生き物のように、そこから「趣」が生まれる在り様がことばを書く人、歌う人の両面からアプローチされる（門前）

· 現代の能楽師は自ら曲を作らないのでそれほどピンと来ない。ただ、最後の「譜の本性を腹に入れる」との一節はよくわかる。全体・全部の流れを「覚えない」ということが肝心である、すべて「分かって」しまってはいけない。「遅れて型が出る（生まれる）」という感覚で、その場で動きが活きる。（河村先生）

・　「（修練のいましめに、）声を忘れて「曲」を知れ、「曲」を忘れて調子を知れ、調

　　子を忘れて表紙を知れ」という件が興味深い。「拍子」から湧いてくる「その時具

　　合」が大切（河村先生）

· ここで述べられていることは、作曲手法の実践論としてとてもリアルに思える。作曲する人には「音から（リズム、響き、「節」から意味がよく分からないままに出てくる）」というタイプの人と「言葉から（意味が際立っている、詩的、世界が明晰）」というタイプの人がいる。「音」タイプとしては、世阿弥がここで言う二重の循環、つまりは曲を作るときは「拍子→調子→曲→声（言葉）」、歌っているとき「拍子←調子←曲←声（言葉）」という「抜け」というか「組み変わり」はよく分かる（鎌田先生）

· 「節」について。その言語に特有の連なりや調べがある。＝「行き方」、「流れ方」

　　日本人に多い言い間違い、勘違いもたくさんある

ex. 足立さん、グレンコさんのお名前の呼び間違い（韓国人、日本人）

　　　　　　　　日本人には「茨城（いばらき）」⇒「いばらぎ」が多い　　　など

記：門前斐紀

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成27年10月21日（水）
講読範囲　：　『世阿弥能楽論集』　音曲声出口伝　（岩波文庫　p.131-134）

●神道ソング298曲目（2015年10月9日作詞作曲）

・複式夢幻能のイメージ

　…繰り返されても、なお届かない印象

　…後ジテ的

　cf.『卒塔婆小町』

・内容の割にはアップテンポ

・河村先生は「ひれ」を持って舞う

　→スピード感が出る。追いかけるように

　cf.『松浦佐用姫』

　
●『音曲声出口伝』

＜訛りについて＞

節訛り：活用語尾や助詞などのアクセント

文字訛り：観念語はアクセントが違うと訛りになること

…助詞は裏声に。うたにならなくなってくる

…名詞（観念語）は、途中で切ると意味が再構成されない

　→一息で言い切らないといけない

…文字訛りは有効にならないのか

　→目的による。

　→古代は典型を重視し、近現代は典型の解体にも注目。

　cf.大和言葉の語源（中西進）

　cf.方法詩（篠原資明）

　cf.ダダイズムの“混乱した意味世界”

　cf.シュールレアリスムの“夢の論理”

　cf.「脱構築」（デリダ）

＜声の練習について＞

：声の調子が出てきた機会を逃さないようにすること

声の種類：横・竪（おうしゅ）、祝言・望憶、呂・律

　…メリハリ/サビ、張って/しっとり、出す/引く、陰/陽

　…ツヨ吟/ヨワ吟

　　→華やかならば、声をはること

　　

　…本能的、意味的に按配できるように

　…意味が切れぎれでも反応できるように

　…意味の世界よりも、身体的なドラマへ

　　

・声を使うのでなく“声に使われる”こと

　…裏声（ファルセット）にしないと収まらない情緒がある

　…アレンジではなく、いつの間にかそうなってしまう

　　→ウツワが空っぽになって、“ふっ”と来たものにどう委ねるか

　　

　　cf.美空ひばり。裏声へ滑らかにスライドする

　　cf.円空。“向こうに見えてくるもの”を彫らされる

　

　…受動態のほうがより根源的なのでは？

　　→自律性と他律性について

　　

　　cf.濱田覚氏「魔境対策」

　　cf.田辺元、西田幾多郎、木村素衛の身体論

　　cf.カント、ヘーゲル、フィヒテ、シェリングにおける「意志」的立場
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成27年11月4日（水）

講読範囲　：　『世阿弥能楽論集』　音曲声出口伝（p.134-136）

●神道ソング299曲目（2015年10月29日作詞作曲）

：ワンコード・ワンソングを目指して

：『Paint It Black』（Rolling Stones）を引用

　※『忘れ得ぬ君』（ザ・テンプターズ）も前奏で用いた

　

●映像作品『鎌田東二・東山修験道』

・いま必要な祈り

・抑制がきいている

・見えない世界、相手の「奥」を見るように突き抜けていく

・ハウさんの“屈服しない”部分、弱者に寄り添う視線。

（参考：2011年7月13日の資料より）

1. 『鎌田東二・東山修験道』　：　グェンティ・ホンハウさんら鎌田班による制作

＜作品解説＞

・　「鎌田先生は比叡山でバク転をしているらしい」という噂がきっかけ

“胎内での3度バク転ののち、死にかけて産まれる”というライフストーリー

バク転は「重力からの解放」、また「自由になって生まれなおす」こと。これらをクリアに。

・　比叡山の「参道」は「産道」。より大きな世界に入って生まれなおすこと

・　生を享ける時に死と隣り合わせだったことと、緑色を身に着けることの“つながり”の発見

「俺はあさってを向いて生きよう」（東山修験道日記）

　…　“あさってを向いて生きる”とは、“突拍子もないことをする”ことの意

　…　筋が通っており、おちゃらけてもいる、という一貫性

・　オーディエンスからは最も高い評価を受けた

・　脚本からではなく、素材、モノから編集を行った

＜感想など＞

・　京都の街並みから一歩入った、身近な場所に大自然が広がっていることの発見

・　レイ　ハラカミなどの音楽の配置のよさ

●映像作品『猿田彦動く』（1997）

：猿田彦ゆかりの地を巡る

　…一回限りの出来事。

　…記録や体験と違い、記憶は変容している。

　…リピートできないこと、一回性の持つ意味

●『久高オデッセイ第三部 風章』（2015年9月15日完成）

：1978年ぶりのイザイホーに大重監督が遭遇する

　…一回限りの出来事が映像に収められ、何万回も再生されること

●『音曲声出口伝』

：曲舞系の謡と普通の（申楽の）謡を知ること

・普通の謡：旋律が主体

・曲舞：拍子が主体。立ってうたう態（わざ）。

　　　　動きを基本として生まれる謡い。

　　　　

　…曲舞の元は白拍子から発祥。

　…「白髭の曲舞」で、観阿弥が初めて申楽に曲舞を取り入れた。

　　

　　→革命的。なぜ取り入れたのか？

　　　cf.＜観阿弥の「白髭の曲舞」と能『白鬚』＞

　　　　2014年11月15日（土）　於：京都造形芸術大学

　　　

　　　cf.『マタイ受難曲』の革新性

　　　＊　柿沼敏江氏『ヒルデガルトの音楽と言葉∼声を発し、記す身体∼』
　　　　（第11回身心変容技法研究会　2013/5/14）

　　　　

　　→「平家物語」等の講談に、ミュージカルを載せるようなもの？

　　　cf.『ウエストサイドストーリー』。曲によるエモーション

　　　cf.紋切型の表現（演歌など）が情趣・エモーションをかき立てる場合もある

　　　（2014年3月19日の資料より）

　　

　　→世阿弥の洗練、幽玄はモーツァルト的か。

　　　ベートーヴェンの“ケレン味”と異なる

　　　

　…『歌占（うたうら）』『百萬』

　　→二段グセ（クセでシテの謡が2回現われるもの）

　　

　…『井筒』『安宅（あたか）』

　　→居グセ（シテが座したまま進行するクセ）

　

　cf.能の謡は「クリ」「サシ」「クセ」と続く構成をとる

　　→「サシ」はハンバーグ定食、「クセ」はハンバーグ弁当のようなもの

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　2015/11/25
横尾龍彦先生へのご奉納能舞

石笛・横笛・法螺貝＋神道ソング3曲「永訣の朝」「神ながらたまちはへませ」「鎮魂歌」のご奏上（鎌田先生）

「天清浄、地清浄、内外清浄、六根清浄」「南無阿弥陀仏、南無阿弥陀仏、南無阿弥陀仏」（河村先生）

· 音魂と言霊による祈り、おのずと流れるような歌舞音曲

· 悲しみつつ悲しみに浸らない、悲しみを引き受けて浄化する

· 横尾先生のご体験と芸術について（『翁童のコスモロジー』）

細密でデモーニッシュな幻想画から物質が描くような抽象的な表現へ
・ 東京自由大学初代学長としてのご活動
『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(おんぎょくこわだしくでん),音曲声出口伝)』④（小西甚一編『世阿弥能楽論集』たちばな出版、2004年 ）

· 「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(くせまい),曲舞)」と普通の「謡い」の違いについて

· 「曲舞」には、一つ一つのアクセント・節に息を込める「強吟」と、節の少ない「弱吟」がある。強吟の曲舞は耳を楽しませる。

· 曲舞ではお囃子が激しく、普通の謡いではバックは単調

· 謡はそもそも為手の心情を謡うものなので、謡が激しくなる曲舞のときにはあえて舞は抑制される。動きが少ないからこそ奥深い「居舞」＝外見は動かず内情が激しく動いている気配を魅せる・ブレーキを踏みながらアクセルも踏む感じ

· アクセントは「無文」⇒上手な謡手は、「無文」から「無色の文」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(こえあや),声文)」を成す

· 「音曲」の「妙」（「妙音」、「妙所」）＝「有文」（存在そのもの）ではなく「無文」（非在）を表現する

· 能舞の４つのパターンについて

· 仕舞（能の一部を面・装束をつけず、お囃子無しで、紋服・袴のまま素で舞う）

· 直面（面無し）
· 素謡い（能の一部を紋服・袴で謡いのみ）…独吟と連吟がある

· 能

· 仕舞は3-15分で短い、「身心変容」はし難い、装置でごまかせない

· 能舞は鏡の間で「身心変容」

『至花道』①（出典〃）

◎中期の代表作、1420年頃、57歳の世阿弥

· 「二曲三体」＝初歩の学習、本道の入口

· 二曲＝「謡」と「舞」

· 三体＝「老体」「女体」「軍体（いかめしい姿）」

· 10歳〜12歳ごろまではまず二曲のみ、面をつけずEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ちごすがた),児姿)で舞う。ここで自然な基礎を身につけることで、後年まで優美さが保たれる

· 三体は、元服＝成人後、三つの型に限定してしっかりと身につける。ここで見栄えの良い演技の端くれを追いかけてしまうと、主体性の無い危なっかしい芸となる

· 二曲三体を「定位」として、ここから自然に応用的な芸が現れてくるのを待つようにしなければならない。

· 河村先生「二曲三体」

・二曲三体の時期は御尊父より稽古を受けた

· 謡＝まず今出せるなかでの一番大きな声を出す「声を張る」

⇒最大を知ることで、そこから抑えることを覚える

· 舞＝まず基本のフォルムを押さえる

・「基礎⇒反復」をどこまで深められるか・・・あらゆる土壌作りとなる

記：門前斐紀
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成27年12月16日（水）

講読範囲　：『世阿弥能楽論集』　p.140-146

●鎮魂能舞

・亡くなった大重潤一郎、岡野恵美子、横尾龍彦氏に届けたい

・舞台と観客の間に、歌舞が「紙芝居」のようにある。

○舞台

・全く暗いわけでもなく、外からの灯りが際立つ

・暗さが心地良い。奥行きの中に入っていける

・暗闇だからこそ特色が響く

・イルミネーション、鴨川の反射光に吸い込まれそう

・壁のライトとシルエットが走馬灯、幻と現であるかのよう。

○舞

・エネルギッシュで舞いやすい

　…力強い足踏み。舞がフラメンコにも見える

・舞手にとってはすべて新曲のよう。

　…同じ雰囲気にするのではなく、曲に合わせて

○謡

・静寂が破られる声、抑えを放つように“入っていく”声。

・歌い始め「夢」の'Ｕ'の伸びが、彗星の如く心地よく力強く響いた

・覚醒と睡眠が、曲に合わせて繰り返される。さながら「夢現」能。

・オマージュと言うよりも鎮魂

　…「ゆめにまでみた君ゆえに」

　　→「ゆめ」は‘You may’に掛かる

　…「かんながらたまちはへませ」は鎮魂的。

　　cf.『なんまいだあ節』の「なんまいだあ」は狂言的

　…『Paint it Black（黒くぬれ!）』と『赤い靴』の挿入

　　→　各々の“色”がミックスされる

●二曲三体事（p140～）

…世阿弥は一座の維持に危機感を持っていたか

・二曲とは、舞と謡

　…10歳までにしっかりと体に染みこませること

・三体は老体、女体、軍体。

　…元服してからの習得

　…覚える順は、軍体・女体・老体の順か

　…軍体はキビキビ、女体は心を柔らかく、老体はゆったりと。

　軍体…力強さ、あらみたま

　女体…幽玄、にぎみたま

　老体…かみさびたもの、くしみたま

・子方が成人の役を演じることもある

　cf.『船弁慶』の義経　→男女のどろどろした印象を無くし、静御前の心持のみを強調

　cf.貴人役　→穢れのない、清浄な様子

・老体（翁など）は難しい

　→後ジテの老人（野守）はやりやすい

　→前ジテの老人は、実際の老人が演じることも。

●無主風事（p142～）

・下地作りに、さらに修練を積み重ねること

　…異相の風だけを習えば、無主の風体になってしまう

　→ハッタリになってしまう

○基本形の重要さ

：基本形・フォルム（二曲三体）を抜きにしては能とならない

：幼少期からの学びが筋違いではいけない

　…自分に「翻訳」しないと入ってこないのではないか

・河村先生の幼時

　…5歳から稽古を始める

　　cf.祖父はよく褒め、父はよく叱った

　　

　…謡と物まねを、大きな声で繰り返す

　…譜面が分からず、音のみで覚える

　　→子どもなりに音で意味を理解

　　cf.『船弁慶』の「ろくじ」（陸地）、『邯鄲』の「ときすぎ」、「さるにても」…

　　cf.2011/6/29参照『文字なまり・節なまり』

　

　…差し込み開きを体で覚える

　　※差し込み開き：前進しながら右手を目の高さまで掲げる所作

　　

　…初面（はつおもて）は成人以降か。変声期は終えてから。

　　cf.観世三郎太氏は15歳にて初面とのこと

○師匠の存在

・歌声の自己補正（山崎広子氏）

　…録音した声を「鏡」として用いる。

　　→かつては、師匠がその役を担っていた

　　→師匠の存在は必要。弟子の成長は師匠次第。

・大峰山の平等岩“イニシエーション”

　…先達が指示する手足の置き方に従えば、回りきれる

　　→体を型に合わせること

　…平均的な体格にしか通用しないのでは

　　→元服した者のみが対象
○芸の力量

・「365日の紙飛行機」（連続テレビ小説『あさが来た』）

　…口パクの弾き語り。

　…“薄さ”“あざとさ”を感じる。観衆におもねっている

　　cf.剣道やダンスなどは、立ち姿で本人の力量が分かる

・鏡の間からの幕離れ

　…テンションをどう連れてくるかが一番難しい

　→舞台上で、引出しに全てモノを入れておく

　cf.観世寿夫氏の『井筒』

　　→きわめて抽象的なのに、色彩や樹々が見える

　　→能はリアリズムとの縁切れはない

●闌位事（p144～）

・名人は非風と分かって演じるが、初心者は是風だと思って演じる

・マンネリを脱するための味付け。猿まねではいけない

・わざわざ失敗するための芸風

・間を長く取る

　cf.荒川静香のイナバウアー

　　→上手の極みに、インパクトあるものを加える

　cf.橋岡久馬

　　→非風を好んだ。スーパー歌舞伎にも通じるアクロバティックさ

　　→実力はあったが体力がなかった

　cf.先代梅若六郎

　　→引退公演？で舞台から花を投げた。

　　→あの世とこの世の別れ際とも見える哀切感あり。

　　→もっと美しい非風を。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成28年1月13日（水）

講読範囲　：『世阿弥能楽論集』　p.144-149

●ギターと能舞

神道ソング「夢にまで見た君ゆえに」「面影」

（舞い手）

・扇をマフラーに

・スペースが普段よりも広く、スピーディに動ける

・何度踊っても新鮮。いくらでも変化できる

・目標のあるなしで違う

（聞き手）

・かろやか、かけてゆく

・真摯さ、生きてゆける、生きていこう

・闊達さ

・年月を積み重ねることの大切さ

●悲しみと歌

・悲しみがなければ歌えない

　…反映・滅亡・悲哀、“もののあはれ”が、物語の発端に。

　…死・別れ・失恋、死者への悲しみ、鎮魂の思い

　　←→相手に会えているとき、幸せなときは歌う必要がなくなる

　　cf.古事記、平家物語。（日本書紀ではない）

・悲しみの浄化

　…どろどろ、混沌のままの悲しみが、歌という形を通じて浄められる

　…透明感を得て、普遍性を獲得する

　…個別の死が消えて、生存の悲しみへ。

　　cf.幽玄さ、美しさ

　　cf.“魔縁を退け福祐を招く”

・二人の悲しみ

　…悲しみは、二人だと普遍性、他者性を持ち始める

　　→「二人」による悲しみの共有？送り手と受け手？

　　

・金島書

：元雅が死んだ悲しみの後の書

　…素晴らしく明るい。７つの歌を通じて一層明るく、透明感を得る

　…世阿弥の一書ともいえる

　　→時代や他者との関わりあればこそ、“浄化”作用があり、よく人を幸せにするか。

●生々しさによるdecode（解読）

・風姿花伝／花鏡＝スートラ／ウパニシャッド？

　前者は懇切丁寧で、後者は初めから奥義に触れる。

　　→生々しさ、未完のものが備える創作性。

　　→世阿弥の精神とも通じるのでは。

　※ウパニシャッド　…秘教を述べた一群の文献

　※スートラ　…補助学の綱要を暗誦用に圧縮した，独特の散文

　　　　　　　　仏教では、釈迦の教法を文章にまとめたもの

・複式夢幻能

：死者の多かった時代、世阿弥が鎮魂のために作った曲であったか

：後半に、相手（シテ）が霊であることが分かる

　…ワキは医者・カウンセラー役。シテの悲しみを浄化させる存在。

　　→演者は訓練によってイメージを手繰り寄せ、DNA内のものをdecode(解読)する。

　　cf.元雅の心理劇

　…能は神道的

・即興

　…即興は、結果的、必然的に遅れる。

　…見えないもの、物質の奥にあるものを見る

・能管

　…掛け声や能管で「入っていく」

　

　…能管にはノドがあり、明瞭な音が出せない。

　　→あの世とこの世の境目、闇を切り裂くような音

　　　cf.三味線（世俗的）←→琵琶（哀切。あの世的）

　
●闌位事(p144-149)

・片山幽雪氏、友枝昭世氏は正風

・梅若玄祥は「非風」か。“攻めの六郎”とも

　…多ジャンルとのコラボレーション、新作能など自ら企画

　…ピエロ的だが、実力あっての活動

・皮肉骨

　…謡、舞にも対応する

　…見聞心、声曲息、姿皮心など、三拍子揃っているのが大切

　…現在は「皮肉骨」は使わず、知っている人もない

　　→「形だけで中身（思い）が伝わらない」「息を詰めていない」「ほどけていない」など

　cf.我見、離見、離見の見

　　→観客の印象（場の印象）をみて舞わないといけない
●三つ揃いの人々

・片山九郎右衛門

　…ロームシアター京都記念公演で、紅白18名の『石橋（しゃっきょう）』を演出

　　　　→舞台、謡の奥行きの違いから演出を捉え直す

　…観世寿夫氏に次ぐ“三つ揃い”

・羽生結弦

　…練習が好き、結果しかないとの言

　cf.野村萬斎とのトーク

　　→聞き、学ぶ態度に謙虚さがある。本質を見届けている。

　　→「骨」がある。

　cf.浅田真央の「皮」が出来たときの素晴らしさと、波。

・ジャッキー・チェン

　…皮＝花、大衆性がある

　…幽玄というより、狂言味がある

・吉永小百合

　…凄絶さ、優美さ。

　…思想、勇気を自ら律している

　cf.映画『母と暮らせば』にて、音楽担当を坂本龍一に

　

・若尾文子（『越前竹人形』）

・中島みゆき
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

世阿弥研究会　　平成28年1月27日（水）

講読範囲　：『世阿弥能楽論集』　p.149-151

●現代京都藝苑2015：『悲とアニマ』展

・やなぎみわ氏のコンテンポラリーアート

　…やなぎ氏の“命をかけた取り組み”

・中上健次作品とのコラボレーション

　…大きいことの説得力。ステージとしての美しさ

　…アートとしてはみ出ている。アート「以前」としてやりたい

　cf.『現代アートは資本主義の行方を予言する』（山本豊津）

・北野天満宮、古典芸能への憧れ

　…からくり演芸、出雲阿国にもルーツを求めている

・「とにかく寒い！」（浅田彰）

　…本会の位置付けを掴みかね、誰もが口をつぐむ

●1/26(火)　鎌倉にて『久高オデッセイ第三部　風章』の上演。290名の満席

　…鶴田真由さんの「声」が、古代の詞にとって本質的

　　←吉増剛造、小松正史両氏のコメントか

　　cf.山崎広子氏「声の力と身心変容について」（第42回身心変容技法）

　　cf.念仏のもつ躍動感、生命性。

　　cf.「八雲立つ 出雲八重垣 妻籠みに 八重垣作る その八重垣を」

●体用のこと（p149-）

参考）2011/2/9
・体とは、用とは。

：「体／用」は、花／その匂い、月／その光、本質／現象とも。

：初心者は、体でなく用を似せようとする。

　…用を似せれば、用にも体にもならない

　…本質を見ず、矮小化した似せ方を戒めたか

　
…体は、イデア・形而上学的。「六大」にあたる

　

　　cf.密教は、六大体大、四曼相大、三密用大にて宇宙の本体を説明。

　　　→密教による語用論（プラグマティックス）か

　　
　　cf.三密加持では、不動明王を通して大日如来を見る

　　　あくまで目指すのは大日如来。不動明王に同一化しては道を見失う。

　　　→現象＝媒介（メディア）によって本質を捉える方法がある

　　

　…花のほうがむしろ「用」＝感覚的、触知的なものでは？

・「用」＝贋作、エピゴーネン？

　…真似を通じて、独自の文体を勝ち取ることもありえる

　…西洋文化では、贋作に厳しい

　　→個人主義において、作品は「人格」。真似は個人の侵害とされる

　…「ミメーシス」（模倣）として、理想化を意識することも。

　　→現実界は欠陥があるものとして、イデアが追求される

　

＊論文で接続語の真似。ただ固い言葉になってしまう。

＊子どもは言葉を真似て遊ぶ。

＊金刀毘羅神社での行列

　…巫女は、行列が詰まって後退する時、アルバイトと本職の違いが出る

　　；本職の方は、180度回転して後方へ前歩きをし、適度な位置で180度回転して進行方向に戻る

　　；アルバイトは進行方向のまま、後ずさりするように後ろ歩きをする

　　

　　→後方との距離を目視確認する必要があるから？

　　→別の“理法”を非言語的に体得している可能性は？　

　

・日本での「真似」の扱われ方

　…日本は“表徴”主義か？

　　cf.『中空構造日本の深層』(河合隼雄)

　　　→無欠の「完成 complete」よりも、欠陥も含めた「完全 perfect」(十全)を重視

　　cf.『表徴の帝国』（ロラン・バルト）

　　cf.『鮮烈なる断片―日本の深層と創作現場の接点』（中村英樹）

　　　→二体の狛犬の〈あいだ〉の「見えないご神体」を指摘

　　cf.『日本の深層文化序説―三つの深層と宗教』（津城寛文）

　…そもそも体／用、本質／現象は二分できるのか

　　cf.四季折々における美

　　cf.欠け、侘び・寂び

　　　→全体的な調和。

　　

　　cf.煩悩即菩提、即非

　　cf.絶対矛盾的自己同一

・いかにして先駆者（ほど）の“リアリティ”に近づく・なるか

　…反発心の自然な熟成

　…師匠をまねしているうちに、いつしか“先”へ行っていることも。

　…師匠を突き抜ける、根源的な生命力

　　cf.鎌田先生と河村先生の舞

　　　→いつもと違う形、扇の型への試み

　　　→相性、即興が関わってくる

　　

　　cf.本研究会の進めかた

　　　→話題の理路を抜き出す代わりに具体例を広げ、新たな理路を生み出す
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

（鎌田先生メモ）

A:篠原資明先生　最終講義「美と政治」
B：奥井遼氏　「遊びと学び－サーカス学校のアーティスト養成の冒険」
―――――――

A:篠原資明さん最終講義「美と政治」

１、プラトニズムの基本系

美―X―政治X＝イデア（プラトン）

　　　　　　　↓

　　　　　X＝神（西洋中世）

　　　　　X＝人間精神ないしは人間主体（西洋近代）

　　　　　X=絶対無（京都学派）

　　　　　X=いまかつて間（篠原資明）　篠原資明『空海と日本思想』岩波新書、2012円

美と政治を直結できないからこそ、プラトンはそこにイデアを挟まざるを得なかった。

カロカガティア（善美）

美と善と政治　正義

プラトンの著作の中で「真善美」と三つ揃いで出てくることはない。あえて言えば「善美正義」

プラトンには、真理は美より以下、美しい美より以下

２、美とは何か？

「美とは、生成の源泉への讃嘆の思い」（篠原資明『差異の王国―美学講義』晃洋書房、2013年）

イデア（／生成変化・現象・堕落したもの）＝永遠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝いまかつて間を通して変わらないもの

　　↓

　　　生成

永遠＝いまかつて間

自分の立場からは、永遠と生成とは紙一重

３、差異の王国としての芸術

いまかつて間→差異

芸術＝差異の王国、差異の過剰特区（『差異の王国』前掲書）

感じ分けー作り分け・使い分け（⊂行ない分け）―語り分け

　　　　　　　　　　　　↓演奏・上演、展示、引用etc.

４、マティス「赤いアトリエ」1911年、近代美術館、ニューヨーク

芸術作品解釈の問題～複数の解釈が出てくる方が、作品の味方が豊かになる

作品の見方の複数化・増幅

ダ・ヴィンチ「モナリザ」ORデュシャン「大ガラス」

５、新しみ、振りかえる

　　　いまかつて間

　　　　　↓　芸術

　　新しみつつ振りかえる

　　　――――――――――――

　　　いまかつて間

　　　　　　↓政治

　　　振りかえりつつ新しむ

６、政治とは何か？

「政治とは、悪に対する戦いである。」　悪意に対する戦い（グラシアン）マキャベリ

悪＝生成の唐突な中断

　　悪に対する戦い　→　警察、軍事、防災（技術的政治）

根源悪＝断ち切れないものを断ち切る→　いま／かつて

　　根源悪に対する戦い　→　振りかえりつつ新しむ

　　　　　　　　　　　　→　歴史（哲学的政治）

根源悪とは「忘れる」こと

クローチェ「歴史叙述」＝哲学的政治

政治とは歴史の叙述のこと

７、悪に対する戦い

感じ分けー行ない分けー語り分け

　信号　　　通行　　　　法規　　⇔　事故死⊂生成の唐突な中断

　振りかえりつつ新しむ　　　　　⇔忘却⊂いま／かつて中断

　　　↓

　　歴史　storia（物語）

８、振りかえりの諸相

①懐かしむ→ノスタルジー

②悔しむ→痕跡過剰＝別様でありえたかもしれない可能性の過剰

③寂しむ→無常即永遠　　（篠原資明『まず美にたずねよ』岩波書店、2015年）

９、振りかえりつつ新しむ

①懐かしみつつ新しむ→復古思想　平泉澄（1895－1984）天皇親政　皇国史観

②悔しみつつ新しむ→革命思想　羽仁五郎（1901－1983）マルクス主義史観　『都市の論理』ベストセラー

③寂しみつつ新しむ→循環思想　梅原猛（1925－）縄文を悔しみ懐かしみ寂しむ　人類哲学へ　永劫循環

　自然と共生　森の文化　自然の循環に合わせて魂の循環　梅原猛の根幹にあるのは岡本太郎　縄文土器

　日本の芸術のオリジナルは縄文だけ　世界最古（？）の土器　岡本太郎＋梅原猛＋上山春平鼎談

　梅原猛の思想は密教思想＝そのカギは自然を友とする、修験道も密教に組み込まれる。明治維新は神仏習合と

修験道を禁止した。

クローチェ（1866－1952）の影→哲学＝歴史、哲学的政治　　平泉澄も羽仁五郎もクローチェに親しんだ

猛獣⇔珍獣

羽仁五郎・説子　自由学園に婿入り、羽仁進（映画監督）の父　社会党応援　国立国会図書館を創る　赤線地帯廃止反対運動　1926年にクローチェを翻訳　『歴史の理論と歴史』岩波文庫

懐かしむと寂しむだけではだめ、政治的には殺し合いになるだけ

自分も宇宙もみな永遠であり、かつ、即無常。空海もそう。

なぜクローチェか？　哲学と歴史を一体化させようとしていた。が、クローチェは『論理学』がある。論理学があって哲学と歴史を一体化できた。

１０、友達関数　Friend Function

　　　風雅＝{b2＝f(n)}

　　　B=becoming（生成）

     f=friend（友）

  　　n＝nature（自然）

　　　b2＝二重生成

自然を友とすることで二重生成することが「風雅」　ex.日本の歌人が桜を詠む

日本人にとっての芸術とは「風雅」　風雅の道

マティス、ボナール、イブ・クラインのいない生活は考えられない。

１１、風雅モダンとは　「モダン＝新しさの追求」

芭蕉「新しみは俳諧の花也」（『三冊子』）

　　　モダン　新しみつつ悔しむ

ポストモダン　新しみつつ懐かしむ

　風雅モダン　新しみつつ寂しむ

篠原資明『まず美にたずねよー風雅モダンへ』岩波書店、2015年

風雅とは、ｎに何を投入するか

「オウィディウスに」

「アルノ川の夕暮れ」　京大博物館「まぶさび展」大野照文館長

「学問と芸術は人生に遺された最後の道楽である」

湯川秀樹の父　小川琢治

まぶさび詩　の詩形　5・5・5

空海「報恩」　恩返し　『空うみのあいだ』2009年

アルノー・ダニエル（ダンテに称讃されたことでも知られる吟遊詩人）

１２、超絶短詩オブジェ・チョーク

超苦　→　蝶　　く　（チョーク）

B：奥井遼さん「遊びと学び－サーカス学校のアーティスト養成の冒険」

サーカス学校①パリにある、②シャンパーニュ地方にある（パリから2時間ほど）

トランポリンが庭にある

＠サーカス学校（CNAC）とは

CentreNationaldesCircus//

・プロのサーカスパフォーマー（サーカシアン）を養成する

・コンセルバトワールのようなもの（文化省）

・1984年創立

＠フランスの教育システム

バカロレア

・普通バカロレア

・職業バカロレア

・技術バカロレア

一番優秀な人は、グランゼコールに行く（EX高等師範学校）

＠CANACの教育システム

2年（短大卒資格）＋2年（大学卒資格）

＠サーカス学校設立の経緯

・フランスサーカスの危機（1970年代）

・サーカス学校の設立

・探求、現代サーカス

・「サーカスはアートである」（Jaque Lang）

・CNAC（1984年）、ENCAR（1986年）

・「カメレオンの叫び」9期生の作品・卒業公演

＠本題

１、フランス文化について

　・現代サーカスとは何か？

２、現象学的身体論の立場から

・サーカス学校における変容とは？

フランスの場合、身体能力が優れていた人が、日本のようにオリンピックのような競技に行かず、サーカスのような表現に行くという違いが面白い。

＠現代サーカスとは何か？

シルクドソレイユ（太陽のサーカス）コンテンポラリーサーカス

・伝統サーカスとは違う（動物、ピエロ、オートバイなどは出ない）

・テクニックだけを見せるわけではない

・演劇、音楽、ダンスとも融合しうる

・演出をする

・アートである

＠なぜサーカスと呼ぶのか？

・演劇、音楽、ダンスだけではない

・円形の舞台を使う

・テントを使う

・危険、冒険、挑戦

・キャラバンによる旅暮らし　定住しない　最近はテアトル劇場でやるのが多くなった

27期生

音楽を組み上げた

曲芸

１、フランス文化の問い

・サーカスの身体

呼吸＝鼓動（cf.武智鉄二）

身体がむき出しになる

・巡業・辺境・聖性

アートとスノッブの近さ

芸能にはなりえない？

・フランスの文化政策の力

伝統と古典の問題（cf.渡邊守章）

サーカスと能、サーカスと人形浄瑠璃

芸能者は社会の外にいる人達　普段は社会の下層に追いやられている　排斥と逆転

日本の芸能の根の深さ

フランスは一貫して社会の外を認めない国

フランスでtraditionalというと、インドネシアとか、異郷のものを言い、フランスの古いものを「古典＝クラシック」と言う。

渡邊守章　フランスでは、能は古典ではなく、伝統芸能

誰のための伝統芸能か？　個展には成り切っていない

【能舞はコンテンポラリー能・世阿弥時代のアヴァンギャルト能】

２、現象学的身体論と「変容」

動かない私（初心者：計算＋理屈＋ルール）　↗　動く私（エキスパート）
フランスの哲学が前提としてきた身体

＝マッチョリズム、インテレクチュアル

メルロ－ポンティ（1945）「習慣とは、新しい道具を自分に附加することによって我々の世界内存在を膨張させること、ないしは実存の在り方を変えることの能力の表現である。」

自転車に乗れない自分と乗れる自分との間の違い、世界の見え方が変わってきた

狂気　身体

＠アートであること

「コードは身体の一部になっている？」

「完全に身体ではないけど、一部みたい。コードが身体になるともいえるけど、私が人間じゃなくなるとも思っている。」

「人間じゃなくなる？」

「そう」

美しさを意識しているか？　ほとんど自動化している。古典的な美しさ。

「美しさを考え直すのも僕たちの仕事」

・現代サーカスは「テクニック(technique)」ではなく、「アート(arts)」である。

・テクニック

・限界

体操競技との違いは何か？

サーカス学校の特徴「遊び」　シンクロ能力

遊びの部分→創作

＠遊び

「公園に行く」

自由遊びするからだ

遊びが一番効果的の能力を高め、引き出す

お祭り

音楽

リズム

動き・世界↗　遊び～限界・突破↗　動きα・世界α
１、サーカス研究

２、現象学的身体論

精神分析

認知科学（共感、人称性）

哲学的人間学

３、パリ第５大学

身心技法研究の広がり

スポーツ学部の幅の広さ

競技／レジャー／都市スポーツ／ビエンエトルBien-etre ／瞑想etc

どこに向っているのか？

世界の見え方が変わってしまう

【・人間はどのようにして変容するのか？　変わるのか？人格転換　人生転換】

無心でいながら日常に帰ってくる

・瞑想によるアフターエフェクトの根源にあるのは、「自己感」の変容　無我　思い通りになる　体験的に理解しないと自己感は変わらない　全部変化していく　

体験的理解

【事後の悟り】【最適解】

身体図式の組み直し

互いへのリスペクト

凄い選抜試験

脱自

第45回身心変容技法＆世阿弥研究会＆ワザ学・こころ観研究会

【日時】2016年2月15日（月）17時～19時

【場所】京都大学稲盛財団記念館2階225会議室

【発表】奥井遼（日本学術振興会海外特別研究員・パリ第5大学）

　　　「遊びと学びーサーカス学校のアーティスト養成の冒険」

　　　司会：鎌田東二　発表60分＋討議60分

· 国立サーカス学校（CNAC：CentreNationaldesCircus）
· プロのサーカシアンを養成する（トランポリン〜
· 文化省管轄（教育機関+α）
· バカロレア以降、職業への結びつき
· フランスは「普通科」が多い日本とはちがい、将来のビジョンを描きながら学ぶ
· 「現代サーカス」とは？（1970年代〜、フランス・カナダ、ベルギー、イギリスなど）
· フランスサーカスの危機、サーカス学校の設立
　Ex. CNAC（1984年）、ENCAR（1986年）
· 「サーカスはアートである」（Jaque Lang）
＝“演出”が鍵（⇔伝統的サーカスは「技巧」が鍵：動物、ピエロ、オートバイ
· 身体性を駆使して「競技」ではなく「表現」へ
· フランスの場合、日本のように身体能力が優れている＝オリンピック、ではなく、身体の可能性が
サーカスのような「表現」に行く
 　・ダンス、演劇、アクロバット、音楽など、領域を超えてコラボする表現
· 超絶テクニックを魅せるというより、色々なわざ・風景の組み合わせ、響き合い◎
Ex.「カメレオンの叫び」第９期生卒業講演
→混ぜこぜ要素で魅せるコンテンポラリーサーカス
· 円形の舞台・テントの使用・危険、冒険、挑戦・キャラバンによる暮らし（※昔は旅暮らし）
· 巡業・辺境・聖性
· 芸能者は普段は社会の外側に追いやられ排斥されているが芸の空間になると立場が逆転し「聖」になる。日本芸能ではこの逆転が根強いが、フランスは社会の「外」を認めない国で文化政策の力がすごい。＝芸能の土着の部分が「洗練」されコンセプチュアルになりがち（伝統と古典の問題：フランスの「traditional」は東南アジアなど異郷を指し、自国の伝統は「古典＝クラシック」と呼ぶ）cf.「伝統と古典の問題」渡邊守章
· 身体的に異次元を生きることについて、「現象学的身体論」
・その場で現象することを拾って組み込む　 Ex.27期生は得意な音楽を入れた
· 東洋は「呼吸」（コントロールできる）、西洋は「鼓動」（一定）（cf. 武智鉄二）
· サーカスの身体＝むき出しの身体性
· フランス哲学が前提としてきた身体＝intellectualな身体（段階説的、右肩上がりに着々と「できる」ようになる身体）cf.Dreyfus(2002)⇔ブレ、生々しさを伴う身体へ着眼
· メルロ−ポンティ（1945）「習慣とは、新しい道具を自分に附加することによって我々の世界内存在を膨張させること、ないしは実存の在り方を変えることの能力の表現である。」（身体の動きには毎回限界がある、動きにより世界の在り様とともに編み直される身体性、色んな見え方、視点を含みつつ「襞」の多い動き○）
Cf. 「ロープ」使い…ロープが身体になる、「私」が人間ではなくなる、もがくなかで発見的に自働化されていく「美しい」動き＝「美しさを考え直すのも僕たちの仕事」byサーカスの先生
　
○　現代サーカスは「テクニック(technique)」ではなく、「アート(arts)」である。
　・「遊び」（＝一番効果的に能力を引き出す）がベースとなっている
（その余韻のなかで創作、シンクロ能力がめばえる）
Cf. 休みの午後に公園で自由に即興的に
　　

　動き・世界　　　　　　遊び～限界・突破　　　　　　　　　　　動きα・世界α
· 「遊び」が試行錯誤を包むことでその都度の「限界」が突破し続けられる
· 「パリ第五大学」という場所＝哲学的人間学が可能なスポーツ学部
（健康・スポーツ・身体性について考える場所）
コンテンポラリーな身心技法研究の場としておもしろい
（斬新な身体的在り様を見据える、表現の極限を超える、人間的枠組みを超える≒狂気）
【人間はどのようにして変容するのか？？人格転換/人生転換】
＝討議＝
· 瞑想によるアフターエフェクト（「自己感」の変容、無我、思い通り）についての問い
達人は「無心」でいながら還ってくる
· 体験的理解の事柄を、根本的に身体図式が組直され全体的に変化するなか、どのように語るか
（【事後の悟り】【最適解】）
· 技巧、技術の力（アジア的）⇔コンセプト・ルールを作り遊ぶ・ひらめく力（フランス的）
「うまい/下手」の枠組みではなく、事象を命題的に宙づりにして哲学的に揺さぶるアピール力
� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Wuxing_ja.svg" ���


*Wikipedia 「五行思想」


同じ五行：比和、相比
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*「後天定盤」（九数図）








